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特
集
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ソ
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シ
ャ
ル
っ
て
何
？

い
ま
、巷
に
は「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」と
い
う
言
葉
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

そ
れ
な
の
に
、ソ
ー
シ
ャ
ル
／social

と
は
何
な
の
か
を
問
う
と
、

必
ず
し
も
明
確
に
答
え
ら
れ
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
語
の「
社
会
」「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」「
絆
」と
いっ
た

言
葉
と
近
い
よ
う
で
も
あ
り
、ま
た
違
っ
た
感
覚
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
の
意
味
を
し
っ
か
り
と
捉
え
な
お
す
こ
と
で
、

現
在
の
生
活
や
成
熟
し
た
持
続
可
能
な
将
来
の
た
め
に
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
効
用
、あ
る
い
は

リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。
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そ
の
概
念
史
的
考
察

山
脇 

直
司

Y
am

aw
ak

i N
aosh

i

「ソーシャル」を論じた人びと

中世から現代まで、
さまざまな時代の局面で語られ、
論じられた「ソーシャル」。

本稿の中で取り上げるおもな人物と、
彼らの語る「ソーシャル」を
時系列に沿って紹介する。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
経
済
学
者
。

貧
困
層
の
経
済
的
自
立
支
援
を

目
指
し
、少
額
融
資（
マ
イ
ク
ロ

ク
レ
ジ
ッ
ト
）専
門
の「
グ
ラ
ミ
ン

銀
行
」を
１
９
８
３
年
に
創
設
。

以
後
、各
国
で
こ
れ
に
触
発
さ
れ

た
活
動
が
起
き
た
。２
０
０
６

年
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
と
と
も
に
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
。

英
国
の
政
治
家
。１
９
７
５
年
、

女
性
初
の
保
守
党
党
首
に
選
ば

れ
79
年
首
相
に
就
任
。国
民
に

自
助
努
力
を
訴
え
、政
策
の
主

眼
を
福
祉
国
家
か
ら
自
由
主
義

経
済
国
家
へ
の
復
帰
に
お
い
た
。

労
働
組
合
に
攻
撃
を
向
け「
小

さ
な
政
府
」を
目
指
し
国
有
産

業
の
民
営
化
を
は
か
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
経
済
学
者
。研

究
領
域
は
経
済
理
論
・
政
策
だ

け
で
な
く
、科
学
方
法
論
、法
哲

学
、社
会
思
想
な
ど
社
会
科
学

の
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
。貨
幣

的
景
気
理
論
を
展
開
。資
本
理

論
を
純
化
さ
せ
、ま
た
自
由
主

義
経
済
政
策
を
主
張
。１
９
７

４
年
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
。

政
治
思
想
家
、哲
学
者
。ド
イ
ツ

生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
、ナ
チ
ス

政
権
成
立
後
、パ
リ
、さ
ら
に
ア

メ
リ
カ
に
亡
命
。ア
メ
リ
カ
国
籍

取
得
。主
著
に『
全
体
主
義
の
起

原
』『
人
間
の
条
件
』な
ど
。ナ
チ

ス
戦
犯
裁
判
の
報
告『
イ
ェル
サ

レ
ム
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
』で
は
多
く
の

論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。

経
済
学
者
。明
治
期
に
ド
イ
ツ

に
留
学
し
経
済
学
の
ほ
ぼ
全
領

域
に
わ
た
っ
て
研
鑽
を
積
む
。帰

国
後
、東
京
高
等
商
業
学
校

（
現・一
橋
大
学
）等
で
教
鞭
を
と

り
、多
く
の
優
れ
た
弟
子
を
養

成
。マ
ル
ク
ス
経
済
主
義
に
は
批

判
的
で
、独
自
の
厚
生
経
済
学

の
体
系
も
構
想
し
た
。

ド
イ
ツ
の
政
治
家
。プ
ロ
イ
セ
ン

首
相
と
な
り
、軍
事
力
中
心
の

い
わ
ゆ
る「
鉄
血
政
策
」で
普
墺

戦
争
に
勝
利
す
る
と
と
も
に
、

国
内
紛
争（
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
紛

争
）を
収
拾
し
、さ
ら
に
普
仏
戦

争
に
勝
利
し
て
ド
イ
ツ
統
一を
完

成
し
、ド
イ
ツ
帝
国
初
代
の
宰

相
と
な
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
の
神
学
者
、哲
学
者
、

聖
人
。信
仰
と
理
性
と
の
統
一・

総
合
を
目
指
し
た
ス
コ
ラ
学
の

大
成
者
。ナ
ポ
リ
、パ
リ
、ケ
ル
ン

の
各
大
学
に
学
び
晩
年
は
ナ
ポ

リ
の
神
学
教
授
を
務
め
た
。著

作
は
膨
大
か
つ
多
岐
に
わ
た
る

が
、最
大
の
主
著
は
３
部
か
ら
な

る『
神
学
大
全
』。

「
社
会
的
」

と
い
う
概
念
は

意
味
が
極
め
て
曖
昧
な

「
ぼ
か
し
言
葉（w

easel w
ord

）」

に
す
ぎ
ず
、

不
適
切
な
だ
け
で
な
く

有
害
と
論
じ
る

「
社
会
的
な
も
の
」の

肥
大
化
に
よ
っ
て
、人
間
の

「
公
共
的
」な

活
動
力
は
ま
す
ま
す

衰
え
る
と
論
じ
る

「
社
会
と
い
う
も
の
は

存
在
し
な
い

（T
here is no such

thing as society.

）」と

公
的
に
発
言

国
家
主
導
に
よ
る

「
社
会
的
国
家
」を

実
現
す
る

「
ソ
キ
エ
タ
ス（society

の
語
源
）」を

「
何
ら
か
の
完
全
性
へ
向
か
う

人
々
の
集
ま
り
」と

理
解
す
る

「
社
会
」を

「
人
格
が
自
己
実
現
の
た
め
に

非
人
格
的
な
も
の
に

抵
抗
す
る
運
動
の
場
」

と
捉
え
る

社
会
的
貢
献
や

社
会
問
題
解
決
と

利
潤
追
求
の
両
立
と
い
う

新
し
い「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」を
実
践
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ソ
ー
シ
ャ
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル

パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
コ
ラ
学
の

黄
金
時
代
を
築
い
た

思
想
家

ド
イ
ツ
統
一を

果
た
し
た

「
鉄
血
宰
相
」

日
本
の
経
済
学
形
成
に

大
き
く
貢
献
し
た

学
者

現
代
社
会
の

危
機
の
根
源
を

問
う
た
哲
学
者

「
鉄
の
女
」と

呼
ば
れ
た

意
思
強
固
な

政
治
家

金
融
を
介
し
た

ソ
ー
シ
ャ
ル・

ビ
ジ
ネ
ス
の

先
駆
者

自
由
の
尊
重
を

特
に
重
視
し
た

経
済
学
者
で
あ
り
、

思
想
家

今
日
、ご
く
一
般
的
に
使
わ
れ
る「
ソ
ー
シ
ャ
ル（social

）／
社
会
的
」と
い
う
言
葉
。こ

れ
は
、そ
も
そ
も
何
を
指
し
示
し
、時
代
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
概
念

な
の
か
。こ
こ
で
は
、政
治
思
想
や
経
済
と
の
関
わ
り
か
ら
、こ
の
言
葉
の
辿
っ
た
歴
史
を

概
観
し
、近
年
台
頭
め
ざ
ま
し
い
新
し
い「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」概
念
ま
で
を
追
っ
て
み
た
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
の
多
義
性

19世紀～20世紀前半20世紀後半21世紀 中世

2CEL March 20143 CEL March 2014

写真提供・協力：Getty Images（トマス・アクィナス/The Bridgeman Art Library、ビスマルク/Time & Life Pictures、アーレント/Mondadori）、
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手
元
に
あ
る
英
和
辞
書
を
引
く
と
、social

と
い
う
形
容
詞
に
は
、
社
会
的

と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
、⑴「
社
交
的
な
、
人
付
き
合
い
の
良
い
、
社
交
界
の
」

と
い
う
意
味
と
、⑵「
社
会
事
業
の
、
社
会
福
祉
の
、
社
会
福
祉
に
携
わ
る
」
と

い
う
意
味
が
目
に
つ
く
。
ま
た
名
詞
のthe social 

に
は
、
懇
親
会
、
親
睦
会
、

社
交
ク
ラ
ブ
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
こ
れ
は
⑴
の
形
容
詞
の
名
詞
形
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
（『
リ
ー
ダ
ー
ズ
英
和
辞
典
』
な
ど
）。

　
本
稿
で
は
⑴
の
側
面
に
も
注
意
し
つ
つ
、
特
に
、⑵
の
意
味
で
のsocial

と
い

う
形
容
詞
と
、
そ
の
派
生
形
と
し
て
のthe social

と
い
う
形
容
名
詞

（adjective noun

）
に
重
き
を
お
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
の
多
義
性
を
探
り
た
い
。

　
英
語
のsociety

の
語
源
と
も
言
え
る
ラ
テ
ン
語
の

societ -as

（
ソ
キ
エ
タ
ス
）
に
は
、
仲
間
の
結
合
と

い
う
意
味
合
い
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
合

意
に
基
づ
く
様
々
な
結
合
を
意
味
し
て
い
た
。
中
世

ス
コ
ラ
哲
学
者
を
代
表
す
る
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス

は
、「
何
ら
か
の
完
全
性
へ
向
か
う
人
々
の
集
ま
り
」

と
し
て
ソ
キ
エ
タ
ス
を
理
解
し
つ
つ
、
人
間
を
「
自

然
本
性
的
に
政
治
的
、
す
な
わ
ち
社
会
的
動
物
」
と

呼
ん
だ
。

　
近
代
に
入
る
と
、
こ
の
よ
う
な
目
的
論
的
な
社
会

理
解
は
、
ま
ず
、
個
人
間
の
相
互
契
約
に
よ
っ
て
あ

る
べ
き
政
治
社
会
が
作
ら
れ
る
と
い
う
社
会
契
約
説
（
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、

ル
ソ
ー
な
ど
）
に
と
っ
て
代
わ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
批
判
す
る
形
で
、
社
会
は

人
々
の
共
通
利
害
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
と
い
う
考
え
方
（
ヒ
ュ
ー
ム
な
ど
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
家
た
ち
）
も
有
力
に
な
る
。

　
し
か
し
、
19
世
紀
半
ば
に
な
る
と
産
業
の
発
達
が
も
た
ら
す
貧
富
の
拡
大
を

乗
り
越
え
る
と
い
う
意
味
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
社
会

主
義
思
想
は
別
に
し
て
、
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
基
本
法
（
ド
イ
ツ
の
現
憲
法
）
を

も
規
定
し
て
い
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ス
テ
ー
ト
（
社
会
的
国
家
）」
と
い
う
概

念
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
み
よ
う
。

　
社
会
的
国
家
と
い
う
概
念
に
は
、
幾
多
の
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
そ
れ
は
１
８

８
０
年
代
の
ビ
ス
マ
ル
ク（
１
８
１
５
〜
１
８
９
８
）の
社
会
政
策
に
行
き
着
く
。

統
一
ド
イ
ツ
帝
国
の
初
代
宰
相
と
な
っ
た
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
そ
れ
ま
で
の
福
祉

行
政
や
慈
善
団
体
の
伝
統
を
踏
ま
え
、
医
療
保
険
、
業
務
災
害
保
険
、
年
金
保

険
な
ど
を
導
入
し
て
、国
家
主
導
の
社
会
的
国
家
を
実
現
さ
せ
た
。彼
の
政
策
は
、

一
方
で
自
由
放
任
型
資
本
主
義
が
生
み
出
す
弱
者
保
護
を
意
図
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
ど
こ
ま
で
も
社
会
主
義
鎮
圧
法
と
ペ
ア
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
温
情
主

義
的
な
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
民
主
主
義
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
し
か然

る
に
、
第
一
次
大
戦
敗
戦
後
の
１
９
１
９
年
に
発
布
し
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲

法
は
、
民
主
主
義
的
な
要
素
を
社
会
的
国
家
に
加
え
、
人
々
の
社
会
権
の
保
障

を
明
記
し
た
。
ま
た
日
本
で
も
、
ド
イ
ツ
の

社
会
政
策
学
会
左
派
を
代
表
す
る
ル
ヨ
・
ブ

レ
ン
タ
ー
ノ
（
１
８
４
４
〜
１
９
３
１
）
に

学
び
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
旗
手
の
一
人

と
な
っ
た
福
田
徳
三
（
１
８
７
４
〜
１
９
３

０
）
は
、
１
９
２
２
年
刊
行
の
『
社
会
政
策

と
階
級
闘
争
』
で
、
行
政
学
の
父
と
し
て
名

高
い
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン（
１

８
１
５
〜
１
８
９
０
）
の
「
社
会
と
国
家
」

の
概
念
を
逆
転
さ
せ
、
次
の
よ
う
な
社
会
政

策
論
を
唱
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
タ

イ
ン
が
「
非
人
格
的
な
利
害
関
係
が
衝
突
す
る
領
域
」
を
「
社
会
」
と
呼
び
、

そ
の
矛
盾
を
、「
個
々
人
の
人
格
的
な
意
志
の
統
一
体
」
で
あ
る
「
国
家
」
に

よ
っ
て
制
御
す
る
こ
と
を
唱
え
た
の
に
対
し
、
福
田
は
「
社
会
」
を
「
人
格
が

自
己
実
現
の
た
め
に
非
人
格
的
な
も
の
に
抵
抗
す
る
運
動
の
場
」
と
し
て
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
そ
の
社
会
運
動
を
「
国
家
」
が
承
認
し
、
そ
の
要
求
を
実
現

す
る
の
が
社
会
政
策
だ
と
い
う
思
想
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
リ
ベ
ラ
ル
で
民
主
的
な
「
社
会
」
概
念
は
、
１
９
３
０

年
代
の
ナ
チ
ズ
ム
（
ド
イ
ツ
）
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
（
日
本
）
の
前
に
崩
壊
す
る
。

中
で
も
「
社
会
と
国
家
」
の
区
別
の
無
効
性
を
唱
え
た
思
想
家
は
、
ド
イ
ツ
の

公
法
学
者
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
１
８
８
８
〜
１
９
８
５
）
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
が
掲
げ
た
リ
ベ
ラ
ル
で
民
主
的
な
社
会
的
国
家
の
理
念

は
、
第
二
次
大
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
で
復
活
す
る
。

　
日
本
の
一
部
の
政
治
家
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
改
憲
の
口
実
と
し
て
、
数

十
回
も
〝
憲
法
〞
が
変
え
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
基
本
法
で
は
変
え
て
は
い
け
な
い
条
項
が
二
つ

存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
尊
厳
を
謳
っ
た
第
１
条
と
国
家
秩
序
の
基
礎
を

謳
っ
た
第
20
条
で
あ
る
。
そ
の
第
20
条
の
第
１
項
に
は
、「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
は
、
民
主
的
社
会
的
連
邦
国
家
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合

の
社
会
的
国
家
と
は
、
国
民
の
社
会
保
障
と
社
会
正
義
の
実
現
を
目
指
す
国
是

を
意
味
し
て
い
る
。
英
語
圏
で
こ
の
言
葉
に
対
応
す
る
の
は
、
福
祉
国
家

（w
elfare state

）
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
で
は
憲

法
25
条
と
26
条
に
記
さ
れ
た
国
家
に
よ
る
国
民
の
社

会
権
の
保
障
が
こ
れ
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
社
会
的
国
家
を
両
立
さ
せ
る
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
／
社
会
的

市
場
経
済
」
と
い
う
概
念
も
、
戦
後
か
ら
現
在
に
至

る
ド
イ
ツ
経
済
の
根
本
理
念
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

「
社
会
的
市
場
経
済
」
と
は
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
ア

デ
ナ
ウ
ア
ー
保
守
政
権
が
推
進
し
た
経
済
政
策
の
バ

ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
た
概
念
で
あ
り
、「
オ
ル
ド
・

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
／
秩
序
的
自
由
主
義
」
と
呼
ば
れ
る

経
済
学
者
た
ち
が
支
持
し
た
市
場
概
念
で
あ
る
。
オ
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、

計
画
経
済
に
対
す
る
市
場
経
済
の
優
位
を
唱
え
つ
つ
も
、
市
場
経
済
が
社
会
の

枠
内
に
あ
り
、
国
家
の
社
会
政
策
に
よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
る
と
考
え
る
が
故
に
、

「
社
会
的
市
場
経
済
」
と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
の
保

守
政
党
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
が
唱
え
た
こ
の
概
念
は
、

後
に
政
権
を
担
っ
た
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
に
も
引
き
継
が
れ
、
社

会
的
市
場
経
済
の
概
念
を
Ｅ
Ｕ
に
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
現
在
の
メ
ル
ケ
ル

（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
政
権
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
概
念
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
実
業
家

ミ
シ
ェ
ル
・
ア
ル
ベ
ー
ル（
１
９
３
０
〜
）が
名
付
け
た「
ラ
イ
ン
型
資
本
主
義
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
こ
の
潮
流
と
は
独
立
に
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
生
ま
れ
の
経
済
学
者
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
（
１
８
８
６
〜
１
９
６
４
）
は
、

「
社
会
に
埋
め
込
ま
れ
た
経
済
」
と
い
う
概
念
を
唱
え
た
。

　
さ
て
次
に
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
／
社
会
的
」
と
い
う
概
念
を
あ
か
ら
さ
ま
に
嫌

っ
た
二
人
の
思
想
家
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
そ
れ
は
、
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
（
１

９
０
６
〜
１
９
７
５
）
と
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
イ
エ
ク
（
１
８
９

９
〜
１
９
９
２
）
と
い
う
思
想
的
に
全
く
異
な
る
二
人
の
例
で
あ
る
。

　
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
最
近
の
映
画
で
焦
点
と
な
っ
た
『
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
ア
イ

ヒ
マ
ン
』（
１
９
６
３
年
）
に
先
立
つ
１
９
５
８
年
刊
行
の
『
人
間
の
条
件
』
で
、

彼
女
が
復
権
し
よ
う
と
す
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
／
公
共
的
」
の
概
念
に
「
ソ
ー
シ

ャ
ル
／
社
会
的
」
を
対
置
す
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
労
働
や
仕

事
と
区
別
さ
れ
る
言
語
活
動
に
よ
っ
て
成
立

す
る
「
政
治
的
な
る
も
の
＝
公
共
領
域

（public realm

）」
は
、
労
働
や
仕
事
に
よ

っ
て
成
り
立
つ
私
的
経
済
と
峻
別
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
だ
が
、
近
代
に
お
い
て
私
的
経

済
が
政
治
的
な
公
共
領
域
に
侵
入
し
、
公
共

的
で
も
私
的
で
も
な
い
「
社
会
的
な
も
の

（the social

）」
が
台
頭
し
た
。
す
で
に
「
政

治
的
な
も
の
」
と
「
社
会
的
な
も
の
」
と
の

混
同
は
、前
述
の
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の「
人

間
は
そ
の
自
然
本
性
に
よ
っ
て
政
治
的
動
物
、

す
な
わ
ち
社
会
的
動
物
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
見
ら
れ
る
が
、
近
代
の
「
社

会
的
な
も
の
」
の
肥
大
化
に
よ
っ
て
、
人
間
の
公
共
的
な
活
動
力
は
ま
す
ま
す

衰
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
彼
女
は
論
じ
、
市
民
に
よ
る
政
治
的
な
公
共
活
動

の
復
権
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
ハ
イ
エ
ク
の
観
点
は
ア
ー
レ
ン
ト
と
全
く
対
照
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
切
の
社
会
主
義
経
済
を
批
判
し
、
法
の
支
配
の
下
、「
じ自 

せ
い生
的
な
秩
序
」
で

生
ま
れ
る
市
場
経
済
を
礼
賛
し
た
ハ
イ
エ
ク
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
／
社
会
的
」

と
い
う
形
容
詞
を
ぎ欺 

ま
ん瞞
的
な
概
念
と
し
て
激
し
く
批
判
し
た
。
ハ
イ
エ
ク
に
よ

れ
ば
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
時
代
か
ら
広
ま
り
、
現
在
の
ド
イ
ツ
基
本
法
に
も
記
さ

れ
て
い
る
こ
の
概
念
は
、
意
味
が
極
め
て
曖
昧
な
「
ぼ
か
し
言
葉
（w

easel 
w
ord

）」に
す
ぎ
ず
、不
適
切
な
だ
け
で
な
く
有
害
で
あ
る
。「
社
会
的
市
場
経
済
」

は
市
場
経
済
の
意
味
を
曖
昧
に
す
る
冠
で
あ
り
、「
社
会
正
義（social justice

）」

と
い
う
概
念
は
、
競
争
的
な
市
場
経
済
と
は
相
容
れ
ず
、
社
会
主
義
に
道
を
開

く
分
配
的
正
義
を
意
味
す
る
が
故
に
、
自
由
主
義
者
は
拒
否
す
べ
き
で
あ
る

（『
致
命
的
な
思
い
あ
が
り
』／
１
９
８
８
年
）。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ハ
イ
エ
ク

の
思
想
は
、彼
の
弟
子
を
自
任
し
て
い
た
英
国
首
相
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー

（
１
９
２
５
〜
２
０
１
３
）
を
し
て
「
社
会
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
（T

here 
is no such thing as society.

）」
と
公
的
に
言
わ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
１
９
８
０
年
代
の
ハ
イ
エ
ク
や
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
発
言
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
１
９
９
０
年
代
以
降
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
／
社
会
的
」
と
い
う

概
念
は
英
語
圏
で
も
急
速
に
広
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
特
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企

業
の
社
会
的
責
任
）、Ｓ
Ｒ
Ｉ（
社
会
的
責
任
投
資
）、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
概
念
と
深
く
結
び

つ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
の
経
済

学
者
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（
１
９
１
２
〜
２

０
０
６
）
が
述
べ
た
「
私
的
企
業
の
唯
一
の
倫
理
は

株
主
の
た
め
に
利
潤
を
追
求
す
る
こ
と
」
と
い
う
企

業
観
を
打
破
し
て
、
社
会
に
対
す
る
責
任
や
貢
献
と

利
潤
追
求
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
新
し
い
企
業
観

に
立
脚
し
て
い
る
。

　
中
で
も
、
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
（
１
９
４
０
〜
）

が
始
め
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
を
モ

デ
ル
と
す
る
よ
う
な
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
、
ハ
イ
エ
ク
な
ら
ば
語

義
矛
盾
と
受
け
取
る
で
あ
ろ
う
概
念
で
あ
り
、
有
料
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
い

つ
つ
社
会
貢
献
と
社
会
問
題
解
決
を
め
ざ
す
よ
う
な
公
共
性
を
担
う
と
い
う
点

で
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
狭
い
公
共
論
を
打
破
す
る
概
念
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
日

本
で
も
広
ま
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
公
共
的
役
割
を
果
た
す
の
か
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
か
く
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
思
想
と
異
な
り
、
現
代
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
パ

ブ
リ
ッ
ク
は
必
ず
し
も
対
立
的
な
概
念
で
は
な
く
な
っ
た
し
、
実
際
に
ド
イ
ツ

の
社
会
的
国
家
と
い
う
概
念
は
最
初
か
ら
そ
の
両
立
を
め
ざ
し
て
い
る
。
確
か

に
現
代
で
も
、
経
済
学
に
お
け
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
・
セ
オ
リ
ー
／

社
会
選
択
論
」（
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
や
鈴
村
興
太
郎
な
ど
が
そ
の
論
客
）

と
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
チ
ョ
イ
ス
・
セ
オ
リ
ー
／
公
共
選
択
論
」（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ブ
キ
ャ
ナ
ン
や
加
藤
寛
な
ど
が
そ
の
論
客
）
の
対
立
な
ど
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
学
問
界
で
の
対
立
な
い
し
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ポ
リ
シ
ー
／
社
会
政
策
」
と
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ポ
リ
シ

ー
／
公
共
政
策
」
の
概
念
の
違
い
は
、
現
在
で
は
微
々
た
る
違
い
に
な
っ
た
よ

う
に
思
え
る
。
実
際
、
私
が
専
門
と
す
る
公
共
哲
学
的
な
観
点
か
ら
み
れ
ば
、

社
会
的
問
題
と
公
共
的
問
題
は
ほ
と
ん
ど
同
義
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
比
べ
、
リ
ベ
ラ
ル
・
マ
イ
ン
ド
（
寛
大
な
心
）
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

思
想
的
な
意
味
合
い
で
の
リ
ベ
ラ
ル
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
の
違
い
に
関
し
て
は
、
や

や
複
雑
な
事
情
が
実
在
す
る
こ
と
を
認
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ

カ
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
と
い
う
概
念
が
保
守
に

対
抗
す
る
中
道
左
派
的
な
意
味
合
い
を
持
つ

一
方
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
概
念
が
政
治

や
政
策
の
領
域
で
は
な
く
企
業
の
領
域
で
用

い
ら
れ
る
。そ
れ
に
対
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
が
社
会
的
公
正
や
連
帯
と
い
う

政
治
的
意
味
を
持
つ
一
方
で
、
リ
ベ
ラ
ル
は

市
場
経
済
優
先
型
の
政
治
や
政
策
を
意
味
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
自
由
市
場
を
優

先
す
る
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
人
々
の
社
会
的
公
正
を
優
先
す
る
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
が
対
置
さ
れ
る
ゆ
え
ん

所
以
で
あ
る
。
前
述
の
「
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
は
、
リ
ベ
ラ
ル
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
を
融
合

し
た
概
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
市
場
を
優
先
す
る
か
社
会
的
公
正
を
優
先

す
る
か
で
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
っ
て
く
る
。
そ
の
意
味
で
、
今
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
ド
イ
ツ
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
大
連
立
政
権
が
ど
の
よ
う
な

政
策
を
遂
行
す
る
の
か
、
興
味
深
い
。

18
世
紀
ま
で
の
社
会
観

ソ
ー
シ
ャ
ル・ス
テ
ー
ト

（
社
会
的
国
家
）の

成
立
と
展
開

ソ
ー
シ
ャ
ル・マ
ー
ケ
ッ
ト・

エ
コ
ノ
ミ
ー（
社
会
的
市
場
経
済
）

の
概
念

ソ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う

概
念
を
嫌
っ
た

ア
ー
レ
ン
ト
と
ハ
イ
エ
ク

人間は
その自然本性によって
政治的動物、すなわち
社会的動物である

トマス・アクィナスによって
「政治的」という言葉を
「社会的」という言葉に

置き換えられた
ラテン語訳には、もちろん、
大きな誤解が含まれている
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手
元
に
あ
る
英
和
辞
書
を
引
く
と
、social

と
い
う
形
容
詞
に
は
、
社
会
的

と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
、⑴「
社
交
的
な
、
人
付
き
合
い
の
良
い
、
社
交
界
の
」

と
い
う
意
味
と
、⑵「
社
会
事
業
の
、
社
会
福
祉
の
、
社
会
福
祉
に
携
わ
る
」
と

い
う
意
味
が
目
に
つ
く
。
ま
た
名
詞
のthe social 

に
は
、
懇
親
会
、
親
睦
会
、

社
交
ク
ラ
ブ
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
こ
れ
は
⑴
の
形
容
詞
の
名
詞
形
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
（『
リ
ー
ダ
ー
ズ
英
和
辞
典
』
な
ど
）。

　
本
稿
で
は
⑴
の
側
面
に
も
注
意
し
つ
つ
、
特
に
、⑵
の
意
味
で
のsocial

と
い

う
形
容
詞
と
、
そ
の
派
生
形
と
し
て
のthe social

と
い
う
形
容
名
詞

（adjective noun

）
に
重
き
を
お
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
の
多
義
性
を
探
り
た
い
。

　
英
語
のsociety

の
語
源
と
も
言
え
る
ラ
テ
ン
語
の

societ -as

（
ソ
キ
エ
タ
ス
）
に
は
、
仲
間
の
結
合
と

い
う
意
味
合
い
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
合

意
に
基
づ
く
様
々
な
結
合
を
意
味
し
て
い
た
。
中
世

ス
コ
ラ
哲
学
者
を
代
表
す
る
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス

は
、「
何
ら
か
の
完
全
性
へ
向
か
う
人
々
の
集
ま
り
」

と
し
て
ソ
キ
エ
タ
ス
を
理
解
し
つ
つ
、
人
間
を
「
自

然
本
性
的
に
政
治
的
、
す
な
わ
ち
社
会
的
動
物
」
と

呼
ん
だ
。

　
近
代
に
入
る
と
、
こ
の
よ
う
な
目
的
論
的
な
社
会

理
解
は
、
ま
ず
、
個
人
間
の
相
互
契
約
に
よ
っ
て
あ

る
べ
き
政
治
社
会
が
作
ら
れ
る
と
い
う
社
会
契
約
説
（
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、

ル
ソ
ー
な
ど
）
に
と
っ
て
代
わ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
批
判
す
る
形
で
、
社
会
は

人
々
の
共
通
利
害
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
と
い
う
考
え
方
（
ヒ
ュ
ー
ム
な
ど
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
家
た
ち
）
も
有
力
に
な
る
。

　
し
か
し
、
19
世
紀
半
ば
に
な
る
と
産
業
の
発
達
が
も
た
ら
す
貧
富
の
拡
大
を

乗
り
越
え
る
と
い
う
意
味
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
社
会

主
義
思
想
は
別
に
し
て
、
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
基
本
法
（
ド
イ
ツ
の
現
憲
法
）
を

も
規
定
し
て
い
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ス
テ
ー
ト
（
社
会
的
国
家
）」
と
い
う
概

念
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
み
よ
う
。

　
社
会
的
国
家
と
い
う
概
念
に
は
、
幾
多
の
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
そ
れ
は
１
８

８
０
年
代
の
ビ
ス
マ
ル
ク（
１
８
１
５
〜
１
８
９
８
）の
社
会
政
策
に
行
き
着
く
。

統
一
ド
イ
ツ
帝
国
の
初
代
宰
相
と
な
っ
た
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
そ
れ
ま
で
の
福
祉

行
政
や
慈
善
団
体
の
伝
統
を
踏
ま
え
、
医
療
保
険
、
業
務
災
害
保
険
、
年
金
保

険
な
ど
を
導
入
し
て
、国
家
主
導
の
社
会
的
国
家
を
実
現
さ
せ
た
。彼
の
政
策
は
、

一
方
で
自
由
放
任
型
資
本
主
義
が
生
み
出
す
弱
者
保
護
を
意
図
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
ど
こ
ま
で
も
社
会
主
義
鎮
圧
法
と
ペ
ア
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
温
情
主

義
的
な
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
民
主
主
義
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
し
か然

る
に
、
第
一
次
大
戦
敗
戦
後
の
１
９
１
９
年
に
発
布
し
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲

法
は
、
民
主
主
義
的
な
要
素
を
社
会
的
国
家
に
加
え
、
人
々
の
社
会
権
の
保
障

を
明
記
し
た
。
ま
た
日
本
で
も
、
ド
イ
ツ
の

社
会
政
策
学
会
左
派
を
代
表
す
る
ル
ヨ
・
ブ

レ
ン
タ
ー
ノ
（
１
８
４
４
〜
１
９
３
１
）
に

学
び
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
旗
手
の
一
人

と
な
っ
た
福
田
徳
三
（
１
８
７
４
〜
１
９
３

０
）
は
、
１
９
２
２
年
刊
行
の
『
社
会
政
策

と
階
級
闘
争
』
で
、
行
政
学
の
父
と
し
て
名

高
い
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン（
１

８
１
５
〜
１
８
９
０
）
の
「
社
会
と
国
家
」

の
概
念
を
逆
転
さ
せ
、
次
の
よ
う
な
社
会
政

策
論
を
唱
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
タ

イ
ン
が
「
非
人
格
的
な
利
害
関
係
が
衝
突
す
る
領
域
」
を
「
社
会
」
と
呼
び
、

そ
の
矛
盾
を
、「
個
々
人
の
人
格
的
な
意
志
の
統
一
体
」
で
あ
る
「
国
家
」
に

よ
っ
て
制
御
す
る
こ
と
を
唱
え
た
の
に
対
し
、
福
田
は
「
社
会
」
を
「
人
格
が

自
己
実
現
の
た
め
に
非
人
格
的
な
も
の
に
抵
抗
す
る
運
動
の
場
」
と
し
て
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
そ
の
社
会
運
動
を
「
国
家
」
が
承
認
し
、
そ
の
要
求
を
実
現

す
る
の
が
社
会
政
策
だ
と
い
う
思
想
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
リ
ベ
ラ
ル
で
民
主
的
な
「
社
会
」
概
念
は
、
１
９
３
０

年
代
の
ナ
チ
ズ
ム
（
ド
イ
ツ
）
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
（
日
本
）
の
前
に
崩
壊
す
る
。

中
で
も
「
社
会
と
国
家
」
の
区
別
の
無
効
性
を
唱
え
た
思
想
家
は
、
ド
イ
ツ
の

公
法
学
者
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
１
８
８
８
〜
１
９
８
５
）
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
が
掲
げ
た
リ
ベ
ラ
ル
で
民
主
的
な
社
会
的
国
家
の
理
念

は
、
第
二
次
大
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
で
復
活
す
る
。

　
日
本
の
一
部
の
政
治
家
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
改
憲
の
口
実
と
し
て
、
数

十
回
も
〝
憲
法
〞
が
変
え
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
基
本
法
で
は
変
え
て
は
い
け
な
い
条
項
が
二
つ

存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
尊
厳
を
謳
っ
た
第
１
条
と
国
家
秩
序
の
基
礎
を

謳
っ
た
第
20
条
で
あ
る
。
そ
の
第
20
条
の
第
１
項
に
は
、「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
は
、
民
主
的
社
会
的
連
邦
国
家
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合

の
社
会
的
国
家
と
は
、
国
民
の
社
会
保
障
と
社
会
正
義
の
実
現
を
目
指
す
国
是

を
意
味
し
て
い
る
。
英
語
圏
で
こ
の
言
葉
に
対
応
す
る
の
は
、
福
祉
国
家

（w
elfare state

）
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
で
は
憲

法
25
条
と
26
条
に
記
さ
れ
た
国
家
に
よ
る
国
民
の
社

会
権
の
保
障
が
こ
れ
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
社
会
的
国
家
を
両
立
さ
せ
る
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
／
社
会
的

市
場
経
済
」
と
い
う
概
念
も
、
戦
後
か
ら
現
在
に
至

る
ド
イ
ツ
経
済
の
根
本
理
念
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

「
社
会
的
市
場
経
済
」
と
は
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
ア

デ
ナ
ウ
ア
ー
保
守
政
権
が
推
進
し
た
経
済
政
策
の
バ

ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
た
概
念
で
あ
り
、「
オ
ル
ド
・

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
／
秩
序
的
自
由
主
義
」
と
呼
ば
れ
る

経
済
学
者
た
ち
が
支
持
し
た
市
場
概
念
で
あ
る
。
オ
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、

計
画
経
済
に
対
す
る
市
場
経
済
の
優
位
を
唱
え
つ
つ
も
、
市
場
経
済
が
社
会
の

枠
内
に
あ
り
、
国
家
の
社
会
政
策
に
よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
る
と
考
え
る
が
故
に
、

「
社
会
的
市
場
経
済
」
と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
の
保

守
政
党
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
が
唱
え
た
こ
の
概
念
は
、

後
に
政
権
を
担
っ
た
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
に
も
引
き
継
が
れ
、
社

会
的
市
場
経
済
の
概
念
を
Ｅ
Ｕ
に
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
現
在
の
メ
ル
ケ
ル

（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
政
権
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
概
念
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
実
業
家

ミ
シ
ェ
ル
・
ア
ル
ベ
ー
ル（
１
９
３
０
〜
）が
名
付
け
た「
ラ
イ
ン
型
資
本
主
義
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
こ
の
潮
流
と
は
独
立
に
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
生
ま
れ
の
経
済
学
者
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
（
１
８
８
６
〜
１
９
６
４
）
は
、

「
社
会
に
埋
め
込
ま
れ
た
経
済
」
と
い
う
概
念
を
唱
え
た
。

　
さ
て
次
に
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
／
社
会
的
」
と
い
う
概
念
を
あ
か
ら
さ
ま
に
嫌

っ
た
二
人
の
思
想
家
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
そ
れ
は
、
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
（
１

９
０
６
〜
１
９
７
５
）
と
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
イ
エ
ク
（
１
８
９

９
〜
１
９
９
２
）
と
い
う
思
想
的
に
全
く
異
な
る
二
人
の
例
で
あ
る
。

　
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
最
近
の
映
画
で
焦
点
と
な
っ
た
『
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
ア
イ

ヒ
マ
ン
』（
１
９
６
３
年
）
に
先
立
つ
１
９
５
８
年
刊
行
の
『
人
間
の
条
件
』
で
、

彼
女
が
復
権
し
よ
う
と
す
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
／
公
共
的
」
の
概
念
に
「
ソ
ー
シ

ャ
ル
／
社
会
的
」
を
対
置
す
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
労
働
や
仕

事
と
区
別
さ
れ
る
言
語
活
動
に
よ
っ
て
成
立

す
る
「
政
治
的
な
る
も
の
＝
公
共
領
域

（public realm

）」
は
、
労
働
や
仕
事
に
よ

っ
て
成
り
立
つ
私
的
経
済
と
峻
別
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
だ
が
、
近
代
に
お
い
て
私
的
経

済
が
政
治
的
な
公
共
領
域
に
侵
入
し
、
公
共

的
で
も
私
的
で
も
な
い
「
社
会
的
な
も
の

（the social

）」
が
台
頭
し
た
。
す
で
に
「
政

治
的
な
も
の
」
と
「
社
会
的
な
も
の
」
と
の

混
同
は
、前
述
の
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の「
人

間
は
そ
の
自
然
本
性
に
よ
っ
て
政
治
的
動
物
、

す
な
わ
ち
社
会
的
動
物
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
見
ら
れ
る
が
、
近
代
の
「
社

会
的
な
も
の
」
の
肥
大
化
に
よ
っ
て
、
人
間
の
公
共
的
な
活
動
力
は
ま
す
ま
す

衰
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
彼
女
は
論
じ
、
市
民
に
よ
る
政
治
的
な
公
共
活
動

の
復
権
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
ハ
イ
エ
ク
の
観
点
は
ア
ー
レ
ン
ト
と
全
く
対
照
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
切
の
社
会
主
義
経
済
を
批
判
し
、
法
の
支
配
の
下
、「
じ自 

せ
い生
的
な
秩
序
」
で

生
ま
れ
る
市
場
経
済
を
礼
賛
し
た
ハ
イ
エ
ク
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
／
社
会
的
」

と
い
う
形
容
詞
を
ぎ欺 

ま
ん瞞
的
な
概
念
と
し
て
激
し
く
批
判
し
た
。
ハ
イ
エ
ク
に
よ

れ
ば
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
時
代
か
ら
広
ま
り
、
現
在
の
ド
イ
ツ
基
本
法
に
も
記
さ

れ
て
い
る
こ
の
概
念
は
、
意
味
が
極
め
て
曖
昧
な
「
ぼ
か
し
言
葉
（w

easel 
w
ord

）」に
す
ぎ
ず
、不
適
切
な
だ
け
で
な
く
有
害
で
あ
る
。「
社
会
的
市
場
経
済
」

は
市
場
経
済
の
意
味
を
曖
昧
に
す
る
冠
で
あ
り
、「
社
会
正
義（social justice

）」

と
い
う
概
念
は
、
競
争
的
な
市
場
経
済
と
は
相
容
れ
ず
、
社
会
主
義
に
道
を
開

く
分
配
的
正
義
を
意
味
す
る
が
故
に
、
自
由
主
義
者
は
拒
否
す
べ
き
で
あ
る

（『
致
命
的
な
思
い
あ
が
り
』／
１
９
８
８
年
）。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ハ
イ
エ
ク

の
思
想
は
、彼
の
弟
子
を
自
任
し
て
い
た
英
国
首
相
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー

（
１
９
２
５
〜
２
０
１
３
）
を
し
て
「
社
会
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
（T

here 
is no such thing as society.

）」
と
公
的
に
言
わ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
１
９
８
０
年
代
の
ハ
イ
エ
ク
や
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
発
言
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
１
９
９
０
年
代
以
降
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
／
社
会
的
」
と
い
う

概
念
は
英
語
圏
で
も
急
速
に
広
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
特
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企

業
の
社
会
的
責
任
）、Ｓ
Ｒ
Ｉ（
社
会
的
責
任
投
資
）、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
概
念
と
深
く
結
び

つ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
の
経
済

学
者
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（
１
９
１
２
〜
２

０
０
６
）
が
述
べ
た
「
私
的
企
業
の
唯
一
の
倫
理
は

株
主
の
た
め
に
利
潤
を
追
求
す
る
こ
と
」
と
い
う
企

業
観
を
打
破
し
て
、
社
会
に
対
す
る
責
任
や
貢
献
と

利
潤
追
求
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
新
し
い
企
業
観

に
立
脚
し
て
い
る
。

　
中
で
も
、
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
（
１
９
４
０
〜
）

が
始
め
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
を
モ

デ
ル
と
す
る
よ
う
な
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
、
ハ
イ
エ
ク
な
ら
ば
語

義
矛
盾
と
受
け
取
る
で
あ
ろ
う
概
念
で
あ
り
、
有
料
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
い

つ
つ
社
会
貢
献
と
社
会
問
題
解
決
を
め
ざ
す
よ
う
な
公
共
性
を
担
う
と
い
う
点

で
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
狭
い
公
共
論
を
打
破
す
る
概
念
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
日

本
で
も
広
ま
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
公
共
的
役
割
を
果
た
す
の
か
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
か
く
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
思
想
と
異
な
り
、
現
代
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
パ

ブ
リ
ッ
ク
は
必
ず
し
も
対
立
的
な
概
念
で
は
な
く
な
っ
た
し
、
実
際
に
ド
イ
ツ

の
社
会
的
国
家
と
い
う
概
念
は
最
初
か
ら
そ
の
両
立
を
め
ざ
し
て
い
る
。
確
か

に
現
代
で
も
、
経
済
学
に
お
け
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
・
セ
オ
リ
ー
／

社
会
選
択
論
」（
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
や
鈴
村
興
太
郎
な
ど
が
そ
の
論
客
）

と
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
チ
ョ
イ
ス
・
セ
オ
リ
ー
／
公
共
選
択
論
」（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ブ
キ
ャ
ナ
ン
や
加
藤
寛
な
ど
が
そ
の
論
客
）
の
対
立
な
ど
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
学
問
界
で
の
対
立
な
い
し
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ポ
リ
シ
ー
／
社
会
政
策
」
と
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ポ
リ
シ

ー
／
公
共
政
策
」
の
概
念
の
違
い
は
、
現
在
で
は
微
々
た
る
違
い
に
な
っ
た
よ

う
に
思
え
る
。
実
際
、
私
が
専
門
と
す
る
公
共
哲
学
的
な
観
点
か
ら
み
れ
ば
、

社
会
的
問
題
と
公
共
的
問
題
は
ほ
と
ん
ど
同
義
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
比
べ
、
リ
ベ
ラ
ル
・
マ
イ
ン
ド
（
寛
大
な
心
）
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

思
想
的
な
意
味
合
い
で
の
リ
ベ
ラ
ル
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
の
違
い
に
関
し
て
は
、
や

や
複
雑
な
事
情
が
実
在
す
る
こ
と
を
認
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ

カ
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
と
い
う
概
念
が
保
守
に

対
抗
す
る
中
道
左
派
的
な
意
味
合
い
を
持
つ

一
方
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
概
念
が
政
治

や
政
策
の
領
域
で
は
な
く
企
業
の
領
域
で
用

い
ら
れ
る
。そ
れ
に
対
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
が
社
会
的
公
正
や
連
帯
と
い
う

政
治
的
意
味
を
持
つ
一
方
で
、
リ
ベ
ラ
ル
は

市
場
経
済
優
先
型
の
政
治
や
政
策
を
意
味
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
自
由
市
場
を
優

先
す
る
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
人
々
の
社
会
的
公
正
を
優
先
す
る
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
が
対
置
さ
れ
る
ゆ
え
ん

所
以
で
あ
る
。
前
述
の
「
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
は
、
リ
ベ
ラ
ル
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
を
融
合

し
た
概
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
市
場
を
優
先
す
る
か
社
会
的
公
正
を
優
先

す
る
か
で
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
っ
て
く
る
。
そ
の
意
味
で
、
今
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
ド
イ
ツ
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
大
連
立
政
権
が
ど
の
よ
う
な

政
策
を
遂
行
す
る
の
か
、
興
味
深
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
の
新
た
な
台
頭

ソ
ー
シ
ャ
ル
、パ
ブ
リ
ッ
ク
、リ
ベ
ラ
ル
の

相
互
連
関

ソーシャル・ビジネスは、
社会問題を

根絶するための
利他的なビジネスと

考えられる

や
ま
わ
き・な
お
し
／
哲
学
者
。１
９
４
９
年
生
ま
れ
。一
橋
大
学
経

済
学
部
卒
業
、上
智
大
学
大
学
院
哲
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、

ミ
ュンヘン
大
学
に
て
哲
学
博
士
号
取
得
。東
京
大
学
名
誉
教
授
。現

在
、星
槎
大
学
共
生
科
学
部
教
授
。専
門
は
公
共
哲
学
、社
会
思
想

史
。『
ヨ
ー
ロッ
パ
社
会
思
想
史
』『
公
共
哲
学
と
は
何
か
』『
社
会
と

ど
う
か
か
わ
る
か
』ほ
か
著
書
多
数
。
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人
間
は
正
し
く「
サ
ル
化
」し
て
い
る
か
？

長
年
ア
フ
リ
カ
で
ゴ
リ
ラ
の
社
会
の

研
究
を
続
け
て
き
た
山
極
寿
一
と
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
か
ら
現
代
社
会
の
研
究
に

取
り
組
む
濱
野
智
史
。

ふ
た
り
の
対
話
か
ら
は
、
サ
ル
と
人
間
を
つ
な
ぐ

多
様
な
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
の
あ
り
方
が
見
え
て
き
た
。

胸
を
た
た
き
、
音
を
出
す

「
ド
ラ
ミ
ン
グ
」
中
の
オ
ス
の
ゴ
リ
ラ
。

敵
への
挑
発
で
は
な
く
、

相
手
に
自
分
の
興
奮
や
好
奇
心
を

伝
え
る
た
め
の
社
会
的
な
行
動
だ
。

（
写
真
提
供
：
山
極
寿
一
）

対
談
動
物
学
者
　

山
極 

寿
一
　
情
報
社
会
学
者
　

濱
野 

智
史

2
Part

特
集
ソ
ー
シ
ャ
ルっ
て
何
？

そ
の
2

Special
Feature

What does
“social”
mean?



真
で
も
偽
で
も

あ
り
う
る
視
覚

社
会
を
持
つ
の
は

人
間
だ
け

で
は
な
い

人
間
は

困
っ
て
い
る
人
を

助
け
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
存
在

個体を
認識できるとすれば、
人間でなくとも
そこには
社会がある

フェイスブックは、
人間が

サル時代から
やっていることの
延長でもある

─ Yamagiwa Juichi ─ Hamano Satoshi

現
代
の
象
徴・

携
帯
と

ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア

濱
野
　
こ
こ
３
、
４
年
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
と

い
う
言
葉
が
急
に
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り

背
景
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
隆
盛
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
山
極
先
生
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

山
極
　
や
ら
な
い
で
す
ね
。
そ
も
そ
も
携
帯
電
話
も
持
っ
て
い
な
い
ん
で
す

（
笑
）。

濱
野
　
そ
う
な
ん
で
す
か
！

山
極
　
面
と
向
か
っ
て
話
し
て
い
る
と
き
に
携
帯
を
優
先
す
る
人
が
い
ま
す
が
、

優
先
順
位
が
逆
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
対
話
と
い
う
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
た
い対 

じ峙
し
て
い
る
の
に
、
電
話
の
向
こ
う
の
世
界
を
優
先
し
て
、

こ
ち
ら
の
世
界
に
い
な
い
と
い
う
不
在
感
が
あ
る
。

　
つ
い
最
近
ま
で
は
、
直
接
対
面
し
て
話
す
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ

と
で
し
た
。
だ
か
ら
、
面
接
や
商
談
が
重
視
さ
れ
た
。
お
互
い
の
気
持
ち
を
通

じ
さ
せ
る
、
最
良
の
手
段
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
で
も
、
今
と
い
う
時
代
は
、
む

し
ろ
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
す
ら
思
え
る
。
顔
を
合
わ
せ
な
い

方
が
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
す
し
ね
。

濱
野
　
現
代
人
の
防
衛
機
構
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
２
０
１
３
年
に
ア
メ
リ
カ
で

は流 

や行
っ
た
の
は
「
セ
ル
フ
ィ
ー
」
と
言
っ
て
、
携
帯
で
自
分
の
顔
を
撮
っ
て
ネ

ッ
ト
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
す
。
ま
さ
に
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
表
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

山
極
　
今
は
、
自
己
実
現
、
自
己
責
任
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
携
帯

は
そ
の
象
徴
で
す
。
他
人
を
使
っ
て
実
は
自
分
と
対
話
し
て
い
る
の
が
携
帯
だ

と
思
う
。
携
帯
が
な
い
時
代
の
人
た
ち
は
、
ま
さ
に
他
人
の
目
や
声
を
通
じ
て

自
己
を
確
立
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
で
も
、
携
帯
が
あ
る
と
、
他
人
と
会
わ
な

く
て
も
よ
く
な
る
。
携
帯
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ら
何
や
ら
が
入
っ
て
き
て
、
自
分

が
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
実
は
す
ご
く
内
向
き
に
な

っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

濱
野
　
社
会
学
で
も
、
ギ
デ
ン
ズ
と
い
う
人
が
、
現
代
は
再
帰
性
が
上
昇
し
て

い
る
時
代
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
携
帯
だ
け
で
は
な
く
、
若
い
人
が
な
ぜ
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
ら
に
は
ど
っ
し
り

と
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
確
固
と
し
た
自
我

が
な
い
か
ら
、
周
り
の
友
人
と
の
関
係
性
を
通
じ
て
自
我
を
作
り
続
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
逆
に
、
山
極
先
生
の
よ
う
な
世
代
で
す
と
（
笑
）、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
。
そ
れ
は
よ
く
、Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

が
な
い
か
ら
と
い
う
説
明
が
さ
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
は
違
う
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
自
我
を
作
る
必
要
が
な
い
か
ら
、
や
る
必
要
も
な
い
ん
で
す
ね
。

濱
野
　
山
極
先
生
の
本
に
、
ゴ
リ
ラ
を
人

間
に
な馴
れ
さ
せ
る
「
人
づ
け
」
と
い
う
言

葉
が
出
て
き
ま
し
た
。
あ
れ
は
ど
う
や
っ

て
や
る
ん
で
す
か
？

山
極
　
要
す
る
に
ス
ト
ー
カ
ー
で
す
。
ず

っ
と
ゴ
リ
ラ
の
そ
ば
に
い
て
、
彼
ら
に
人

間
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
。

濱
野
　
ゴ
リ
ラ
た
ち
を
、
人
間
が
い
る
と
い
う
状
況
に
馴
れ
さ
せ
る
わ
け
で
す

ね
。

山
極
　
空
気
の
よ
う
な
存
在
、
向
こ
う
に
関
心
を
持
た
れ
な
く
な
る
の
が
一
番

い
い
。

濱
野
　
な
る
ほ
ど
！

山
極
　
こ
れ
が
大
変
な
ん
で
す
よ
。
今
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ボ
ン
へ
調
査
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
馴
れ
ら
れ
る
ま
で
に
、
２
０
０
２
年
か
ら
２
０
１
２
年
の
間
で
、

実
質
８
年
か
か
り
ま
し
た
か
ら
ね
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
こ
ち
ら
を
攻
撃
し
て
く
る

こ
と
も
あ
る
。
ぼ
く
も
メ
ス
に
襲
わ
れ
て
、
頭
と
足
を
か咬

ま
れ
て
、
頭
５
針
、

足
17
針
縫
い
ま
し
た
。
た
だ
、
ぼ
く
の
誇
り
は
、
体
の
前
面
を
咬
ま
れ
た
こ
と

で
す
。
逃
げ
出
し
て
い
た
ら
お
し
り
を
咬
ま
れ
る
で
し
ょ
う
？
　
逃
げ
ず
に
咬

ま
れ
た
ん
で
す
。
ま
あ
、
負
け
惜
し
み
で
す
け
ど
ね
（
笑
）。

濱
野
　（
笑
）
テ
レ
ビ
で
見
た
ん
で
す
が
、
メ
キ
シ
コ
に
、
ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ

を
飼
い
馴
ら
し
て
い
る
施
設
が
あ
る
そ
う
な
ん
で
す
。
ど
う
や
っ
て
飼
い
馴
ら

し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
人
間
と
一
緒
に
生
活

す
る
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
子
ど
も
の
ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ
は
、
飼
育

員
を
親
の
仲
間
だ
と
思
っ
て
咬
ま
な
い
。
少
な
く
と
も
群
れ
を
作
る
よ
う
な
動

物
と
い
う
の
は
、
社
会
性
、
関
係
性
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

山
極
　
私
の
先
生
の
先
生
で
あ
る
今
西
錦
司
は
、『
生
物
の
世
界
』（
１
９
４
１

年
）
で
、
社
会
は
す
べ
て
の
生
物
に
あ
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
社
会

は
人
間
だ
け
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
言
葉
が
社
会
を
作
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

濱
野
　
理
性
を
持
つ
も
の
だ
け
が
社
会
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

山
極
　
今
西
さ
ん
は
、
社
会
と
は
、
個
と
個
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

合
う
空
間
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
と
定
義
し
ま
し
た
。
個
体
を
認
識
し
合
え

る
と
す
れ
ば
、
人
間
で
な
く
と
も
そ
こ
に
は
社
会
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
し
て
ニ
ホ
ン
ザ
ル
を
観
察
し
た
結
果
、
個
体
識
別
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

サ
ル
に
も
社
会
構
造
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
わ
け
で
す
。

山
極
　
サ
ル
や
人
間
が
社
会
を
作
る
う
え

で
特
に
重
要
な
も
の
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。

濱
野
　
何
で
し
ょ
う
？

山
極
　
視
覚
で
す
。
鳥
だ
っ
た
ら
音
声
で

識
別
し
合
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
サ

ル
や
人
間
は
、
視
覚
で
個
体
を
識
別
で
き
る
要
素
が
な
い
と
、
そ
こ
に
ソ
ー
シ

ャ
ル
な
も
の
を
認
知
で
き
な
い
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
社
会
の
お
お
も
と
に
は
視

覚
が
あ
る
。

濱
野
　
な
る
ほ
ど
。
で
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、
人
間
が
サ
ル
時
代

か
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
の
延
長
で
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

山
極
　
し
か
も
、
個
体
識
別
に
は
顔
が
大
事
な
ん
で
す
。
顔
で
お
互
い
の
関
係

を
見
分
け
て
い
る
。
関
係
の
集
積
と
い
う
の
は
ひ
と
つ
の
構
造
、
つ
ま
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
そ
う
な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

濱
野
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
日
本
語
に
す
る
と
ま
さ
に
、「
フ
ェ
イ
ス
＝
顔
」

の
「
ブ
ッ
ク
＝
本
」、
つ
ま
り
顔
の
集
積
で
す
。

山
極
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
流
行
る
理
由
は
な
ぜ
か
。
視

覚
情
報
を
き
ち
ん
と
確
認
し
な
が
ら
他
人
と
付
き
合
う
の
に
は
、
移
動
の
コ
ス

ト
や
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
を
省
く
た
め
に
、
通
信
手
段
や
映
像
を
使
っ

て
仮
想
的
な
視
覚
的
空
間
の
中
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
実
は
、
昔
と
や
っ
て
る
こ
と
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
（
笑
）。
た
だ
、

落
と
し
穴
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
視
覚
情
報
は
リ
ア
リ
テ
ィ

が
高
い
と
普
段
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
意
図
的
に
作
る
こ
と
も
で
き
る
も
の

な
ん
で
す
。

濱
野
　
で
も
、
感
覚
の
中
に
は
作
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

山
極
　
そ
の
通
り
で
す
。例
え
ば
、嗅
覚
や
触
覚
は
作
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
。

だ
か
ら
、
実
は
そ
ち
ら
の
方
が
信
頼
性
が
高
い
ん
で
す
。
仲
の
よ
い
サ
ル
同
士

が
ど
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
か
。
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
で
す
。
グ
ル

ー
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
、
接
触
、
す
な
わ
ち
触
覚
に
よ
っ
て
気
持
ち
や
態
度
を

確
認
し
合
う
行
動
と
言
え
ま
す
。
あ
る
い
は
、
に
お
い
も
自
分
で
操
作
で
き
な

い
。
例
え
ば
、
ゴ
リ
ラ
は
緊
張
す
る
と
、
わ
き腋

の
下
の
ア
ポ
ク
リ
ン
腺
か
ら
特
有

の
に
お
い
を
出
し
ま
す
。
興
奮
し
た
こ
と
が
に
お
い
に
よ
っ
て
隠
せ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
で
も
そ
れ
は
、
情
報
と
し
て
は
と
て
も
正
直
な
も
の
な
ん
で
す
。

濱
野
　
噓
を
つ
け
な
い
わ
け
で
す
ね
。

山
極
　
で
も
視
覚
情
報
は
、
見
て
見
な
い
ふ
り
を
す
る
と
か
、
怒
っ
た
ふ
り
を

す
る
と
か
、
自
分
で
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ
ル
は
、
自
分
で
は
操
作

で
き
な
い
嗅
覚
や
触
覚
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
信
頼
性
を
担
保

し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

濱
野
　
と
こ
ろ
で
、ち
ょ
っ
と
前
ま
で「
ソ

ー
シ
ャ
ル
」
と
言
う
と
、
他
人
の
た
め
に

何
か
し
て
あ
げ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
よ
ね
。
社
会
福
祉
、
社
会
主
義

の
「
社
会
」
で
す
。

山
極
　
か
つ
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
言
葉

に
は
、
自
分
の
欲
を
抑
制
し
て
で
も
相
手
の
喜
ぶ
姿
が
見
た
い
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
、
ど
こ
か
流
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
現
代
で
は
、
個
人
の
利
益
を
最
大
化

す
る
た
め
に
集
ま
る
と
い
う
こ
と
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
も
ひ
と
つ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
の
あ
り
方
だ
と
は

思
う
ん
だ
け
れ
ど
も
、
個
人
主
義
的
で
す
よ
ね
。
そ
の
二
つ
は
相
容
れ
な
い
も

の
が
あ
る
と
思
う
。

濱
野
　
19
世
紀
、
20
世
紀
に
、「
社
会
主
義
」
と
か
「
社
会
党
」
と
い
っ
た
よ

う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
は
、
今
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
言
葉

を
め
ぐ
る
状
況
か
ら
は
か
な
り
抜
け
落
ち
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
企

業
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
言
う
と
き
に
は
そ
う
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
る
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
。
そ
う
い
う
言
葉
の
重
み
は
だ
い
ぶ
抜
け
て
、
個
人
が
気
軽
に
参

加
し
て
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

山
極
　
サ
ル
の
社
会
と
い
う
の
は
、
個
人
の
利
益
を
最
大
化
す
る
た
め
に
集
ま

っ
た
も
の
で
す
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
社
会
で
あ
れ
ば
優
劣
が
あ
っ
て
、
ケ
ン
カ
を

し
な
い
よ
う
に
劣
位
の
も
の
が
必
ず
引
く
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
で
も

人
間
と
い
う
の
は
、
何
か
し
て
あ
げ
れ
ば
必
ず
お
返
し
が
来
る
、
何
か
を
し
て

も
ら
っ
た
ら
お
返
し
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
関
係
性
が
あ
っ
て
、
そ
れ

で
地
域
社
会
と
い
う
も
の
が
作
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
だ
れ
か
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
助
け
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
人
間
だ
と
思
い
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
で
は
そ
の
感
情
で
多
く
の
人
が
動
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
継
続

し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
さ
そ
う
な
の
が
残
念
で
す
。

山
極
　
な
ぜ
人
間
が
集
団
を
作
っ
て
生
き

て
い
く
か
。
そ
れ
は
、
思
い
出
、
歴
史
を

埋
め
込
ん
だ
風
景
な
り
場
所
が
必
要
だ
か

ら
な
ん
で
す
。
新
し
い
空
間
に
人
間
を
集

め
た
だ
け
で
は
社
会
は
作
れ
な
い
。
人
々

が
生
き
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
上
に

人
々
の
行
動
や
関
係
性
が
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
安
定
的
に
ソ
ー
シ
ャ
ル

な
も
の
が
続
い
て
い
く
。

濱
野
　
新
し
く
社
会
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
ら
こ
ん
な
に
大
変
な
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
東
日
本
大
震
災
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

山
極
　
社
会
と
風
土
と
い
う
も
の
は
、
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
り

ま
す
。
人
間
は
死
者
と
と
も
に
生
き
て
い
て
、
祖
先
が
里
山
や
畑
に
息
づ
い
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
身
体
が
そ
こ
に
あ
る
理
由
が
見
出
せ
る
。
記
憶
が
風

土
に
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
大
震
災
で
は
、
風
土
が
完
全
に
破
壊
さ

れ
て
、
何
も
か
も
が
跡
形
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
自
分
が

そ
こ
に
い
る
存
在
理
由
が
根
こ
そ
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
そ
の
恐

怖
に
日
本
人
は
気
づ
か
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

濱
野
　
大
震
災
の
と
き
に
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
は
善
意
が
連
鎖
し
や

す
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

山
極
　
一
時
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
も
の
が
い
ろ
い
ろ
立
ち
上
が
り
ま
し
た
よ
ね
。

濱
野
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
事
例
で
言
う
と
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ（
14
頁
参
照
）と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。震
災
か
ら
の
復
興
に
し
て
も
、

今
ま
で
で
あ
れ
ば
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
た
わ
け
で
す
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
は
ネ
ッ
ト
で
個
人
か
ら
少
し
ず
つ
出
資
を
募
り
、
例
え
ば
年
に
１

回
、
し
よ
う醬 

ゆ油
屋
さ
ん
で
あ
れ
ば
蔵
の
見
学
会
な
ん
か
を
催
す
わ
け
で
す
。
募
金

だ
と
１
回
だ
け
で
関
係
は
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
出
資
と
い
う
形
だ
と
関
係

性
が
継
続
し
ま
す
。

山
極
　
ネ
ッ
ト
で
は
、
付
き
合
う
人
の
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
ね
。
で

も
、
そ
れ
を
無
制
限
に
は
広
げ
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ジ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、

人
間
の
脳
が
処
理
で
き
る
集
団
の
数
と
い

う
の
は
１
６
０
人
く
ら
い
だ
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
く
ら
い
な
ら
顔
と

性
格
を
き
ち
ん
と
覚
え
て
い
ら
れ
る
。
い
わ
ば
ひ
と
つ
の
集
落
の
人
数
で
す
よ

ね
。
狩
猟
採
集
民
の
基
本
的
な
ム
ラ
の
人
数
も
１
６
０
人
く
ら
い
と
言
わ
れ
て

い
る
ん
で
す
。で
も
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
、

顔
も
名
前
も
わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
ど
の
く
ら
い
ま
で
広
げ
ら
れ

る
の
か
。

濱
野
　
そ
れ
は
お
も
し
ろ
い
テ
ー
マ
で
す

ね
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
、
何
百
、
何

千
と
い
う
人
と
つ
な
が
っ
て
い
る
人
も
い

ま
す
け
れ
ど
、
百
人
く
ら
い
の
人
も
多
い
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
場
合
は
、
知
り
合
い
の
範

囲
内
で
使
っ
て
い
れ
ば
あ阿 

う
ん吽

の
呼
吸
で
盛

り
上
が
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
を
超

え
て
く
る
と
、
直
接
知
ら
な
い
人
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
る
の
で
、
炎
上
し
や
す

く
な
る
。

山
極
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
人
間
関
係
と
い
う
の
は
、
実
は
１
対
１
の
関

係
性
で
す
。
ひ
と
り
か
ら
見
る
と
、
放
射
線
状
に
友
達
が
い
る
。
で
も
、
外
か

ら
見
る
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
奇
妙
な
構
造
を
し
て
い
ま
す
。

１
対
１
の
関
係
と
い
う
の
は
、
調
整
が
利
か
な
い
か
ら
炎
上
し
や
す
い
ん
で
す

よ
ね
。

濱
野
　
な
る
ほ
ど
、
そ
う
で
す
ね
。

山
極
　
１
対
１
で
も
問
題
が
解
決
し
や
す
い
の
は
、
両
者
に
格
差
が
あ
る
場
合

で
す
ね
。
相
手
を
屈
服
さ
せ
て
、
従
わ
せ
る
。
こ
れ
は
炎
上
し
に
く
い
。
で
も

お
互
い
が
対
等
だ
と
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
き
に
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
場

合
が
あ
る
。

濱
野
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
も
、
実
は
、
一
方
で
は
だ
ん
だ
ん
規
模
を
小
さ

く
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
ま
す
。

山
極
　
そ
う
な
ん
で
す
か
。

濱
野
　
ア
メ
リ
カ
で
、
友
達
を
１
５
０
人
ま
で
し
か
登
録
で
き
な
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

い
う
の
も
出
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
だ
れ
と
で
も
つ
な
が
れ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
と
い
う
の
は
、
利
便
性
も
あ
る
ぶ
ん
、
こ
わ
い
な
と
い
う
認

識
も
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
山
極
先
生
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
て
、

ま
さ
に
人
間
の
本
性
に
従
っ
た
方
向
の
進
化
な
ん
だ
な
と
い
う
気
が
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
全
面
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
、
さ
す
が
に
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
万
歳
」
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

濱
野
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
創
業
者
マ
ー

ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
は
「
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
に
よ
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
な
く
な

る
」
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

大
げ
さ
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
が
、
ネ
ッ
ト

上
に
何
も
か
も
情
報
が
あ
れ
ば
、
悪
さ
も

で
き
な
く
な
る
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
な

い
と
い
う
前
提
で
行
動
す
れ
ば
か
え
っ
て
ス
ッ
キ
リ
す
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。

山
極
　
日
本
は
ま
さ
に
そ
う
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
よ
ね
。
ど
こ
に
で
も
監
視
カ

メ
ラ
が
あ
っ
て
、
監
視
カ
メ
ラ
社
会
と
い
う
か…

…

。

濱
野
　
だ
れ
も
が
公
人
に
な
っ
て
し
ま
う
時
代
、
そ
れ
は
、
情
報
化
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
推
し
進
め
て
き
た
側
面

は
あ
り
ま
す
。
た
だ
一
方
で
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
は
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
パ
ー
テ

ィ
会
場
」、
す
な
わ
ち
社
交
＝
ソ
ー
シ
ャ

ル
な
場
だ
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

山
極
　
欧
米
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間

と
い
う
の
は
非
常
に
し
っ
か
り
と
し
て
い

る
。
だ
か
ら
、
社
交
空
間
が
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
と
完
全
に
区
別
さ
れ
る
形
で
存
在
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
日
本
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

空
間
が
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
。

江
戸
時
代
の
長
屋
な
ん
て
、
ほ
と
ん
ど
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
は
な
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

濱
野
　
今
の
若
者
の
間
で
起
き
て
い
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
い
っ

た
長
屋
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

山
極
　
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
も
流
行
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

濱
野
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
結
局
ネ
ッ
ト
上
だ
け
で

は
満
足
で
き
な
く
な
っ
て
、「
オ
フ
会
」
と
い
っ
て
、
実
際
の
空
間
で
集
ま
り

出
す
ん
で
す
。
大
規
模
な
例
で
言
え
ば
、
脱
原
発
デ
モ
や
特
定
秘
密
保
護
法
案

反
対
の
国
会
包
囲
な
ど
で
す
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
な
い
時
代
で
あ
れ

ば
、
あ
ん
な
に
何
万
人
も
集
ま
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
ツ
イ
ッ
タ

ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
だ
れ
か
が
デ
モ
に
行
く
と
書
い
て
い
た
ら
、
そ
れ
ほ

ど
政
治
的
な
意
識
が
な
く
て
も
、
い
つ
も
書
き
込
み
を
読
ん
で
い
る
あ
の
人
が

行
っ
て
い
る
な
ら
と
現
地
へ
行
っ
て
み
る
。
顔
写
真
を
普
段
見
て
知
っ
て
い
る

の
で
話
し
か
け
る
。
も
と
も
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
親
し
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
現
場
で
話
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
れ
る
わ
け
で
す
。

山
極
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
リ
ア
ル
な
空
間
で
集
ま
る
こ
と
を
う
な
が促

す
動

き
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。「
ア
ラ
ブ
の
春
」
な
ん
か
も
そ
う
な
ん
で
す
か
。

濱
野
　
ま
さ
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

山
極
　
今
は
他
人
と
の
付
き
合
い
か
た
が
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
的
に
な
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
深
い
付
き
合
い
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
一
体
感

を
共
有
し
て
い
る
状
態
で
す
ね
。

濱
野
　
社
交
が
苦
手
な
日
本
人
で
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
お
か
げ
で
、

見
知
ら
ぬ
人
と
会
う
と
き
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く
な
っ
た
。

そ
れ
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
で
す
。

の
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
図
形
的
な
言
語

を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
言
葉
の
違
い
を
乗
り

越
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

濱
野
　
理
性
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

言
語
の
壁
が
非
常
に
大
き
い
ん
で
す
け
れ
ど
、

感
情
レ
ベ
ル
の
も
の
は
だ
い
ぶ
敷
居
が
低
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

山
極
　「
社
会
言
語
」
と
い
う
概
念
が
あ
り

ま
す
。
言
語
自
体
に
は
意
味
合
い
が
な
い
け

れ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
使
わ
れ
る

言
葉
で
、
代
表
的
な
も
の
が
あ
い
さ
つ
の
言

葉
で
す
。
絵
文
字
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ス
タ
ン
プ

も
そ
う
で
し
ょ
う
。
今
の
状
況
は
、
社
会
言

語
を
使
う
こ
と
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

な
の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。

濱
野
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
空
間
で
は

一
気
に
増
え
て
い
ま
す
ね
。
暴
力
性
を
発
露

さ
せ
な
い
よ
う
に
、
適
切
な
関
係
性
を
保
つ

た
め
に
社
会
言
語
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。

山
極
　
社
会
言
語
は
、
あ
る
意
味
で
サ
ル
の
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
に
も
似
て
い
る
気

が
し
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
人
間
は
正
し
く
サ
ル
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
で
す
ね
（
笑
）。

　
い
ろ
ん
な
社
会
学
者
が
言
っ
て
い
ま
す
が
、
今
は
「
多
元
的
帰
属
」
の
時
代

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
脱
原
発
デ
モ
の
と
き
は
こ
う
い
う
自
分
、
ア
イ
ド
ル
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
こ
う
い
う
自
分
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
で
い
ろ
い
ろ
な
集
団
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

山
極
　
で
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
っ
て
言
う
と

非
常
に
文
化
的
な
感
じ
が
す
る
ん
だ
け
れ

ど
も
、
人
間
っ
て
、
生
身
の
体
を
な
か
な

か
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
ん
で
す
よ
。
実
は

基
盤
に
あ
る
の
は
、
生
物
学
的
な
身
体
と
、

生
物
学
的
な
心
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
ず

っ
と
昔
か
ら
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
。
現
在
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
や
機
械
の
方

へ
寄
っ
て
い
く
と
、
ど
こ
か
で
自
然
回
帰
的
な
動
き
が
生
じ
る
と
思
い
ま
す
。

濱
野
　
身
体
性
が
全
く
な
さ
そ
う
に
見
え
る
と
く匿 

め
い名
掲
示
板
で
も
、
実
は
流
行
る

も
の
は
身
体
性
な
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
、
打
ち
間
違
い
で
す
。
思
わ
ず
タ
イ
プ

ミ
ス
し
て
書
い
た
よ
う
な
言
葉
が
受
け
た
り
す
る
。

山
極
　
一
見
身
体
性
と
は
関
係
な
い
空
間
な
ん
だ
け
れ
ど
、
身
体
性
が
透
け
て

見
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
が
お
も
し
ろ
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

濱
野
　
あ
と
、
日
本
で
特
に
発
達
し
て
い
る
も
の
に
、
絵
文
字
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
最
近
流
行
っ
て
い
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
は
ス
タ
ン
プ

と
い
う
も
の
も
あ
る
。

山
極
　（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
見
な
が
ら
）
そ
う
考
え
る
と
、
言
語
的
な
手
続
き
を
ど

ん
ど
ん
省
く
よ
う
な
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
う
い
う
も
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社
会
と
風
土
は

切
っ
て
も

切
り
離
せ
な
い

ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の

人
間
関
係
、

実
は
１
対
１

現
実
で

会
う
こ
と
を

促
進
す
る

ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア

「アラブの春」では、
フェイスブックやツイッターなどの

ソーシャルメディアが
運動拡大に貢献した。

濱
野
　
こ
こ
３
、
４
年
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
と

い
う
言
葉
が
急
に
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り

背
景
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
隆
盛
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
山
極
先
生
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

山
極
　
や
ら
な
い
で
す
ね
。
そ
も
そ
も
携
帯
電
話
も
持
っ
て
い
な
い
ん
で
す

（
笑
）。

濱
野
　
そ
う
な
ん
で
す
か
！

山
極
　
面
と
向
か
っ
て
話
し
て
い
る
と
き
に
携
帯
を
優
先
す
る
人
が
い
ま
す
が
、

優
先
順
位
が
逆
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
対
話
と
い
う
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
た
い対 

じ峙
し
て
い
る
の
に
、
電
話
の
向
こ
う
の
世
界
を
優
先
し
て
、

こ
ち
ら
の
世
界
に
い
な
い
と
い
う
不
在
感
が
あ
る
。

　
つ
い
最
近
ま
で
は
、
直
接
対
面
し
て
話
す
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ

と
で
し
た
。
だ
か
ら
、
面
接
や
商
談
が
重
視
さ
れ
た
。
お
互
い
の
気
持
ち
を
通

じ
さ
せ
る
、
最
良
の
手
段
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
で
も
、
今
と
い
う
時
代
は
、
む

し
ろ
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
す
ら
思
え
る
。
顔
を
合
わ
せ
な
い

方
が
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
す
し
ね
。

濱
野
　
現
代
人
の
防
衛
機
構
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
２
０
１
３
年
に
ア
メ
リ
カ
で

は流 

や行
っ
た
の
は
「
セ
ル
フ
ィ
ー
」
と
言
っ
て
、
携
帯
で
自
分
の
顔
を
撮
っ
て
ネ

ッ
ト
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
す
。
ま
さ
に
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
表
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

山
極
　
今
は
、
自
己
実
現
、
自
己
責
任
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
携
帯

は
そ
の
象
徴
で
す
。
他
人
を
使
っ
て
実
は
自
分
と
対
話
し
て
い
る
の
が
携
帯
だ

と
思
う
。
携
帯
が
な
い
時
代
の
人
た
ち
は
、
ま
さ
に
他
人
の
目
や
声
を
通
じ
て

自
己
を
確
立
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
で
も
、
携
帯
が
あ
る
と
、
他
人
と
会
わ
な

く
て
も
よ
く
な
る
。
携
帯
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ら
何
や
ら
が
入
っ
て
き
て
、
自
分

が
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
実
は
す
ご
く
内
向
き
に
な

っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

濱
野
　
社
会
学
で
も
、
ギ
デ
ン
ズ
と
い
う
人
が
、
現
代
は
再
帰
性
が
上
昇
し
て

い
る
時
代
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
携
帯
だ
け
で
は
な
く
、
若
い
人
が
な
ぜ
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
ら
に
は
ど
っ
し
り

と
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
確
固
と
し
た
自
我

が
な
い
か
ら
、
周
り
の
友
人
と
の
関
係
性
を
通
じ
て
自
我
を
作
り
続
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
逆
に
、
山
極
先
生
の
よ
う
な
世
代
で
す
と
（
笑
）、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
。
そ
れ
は
よ
く
、Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

が
な
い
か
ら
と
い
う
説
明
が
さ
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
は
違
う
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
自
我
を
作
る
必
要
が
な
い
か
ら
、
や
る
必
要
も
な
い
ん
で
す
ね
。

濱
野
　
山
極
先
生
の
本
に
、
ゴ
リ
ラ
を
人

間
に
な馴
れ
さ
せ
る
「
人
づ
け
」
と
い
う
言

葉
が
出
て
き
ま
し
た
。
あ
れ
は
ど
う
や
っ

て
や
る
ん
で
す
か
？

山
極
　
要
す
る
に
ス
ト
ー
カ
ー
で
す
。
ず

っ
と
ゴ
リ
ラ
の
そ
ば
に
い
て
、
彼
ら
に
人

間
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
。

濱
野
　
ゴ
リ
ラ
た
ち
を
、
人
間
が
い
る
と
い
う
状
況
に
馴
れ
さ
せ
る
わ
け
で
す

ね
。

山
極
　
空
気
の
よ
う
な
存
在
、
向
こ
う
に
関
心
を
持
た
れ
な
く
な
る
の
が
一
番

い
い
。

濱
野
　
な
る
ほ
ど
！

山
極
　
こ
れ
が
大
変
な
ん
で
す
よ
。
今
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ボ
ン
へ
調
査
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
馴
れ
ら
れ
る
ま
で
に
、
２
０
０
２
年
か
ら
２
０
１
２
年
の
間
で
、

実
質
８
年
か
か
り
ま
し
た
か
ら
ね
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
こ
ち
ら
を
攻
撃
し
て
く
る

こ
と
も
あ
る
。
ぼ
く
も
メ
ス
に
襲
わ
れ
て
、
頭
と
足
を
か咬
ま
れ
て
、
頭
５
針
、

足
17
針
縫
い
ま
し
た
。
た
だ
、
ぼ
く
の
誇
り
は
、
体
の
前
面
を
咬
ま
れ
た
こ
と

で
す
。
逃
げ
出
し
て
い
た
ら
お
し
り
を
咬
ま
れ
る
で
し
ょ
う
？
　
逃
げ
ず
に
咬

ま
れ
た
ん
で
す
。
ま
あ
、
負
け
惜
し
み
で
す
け
ど
ね
（
笑
）。

濱
野
　（
笑
）
テ
レ
ビ
で
見
た
ん
で
す
が
、
メ
キ
シ
コ
に
、
ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ

を
飼
い
馴
ら
し
て
い
る
施
設
が
あ
る
そ
う
な
ん
で
す
。
ど
う
や
っ
て
飼
い
馴
ら

し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
人
間
と
一
緒
に
生
活

す
る
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
子
ど
も
の
ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ
は
、
飼
育

員
を
親
の
仲
間
だ
と
思
っ
て
咬
ま
な
い
。
少
な
く
と
も
群
れ
を
作
る
よ
う
な
動

物
と
い
う
の
は
、
社
会
性
、
関
係
性
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

山
極
　
私
の
先
生
の
先
生
で
あ
る
今
西
錦
司
は
、『
生
物
の
世
界
』（
１
９
４
１

年
）
で
、
社
会
は
す
べ
て
の
生
物
に
あ
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
社
会

は
人
間
だ
け
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
言
葉
が
社
会
を
作
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

濱
野
　
理
性
を
持
つ
も
の
だ
け
が
社
会
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

山
極
　
今
西
さ
ん
は
、
社
会
と
は
、
個
と
個
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

合
う
空
間
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
と
定
義
し
ま
し
た
。
個
体
を
認
識
し
合
え

る
と
す
れ
ば
、
人
間
で
な
く
と
も
そ
こ
に
は
社
会
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
し
て
ニ
ホ
ン
ザ
ル
を
観
察
し
た
結
果
、
個
体
識
別
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

サ
ル
に
も
社
会
構
造
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
わ
け
で
す
。

山
極
　
サ
ル
や
人
間
が
社
会
を
作
る
う
え

で
特
に
重
要
な
も
の
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。

濱
野
　
何
で
し
ょ
う
？

山
極
　
視
覚
で
す
。
鳥
だ
っ
た
ら
音
声
で

識
別
し
合
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
サ

ル
や
人
間
は
、
視
覚
で
個
体
を
識
別
で
き
る
要
素
が
な
い
と
、
そ
こ
に
ソ
ー
シ

ャ
ル
な
も
の
を
認
知
で
き
な
い
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
社
会
の
お
お
も
と
に
は
視

覚
が
あ
る
。

濱
野
　
な
る
ほ
ど
。
で
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、
人
間
が
サ
ル
時
代

か
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
の
延
長
で
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

山
極
　
し
か
も
、
個
体
識
別
に
は
顔
が
大
事
な
ん
で
す
。
顔
で
お
互
い
の
関
係

を
見
分
け
て
い
る
。
関
係
の
集
積
と
い
う
の
は
ひ
と
つ
の
構
造
、
つ
ま
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
そ
う
な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

濱
野
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
日
本
語
に
す
る
と
ま
さ
に
、「
フ
ェ
イ
ス
＝
顔
」

の
「
ブ
ッ
ク
＝
本
」、
つ
ま
り
顔
の
集
積
で
す
。

山
極
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
流
行
る
理
由
は
な
ぜ
か
。
視

覚
情
報
を
き
ち
ん
と
確
認
し
な
が
ら
他
人
と
付
き
合
う
の
に
は
、
移
動
の
コ
ス

ト
や
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
を
省
く
た
め
に
、
通
信
手
段
や
映
像
を
使
っ

て
仮
想
的
な
視
覚
的
空
間
の
中
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
実
は
、
昔
と
や
っ
て
る
こ
と
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
（
笑
）。
た
だ
、

落
と
し
穴
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
視
覚
情
報
は
リ
ア
リ
テ
ィ

が
高
い
と
普
段
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
意
図
的
に
作
る
こ
と
も
で
き
る
も
の

な
ん
で
す
。

濱
野
　
で
も
、
感
覚
の
中
に
は
作
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

山
極
　
そ
の
通
り
で
す
。例
え
ば
、嗅
覚
や
触
覚
は
作
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
。

だ
か
ら
、
実
は
そ
ち
ら
の
方
が
信
頼
性
が
高
い
ん
で
す
。
仲
の
よ
い
サ
ル
同
士

が
ど
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
か
。
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
で
す
。
グ
ル

ー
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
、
接
触
、
す
な
わ
ち
触
覚
に
よ
っ
て
気
持
ち
や
態
度
を

確
認
し
合
う
行
動
と
言
え
ま
す
。
あ
る
い
は
、
に
お
い
も
自
分
で
操
作
で
き
な

い
。
例
え
ば
、
ゴ
リ
ラ
は
緊
張
す
る
と
、
わ
き腋

の
下
の
ア
ポ
ク
リ
ン
腺
か
ら
特
有

の
に
お
い
を
出
し
ま
す
。
興
奮
し
た
こ
と
が
に
お
い
に
よ
っ
て
隠
せ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
で
も
そ
れ
は
、
情
報
と
し
て
は
と
て
も
正
直
な
も
の
な
ん
で
す
。

濱
野
　
噓
を
つ
け
な
い
わ
け
で
す
ね
。

山
極
　
で
も
視
覚
情
報
は
、
見
て
見
な
い
ふ
り
を
す
る
と
か
、
怒
っ
た
ふ
り
を

す
る
と
か
、
自
分
で
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ
ル
は
、
自
分
で
は
操
作

で
き
な
い
嗅
覚
や
触
覚
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
信
頼
性
を
担
保

し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

濱
野
　
と
こ
ろ
で
、ち
ょ
っ
と
前
ま
で「
ソ

ー
シ
ャ
ル
」
と
言
う
と
、
他
人
の
た
め
に

何
か
し
て
あ
げ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
よ
ね
。
社
会
福
祉
、
社
会
主
義

の
「
社
会
」
で
す
。

山
極
　
か
つ
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
言
葉

に
は
、
自
分
の
欲
を
抑
制
し
て
で
も
相
手
の
喜
ぶ
姿
が
見
た
い
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
、
ど
こ
か
流
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
現
代
で
は
、
個
人
の
利
益
を
最
大
化

す
る
た
め
に
集
ま
る
と
い
う
こ
と
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
も
ひ
と
つ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
の
あ
り
方
だ
と
は

思
う
ん
だ
け
れ
ど
も
、
個
人
主
義
的
で
す
よ
ね
。
そ
の
二
つ
は
相
容
れ
な
い
も

の
が
あ
る
と
思
う
。

濱
野
　
19
世
紀
、
20
世
紀
に
、「
社
会
主
義
」
と
か
「
社
会
党
」
と
い
っ
た
よ

う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
は
、
今
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
言
葉

を
め
ぐ
る
状
況
か
ら
は
か
な
り
抜
け
落
ち
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
企

業
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
言
う
と
き
に
は
そ
う
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
る
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
。
そ
う
い
う
言
葉
の
重
み
は
だ
い
ぶ
抜
け
て
、
個
人
が
気
軽
に
参

加
し
て
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

山
極
　
サ
ル
の
社
会
と
い
う
の
は
、
個
人
の
利
益
を
最
大
化
す
る
た
め
に
集
ま

っ
た
も
の
で
す
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
社
会
で
あ
れ
ば
優
劣
が
あ
っ
て
、
ケ
ン
カ
を

し
な
い
よ
う
に
劣
位
の
も
の
が
必
ず
引
く
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
で
も

人
間
と
い
う
の
は
、
何
か
し
て
あ
げ
れ
ば
必
ず
お
返
し
が
来
る
、
何
か
を
し
て

も
ら
っ
た
ら
お
返
し
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
関
係
性
が
あ
っ
て
、
そ
れ

で
地
域
社
会
と
い
う
も
の
が
作
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
だ
れ
か
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
助
け
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
人
間
だ
と
思
い
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
で
は
そ
の
感
情
で
多
く
の
人
が
動
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
継
続

し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
さ
そ
う
な
の
が
残
念
で
す
。

山
極
　
な
ぜ
人
間
が
集
団
を
作
っ
て
生
き

て
い
く
か
。
そ
れ
は
、
思
い
出
、
歴
史
を

埋
め
込
ん
だ
風
景
な
り
場
所
が
必
要
だ
か

ら
な
ん
で
す
。
新
し
い
空
間
に
人
間
を
集

め
た
だ
け
で
は
社
会
は
作
れ
な
い
。
人
々

が
生
き
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
上
に

人
々
の
行
動
や
関
係
性
が
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
安
定
的
に
ソ
ー
シ
ャ
ル

な
も
の
が
続
い
て
い
く
。

濱
野
　
新
し
く
社
会
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
ら
こ
ん
な
に
大
変
な
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
東
日
本
大
震
災
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

山
極
　
社
会
と
風
土
と
い
う
も
の
は
、
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
り

ま
す
。
人
間
は
死
者
と
と
も
に
生
き
て
い
て
、
祖
先
が
里
山
や
畑
に
息
づ
い
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
身
体
が
そ
こ
に
あ
る
理
由
が
見
出
せ
る
。
記
憶
が
風

土
に
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
大
震
災
で
は
、
風
土
が
完
全
に
破
壊
さ

れ
て
、
何
も
か
も
が
跡
形
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
自
分
が

そ
こ
に
い
る
存
在
理
由
が
根
こ
そ
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
そ
の
恐

怖
に
日
本
人
は
気
づ
か
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

濱
野
　
大
震
災
の
と
き
に
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
は
善
意
が
連
鎖
し
や

す
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

山
極
　
一
時
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
も
の
が
い
ろ
い
ろ
立
ち
上
が
り
ま
し
た
よ
ね
。

濱
野
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
事
例
で
言
う
と
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ（
14
頁
参
照
）と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。震
災
か
ら
の
復
興
に
し
て
も
、

今
ま
で
で
あ
れ
ば
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
た
わ
け
で
す
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
は
ネ
ッ
ト
で
個
人
か
ら
少
し
ず
つ
出
資
を
募
り
、
例
え
ば
年
に
１

回
、
し
よ
う醬 

ゆ油
屋
さ
ん
で
あ
れ
ば
蔵
の
見
学
会
な
ん
か
を
催
す
わ
け
で
す
。
募
金

だ
と
１
回
だ
け
で
関
係
は
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
出
資
と
い
う
形
だ
と
関
係

性
が
継
続
し
ま
す
。

山
極
　
ネ
ッ
ト
で
は
、
付
き
合
う
人
の
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
ね
。
で

も
、
そ
れ
を
無
制
限
に
は
広
げ
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ジ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、

人
間
の
脳
が
処
理
で
き
る
集
団
の
数
と
い

う
の
は
１
６
０
人
く
ら
い
だ
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
く
ら
い
な
ら
顔
と

性
格
を
き
ち
ん
と
覚
え
て
い
ら
れ
る
。
い
わ
ば
ひ
と
つ
の
集
落
の
人
数
で
す
よ

ね
。
狩
猟
採
集
民
の
基
本
的
な
ム
ラ
の
人
数
も
１
６
０
人
く
ら
い
と
言
わ
れ
て

い
る
ん
で
す
。で
も
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
、

顔
も
名
前
も
わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
ど
の
く
ら
い
ま
で
広
げ
ら
れ

る
の
か
。

濱
野
　
そ
れ
は
お
も
し
ろ
い
テ
ー
マ
で
す

ね
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
、
何
百
、
何

千
と
い
う
人
と
つ
な
が
っ
て
い
る
人
も
い

ま
す
け
れ
ど
、
百
人
く
ら
い
の
人
も
多
い
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
場
合
は
、
知
り
合
い
の
範

囲
内
で
使
っ
て
い
れ
ば
あ阿 

う
ん吽

の
呼
吸
で
盛

り
上
が
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
を
超

え
て
く
る
と
、
直
接
知
ら
な
い
人
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
る
の
で
、
炎
上
し
や
す

く
な
る
。

山
極
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
人
間
関
係
と
い
う
の
は
、
実
は
１
対
１
の
関

係
性
で
す
。
ひ
と
り
か
ら
見
る
と
、
放
射
線
状
に
友
達
が
い
る
。
で
も
、
外
か

ら
見
る
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
奇
妙
な
構
造
を
し
て
い
ま
す
。

１
対
１
の
関
係
と
い
う
の
は
、
調
整
が
利
か
な
い
か
ら
炎
上
し
や
す
い
ん
で
す

よ
ね
。

濱
野
　
な
る
ほ
ど
、
そ
う
で
す
ね
。

山
極
　
１
対
１
で
も
問
題
が
解
決
し
や
す
い
の
は
、
両
者
に
格
差
が
あ
る
場
合

で
す
ね
。
相
手
を
屈
服
さ
せ
て
、
従
わ
せ
る
。
こ
れ
は
炎
上
し
に
く
い
。
で
も

お
互
い
が
対
等
だ
と
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
き
に
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
場

合
が
あ
る
。

濱
野
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
も
、
実
は
、
一
方
で
は
だ
ん
だ
ん
規
模
を
小
さ

く
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
ま
す
。

山
極
　
そ
う
な
ん
で
す
か
。

濱
野
　
ア
メ
リ
カ
で
、
友
達
を
１
５
０
人
ま
で
し
か
登
録
で
き
な
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

い
う
の
も
出
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
だ
れ
と
で
も
つ
な
が
れ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
と
い
う
の
は
、
利
便
性
も
あ
る
ぶ
ん
、
こ
わ
い
な
と
い
う
認

識
も
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
山
極
先
生
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
て
、

ま
さ
に
人
間
の
本
性
に
従
っ
た
方
向
の
進
化
な
ん
だ
な
と
い
う
気
が
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
全
面
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
、
さ
す
が
に
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
万
歳
」
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

濱
野
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
創
業
者
マ
ー

ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
は
「
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
に
よ
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
な
く
な

る
」
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

大
げ
さ
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
が
、
ネ
ッ
ト

上
に
何
も
か
も
情
報
が
あ
れ
ば
、
悪
さ
も

で
き
な
く
な
る
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
な

い
と
い
う
前
提
で
行
動
す
れ
ば
か
え
っ
て
ス
ッ
キ
リ
す
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。

山
極
　
日
本
は
ま
さ
に
そ
う
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
よ
ね
。
ど
こ
に
で
も
監
視
カ

メ
ラ
が
あ
っ
て
、
監
視
カ
メ
ラ
社
会
と
い
う
か…

…

。

濱
野
　
だ
れ
も
が
公
人
に
な
っ
て
し
ま
う
時
代
、
そ
れ
は
、
情
報
化
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
推
し
進
め
て
き
た
側
面

は
あ
り
ま
す
。
た
だ
一
方
で
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
は
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
パ
ー
テ

ィ
会
場
」、
す
な
わ
ち
社
交
＝
ソ
ー
シ
ャ

ル
な
場
だ
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

山
極
　
欧
米
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間

と
い
う
の
は
非
常
に
し
っ
か
り
と
し
て
い

る
。
だ
か
ら
、
社
交
空
間
が
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
と
完
全
に
区
別
さ
れ
る
形
で
存
在
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
日
本
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

空
間
が
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
。

江
戸
時
代
の
長
屋
な
ん
て
、
ほ
と
ん
ど
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
は
な
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

濱
野
　
今
の
若
者
の
間
で
起
き
て
い
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
い
っ

た
長
屋
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

山
極
　
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
も
流
行
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

濱
野
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
結
局
ネ
ッ
ト
上
だ
け
で

は
満
足
で
き
な
く
な
っ
て
、「
オ
フ
会
」
と
い
っ
て
、
実
際
の
空
間
で
集
ま
り

出
す
ん
で
す
。
大
規
模
な
例
で
言
え
ば
、
脱
原
発
デ
モ
や
特
定
秘
密
保
護
法
案

反
対
の
国
会
包
囲
な
ど
で
す
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
な
い
時
代
で
あ
れ

ば
、
あ
ん
な
に
何
万
人
も
集
ま
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
ツ
イ
ッ
タ

ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
だ
れ
か
が
デ
モ
に
行
く
と
書
い
て
い
た
ら
、
そ
れ
ほ

ど
政
治
的
な
意
識
が
な
く
て
も
、
い
つ
も
書
き
込
み
を
読
ん
で
い
る
あ
の
人
が

行
っ
て
い
る
な
ら
と
現
地
へ
行
っ
て
み
る
。
顔
写
真
を
普
段
見
て
知
っ
て
い
る

の
で
話
し
か
け
る
。
も
と
も
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
親
し
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
現
場
で
話
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
れ
る
わ
け
で
す
。

山
極
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
リ
ア
ル
な
空
間
で
集
ま
る
こ
と
を
う
な
が促

す
動

き
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。「
ア
ラ
ブ
の
春
」
な
ん
か
も
そ
う
な
ん
で
す
か
。

濱
野
　
ま
さ
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

山
極
　
今
は
他
人
と
の
付
き
合
い
か
た
が
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
的
に
な
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
深
い
付
き
合
い
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
一
体
感

を
共
有
し
て
い
る
状
態
で
す
ね
。

濱
野
　
社
交
が
苦
手
な
日
本
人
で
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
お
か
げ
で
、

見
知
ら
ぬ
人
と
会
う
と
き
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く
な
っ
た
。

そ
れ
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
で
す
。

の
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
図
形
的
な
言
語

を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
言
葉
の
違
い
を
乗
り

越
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

濱
野
　
理
性
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

言
語
の
壁
が
非
常
に
大
き
い
ん
で
す
け
れ
ど
、

感
情
レ
ベ
ル
の
も
の
は
だ
い
ぶ
敷
居
が
低
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

山
極
　「
社
会
言
語
」
と
い
う
概
念
が
あ
り

ま
す
。
言
語
自
体
に
は
意
味
合
い
が
な
い
け

れ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
使
わ
れ
る

言
葉
で
、
代
表
的
な
も
の
が
あ
い
さ
つ
の
言

葉
で
す
。
絵
文
字
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ス
タ
ン
プ

も
そ
う
で
し
ょ
う
。
今
の
状
況
は
、
社
会
言

語
を
使
う
こ
と
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

な
の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。

濱
野
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
空
間
で
は

一
気
に
増
え
て
い
ま
す
ね
。
暴
力
性
を
発
露

さ
せ
な
い
よ
う
に
、
適
切
な
関
係
性
を
保
つ

た
め
に
社
会
言
語
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。

山
極
　
社
会
言
語
は
、
あ
る
意
味
で
サ
ル
の
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
に
も
似
て
い
る
気

が
し
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
人
間
は
正
し
く
サ
ル
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
で
す
ね
（
笑
）。

　
い
ろ
ん
な
社
会
学
者
が
言
っ
て
い
ま
す
が
、
今
は
「
多
元
的
帰
属
」
の
時
代

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
脱
原
発
デ
モ
の
と
き
は
こ
う
い
う
自
分
、
ア
イ
ド
ル
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
こ
う
い
う
自
分
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
で
い
ろ
い
ろ
な
集
団
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

山
極
　
で
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
っ
て
言
う
と

非
常
に
文
化
的
な
感
じ
が
す
る
ん
だ
け
れ

ど
も
、
人
間
っ
て
、
生
身
の
体
を
な
か
な

か
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
ん
で
す
よ
。
実
は

基
盤
に
あ
る
の
は
、
生
物
学
的
な
身
体
と
、

生
物
学
的
な
心
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
ず

っ
と
昔
か
ら
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
。
現
在
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
や
機
械
の
方

へ
寄
っ
て
い
く
と
、
ど
こ
か
で
自
然
回
帰
的
な
動
き
が
生
じ
る
と
思
い
ま
す
。

濱
野
　
身
体
性
が
全
く
な
さ
そ
う
に
見
え
る
と
く匿 

め
い名
掲
示
板
で
も
、
実
は
流
行
る

も
の
は
身
体
性
な
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
、
打
ち
間
違
い
で
す
。
思
わ
ず
タ
イ
プ

ミ
ス
し
て
書
い
た
よ
う
な
言
葉
が
受
け
た
り
す
る
。

山
極
　
一
見
身
体
性
と
は
関
係
な
い
空
間
な
ん
だ
け
れ
ど
、
身
体
性
が
透
け
て

見
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
が
お
も
し
ろ
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

濱
野
　
あ
と
、
日
本
で
特
に
発
達
し
て
い
る
も
の
に
、
絵
文
字
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
最
近
流
行
っ
て
い
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
は
ス
タ
ン
プ

と
い
う
も
の
も
あ
る
。

山
極
　（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
見
な
が
ら
）
そ
う
考
え
る
と
、
言
語
的
な
手
続
き
を
ど

ん
ど
ん
省
く
よ
う
な
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
う
い
う
も

section 5

section 6

section 7
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2010年のチュニジア民主化要求
「ジャスミン革命」を発端に、
運動が他国にも波及した
「アラブの春」。
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ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
に

あ
ふ
れ
る

社
会
言
語

山極寿一氏とゴリラ。
この距離まで近づくために
ゴリラと社会性を築くには、

何年もかかる。

や
ま
ぎ
わ
・
じ
ゅ
い
ち
／
動
物
学
者
、京
都
大
学
教
授
。

１
９
５
２
年
生
ま
れ
。ゴ
リ
ラ
の
研
究
か
ら
人
類
の
起
源

に
迫
る
研
究
を
行
う
。著
書
に『
ゴ
リ
ラ
と
ヒ
ト
の
間
』

『
暴
力
は
ど
こ
か
ら
き
た
か
』『
人
類
進
化
論
』な
ど
。

山
極 

寿
一

濱
野 

智
史

濱
野
　
こ
こ
３
、
４
年
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
と

い
う
言
葉
が
急
に
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り

背
景
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
隆
盛
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
山
極
先
生
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

山
極
　
や
ら
な
い
で
す
ね
。
そ
も
そ
も
携
帯
電
話
も
持
っ
て
い
な
い
ん
で
す

（
笑
）。

濱
野
　
そ
う
な
ん
で
す
か
！

山
極
　
面
と
向
か
っ
て
話
し
て
い
る
と
き
に
携
帯
を
優
先
す
る
人
が
い
ま
す
が
、

優
先
順
位
が
逆
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
対
話
と
い
う
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
た
い対 

じ峙
し
て
い
る
の
に
、
電
話
の
向
こ
う
の
世
界
を
優
先
し
て
、

こ
ち
ら
の
世
界
に
い
な
い
と
い
う
不
在
感
が
あ
る
。

　
つ
い
最
近
ま
で
は
、
直
接
対
面
し
て
話
す
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ

と
で
し
た
。
だ
か
ら
、
面
接
や
商
談
が
重
視
さ
れ
た
。
お
互
い
の
気
持
ち
を
通

じ
さ
せ
る
、
最
良
の
手
段
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
で
も
、
今
と
い
う
時
代
は
、
む

し
ろ
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
す
ら
思
え
る
。
顔
を
合
わ
せ
な
い

方
が
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
す
し
ね
。

濱
野
　
現
代
人
の
防
衛
機
構
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
２
０
１
３
年
に
ア
メ
リ
カ
で

は流 

や行
っ
た
の
は
「
セ
ル
フ
ィ
ー
」
と
言
っ
て
、
携
帯
で
自
分
の
顔
を
撮
っ
て
ネ

ッ
ト
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
す
。
ま
さ
に
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
表
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

山
極
　
今
は
、
自
己
実
現
、
自
己
責
任
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
携
帯

は
そ
の
象
徴
で
す
。
他
人
を
使
っ
て
実
は
自
分
と
対
話
し
て
い
る
の
が
携
帯
だ

と
思
う
。
携
帯
が
な
い
時
代
の
人
た
ち
は
、
ま
さ
に
他
人
の
目
や
声
を
通
じ
て

自
己
を
確
立
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
で
も
、
携
帯
が
あ
る
と
、
他
人
と
会
わ
な

く
て
も
よ
く
な
る
。
携
帯
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ら
何
や
ら
が
入
っ
て
き
て
、
自
分

が
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
実
は
す
ご
く
内
向
き
に
な

っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

濱
野
　
社
会
学
で
も
、
ギ
デ
ン
ズ
と
い
う
人
が
、
現
代
は
再
帰
性
が
上
昇
し
て

い
る
時
代
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
携
帯
だ
け
で
は
な
く
、
若
い
人
が
な
ぜ
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
ら
に
は
ど
っ
し
り

と
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
確
固
と
し
た
自
我

が
な
い
か
ら
、
周
り
の
友
人
と
の
関
係
性
を
通
じ
て
自
我
を
作
り
続
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
逆
に
、
山
極
先
生
の
よ
う
な
世
代
で
す
と
（
笑
）、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
。
そ
れ
は
よ
く
、Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

が
な
い
か
ら
と
い
う
説
明
が
さ
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
は
違
う
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
自
我
を
作
る
必
要
が
な
い
か
ら
、
や
る
必
要
も
な
い
ん
で
す
ね
。

濱
野
　
山
極
先
生
の
本
に
、
ゴ
リ
ラ
を
人

間
に
な馴
れ
さ
せ
る
「
人
づ
け
」
と
い
う
言

葉
が
出
て
き
ま
し
た
。
あ
れ
は
ど
う
や
っ

て
や
る
ん
で
す
か
？

山
極
　
要
す
る
に
ス
ト
ー
カ
ー
で
す
。
ず

っ
と
ゴ
リ
ラ
の
そ
ば
に
い
て
、
彼
ら
に
人

間
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
。

濱
野
　
ゴ
リ
ラ
た
ち
を
、
人
間
が
い
る
と
い
う
状
況
に
馴
れ
さ
せ
る
わ
け
で
す

ね
。

山
極
　
空
気
の
よ
う
な
存
在
、
向
こ
う
に
関
心
を
持
た
れ
な
く
な
る
の
が
一
番

い
い
。

濱
野
　
な
る
ほ
ど
！

山
極
　
こ
れ
が
大
変
な
ん
で
す
よ
。
今
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ボ
ン
へ
調
査
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
馴
れ
ら
れ
る
ま
で
に
、
２
０
０
２
年
か
ら
２
０
１
２
年
の
間
で
、

実
質
８
年
か
か
り
ま
し
た
か
ら
ね
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
こ
ち
ら
を
攻
撃
し
て
く
る

こ
と
も
あ
る
。
ぼ
く
も
メ
ス
に
襲
わ
れ
て
、
頭
と
足
を
か咬
ま
れ
て
、
頭
５
針
、

足
17
針
縫
い
ま
し
た
。
た
だ
、
ぼ
く
の
誇
り
は
、
体
の
前
面
を
咬
ま
れ
た
こ
と

で
す
。
逃
げ
出
し
て
い
た
ら
お
し
り
を
咬
ま
れ
る
で
し
ょ
う
？
　
逃
げ
ず
に
咬

ま
れ
た
ん
で
す
。
ま
あ
、
負
け
惜
し
み
で
す
け
ど
ね
（
笑
）。

濱
野
　（
笑
）
テ
レ
ビ
で
見
た
ん
で
す
が
、
メ
キ
シ
コ
に
、
ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ

を
飼
い
馴
ら
し
て
い
る
施
設
が
あ
る
そ
う
な
ん
で
す
。
ど
う
や
っ
て
飼
い
馴
ら

し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
人
間
と
一
緒
に
生
活

す
る
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
子
ど
も
の
ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ
は
、
飼
育

員
を
親
の
仲
間
だ
と
思
っ
て
咬
ま
な
い
。
少
な
く
と
も
群
れ
を
作
る
よ
う
な
動

物
と
い
う
の
は
、
社
会
性
、
関
係
性
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

山
極
　
私
の
先
生
の
先
生
で
あ
る
今
西
錦
司
は
、『
生
物
の
世
界
』（
１
９
４
１

年
）
で
、
社
会
は
す
べ
て
の
生
物
に
あ
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
社
会

は
人
間
だ
け
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
言
葉
が
社
会
を
作
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

濱
野
　
理
性
を
持
つ
も
の
だ
け
が
社
会
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

山
極
　
今
西
さ
ん
は
、
社
会
と
は
、
個
と
個
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

合
う
空
間
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
と
定
義
し
ま
し
た
。
個
体
を
認
識
し
合
え

る
と
す
れ
ば
、
人
間
で
な
く
と
も
そ
こ
に
は
社
会
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
し
て
ニ
ホ
ン
ザ
ル
を
観
察
し
た
結
果
、
個
体
識
別
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

サ
ル
に
も
社
会
構
造
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
わ
け
で
す
。

山
極
　
サ
ル
や
人
間
が
社
会
を
作
る
う
え

で
特
に
重
要
な
も
の
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。

濱
野
　
何
で
し
ょ
う
？

山
極
　
視
覚
で
す
。
鳥
だ
っ
た
ら
音
声
で

識
別
し
合
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
サ

ル
や
人
間
は
、
視
覚
で
個
体
を
識
別
で
き
る
要
素
が
な
い
と
、
そ
こ
に
ソ
ー
シ

ャ
ル
な
も
の
を
認
知
で
き
な
い
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
社
会
の
お
お
も
と
に
は
視

覚
が
あ
る
。

濱
野
　
な
る
ほ
ど
。
で
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、
人
間
が
サ
ル
時
代

か
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
の
延
長
で
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

山
極
　
し
か
も
、
個
体
識
別
に
は
顔
が
大
事
な
ん
で
す
。
顔
で
お
互
い
の
関
係

を
見
分
け
て
い
る
。
関
係
の
集
積
と
い
う
の
は
ひ
と
つ
の
構
造
、
つ
ま
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
そ
う
な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

濱
野
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
日
本
語
に
す
る
と
ま
さ
に
、「
フ
ェ
イ
ス
＝
顔
」

の
「
ブ
ッ
ク
＝
本
」、
つ
ま
り
顔
の
集
積
で
す
。

山
極
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
流
行
る
理
由
は
な
ぜ
か
。
視

覚
情
報
を
き
ち
ん
と
確
認
し
な
が
ら
他
人
と
付
き
合
う
の
に
は
、
移
動
の
コ
ス

ト
や
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
を
省
く
た
め
に
、
通
信
手
段
や
映
像
を
使
っ

て
仮
想
的
な
視
覚
的
空
間
の
中
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
実
は
、
昔
と
や
っ
て
る
こ
と
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
（
笑
）。
た
だ
、

落
と
し
穴
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
視
覚
情
報
は
リ
ア
リ
テ
ィ

が
高
い
と
普
段
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
意
図
的
に
作
る
こ
と
も
で
き
る
も
の

な
ん
で
す
。

濱
野
　
で
も
、
感
覚
の
中
に
は
作
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

山
極
　
そ
の
通
り
で
す
。例
え
ば
、嗅
覚
や
触
覚
は
作
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
。

だ
か
ら
、
実
は
そ
ち
ら
の
方
が
信
頼
性
が
高
い
ん
で
す
。
仲
の
よ
い
サ
ル
同
士

が
ど
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
か
。
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
で
す
。
グ
ル

ー
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
、
接
触
、
す
な
わ
ち
触
覚
に
よ
っ
て
気
持
ち
や
態
度
を

確
認
し
合
う
行
動
と
言
え
ま
す
。
あ
る
い
は
、
に
お
い
も
自
分
で
操
作
で
き
な

い
。
例
え
ば
、
ゴ
リ
ラ
は
緊
張
す
る
と
、
わ
き腋
の
下
の
ア
ポ
ク
リ
ン
腺
か
ら
特
有

の
に
お
い
を
出
し
ま
す
。
興
奮
し
た
こ
と
が
に
お
い
に
よ
っ
て
隠
せ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
で
も
そ
れ
は
、
情
報
と
し
て
は
と
て
も
正
直
な
も
の
な
ん
で
す
。

濱
野
　
噓
を
つ
け
な
い
わ
け
で
す
ね
。

山
極
　
で
も
視
覚
情
報
は
、
見
て
見
な
い
ふ
り
を
す
る
と
か
、
怒
っ
た
ふ
り
を

す
る
と
か
、
自
分
で
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ
ル
は
、
自
分
で
は
操
作

で
き
な
い
嗅
覚
や
触
覚
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
信
頼
性
を
担
保

し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

濱
野
　
と
こ
ろ
で
、ち
ょ
っ
と
前
ま
で「
ソ

ー
シ
ャ
ル
」
と
言
う
と
、
他
人
の
た
め
に

何
か
し
て
あ
げ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
よ
ね
。
社
会
福
祉
、
社
会
主
義

の
「
社
会
」
で
す
。

山
極
　
か
つ
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
言
葉

に
は
、
自
分
の
欲
を
抑
制
し
て
で
も
相
手
の
喜
ぶ
姿
が
見
た
い
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
、
ど
こ
か
流
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
現
代
で
は
、
個
人
の
利
益
を
最
大
化

す
る
た
め
に
集
ま
る
と
い
う
こ
と
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
も
ひ
と
つ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
の
あ
り
方
だ
と
は

思
う
ん
だ
け
れ
ど
も
、
個
人
主
義
的
で
す
よ
ね
。
そ
の
二
つ
は
相
容
れ
な
い
も

の
が
あ
る
と
思
う
。

濱
野
　
19
世
紀
、
20
世
紀
に
、「
社
会
主
義
」
と
か
「
社
会
党
」
と
い
っ
た
よ

う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
は
、
今
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
言
葉

を
め
ぐ
る
状
況
か
ら
は
か
な
り
抜
け
落
ち
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
企

業
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
言
う
と
き
に
は
そ
う
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
る
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
。
そ
う
い
う
言
葉
の
重
み
は
だ
い
ぶ
抜
け
て
、
個
人
が
気
軽
に
参

加
し
て
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

山
極
　
サ
ル
の
社
会
と
い
う
の
は
、
個
人
の
利
益
を
最
大
化
す
る
た
め
に
集
ま

っ
た
も
の
で
す
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
社
会
で
あ
れ
ば
優
劣
が
あ
っ
て
、
ケ
ン
カ
を

し
な
い
よ
う
に
劣
位
の
も
の
が
必
ず
引
く
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
で
も

人
間
と
い
う
の
は
、
何
か
し
て
あ
げ
れ
ば
必
ず
お
返
し
が
来
る
、
何
か
を
し
て

も
ら
っ
た
ら
お
返
し
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
関
係
性
が
あ
っ
て
、
そ
れ

で
地
域
社
会
と
い
う
も
の
が
作
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
だ
れ
か
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
助
け
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
人
間
だ
と
思
い
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
で
は
そ
の
感
情
で
多
く
の
人
が
動
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
継
続

し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
さ
そ
う
な
の
が
残
念
で
す
。

山
極
　
な
ぜ
人
間
が
集
団
を
作
っ
て
生
き

て
い
く
か
。
そ
れ
は
、
思
い
出
、
歴
史
を

埋
め
込
ん
だ
風
景
な
り
場
所
が
必
要
だ
か

ら
な
ん
で
す
。
新
し
い
空
間
に
人
間
を
集

め
た
だ
け
で
は
社
会
は
作
れ
な
い
。
人
々

が
生
き
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
上
に

人
々
の
行
動
や
関
係
性
が
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
安
定
的
に
ソ
ー
シ
ャ
ル

な
も
の
が
続
い
て
い
く
。

濱
野
　
新
し
く
社
会
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
ら
こ
ん
な
に
大
変
な
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
東
日
本
大
震
災
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

山
極
　
社
会
と
風
土
と
い
う
も
の
は
、
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
り

ま
す
。
人
間
は
死
者
と
と
も
に
生
き
て
い
て
、
祖
先
が
里
山
や
畑
に
息
づ
い
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
身
体
が
そ
こ
に
あ
る
理
由
が
見
出
せ
る
。
記
憶
が
風

土
に
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
大
震
災
で
は
、
風
土
が
完
全
に
破
壊
さ

れ
て
、
何
も
か
も
が
跡
形
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
自
分
が

そ
こ
に
い
る
存
在
理
由
が
根
こ
そ
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
そ
の
恐

怖
に
日
本
人
は
気
づ
か
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

濱
野
　
大
震
災
の
と
き
に
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
は
善
意
が
連
鎖
し
や

す
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

山
極
　
一
時
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
も
の
が
い
ろ
い
ろ
立
ち
上
が
り
ま
し
た
よ
ね
。

濱
野
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
事
例
で
言
う
と
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ（
14
頁
参
照
）と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。震
災
か
ら
の
復
興
に
し
て
も
、

今
ま
で
で
あ
れ
ば
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
た
わ
け
で
す
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
は
ネ
ッ
ト
で
個
人
か
ら
少
し
ず
つ
出
資
を
募
り
、
例
え
ば
年
に
１

回
、
し
よ
う醬 

ゆ油
屋
さ
ん
で
あ
れ
ば
蔵
の
見
学
会
な
ん
か
を
催
す
わ
け
で
す
。
募
金

だ
と
１
回
だ
け
で
関
係
は
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
出
資
と
い
う
形
だ
と
関
係

性
が
継
続
し
ま
す
。

山
極
　
ネ
ッ
ト
で
は
、
付
き
合
う
人
の
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
ね
。
で

も
、
そ
れ
を
無
制
限
に
は
広
げ
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ジ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、

人
間
の
脳
が
処
理
で
き
る
集
団
の
数
と
い

う
の
は
１
６
０
人
く
ら
い
だ
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
く
ら
い
な
ら
顔
と

性
格
を
き
ち
ん
と
覚
え
て
い
ら
れ
る
。
い
わ
ば
ひ
と
つ
の
集
落
の
人
数
で
す
よ

ね
。
狩
猟
採
集
民
の
基
本
的
な
ム
ラ
の
人
数
も
１
６
０
人
く
ら
い
と
言
わ
れ
て

い
る
ん
で
す
。で
も
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
、

顔
も
名
前
も
わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
ど
の
く
ら
い
ま
で
広
げ
ら
れ

る
の
か
。

濱
野
　
そ
れ
は
お
も
し
ろ
い
テ
ー
マ
で
す

ね
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
、
何
百
、
何

千
と
い
う
人
と
つ
な
が
っ
て
い
る
人
も
い

ま
す
け
れ
ど
、
百
人
く
ら
い
の
人
も
多
い
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
場
合
は
、
知
り
合
い
の
範

囲
内
で
使
っ
て
い
れ
ば
あ阿 

う
ん吽

の
呼
吸
で
盛

り
上
が
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
を
超

え
て
く
る
と
、
直
接
知
ら
な
い
人
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
る
の
で
、
炎
上
し
や
す

く
な
る
。

山
極
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
人
間
関
係
と
い
う
の
は
、
実
は
１
対
１
の
関

係
性
で
す
。
ひ
と
り
か
ら
見
る
と
、
放
射
線
状
に
友
達
が
い
る
。
で
も
、
外
か

ら
見
る
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
奇
妙
な
構
造
を
し
て
い
ま
す
。

１
対
１
の
関
係
と
い
う
の
は
、
調
整
が
利
か
な
い
か
ら
炎
上
し
や
す
い
ん
で
す

よ
ね
。

濱
野
　
な
る
ほ
ど
、
そ
う
で
す
ね
。

山
極
　
１
対
１
で
も
問
題
が
解
決
し
や
す
い
の
は
、
両
者
に
格
差
が
あ
る
場
合

で
す
ね
。
相
手
を
屈
服
さ
せ
て
、
従
わ
せ
る
。
こ
れ
は
炎
上
し
に
く
い
。
で
も

お
互
い
が
対
等
だ
と
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
き
に
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
場

合
が
あ
る
。

濱
野
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
も
、
実
は
、
一
方
で
は
だ
ん
だ
ん
規
模
を
小
さ

く
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
ま
す
。

山
極
　
そ
う
な
ん
で
す
か
。

濱
野
　
ア
メ
リ
カ
で
、
友
達
を
１
５
０
人
ま
で
し
か
登
録
で
き
な
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

い
う
の
も
出
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
だ
れ
と
で
も
つ
な
が
れ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
と
い
う
の
は
、
利
便
性
も
あ
る
ぶ
ん
、
こ
わ
い
な
と
い
う
認

識
も
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
山
極
先
生
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
て
、

ま
さ
に
人
間
の
本
性
に
従
っ
た
方
向
の
進
化
な
ん
だ
な
と
い
う
気
が
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
全
面
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
、
さ
す
が
に
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
万
歳
」
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

濱
野
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
創
業
者
マ
ー

ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
は
「
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
に
よ
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
な
く
な

る
」
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

大
げ
さ
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
が
、
ネ
ッ
ト

上
に
何
も
か
も
情
報
が
あ
れ
ば
、
悪
さ
も

で
き
な
く
な
る
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
な

い
と
い
う
前
提
で
行
動
す
れ
ば
か
え
っ
て
ス
ッ
キ
リ
す
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。

山
極
　
日
本
は
ま
さ
に
そ
う
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
よ
ね
。
ど
こ
に
で
も
監
視
カ

メ
ラ
が
あ
っ
て
、
監
視
カ
メ
ラ
社
会
と
い
う
か…

…

。

濱
野
　
だ
れ
も
が
公
人
に
な
っ
て
し
ま
う
時
代
、
そ
れ
は
、
情
報
化
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
推
し
進
め
て
き
た
側
面

は
あ
り
ま
す
。
た
だ
一
方
で
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
は
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
パ
ー
テ

ィ
会
場
」、
す
な
わ
ち
社
交
＝
ソ
ー
シ
ャ

ル
な
場
だ
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

山
極
　
欧
米
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間

と
い
う
の
は
非
常
に
し
っ
か
り
と
し
て
い

る
。
だ
か
ら
、
社
交
空
間
が
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
と
完
全
に
区
別
さ
れ
る
形
で
存
在
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
日
本
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

空
間
が
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
。

江
戸
時
代
の
長
屋
な
ん
て
、
ほ
と
ん
ど
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
は
な
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

濱
野
　
今
の
若
者
の
間
で
起
き
て
い
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
い
っ

た
長
屋
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

山
極
　
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
も
流
行
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

濱
野
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
結
局
ネ
ッ
ト
上
だ
け
で

は
満
足
で
き
な
く
な
っ
て
、「
オ
フ
会
」
と
い
っ
て
、
実
際
の
空
間
で
集
ま
り

出
す
ん
で
す
。
大
規
模
な
例
で
言
え
ば
、
脱
原
発
デ
モ
や
特
定
秘
密
保
護
法
案

反
対
の
国
会
包
囲
な
ど
で
す
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
な
い
時
代
で
あ
れ

ば
、
あ
ん
な
に
何
万
人
も
集
ま
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
ツ
イ
ッ
タ

ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
だ
れ
か
が
デ
モ
に
行
く
と
書
い
て
い
た
ら
、
そ
れ
ほ

ど
政
治
的
な
意
識
が
な
く
て
も
、
い
つ
も
書
き
込
み
を
読
ん
で
い
る
あ
の
人
が

行
っ
て
い
る
な
ら
と
現
地
へ
行
っ
て
み
る
。
顔
写
真
を
普
段
見
て
知
っ
て
い
る

の
で
話
し
か
け
る
。
も
と
も
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
親
し
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
現
場
で
話
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
れ
る
わ
け
で
す
。

山
極
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
リ
ア
ル
な
空
間
で
集
ま
る
こ
と
を
う
な
が促

す
動

き
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。「
ア
ラ
ブ
の
春
」
な
ん
か
も
そ
う
な
ん
で
す
か
。

濱
野
　
ま
さ
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

山
極
　
今
は
他
人
と
の
付
き
合
い
か
た
が
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
的
に
な
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
深
い
付
き
合
い
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
一
体
感

を
共
有
し
て
い
る
状
態
で
す
ね
。

濱
野
　
社
交
が
苦
手
な
日
本
人
で
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
お
か
げ
で
、

見
知
ら
ぬ
人
と
会
う
と
き
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く
な
っ
た
。

そ
れ
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
で
す
。

の
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
図
形
的
な
言
語

を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
言
葉
の
違
い
を
乗
り

越
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

濱
野
　
理
性
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

言
語
の
壁
が
非
常
に
大
き
い
ん
で
す
け
れ
ど
、

感
情
レ
ベ
ル
の
も
の
は
だ
い
ぶ
敷
居
が
低
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

山
極
　「
社
会
言
語
」
と
い
う
概
念
が
あ
り

ま
す
。
言
語
自
体
に
は
意
味
合
い
が
な
い
け

れ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
使
わ
れ
る

言
葉
で
、
代
表
的
な
も
の
が
あ
い
さ
つ
の
言

葉
で
す
。
絵
文
字
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ス
タ
ン
プ

も
そ
う
で
し
ょ
う
。
今
の
状
況
は
、
社
会
言

語
を
使
う
こ
と
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

な
の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。

濱
野
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
空
間
で
は

一
気
に
増
え
て
い
ま
す
ね
。
暴
力
性
を
発
露

さ
せ
な
い
よ
う
に
、
適
切
な
関
係
性
を
保
つ

た
め
に
社
会
言
語
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。

山
極
　
社
会
言
語
は
、
あ
る
意
味
で
サ
ル
の
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
に
も
似
て
い
る
気

が
し
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
人
間
は
正
し
く
サ
ル
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
で
す
ね
（
笑
）。

　
い
ろ
ん
な
社
会
学
者
が
言
っ
て
い
ま
す
が
、
今
は
「
多
元
的
帰
属
」
の
時
代

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
脱
原
発
デ
モ
の
と
き
は
こ
う
い
う
自
分
、
ア
イ
ド
ル
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
こ
う
い
う
自
分
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
で
い
ろ
い
ろ
な
集
団
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

山
極
　
で
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
っ
て
言
う
と

非
常
に
文
化
的
な
感
じ
が
す
る
ん
だ
け
れ

ど
も
、
人
間
っ
て
、
生
身
の
体
を
な
か
な

か
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
ん
で
す
よ
。
実
は

基
盤
に
あ
る
の
は
、
生
物
学
的
な
身
体
と
、

生
物
学
的
な
心
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
ず

っ
と
昔
か
ら
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
。
現
在
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
や
機
械
の
方

へ
寄
っ
て
い
く
と
、
ど
こ
か
で
自
然
回
帰
的
な
動
き
が
生
じ
る
と
思
い
ま
す
。

濱
野
　
身
体
性
が
全
く
な
さ
そ
う
に
見
え
る
と
く匿 

め
い名
掲
示
板
で
も
、
実
は
流
行
る

も
の
は
身
体
性
な
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
、
打
ち
間
違
い
で
す
。
思
わ
ず
タ
イ
プ

ミ
ス
し
て
書
い
た
よ
う
な
言
葉
が
受
け
た
り
す
る
。

山
極
　
一
見
身
体
性
と
は
関
係
な
い
空
間
な
ん
だ
け
れ
ど
、
身
体
性
が
透
け
て

見
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
が
お
も
し
ろ
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

濱
野
　
あ
と
、
日
本
で
特
に
発
達
し
て
い
る
も
の
に
、
絵
文
字
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
最
近
流
行
っ
て
い
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
は
ス
タ
ン
プ

と
い
う
も
の
も
あ
る
。

山
極
　（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
見
な
が
ら
）
そ
う
考
え
る
と
、
言
語
的
な
手
続
き
を
ど

ん
ど
ん
省
く
よ
う
な
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
う
い
う
も

section 8

は
ま
の
・
さ
と
し
／
情
報
社
会
学
者
、日
本
技
芸
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
。１
９
８
０
年
生
ま
れ
。専
門
は
情
報
社
会
論・メ

デ
ィ
ア
論
。著
書
に『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
生
態
系
』『
前
田

敦
子
は
キ
リ
ス
ト
を
超
え
た
』な
ど
。

写真提供 左右ともに山極寿一

ゴリラの群れは10頭前後。
細かい気持ちが察知し合える
「共鳴集団」の一種。

今
、私
た
ち
の
生
き
て
い
る
社
会
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

便
利
な
道
具
で
あ
る
は
ず
の
情
報
端
末
が

人
間
関
係
に
与
え
る
影
響
、

経
済
発
展
の
陰
で
進
ん
だ

生
態
系
の
崩
壊
、

過
密
な
情
報
網
に
囲
ま
れ
な
が
ら

孤
立
し
が
ち
な
現
代
人
…
…
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
、

よ
り
暮
ら
し
や
す
く

持
続
性
の
あ
る
社
会
を
目
指
し
て

行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
紹
介
す
る
。

未
来
の
た
め
に
、私
た
ち
に
な
に
が
で
き
る
か13 CEL March 2014

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
実
現
し
た

「
や
ん
ば
る
森
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」に
展
示
さ
れ
る

「
ス
ギ
コ
ダ
マ
」。材
木
の
種
類
に
よ
って

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
る
。

社
会
的
な

課
題
は
、

発
想
力
と

行
動
力
で

解
決
す
る

クラウドファンディング

中高生のためのケータイ・スマホハンドブック

愛deer料理教室

ネイバーフッドデザイン

→P.14

→P.18

→P.20

→P.16

1Case

2Case

3Case

4Case

3
Part

特
集
ソ
ー
シ
ャ
ルって
何
？

そ
の
3

Special
Feature

What does
“social”
mean?
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Case Study 1

未来のために、
私たちになにが
できるか

「
群
衆
」の
志
と
物
語
を
お
金
に
換
え
て
で
き
る
こ
と

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

取
材・執
筆
／
脇
坂 

敦
史

1
Case

日
本
で
初
め
て
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス

「
雲
」で
は
な
く
、

顔
が
見
え
る「
群
衆
」

　
ア
イ
デ
ア
だ
け
の
商
品
や
企
画
段
階

の
映
画
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
出
資
者
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
広
く
募
る
。
あ
る

い
は
、
取
材
す
べ
き
テ
ー
マ
を
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
が
提
示
し
て
必
要
な
資
金
を

集
め
た
り…

…

。
新
し
い
資
金
調
達
の

手
段
と
し
て
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
や
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
と
い
っ
た
言
葉
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ま
だ
日
は
浅
い
。

　
共
同
購
入
に
近
い
も
の
か
ら
、
従
来

の
寄
付
と
変
わ
ら
な
い
も
の
、
金
銭
的

な
リ
タ
ー
ン
を
求
め
る
投
資
に
近
い
も

の
ま
で
手
法
や
規
模
も
さ
ま
ざ
ま
。
今
、

そ
れ
を
あ
い曖 

ま
い昧
に
定
義
し
て
も
、
数
年
後

に
は
全
く
違
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
さ
え
は
ら
ん
だ
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ

る
。

　
日
本
初
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
、「
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
？
」

を
２
０
１
１
年
に
立
ち
上
げ
た
め
　
ら
米
良
は

る
か
さ
ん
が
こ
の
言
葉
と
出
会
っ
た
の

も
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を

看
板
に
掲
げ
た
サ
イ
ト
が
ア
メ
リ
カ
で

目
立
ち
は
じ
め
た
２
０
０
９
年
頃
の
こ

と
。
世
界
中
で
同
時
多
発
的
に
、
似
た

よ
う
な
試
み
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

た
よ
う
だ
。

「
私
が
や
ろ
う
と
し
て
い
た
の
は
、
こ

れ
だ
っ
た
か
と
驚
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
、
個
人
が
自
分
の
活
動
を
紹
介
し
、

そ
れ
を
広
く
応
援
し
て
も
ら
う
た
め
の

『
チ
ア
ス
パ
！
』
と
い
う
サ
イ
ト
を
立

ち
上
げ
た
と
き
だ
っ
た
か
ら
で
す
」

　
無
名
で
も
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
に

「
投
げ
せ
ん銭
」の
よ
う
な
形
で
お
金
を
送
り
、

応
援
す
る
。そ
れ
は
、学
生
時
代
に「
こ

れ
か
ら
、
も
っ
と
個
人
が
新
し
い
こ
と

を
や
れ
る
社
会
に
な
る
」
と
確
信
し
た

米
良
さ
ん
の
理
想
を
そ
の
ま
ま
形
に
し

た
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
。

「
で
も
、
そ
の
サ
イ
ト
は
見
る
側
に
と

っ
て
面
白
く
な
か
っ
た
。
頑
張
っ
て
い

る
人
た
ち
が
い
る
の
は
わ
か
る
け
ど
、

そ
れ
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
つ
ぎ

に
何
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
？
と
い
う
わ

く
わ
く
感
が
足
り
な
か
っ
た
ん
で
す
。

普
通
に
、
人
が
人
を
応
援
す
る
よ
う
な

仕
組
み
を
ウ
ェ
ブ
上
に
つ
く
る
。
そ
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
必
ず
広
ま
っ
て
い
く
、
と

い
う
確
信
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
と
は
、

ど
う
い
う
形
を
与
え
た
ら
人
び
と
の
行

動
が
変
わ
る
か
で
し
た
」

　
ア
メ
リ
カ
で
成
功
し
て
い
る
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト
な
ど
も

参
考
に
し
な
が
ら
立
ち
上
げ
た
Ｒ
Ｅ
Ａ

Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
？
は
、
ど
こ
が
ど
う
違
う

の
だ
ろ
う
？

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
を
、
私
た

ち
は
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

実
行
者
の
方
に
お
願
い
し
て
い
る
の
は
、

な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
い
目
的
を
掲
げ
、

そ
の
お
金
で
何
を
す
る
の
か
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
こ
と
。
従
来
の
寄
付
な
ど
で

も
、
そ
の
あ
た
り
が
わ
か
り
に
く
い
と

い
う
こ
と
は
多
か
っ
た
ん
で
す
」

　
お
金
が
集
ま
れ
ば
、
具
体
的
に
何
を

起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
　
支
援

者
の
協
力
は
ど
の
よ
う
に
役
立
ち
、
リ

タ
ー
ン
と
し
て
何
を
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
？
　
そ
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く

り
や
プ
レ
ゼ
ン
の
方
法
を
一
緒
に
考
え

る
。
確
か
に
、
美
術
館
や
博
物
館
の
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
（
学
芸
員
）
に
も
似
た
仕

事
だ
。

　
２
０
１
３
年
夏
か
ら
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ

Ｏ
Ｒ
？
で
ス
ポ
ン
サ
ー
の
募
集
を
始
め

た
「
沖
縄
の
大
自
然
に
『
森
の
お
も
ち

ゃ
美
術
館
』
を
皆
で
作
ろ
う
！
」
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
沖
縄
の
く
に国 

が
み頭 

そ
ん村
と
共
同

で
姉
妹
美
術
館
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
、

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
館
長
、
多
田

千
尋
さ
ん
が
呼
び
か
け
た
。

　
村
の
予
算
で
建
物
は
完
成
の
め
ど
が

立
っ
た
も
の
の
、
肝
心
の
遊
具
を
つ
く

っ
た
り
買
っ
た
り
す
る
た
め
の
お
金
が

足
り
な
く
な
っ
て
い
た
。
目
標
額
は
、

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
？
で
も
過
去
最
高

の
６
０
０
万
円
だ
っ
た
。

　
沖
縄
で
唯
一
、
林
業
も
行
わ
れ
て
い

る
「
自
然
の
宝
庫
」、
や
ん
ば
る
の
森

に
木
の
お
も
ち
ゃ
で
い
っ
ぱ
い
の
美
術

館
を
つ
く
る
。
琉
球
王
朝
か
ら
続
く
祖

父
母
と
孫
の
交
流
を
大
切
に
す
る
伝
統
、

そ
し
て
古
い
お
も
ち
ゃ
文
化
を
継
承
す

る
よ
う
な
場
所
に
し
た
い
。
さ
ら
に
、

台
風
で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
樹
齢
３
０
０

年
の
「
さ
い蔡 

お
ん温 

ま
つ松

」
を
使
っ
た
遊
具
で
、

子
ど
も
た
ち
に
遊
ん
で
ほ
し
い
　

…
…

。

多
田
さ
ん
が
地
元
の
林
業
者
や
職
人
ら

と
と
も
に
描
い
た
情
熱
あ
ふ
れ
る
ス
ト

ー
リ
ー
は
、
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
に
魅
力

的
。
あ
と
は
、「
支
援
者
に
と
っ
て
の

物
語
」
を
ど
う
つ
む紡
い
で
も
ら
え
る
か
？

「
で
き
れ
ば
、
支
援
者
に
も
足
を
運
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
機
会
を
つ
く
り
た

い
。
そ
こ
で
、
ペ
ア
に
な
っ
た
名
前
入

り
積
み
木
の
片
方
を
美
術
館
に
飾
り
、

も
う
片
方
を
郵
送
す
る
、
と
い
う
方
法

を
多
田
さ
ん
と
考
え
た
ん
で
す
。
そ
れ

な
ら
、
未
完
成
の
積
み
木
を
は
め
に
沖

縄
へ
行
く
と
い
う
、
す
ご
く
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
る
と
」

　
地
域
振
興
な
ど
社
会
貢
献
を
テ
ー
マ

に
し
た
も
の
が
比
較
的
多
い
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ

Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
？
で
も
、
と
び
き
り
楽
し
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
判
は
上
々
。
90
日

間
で
目
標
を
超
え
る
８
０
０
万
円
近
く

を
集
め
て
成
立
し
た
。Facebook

で
も
、

１
万
２
０
０
０
以
上
の
「
い
い
ね
！
」

が
あ
っ
た
。
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の

山
田
し
ん心
さ
ん
も
、そ
の
ス
ピ
ー
ド
と「
広

が
る
力
」
の
大
き
さ
に
驚
い
た
と
い
う
。

「
お
か
げ
さ
ま
で
、
予
想
し
て
い
た
以

上
に
充
実
し
た
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
支
援
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
た
ち
が
ど
ん
な
人
な
の
か
、
顔

が
見
え
る
の
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
よ
さ
。
孫
が
10
人
い
る
の
で
１

万
円
を
10
口
申
し
込
ん
だ
、
と
い
う
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
ら
し
た
ん
で
す
よ
。

10
人
の
孫
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く

な
っ
た
ら
積
み
木
を
は
め
に
沖
縄
へ
行

き
、
そ
こ
で
自
分
の
名
前
を
見
つ
け
る
。

想
像
す
る
と
、
嬉
し
く
な
り
ま
す
」

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ク
ラ

ウ
ド
は
、Cloud

（
雲
）
で
は
な
く
、

Crow
d

（
群
衆
）
の
方
。
当
た
り
前
の

よ
う
だ
が
、
群
衆
は
雲
の
よ
う
に
ぼ
ん

や
り
と
し
た
匿
名
の
も
の
で
は
な
く
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
顔
と
名
前
を
も
っ
た

個
人
の
集
ま
り
。
誰
か
が
誰
か
を
応
援

す
る
た
め
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
つ

な
が
る
だ
け
で
な
く
、背
後
に
あ
る「
物

語
」
を
少
し
ず
つ
共
有
し
合
う
こ
と
が

不
可
欠
な
の
だ
ろ
う
。

や
ん
ば
る

森
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

自
然
の
宝
庫
に

ぴ
っ
た
り
の

お
も
ち
ゃ
づ
く
り

沖
縄
の
子
ど
も
た
ち
に
、

木
の
お
も
ち
ゃ
を
届
け
る

琉
球
松
な
ど
、地
元
や
ん

ば
る
の
材
木
を
用
い
た
お

も
ち
ゃ
づ
く
り
。必
要
な

資
金
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
集
め
た
。

木
の
ぬ
く
も
り
で

いっ
ぱ
い
の

美
術
館
が
完
成

名
前
入
り
積
み
木
の
ピ
ー

ス
を
は
め
こ
む
こ
と
で「
支

援
者
の
物
語
」も
完
結
。

近
年
、「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」と
い
う

サ
ー
ビ
ス
の
名
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
不
特
定
多
数
の
個
人
か
ら

資
金
を
集
め
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
、世
界
中
で
急
速
に
広
ま
って
い
る
ら
し
い
。

こ
の
手
法
を
日
本
で
初
め
て
取
り
入
れ
た
サ
ー
ビ
ス「
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
？
」、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
って
目
標
額
の
資
金
を
集
め
た
事
例
と
し
て

「
や
ん
ば
る
森
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」を
紹
介
す
る
。

「
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
？
」
代
表

P
h

oto by N
atori K

azu
h

isa

14CEL March 201415 CEL March 2014

Case1

写真提供＝東京おもちゃ美術館

米
良
は
る
か 

さ
ん



大
人
か
ら
若
い
世
代
へ
。

若
い
世
代
か
ら
大
人
へ
。

双
方
向
か
ら
つ
く
る

こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
。

愛知東邦大学／今津孝次郎先生 担当教諭／宮之原弘先生 校長／深谷昌一先生

Handbook

未来のために、
私たちになにが
できるか

ケ
ー
タ
イ
・ス
マ
ホ
か
ら
学
ぶ
人
と
の
つ
な
が
り

『
中
高
生
の
た
め
の
ケ
ー
タ
イ・ス
マ
ホ
ハン
ド
ブ
ッ
ク
』制
作
を
通
し
て

取
材・執
筆
／
加
藤 

し
の
ぶ
　
撮
影
／
堀
出 

恒
夫

生徒の意思を尊重した学び
は教室にとどまらず、愛知県
警サイバー犯罪対策課への
訪問学習など、学校を飛び
出し、フィールドを広げている。

文章もイラストも
すべて手作り
歴代のハンドブック

学習の深まりは生徒たちの
興味の深まりとなる。柔軟な
発想で自ら見つけ出した新
しいテーマが毎年追加され
る。2014年版のテーマは「ネ
ット選挙」。

スマホを新たに
取り上げ
初出版化した

Case Study 2

スマホが
加わった
最新版

ケータイハンドブック
2009～2013年版

ケータイ・スマホ
ハンドブック
高校生自身で
ケータイを

見つめ直した本 2
Case

高
校
生
た
ち
自
身
の
手
で
ま
と
め
、

出
版
さ
れ
た『
中
高
生
の
た
め
の
ケ
ー
タ
イ・ス
マ
ホ

ハン
ド
ブ
ッ
ク
』（
学
事
出
版
）。

た
だ「
ケ
ー
タ
イ
は
ダ
メ
！
」で
は
な
く
、

多
角
的
な
視
線
で
ま
と
め
ら
れ
た
１
冊
で
あ
る
。

本
書
を
編
集
し
た

名
古
屋・金
城
学
院
高
等
学
校
の

生
徒・先
生
の
皆
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
っ
た
。

16CEL March 201417 CEL March 2014

Case2

1
年
生
／
遠
松
香
里 

さ
ん（
上
）

2
年
生
／
中
島
日
向
子 

さ
ん（
中
央
）　
　

3
年
生
／
田
添
茜
名 

さ
ん（
下
）　

名
古
屋・金
城
学
院
高
等
学
校

学
び
を
通
し
て

グ
ル
ー
プ
は

成
熟
す
る

つ
な
が
る
の
は

ケ
ー
タ
イ
と

で
は
な
く
、人

こ
れ
か
ら
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

　
高
校
生
の
目
線
で
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ

ホ
に
つ
い
て
説
明
す
る
だ
け
で
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
深

く
切
り
込
ん
だ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
。
そ
の

土
台
と
な
る
第
１
版
が
金
城
学
院
高
等

学
校
で
作
成
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
２

０
０
８
年
に
中
学
校
で
出
し
た
「
反
い

じ
め
憲
章
（
現
・
白
百
合
の
誓
い
）」

の
取
り
組
み
　
さに 

か
の遡 

ぼ
　る

。
高
い
問
題
意
識

を
も
っ
て
活
動
し
て
き
た
生
徒
た
ち
の

思
い
を
受
け
継
ぐ
方
法
は
な
い
の
か
。

高
校
の
新
学
年
団
は
協
議
し
、
生
徒
支

援
を
担
当
す
る
宮
之
原
弘
先
生
が
、「
反

ネ
ッ
ト
い
じ
め
研
究
会
」
の
立
ち
上
げ

を
呼
び
か
け
た
。
生
徒
た
ち
の
関
心
は

予
想
以
上
に
高
く
、
60
人
も
の
生
徒
が

手
を
挙
げ
た
。
最
初
の
学
習
会
で
名
古

屋
大
学
（
当
時
）
の
今
津
孝
次
郎
先
生

に
「
ケ
ー
タ
イ
問
題
」
に
つ
い
て
講
演

を
依
頼
し
、
そ
の
中
で
「
ケ
ー
タ
イ
を

テ
ー
マ
に
、
１
冊
に
ま
と
め
て
み
て

は
？
」
と
の
提
案
を
受
け
て
始
ま
っ
た
。

「
ケ
ー
タ
イ
依
存
」
に
つ
い
て
調
べ
た

い
と
言
い
出
し
た
の
も
生
徒
た
ち
で
あ

る
。
参
加
は
自
由
、
す
べ
て
生
徒
主
体

で
学
習
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
第
１
版
が
完
成
し
た
。

　
宮
之
原
先
生
は
、
学
習
を
通
し
て
生

徒
た
ち
が
自
身
を
振
り
返
り
、
多
く
の

「
気
づ
き
」
を
得
た
と
言
う
。「『
依
存
』

が
悪
い
の
で
は
な
く
、
依
存
の
対
象
が

ケ
ー
タ
イ
で
あ
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る

と
気
づ
い
た
生
徒
た
ち
は
、
次
に
依
存

の
『
原
因
』
に
つ
い
て
関
心
を
向
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
人
は
誰
か
に
依
存
し
な
い
と
生
き
て

い
け
な
い
。
そ
の
対
象
は
本
来
「
人
」。

周
り
に
い
る
親
、
よ
き
大
人
と
つ
な
が

る
こ
と
が
大
切―

―

そ
の
気
づ
き
を
同

級
生
や
後
輩
に
伝
え
る
た
め
に
、
毎
年

４
月
に
は
新
し
い
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
・
配
布
し
、
生
徒
に
よ
る
新
入
生
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
５
版
を
重
ね
て
き
た
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
だ
が
、
毎
年
生
徒
た
ち
が
気

に
な
る
テ
ー
マ
を
加
え
て
い
る
。
例
え

ば
海
外
で
の
ケ
ー
タ
イ
事
情
、
東
日
本

大
震
災
の
折
に
は
災
害
の
な
か
で
の
ケ

ー
タ
イ
の
意
義
。
第
５
版
で
は
ケ
ー
タ

イ
に
加
え
ス
マ
ホ
に
つ
い
て
も
調
べ
た
。

最
新
の
第
６
版
に
は
ネ
ッ
ト
選
挙
が
テ

ー
マ
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
る
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
ケ
ー
タ
イ
と
人

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ

と
を
聞
い
て
み
た
。

「
趣
味
の
仲
間
と
は
ネ
ッ
ト
の
方
が
深

く
つ
な
が
れ
て
楽
し
い
。
そ
れ
で
も
実

際
に
会
う
友
達
の
存
在
は
違
い
ま
す
」

と
い
う
の
は
２
年
生
の
中
島
さ
ん
。
１

年
生
の
遠
松
さ
ん
は
、
メ
ー
ル
の
や
り

と
り
で
友
人
と
こ
じ
れ
て
し
ま
っ
た
経

験
も
踏
ま
え
、「
会
っ
て
話
を
す
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
い
う
。

１
年
生
の
と
き
か
ら
制
作
に
関
わ
っ
て

い
る
３
年
生
の
田
添
さ
ん
は
、「
向
か

い
合
っ
て
話
す
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
」。

　
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
向
か
い
合
う

こ
と
の
大
切
さ
を
話
す
彼
女
た
ち
の
言

葉
に
、
模
索
し
な
が
ら
考
え
、
出
し
た

答
え
だ
か
ら
こ
そ
の
力
強
さ
が
感
じ
ら

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
成
長
し
て
い
く
生
徒
た
ち
の
姿
に
、

深
谷
昌
一
校
長
も
頼
も
し
さ
を
感
じ
て

い
る
と
い
う
。「
取
り
組
み
を
始
め
て

６
年
、
初
期
は
熱
を
帯
び
た
議
論
は
あ

り
ま
し
た
が
、
ど
こ
か
排
他
的
な
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
年
を
重
ね

て
い
く
う
ち
に
、
生
徒
の
グ
ル
ー
プ
が

成
熟
し
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
今

は
、『
こ
う
い
う
の
も
あ
り
だ
よ
ね
』

と
多
様
な
考
え
を
受
け
入
れ
な
が
ら
議

論
を
深
め
る
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
い
ま

す
」

　
金
城
学
院
の
取
り
組
み
の
質
の
高
さ

に
誰
よ
り
も
驚
い
て
い
る
と
い
う
の
が
、

提
案
者
の
今
津
先
生
だ
。
生
徒
た
ち
が

ケ
ー
タ
イ
依
存
に
つ
い
て
調
べ
た
い
と

言
い
出
し
た
と
き
に
、
ご
く
気
軽
に
ケ

ー
タ
イ
を
使
い
こ
な
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
高
校
生
た
ち
に
も
「
こ
の
ま
ま

で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
不
安
や

疑
問
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
、
若
い
世
代

へ
の
見
方
が
一
面
的
だ
っ
た
こ
と
を
反

省
し
た
と
い
う
。

「
今
は
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
振
り
回
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
２
０
０
０
年
以
上
続
い
て
い
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

対
し
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
わ
ず
か
30
年
く
ら
い
の
、
実
験
段

階
の
よ
う
な
も
の
。
年
長
者
は
お
く臆

さ
ず

自
分
た
ち
の
知
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
若
い
世
代
に
教
え
れ
ば
い

い
。
そ
し
て
同
時
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
新

し
い
こ
と
は
、
若
い
世
代
か
ら
大
人
が

教
え
て
も
ら
う
の
で
す
」

　
若
い
世
代
か
ら
年
長
者
へ
。
新
し
い

方
向
の
つ
な
が
り
を
加
え
る
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
深
度
を
増
し

て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。



Cooking Studio

未来のために、
私たちになにが
できるか

シ
カ
肉
料
理
を
通
し
て
生
物
・
文
化
の
多
様
性
を
守
る

愛
d
e
e
r
料
理
教
室

取
材・執
筆
／
加
藤 

し
の
ぶ
　
撮
影
／
喜
多 

章

3
Case

「
文
化
」と
し
て
食
べ
継
ぐ

　
背
の
高
い
木
々
は
緑
が
生
い
茂
っ
て

い
る
の
に
、
一
定
の
高
さ
以
下
に
は
草

ひ
と
つ
な
く
土
が
む
き
出
し―

今
、

そ
ん
な
異
様
な
森
の
姿
が
全
国
的
に
広

が
っ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
デ
ィ
ア
ラ
イ
ン
＝
シ
カ
の
口

が
届
く
高
さ
以
下
に
生
育
す
る
下
層
の

植
物
が
、
シ
カ
に
よ
っ
て
食
べ
つ
く
さ

れ
た
こ
と
で
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

　
明
治
〜
昭
和
初
期
の
乱
獲
で
絶
滅
に

瀕
し
た
際
に
取
ら
れ
た
保
護
政
策
が
平

成
19
（
２
０
０
７
）
年
ま
で
続
い
た
こ

と
や
、
オ
オ
カ
ミ
な
ど
シ
カ
を
捕
食
す

る
動
物
の
減
少
な
ど
を
背
景
に
、
近
年

シ
カ
の
個
体
数
は
爆
発
的
に
増
加
し
、

生
物
多
様
性
を
脅
か
す
存
在
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
足
り
な
い
餌
を
求
め

て
人
里
に
下
り
て
き
た
シ
カ
が
も
た
ら

す
農
業
被
害
も
億
単
位
と
な
り
、
年
々

深
刻
化
し
て
い
る
。

　
農
業
被
害
額
が
全
国
で
も
上
位
に
位

置
す
る
兵
庫
県
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

生
息
数
が
15
万
頭
弱
に
上
り
、
生
息
範

囲
も
県
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
。
当
分
、

年
間
３
万
７
０
０
０
頭
以
上
、
１
日
１

０
０
頭
を
捕
獲
し
な
け
れ
ば
、
増
加
を

防
げ
な
い
現
状
で
あ
る
。
そ
う
し
て
捕

獲
さ
れ
た
シ
カ
の
ほ
と
ん
ど
が
廃
棄
さ

れ
て
い
る
。（
兵
庫
県
森
林
動
物
研
究

セ
ン
タ
ー
横
山
真
弓
氏
よ
り
）

　
林
さ
ん
は
そ
の
事
実
に
衝
撃
を
受
け

た
。
５
年
前
、
購
読
し
て
い
た
日
本
農

業
新
聞
に
も
シ
カ
の
農
業
被
害
の
記
事

が
度
々
載
り
、
関
心
を
寄
せ
て
い
た
折

の
こ
と
だ
。
外
国
で
は
ジ
ビ
エ
（
食
材

と
し
て
獲
ら
れ
た
野
生
の
鳥
獣
）
と
し

て
親
し
ま
れ
る
高
級
食
材
の
シ
カ
が
日

本
で
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る…

…

ど
う
に

か
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
ま
で
料
理
教
室
を
開
い
て
い
た

林
さ
ん
の
出
し
た
答
え
は
、
シ
ン
プ
ル

だ
っ
た
。「
美
味
し
い
の
に
食
べ
な
い

と
も
っ
た
い
な
い
。
ま
ず
は
美
味
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
」

　
そ
の
思
い
を
形
に
し
た
の
が
「
愛
ｄ

ｅ
ｅ
ｒ
料
理
教
室
」。
現
在
、
毎
月
第

４
火
曜
日
開
催
の
「
シ
カ
肉
を
食
べ
る

会
」
を
は
じ
め
、
各
地
で
料
理
教
室
を

開
催
し
、
シ
カ
を
取
り
巻
く
現
況
を
伝

え
つ
つ
シ
カ
肉
料
理
を
広
め
る
活
動
を

し
て
い
る
。

　
体
脂
肪
率
わ
ず
か
３
％
以
下
の
シ
カ

肉
は
低
脂
肪
、
高
タ
ン
パ
ク
、
鉄
分
豊

富
と
栄
養
価
が
高
い
の
が
特
徴
だ
。
と

は
い
え
、
硬
く
て
臭
み
が
強
い
の
で

は
？

「
新
鮮
で
血
抜
き
が
き
ち
ん
と
で
き
て

い
れ
ば
臭
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
脂

肪
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
ワ
イ
ン
に

漬
け
込
む
な
ど
し
て
し
っ
と
り
と
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
野
山
を
駆
け
回
る
野
生
の
シ
カ
に
は

感
染
症
な
ど
の
心
配
も
ほ
と
ん
ど
な
い

と
い
う
。
特
に
「
愛
ｄ
ｅ
ｅ
ｒ
料
理
教

室
」
で
は
、
兵
庫
県
策
定
の
「
ひ
ょ
う

ご
シ
カ
肉
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿

っ
て
衛
生
的
に
処
理
さ
れ
た
肉
だ
け
を

推
奨
し
使
っ
て
い
る
。

　
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
も
も
つ
林
さ

ん
が
考
案
す
る
レ
シ
ピ
は
、
ど
れ
も
野

菜
を
た
っ
ぷ
り
使
い
、
や
わ
ら
か
い
肉

の
食
感
と
、
シ
カ
肉
本
来
の
味
わ
い
が

楽
し
め
る
も
の
ば
か
り
だ
。

「
シ
カ
肉
は
現
代
の
食
の
課
題
も
浮
き

彫
り
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
食
品
偽

装
な
ど
が
問
題
に
な
る
な
か
、
正
し
く

処
理
さ
れ
た
野
生
肉
の
方
が
安
全
で
す

し
、
化
学
調
味
料
や
濃
い
味
に
慣
れ
た

舌
に
、
繊
細
な
シ
カ
の
味
を
覚
え
さ
せ

る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
林
さ
ん
の
活
動
の
目
的
は
、た
だ「
も

っ
た
い
な
い
か
ら
食
べ
よ
う
」
と
い
う

だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

　
古
来
日
本
で
は
シ
カ
肉
を
「
も
み
じ

肉
」
と
呼
び
食
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
シ
カ
肉
の
価
値
を
い
ま
一
度

高
め
、
保
護
政
策
で
途
絶
え
て
し
ま
っ

た
、
多
様
な
食
文
化
を
次
代
に
伝
え
る

こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
だ
ま
だ
「
ゲ
テ
モ
ノ
食
」
と
い
う

見
方
は
あ
る
。
一
方
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー

で
家
畜
肉
を
受
け
付
け
な
か
っ
た
が
シ

カ
肉
は
食
べ
ら
れ
て
、「
シ
カ
に
救
わ

れ
た
」
と
い
う
人
も
い
る
。
い
ろ
い
ろ

な
立
場
の
人
の
話
を
聞
く
た
び
「
何
が

本
来
の
自
然
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
し
ま

う
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、「
食
文
化
の

多
様
性
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
い
う

考
え
は
ぶ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
反
応
を
柔
軟
に
受
け
止
め
な
が
ら
、

シ
カ
肉
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
願
う
林
さ
ん
の
活
動
は
着
実

に
広
が
っ
て
い
る
。 「

生
物
多
様
性
―
―
生
き
も
の
た
ち
の

個
性
と
つ
な
が
り
」の
危
機
。

聞
き
慣
れ
な
い
こ
の
言
葉
を
身
近
に
ひ
も
と
く
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
に

「
シ
カ
」が
あ
る
。野
生
の
シ
カ
を
通
し
て
浮
か
ぶ
問
題
に

「
食
」の
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

兵
庫
県
で「
愛
d
e
e
r
料
理
教
室
」を

主
宰
す
る
林
真
理
さ
ん
で
あ
る
。

「
愛
ｄｅｅｒ
料
理
教
室
」 
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Case3

林 

真
理 

さ
ん

生
物
多
様
性
を

脅
か
す
シ
カ

安
全
、高
栄
養
、

何
よ
り
美
味
し
い

兵庫県における
ニホンジカの農業被害

最新分布図

Data

兵庫県

淡路島

わずか７年で被害は広
範囲にわたり、拡大・深
刻化を見せている。

（資料提供：兵庫県森林動物研究センター http://www.wmi-hyogo.jp/）

生息していない
ほとんどない
軽微
大きい
深刻
データなし

2003年度 2010年度

Case Study 3

愛
ｄｅｅｒ
料
理
教
室

野
菜
も
た
っ
ぷ
り

林
真
理
さ
ん
考
案
の

シ
カ
肉
レ
シ
ピ

手
軽
に
つ
く
れ
て

美
味
し
い

身
近
な
も
の
ば
か
り
で
つ

く
れ
る
の
に
味
わ
い
は
シ
カ

な
ら
で
は
の
レ
シ
ピ
に
、参

加
者
か
ら
は「
食
べ
て
も
お

腹
に
も
た
れ
な
い
」「
臭
み

が
な
く
て
驚
き
ま
し
た
」

と
驚
き
の
声
が
。（
料
理
教

室
は
兵
庫
県
主
催
・
大
阪

ガ
ス
共
催
）

ラ
ッ
プ
ロ
ー
ル
は
シ
カ
肉
の

繊
細
か
つ
奥
行
き
の
あ
る

滋
味
を
、ト
マ
ト
仕
立
て
は

ワ
イ
ン
に
漬
け
込
ん
だ
シ
カ

肉
の
し
っ
と
り
し
た
や
わ
ら

か
い
食
感
を
堪
能
で
き
る
。

自家製シカハムのラップロールシカ肉とキノコのトマト仕立て
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近所付き合いの一番の本質は、
課題の解決にあると思います。
有事の場合、いざというときに

助け合えるかは、
距離的な近さが重要です。

A-standard渋谷桜丘の「コ
モン・スペース」はエントラン
スに直結し、居心地のよいソ
ファが路地に置かれた縁台
のような役割を果たす。

交流が自然に
生まれるような
共同スペース

育児や防災など、テーマに
沿ったワークショップやイベン
トを頻繁に開催。「ご近所さ
ん」と交流する楽しみもあり、
参加率は高い。

テーマや課題を
決め、住民たちが
集う場をつくる

Case Study 4

A-standard

災害にも強い
「よき隣人」のいる

マンション

Neighborhood Design

未来のために、
私たちになにが
できるか

課
題
解
決
の
た
め
に
つ
く
る「
適
度
な
つ
な
が
り
」

ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

取
材・執
筆
／
脇
坂 

敦
史

4
Case

近
所
付
き
合
い
の

本
質
は
、

課
題
の
解
決
に
あ
る

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と

パ
ブ
リ
ッ
ク
、

両
方
が
尊
重
さ
れ
る

マ
ン
シ
ョン
を

　
集
合
住
宅
や
街
区
に
お
け
る
「
近
所

付
き
合
い
」
の
新
し
い
形
を
提
案
し
て

い
る
の
が
、HIT

O
T
O
W
A
 IN
C.

（H
I 

T
O
T
O
W
A

は
「
人
と
和
」
の
意
）
の

あ
ら荒 

ま
さ昌 

ふ
み史

さ
ん
だ
。
そ
れ
は
古
き
よ
き

「
ご
近
所
」
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
で
は

な
い
。
荒
さ
ん
が
提
唱
す
る
の
は
、
新

た
な
関
係
性
の
構
築
を
目
指
す
「
ネ
イ

バ
ー
フ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
」
で
あ
る
。

「
し
が
ら
み
で
は
な
い
、
で
も
孤
独
に

も
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
適
度
な
つ
な
が

り
を
つ
く
る
（
＝
デ
ザ
イ
ン
す
る
）
仕

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　H
IT
O
T
O
W
A
 IN
C.

の
事
業
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
意
識
し
た
物
件

の
開
発
や
、
管
理
の
あ
り
方
の
見
直
し

と
い
っ
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
中
心

で
あ
る
。
２
０
１
３
年
に
完
成
し
た
集

合
住
宅
「A

-standard
」
は
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
近
く
に
居
心
地
の
よ
い
、「
ち

ょ
っ
と
立
ち
寄
り
た
く
な
る
よ
う
な
」

コ
モ
ン

共
同
ス
ペ
ー
ス
を
配
し
た
。
そ
こ
で
防

災
や
子
育
て
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
た
び

た
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
住
民
同
士
の
自
然
な
交
流
を

促
す
。
販
促
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
も

「good neighbors

（
よ
き
隣
人
）
に

な
る
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
お
手

伝
い
し
ま
す
」
と
う
た謳

っ
た
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
重
視
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
異
例
の
試
み
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
両

方
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
ど
っ
ち
か
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
な
か

だ
け
の
閉
鎖
的
な
関
係
で
は
な
く
、
街

づ
く
り
や
お
祭
り
な
ど
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

か
ら
も
人
を
呼
ぶ
な
ど
、
建
物
の
外
へ

も
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
広
げ
て
い
く
工
夫
を

し
て
い
ま
す
」

　
最
近
は
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
や
ソ
ー
シ

ャ
ル
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
な
ど
、
若
い
世

代
を
中
心
に
、
個
を
重
視
し
な
が
ら
も
、

住
ま
い
に
他
者
と
の
つ
な
が
り
を
求
め

る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

共
通
の
趣
味
を
テ
ー
マ
に
す据
え
た
物
件

も
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
荒
さ
ん
の
意
図

は
少
し
違
う
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
だ
。

「
近
所
付
き
合
い
の
一
番
の
本
質
は
、

災
害
時
の
対
策
や
環
境
負
荷
の
軽
減
な

ど
、
課
題
の
解
決
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
人
と
つ
な
が
る
こ
と
自
体

が
楽
し
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
近
所
じ

ゃ
な
く
て
も
い
い
。
で
も
、
有
事
の
場

合
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
え
る

か
、
あ
る
い
は
、
も
の
を
シ
ェ
ア
し
て
、

い
か
に
し
て
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す

る
か
と
い
っ
た
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、

距
離
的
な
近
さ
が
重
要
で
す
」

　
実
際
に
「A

-standard

」
の
入
居
者

か
ら
も
、「
災
害
が
あ
っ
た
と
き
に
頼

れ
る
人
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
０
年
に
は
「
無
縁
社
会
」
な

ど
と
い
う
言
葉
も
つ
く
ら
れ
、
翌
年
の

東
日
本
大
震
災
後
は
「
絆
」
が
キ
ー
フ

レ
ー
ズ
と
な
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

ご
近
所
の
欠
如
は
、
不
安
の
原
因
や
乗

り
越
え
る
べ
き
課
題
に
ま
で
な
っ
た
と

い
え
る
。
荒
さ
ん
が
「
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
事
業
の
中
心
に
据
え

た
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
も
、
や
は
り
２

０
１
１
年
の
大
震
災
だ
っ
た
。

「
も
と
も
と
大
手
住
宅
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
孤
独

死
な
ど
の
問
題
も
起
き
て
い
る
時
代
に

ど
う
集
合
住
宅
を
つ
く
る
か
を
考
え
た

と
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
重
要
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０

０
５
年
か
ら
環
境
教
育
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
運
営
し
て
い
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

畑
の
あ
る
暮
ら
し
を
し
よ
う
と
い
っ
て

も
、
地
縁
や
ご
近
所
が
な
い
と
長
続
き

し
な
い
ん
で
す
。
そ
ん
な
な
か
東
日
本

大
震
災
を
経
験
し
、
人
の
つ
な
が
り
が

重
要
で
あ
る
と
身
を
も
っ
て
実
感
し
た

ん
で
す
」

　
事
業
の
原
点
を
そ
う
話
す
荒
さ
ん
に

と
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
ご

近
所
づ
く
り
」
は
、
こ
の
社
会
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
に
必
要
な

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」
と
直
接
つ

な
が
っ
て
い
る
。

「
も
ち
ろ
ん
、
自
治
会
や
民
生
委
員
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
っ
た
も
の
の
役
割
も
重
要
。

地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
と
い
っ
た

切
り
口
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も

行
政
は
財
政
が
ひ
つ逼 

ぱ
く迫

し
て
い
ま
す
し
、

自
治
会
や
商
店
会
も
高
齢
化
が
深
刻
で

す
。
若
い
世
代
も
多
い
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
の
住
民
が
、
積
極
的
に
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
担
い
手
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

ハ
ー
ド
の
み
を
つ
く
っ
て
き
た
住
宅
開

発
業
者
が
、
人
付
き
合
い
と
い
う
ソ
フ

ト
ま
で
含
め
た
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ

ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
』
に
関
わ
る
と
し

た
ら
、
そ
の
意
味
は
大
き
い
と
思
う
し
、

私
は
そ
の
可
能
性
に
賭
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
は
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
欠
如
に
よ
る
現
代
社
会
の
危
険
性
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

し
か
し
、し
が
ら
み
の
多
い
か
つ
て
の

「
ご
近
所
付
き
合
い
」を
す
る
こ
と
に
も
抵
抗
は
大
き
い
。

し
が
ら
み
に
も
な
ら
ず
、孤
独
に
も
な
ら
な
い
、

ち
ょ
う
ど
よ
い
近
所
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
た
め
の
事
業

「
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド（
近
隣
）デ
ザ
イ
ン
」が
始
ま
って
い
る
。

荒 

昌
史 

さ
ん
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背
の
高
い
木
々
は
緑
が
生
い
茂
っ
て

い
る
の
に
、
一
定
の
高
さ
以
下
に
は
草

ひ
と
つ
な
く
土
が
む
き
出
し―

今
、

そ
ん
な
異
様
な
森
の
姿
が
全
国
的
に
広

が
っ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
デ
ィ
ア
ラ
イ
ン
＝
シ
カ
の
口

が
届
く
高
さ
以
下
に
生
育
す
る
下
層
の

植
物
が
、
シ
カ
に
よ
っ
て
食
べ
つ
く
さ

れ
た
こ
と
で
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

　
明
治
〜
昭
和
初
期
の
乱
獲
で
絶
滅
に

瀕
し
た
際
に
取
ら
れ
た
保
護
政
策
が
平

成
19
（
２
０
０
７
）
年
ま
で
続
い
た
こ

と
や
、
オ
オ
カ
ミ
な
ど
シ
カ
を
捕
食
す

る
動
物
の
減
少
な
ど
を
背
景
に
、
近
年

シ
カ
の
個
体
数
は
爆
発
的
に
増
加
し
、

生
物
多
様
性
を
脅
か
す
存
在
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
足
り
な
い
餌
を
求
め

て
人
里
に
下
り
て
き
た
シ
カ
が
も
た
ら

す
農
業
被
害
も
億
単
位
と
な
り
、
年
々

深
刻
化
し
て
い
る
。

　
農
業
被
害
額
が
全
国
で
も
上
位
に
位

置
す
る
兵
庫
県
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

生
息
数
が
15
万
頭
弱
に
上
り
、
生
息
範

囲
も
県
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
。
当
分
、

年
間
３
万
７
０
０
０
頭
以
上
、
１
日
１

０
０
頭
を
捕
獲
し
な
け
れ
ば
、
増
加
を

防
げ
な
い
現
状
で
あ
る
。
そ
う
し
て
捕

獲
さ
れ
た
シ
カ
の
ほ
と
ん
ど
が
廃
棄
さ

れ
て
い
る
。（
兵
庫
県
森
林
動
物
セ
ン

タ
ー
横
山
真
弓
氏
よ
り
）

　
林
さ
ん
は
そ
の
事
実
に
衝
撃
を
受
け

た
。
５
年
前
、
購
読
し
て
い
た
日
本
農

業
新
聞
に
も
シ
カ
の
農
業
被
害
の
記
事

が
度
々
載
り
、
関
心
を
寄
せ
て
い
た
折

の
こ
と
だ
。
外
国
で
は
ジ
ビ
エ
（
食
材

と
し
て
獲
ら
れ
た
野
生
の
鳥
獣
）
と
し

て
親
し
ま
れ
る
高
級
食
材
の
シ
カ
が
日

本
で
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る…

…

ど
う
に

か
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
ま
で
料
理
教
室
を
開
い
て
い
た

林
さ
ん
の
出
し
た
答
え
は
、
シ
ン
プ
ル

だ
っ
た
。「
美
味
し
い
の
に
食
べ
な
い

と
も
っ
た
い
な
い
。
ま
ず
は
美
味
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
」

　
そ
の
思
い
を
形
に
し
た
の
が
「
愛
ｄ

ｅ
ｅ
ｒ
料
理
教
室
」。
現
在
、
毎
月
第

４
火
曜
日
開
催
の
「
シ
カ
肉
を
食
べ
る

会
」
を
は
じ
め
、
各
地
で
料
理
教
室
を

開
催
し
、
シ
カ
を
取
り
巻
く
現
況
を
伝

え
つ
つ
シ
カ
肉
料
理
を
広
め
る
活
動
を

し
て
い
る
。

　
体
脂
肪
率
わ
ず
か
３
％
以
下
の
シ
カ

肉
は
低
脂
肪
、
高
タ
ン
パ
ク
、
鉄
分
豊

富
と
栄
養
価
が
高
い
の
が
特
徴
だ
。
と

は
い
え
、
固
く
て
臭
み
が
強
い
の
で

は
？

「
新
鮮
で
血
抜
き
が
き
ち
ん
と
で
き
て

い
れ
ば
臭
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
脂

肪
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
ワ
イ
ン
に

漬
け
込
む
な
ど
し
て
し
っ
と
り
と
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
野
山
を
駆
け
回
る
野
生
の
シ
カ
に
は

感
染
症
な
ど
の
心
配
も
ほ
と
ん
ど
な
い

と
い
う
。
特
に
「
愛
ｄ
ｅ
ｅ
ｒ
料
理
教

室
」
で
は
、
兵
庫
県
策
定
の
「
ひ
ょ
う

ご
シ
カ
肉
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿

っ
て
衛
生
的
に
処
理
さ
れ
た
肉
だ
け
を

推
奨
し
使
っ
て
い
る
。

　
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
も
も
つ
林
さ

ん
が
考
案
す
る
レ
シ
ピ
は
、
ど
れ
も
野

菜
を
た
っ
ぷ
り
使
い
、
や
わ
ら
か
い
肉

の
食
感
と
、
シ
カ
肉
本
来
の
味
わ
い
が

楽
し
め
る
も
の
ば
か
り
だ
。

「
シ
カ
肉
は
現
代
の
食
の
課
題
も
浮
き

彫
り
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
食
品
偽

装
な
ど
が
問
題
に
な
る
な
か
、
正
し
く

処
理
さ
れ
た
野
生
肉
の
方
が
安
全
で
す

し
、
化
学
調
味
料
や
濃
い
味
に
慣
れ
た

舌
に
、
繊
細
な
シ
カ
の
味
を
覚
え
さ
せ

る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
林
さ
ん
の
活
動
の
目
的
は
、た
だ「
も

っ
た
い
な
い
か
ら
食
べ
よ
う
」
と
い
う

だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

　
古
来
日
本
で
は
シ
カ
肉
を
「
も
み
じ

肉
」
と
呼
び
食
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
シ
カ
肉
の
価
値
を
い
ま
一
度

高
め
、
保
護
政
策
で
途
絶
え
て
し
ま
っ

た
、
多
様
な
食
文
化
を
次
代
に
伝
え
る

こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
だ
ま
だ
「
ゲ
テ
モ
ノ
食
」
と
い
う

見
方
は
あ
る
。
一
方
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー

で
家
畜
肉
を
受
け
付
け
な
か
っ
た
が
シ

カ
肉
は
食
べ
ら
れ
て
、「
シ
カ
に
救
わ

れ
た
」
と
い
う
人
も
い
る
。
い
ろ
い
ろ

な
立
場
の
人
の
話
を
聞
く
た
び
「
何
が

本
来
の
自
然
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
し
ま

う
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、「
食
文
化
の

多
様
性
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
い
う

考
え
は
ぶ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
反
応
を
柔
軟
に
受
け
止
め
な
が
ら
、

シ
カ
肉
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
願
う
林
さ
ん
の
活
動
は
着
実

に
広
が
っ
て
い
る
。
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２
つ
の「
社
会
」

分
離
さ
れ
、薄
ま
り
つつ
あ
る

対
人
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

　
ま
ず
、
社
会
心
理
学
的
に
は
、「
社
会
」
と
い
っ
た
と
き
に
、
大

き
く
分
け
て
２
つ
の
捉
え
方
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
察
を
始
め
よ
う
。

　
例
え
ば
、「
我
々
が
今
住
ん
で
い
る
社
会
」
と
表
現
す
る
場
合
、

日
本
社
会
と
か
、
ア
ジ
ア
社
会
と
い
っ
た
も
の
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

が
、こ
う
し
た
社
会
は
、私
た
ち
個
人
の
外
に
あ
っ
て
、そ
の
中
に
は
、

自
分
自
身
や
ほ
か
の
人
も
含
め
た
対
人
関
係
や
、
集
団
や
企
業
、
環

境
や
各
種
の
構
造
な
ど
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
大
き
な

容
れ
物
が
社
会
だ
と
い
う
捉
え
方
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
社
会

の
像
は
個
人
に
は
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
。
こ
れ
が
「
外
に
あ
る

社
会
」
で
あ
る
。

　
一
方
で
、我
々
の
頭
の
中
の
社
会
と
い
う
も
の
が
あ
る
。よ
く
、「
社

会
の
目
が
怖
い
」
と
か
「
世
間
が
許
さ
な
い
」
と
い
っ
た
言
い
方
を

耳
に
す
る
。
こ
の
場
合
の
社
会
や
世
間
と
は
、
自
分
自
身
が
深
く
コ

ミ
ッ
ト
し
て
い
る
関
係
、
ま
た
は
緩
や
か
な
価
値
を
共
有
し
て
い
る

つ
な
が
り
の
こ
と
を
指
す
場
合
が
多
い
。
こ
れ
が
、「
頭
の
中
に
あ

る
社
会
」、
言
い
換
え
れ
ば
「
内
に
あ
る
社
会
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

近
い
と
こ
ろ
で
は
自
分
の
親
や
家
族
。
そ
れ
か
ら
育
っ
て
き
た
地
域

社
会
が
あ
る
と
考
え
る
が
、「
自
分
は
何
ら
か
の
社
会
の
中
の
１
人

だ
」
と
言
っ
た
と
き
に
は
、
そ
こ
に
は
意
味
の
あ
る
も
の
と
な
い
も

の
の
両
方
が
ま
じ
っ
て
い
る
。
外
の
社
会
と
い
う
大
き
な
容
れ
物
の

中
に
い
る
大
勢
の
人
の
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
内
に
あ
る
社
会
」

の
あ
る
部
分
が
重
な
り
合
う
人
も
、
ま
っ
た
く
重
な
り
合
わ
な
い
人

も
い
る
か
ら
で
あ
る
。
個
人

の
生
き
方
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

も
の
に
大
き
な
影
響
を
与
え

得
る
「
内
に
あ
る
社
会
」
は

人
に
よ
っ
て
違
っ
て
お
り
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
社
会

認
識
も
ず
れ
る
の
が
当
た
り

前
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
法
律

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
約
束
事

や
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
広

ま
る
よ
う
な
非
常
に
緩
や
か

な
広
い
意
味
で
の
価
値
観
、

そ
し
て
何
よ
り
、
個
人
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
無

理
や
り
つ
な
げ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
は
互

い
に
、
個
人
の
頭
の
中
に
あ

る
社
会
観
の
ず
れ
や
差
を
埋

め
、
共
有
で
き
る
感
覚
や
知

識
の
共
通
項
を
増
や
す
た
め

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

「
外
に
あ
る
、
構
造
を
持
つ

社
会
」
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
ミ
ク
ロ
な
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
積
み

や
学
校
、
あ
る
い
は
自
分
に
と
て
も
影
響
を
与
え
た
中
学
校
の
先
生

と
か
、
先
輩
、
恋
人
。
い
ず
れ
も
そ
れ
ら
の
対
象
と
自
分
と
の
つ
な

が
り
方
が
非
常
に
気
に
な
る
関
係
で
あ
り
、
そ
の
つ
な
が
り
方
が
自

分
の
頭
の
中
に
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
我
々
の
言
う
社
会
と
は
、
外
と
内
に
あ
る
と
捉
え

ら
れ
る
が
、
マ
ク
ロ
な
構
造
を
問
題
と
す
る
政
治
学
や
社
会
学
的
見

地
か
ら
は
、「
外
の
社
会
」
に
つ
い
て
お
も
に
言
及
が
な
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
し
、
個
人
と
個
人
の
つ
な
が
り
の
部
分
を
重
視
す
る
心
理
学

的
に
は
、「
内
に
あ
る
」
社
会
の
ほ
う
が
、
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
「
内
に
あ
る
」
社
会
を
、「
シ
グ
ニ
フ
ィ
カ
ン
ト
・
ア
ザ
ー

―
―

意
味
の
あ
る
、
価
値
の
あ
る
他
人
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
自
分
に
対
し
て
と
て
も
影
響
を
与
え
た
、
規
範
を
与
え

た
人
々
、
そ
れ
ら
が
動
い
て
い
る
世
界
が
社
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
前
提
に
立
て
ば
、
い
く
ら
我
々
が
日
本
人
で
あ
り
、
日
本
の
伝

統
に
根
ざ
し
た
習
慣
な
ど
が
あ
っ
て
、
多
く
の
日
本
人
は
そ
れ
に
影

響
を
受
け
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
自
分
の
育
っ
て
き
た
家
庭
の
中
で

そ
れ
が
あ
ま
り
意
味
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
に
と
っ
て
社

会
的
に
意
味
を
持
つ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
そ
の
人
に
と
っ
て
意
味
を
持
つ
社
会
と
意
味
を
持
た
な
い

上
げ
の
結
果
と
し
て
、
マ
ク
ロ
な
社
会
が
で
き
て
い
る
以
上
は
、
対

人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ね
ば
な
る

ま
い
。

　
現
在
、
社
会
に
お
け
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
方
は
、
ど
ん
ど
ん

二
極
化
し
て
い
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
決
し
て
収
束
に
向
い
て
い

る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

　
一
方
に
、
仙
人
の
よ
う
に
、
た
と
え
町
の
中
に
い
て
も
全
然
人
づ

き
あ
い
を
し
な
い
人
が
い
て
、
他
方
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
と
つ
な

が
り
を
持
ち
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
る
人
が
い
る
。
こ

の
二
者
で
は
、
社
会
の
持
つ
重
み
が
全
然
違
う
。
前
者
の
人
に
は
社

会
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
い
が
、
後
者
の
人
は
、
ち
ょ
っ
と
の

こ
と
で
も
大
き
な
影
響
を
与
え
合
う
よ
う
な
、
密
度
の
高
い
社
会
を

持
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
た
ち
は
、
も
と
の
つ
な
が
り
を
離
れ
て

ガ
ラ
ッ
と
違
う
集
団
に
入
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
５
年
、
10
年
た
っ

て
も
あ
ま
り
そ
の
規
範
は
変
わ
ら
ず
、
具
体
的
な
人
の
顔
ぶ
れ
が
少

し
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
が
持
っ
て
い
る
社
会
的
な
認
識
観

と
い
う
も
の
が
長
く
続
い
て
い
く
。
そ
う
い
う
人
た
ち
は
お
そ
ら
く
、

次
の
世
代
、
そ
の
次
の
世
代
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
も
の
を

生
み
出
す
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
で
は
、
前
者
の
「
人
と
の
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
人
」
が
な

ぜ
増
え
て
き
た
の
か
。
お
そ
ら
く
そ
の
背
景
に
は
、
第
二
次
大
戦
後

頃
か
ら
、「
個
人
」
や
「
我
」、「
私
」、
あ
る
い
は
「
私
ら
し
さ
」
が

追
求
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
、
そ
し
て
、
人
と
違
う
こ
と
が
自
分
ら
し

さ
だ
と
い
う
、
個
性
と
い
う
言
葉
に
対
す
る
誤
解
が
も
た
ら
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

　
昔
は
、
何
ら
か
の
人
生
の
パ
タ
ー
ン
、
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
人
が

い
た
が
、
戦
後
に
な
り
、
学
校
教
師
も
親
も
、「
お
ま
え
の
人
生
、

お
ま
え
で
考
え
ろ
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の
生
き
方
だ
よ
」
と

言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ど
う
や
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性

を
発
揮
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
ど
う
し
た
ら
や
り
方
を
探
せ
る

か
、と
い
う
指
導
や
教
育
が
な
い
。そ
の
た
め
、自
分
ひ
と
り
で
悩
み
、

右
往
左
往
し
、
自
分
ら
し
さ
と
い
う
こ
と
を
誤
解
し
て
、
と
に
か
く

人
と
違
う
こ
と
を
や
っ
て
み
る
。
や
っ
て
は
み
て
も
、
似
た
よ
う
な

世
界
で
も
っ
と
頑
張
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
自
信
喪
失
に
な
り
、
人

と
の
つ
な
が
り
も
持
ち
に
く
い
人
が
増
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
我
々
が
例
え
ば
10
の
パ
ー
ツ
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
１
か
ら

９
ま
で
は
一
緒
で
10
番
目
が
違
っ
て
い
る
だ
け
で
も
ま
っ
た
く
別
な

人
間
に
な
れ
る
こ
と
、
無
数

の
生
き
方
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
理
解
で
き
ず
、
無
理
を

し
て
、
人
と
共
有
で
き
る
よ

う
な
こ
と
を
す
べ
て
拒
否
し

て
し
ま
う
こ
と
が
、
つ
な
が

り
を
切
る
方
向
に
向
か
わ
せ

て
い
る
と
も
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
方
の
変
化
は
、

当
然
、
情
報
通
信
機
器
の
発

展
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
面
と
向
か
い
合
っ
て
の
生

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

放
っ
て
お
い
て
、
間
接
的
な

ネ
ッ
ト
経
由
の
ほ
う
を
優
先

す
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
ネ
ッ
ト
は

間
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
な
の
で
お
互
い
の
表
情

も
わ
か
ら
ず
、テ
キ
ス
ト
メ
ー
ル
だ
っ
た
ら
、文
字
し
か
情
報
が
な
い
。

目
の
前
の
生
身
の
相
手
で
あ
れ
ば
、
言
葉
、
表
情
、
身
振
り
手
振
り
、

視
線…

…

非
常
に
情
報
が
多
く
、
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
お
互
い
に

注
が
な
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
の
に
、
そ
れ
を
中

途
半
端
に
し
た
ま
ま
、
間
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
う
を

優
先
的
に
行
っ
て
い
る
の
は
、
一
見
、
自
分
で
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
実
は
断
片
的
な
情
報
に
支
配
さ
れ
て
い

る
、
非
常
に
中
途
半
端
な
形
と
い
え
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
ネ
ッ
ト
上
の
ア
ド
レ
ス
ブ
ッ
ク
に
、
何
百
人
も
の
ス

ト
ッ
ク
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
と
は
深
い
交
流
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。
い
ざ
連
絡
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
人
間
が
い
る

こ
と
だ
け
で
安
心
し
、
顔
が
見
え
な
い
、
な
り
す
ま
し
さ
え
も
可
能

な
相
手
を
む
や
み
に
信
じ
て
い
る
人
が
増
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
基
本
的
な
人
と
の
信
頼
関
係
そ
の
も
の
が
、
積
み
上
げ
的
な
人

間
関
係
へ
の
信
頼
で
は
な
く
、
一
種
の
情
報
へ
の
信
頼
へ
と
変
質
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。Facebook

で
、「
い
い
ね
！
」の
数
を
競
い
、「
い

い
ね
！
」
が
多
い
こ
と
が
一
種
の
ネ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
や
マ
イ
レ
ー
ジ

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
風
潮
も
同
様
で
、
浅
い
関
係
を
た
く
さ

ん
持
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
こ
う
し
た
、
浅
い
つ
な
が
り
の
形
が
増
え
る
こ
と
で
、
先
に
述
べ

た
二
極
化
す
る
人
づ
き
あ
い
の
う
ち
、
孤
立
化
す
る
パ
タ
ー
ン
の
増

加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
２
０
０
４
年
、
長
崎
県
佐
世
保
市
で
小
学
６
年
の
女

児
が
学
校
内
で
友
人
を
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で
殺
傷
し
た
事
件
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み
を
根
に
持
っ
た
こ
と
も
原
因
の
ひ

と
つ
と
言
わ
れ
る
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
断
片
的
な
言
葉
を
拡
大
解
釈
し

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
に
受
け
取
る
と
い
っ
た
傾
向
は
、
そ
も
そ
も
、

人
間
の
心
理
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
に
対
し
て
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も

の
に
対
す
る
よ
り
も
何
倍
も
敏
感
だ
と
い
う
原
理
に
根
ざ
し
て
い
る
。

　
人
間
誰
し
も
、
自
分
が
傷
つ
い
た
り
、
嫌
な
こ
と
を
さ
れ
る
の
は

避
け
た
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
排
除
し
、
自
分
を
守
る
た
め
に
、
ま

ず
相
手
の
言
葉
を
否
定
的
に
捉
え
て
お
い
て
、
防
衛
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
や
り
と
り
が
ど
ん
ど
ん
悪
循
環
を
し
て
、
炎
上
と
い
う
現
象
が

起
こ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
言
葉
を
発
し
て
い
て
も
、
対
面
の
会
話
で

は
目
尻
が
下
が
っ
て
に
こ
に
こ
し
て
い
る
の
と
、
目
を
三
角
に
し
て

い
る
の
で
は
全
然
結
果
が
違
う
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
言
葉
は
、
表
情
も

何
も
持
た
な
い
。
言
葉
だ
け
が
す
べ
て
な
の
で
、
あ
る
意
味
で
危
険

な
の
で
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
は
、
ス
テ
ッ
プ
を
経
て
身
に

つ
け
る
ス
キ
ル
で
あ
り
、
本
当
は
子
供
の
う
ち
に
遊
び
を
通
し
て
身

に
つ
け
て
お
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
身
振
り
手
振
り
も
含
め
て
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
に
、
現
代
人
は
、

ネ
ッ
ト
の
普
及
を
大
き
な
契
機
と
し
て
、
文
字
と
そ
れ
を
入
力
す
る

指
の
動
き
程
度
し
か
能
力
を
使
え
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
人
間
関
係
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
の
ア
ッ
プ
と
と

も
に
徐
々
に
築
か
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
の
能
力
低
下
は

大
き
な
問
題
で
あ
る
。
本
来
で
き
た
は
ず
の
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
能
力
低
下
に
、
な
ん
と
か
歯
止
め
を
か
け
る
方
法
は
な
い
の

か
。

　
近
年
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
を
も
う
１
回
考
え
、
そ
の

能
力
を
回
復
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
等
と
呼
ば
れ
る
試
み
が
徐
々
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
一
般
社
会
人
や
大
学
生
、
ま
だ
そ

う
多
く
は
な
い
が
小
・
中
学
校
で
も
、
能
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
実

践
と
し
て
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
例
え
ば
、
社
会
人
を
対
象
と
し
た
も
の
に
、
２
人
組
に
し
て
視
線

の
使
い
方
を
自
覚
さ
せ
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。「
最
近
の

あ
な
た
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
相
手
の
方
に
お
話
し
し
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
、
そ
の
と
き
に
相
手
の
顔
を
な
る
べ
く
見
な
い
で
く
だ
さ

い
。
そ
れ
か
ら
、
最
近
つ
ら
か
っ
た
こ
と
を
相
手
の
顔
を
見
な
が
ら

話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ふ
う
に
指
示
す
る
。
す
る
と
、
目
を
伏

せ
て
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
話
し
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な
い

方
向
に
話
が
進
ん
だ
り
、
逆
に
楽
し
い
こ
と
だ
と
思
う
と
、
つ
い
相

手
を
見
て
し
ま
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
言
葉
と
視
線
が
い
か
に
連
動
し
て
い
る
か
を
学
ぶ

な
ど
し
て
、
最
終
的
に
は
、
人
と
つ
な
が
り
を
持
と
う
と
す
れ
ば
プ

ラ
ス
の
方
向
に
行
く
よ
う
に
我
々
は
で
き
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
こ

と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
最
後
に
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（sustainability 

持
続
可
能
性
）

と
い
う
言
葉
に
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
心
理
学
で
は
、
こ
の
言
葉

に
は
、
自
然
環
境
と
人
と
の
共
生
、
人
間
同
士
の
関
係
も
含
め
て
、

こ
う
し
た
も
の
を
大
き
く
環
境
と
捉
え
、
そ
れ
ら
が
こ
れ
以
上
失
わ

れ
な
い
よ
う
に
、
最
低
限
保
護
す
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
以
上
の
崩
壊
を
食
い
止
め
る
た
め
の
非
常
に
緩
や
か
な
発

想
と
し
て
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
今
あ
る
も
の
を
保
つ
だ
け
で
は
一
種
の
現
状
肯
定
に
陥

り
が
ち
で
あ
る
。
私
は
、
そ
の
先
に
も
っ
と
大
き
な
変
革
、「
増
や

す
こ
と
」
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
自
然
環
境
に
例
え
れ
ば
、
場

合
に
よ
っ
て
は
今
あ
る
都
会
を
潰
し
て
、
そ
こ
に
新
た
に
１
０
０
年

後
の
緑
の
山
を
つ
く
る
よ
う
な
こ
と
も
辞
さ
な
い
、
と
い
っ
た
あ
る

程
度
の
ち
か
ら力 

わ
ざ業

が
必
要
だ
と
思
え
る
。

　
現
在
、
非
常
に
分
断
さ
れ
た
人
間
関
係
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

人
の
心
を
結
ぶ
豊
か
な
つ
な
が
り
を
今
以
上
に
失
わ
な
い
よ
う
に
働

き
か
け
る
こ
と
は
、今
な
ら
ば
、や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
る
。さ
ら
に
、

薄
い
関
係
を
減
ら
し
て
、
も
っ
と
密
度
の
濃
い
人
間
関
係
を
、
あ
る

意
味
で
つ
く
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
変
革

を
与
え
な
け
れ
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
っ
て
も
、
薄
く
な
っ

た
現
状
し
か
残
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
た
め
、
社
会
が
な
す
べ
き
こ
と
と
い
う
の
は
、
非
常
に
は
っ

き
り
し
て
い
る
。「
内
な
る
社
会
」
と
「
構
造
を
持
つ
外
の
社
会
」。

そ
の
２
つ
が
影
響
し
合
い
、
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
のw

ell-being

を
実

現
で
き
る
、
幸
福
を
追
求
で
き
る
社
会
の
た
め
に
、
先
に
述
べ
た
よ

う
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
個
人
の
「
内
な

る
社
会
」
を
、
人
と
た
く
さ
ん
重
ね
て
い
け
る
よ
う
な
場
を
い
か
に

し
て
つ
く
れ
る
か
が
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
を
介
し
た

現
代
の「
ソ
ー
シ
ャ
ル
空
間
」で
は
、

自
由
な
交
流
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
交
流
価
値
が

生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
場
を

上
手
に
活
用
す
る
こ
と
が
、

生
活
の
満
足
感
や
自
己
実
現
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
高
い
一
方
、

当
事
者
た
ち
に
与
え
る

心
理
的
影
響
、危
険
性
に
つ
い
て
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。
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現
代
人
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
ツ
ー
ル
の
影
響

大
坊 

郁
夫

D
aibo Ikuo

だ
い
ぼ
う・い
く
お
／
社
会
心

理
学
者
。北
星
学
園
大
学
教

授
、大
阪
大
学
大
学
院
人
間

科
学
研
究
科
教
授
な
ど
を

経
て
、東
京
未
来
大
学
学
長
。

対
人
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

専
門
。著
書
に『
幸
福
を
目

指
す
対
人
社
会
心
理
学
』

（
共
著
）、『
し
ぐ
さ
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
』な
ど
。
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現
状
維
持
で
は
な
く

変
革
へ

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

―
―
社
会
の
持
つ
役
割

情
報
機
器
の

進
歩
に
よ
る

影
響

孤立化
していく
人々

共有する
価値観を多く
持つ人々

外にある社会
対人関係、集団、企業、

環境、各種の
構造などの

すべてが含まれている
大きな容れ物

自分自身が
深くコミットしている関係、

または
緩やかな価値を

共有しているつながり

個人

内にある社会

　
ま
ず
、
社
会
心
理
学
的
に
は
、「
社
会
」
と
い
っ
た
と
き
に
、
大

き
く
分
け
て
２
つ
の
捉
え
方
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
察
を
始
め
よ
う
。

　
例
え
ば
、「
我
々
が
今
住
ん
で
い
る
社
会
」
と
表
現
す
る
場
合
、

日
本
社
会
と
か
、
ア
ジ
ア
社
会
と
い
っ
た
も
の
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

が
、こ
う
し
た
社
会
は
、私
た
ち
個
人
の
外
に
あ
っ
て
、そ
の
中
に
は
、

自
分
自
身
や
ほ
か
の
人
も
含
め
た
対
人
関
係
や
、
集
団
や
企
業
、
環

境
や
各
種
の
構
造
な
ど
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
大
き
な

容
れ
物
が
社
会
だ
と
い
う
捉
え
方
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
社
会

の
像
は
個
人
に
は
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
。
こ
れ
が
「
外
に
あ
る

社
会
」
で
あ
る
。

　
一
方
で
、我
々
の
頭
の
中
の
社
会
と
い
う
も
の
が
あ
る
。よ
く
、「
社

会
の
目
が
怖
い
」
と
か
「
世
間
が
許
さ
な
い
」
と
い
っ
た
言
い
方
を

耳
に
す
る
。
こ
の
場
合
の
社
会
や
世
間
と
は
、
自
分
自
身
が
深
く
コ

ミ
ッ
ト
し
て
い
る
関
係
、
ま
た
は
緩
や
か
な
価
値
を
共
有
し
て
い
る

つ
な
が
り
の
こ
と
を
指
す
場
合
が
多
い
。
こ
れ
が
、「
頭
の
中
に
あ

る
社
会
」、
言
い
換
え
れ
ば
「
内
に
あ
る
社
会
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

近
い
と
こ
ろ
で
は
自
分
の
親
や
家
族
。
そ
れ
か
ら
育
っ
て
き
た
地
域

社
会
が
あ
る
と
考
え
る
が
、「
自
分
は
何
ら
か
の
社
会
の
中
の
１
人

だ
」
と
言
っ
た
と
き
に
は
、
そ
こ
に
は
意
味
の
あ
る
も
の
と
な
い
も

の
の
両
方
が
ま
じ
っ
て
い
る
。
外
の
社
会
と
い
う
大
き
な
容
れ
物
の

中
に
い
る
大
勢
の
人
の
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
内
に
あ
る
社
会
」

の
あ
る
部
分
が
重
な
り
合
う
人
も
、
ま
っ
た
く
重
な
り
合
わ
な
い
人

も
い
る
か
ら
で
あ
る
。
個
人

の
生
き
方
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

も
の
に
大
き
な
影
響
を
与
え

得
る
「
内
に
あ
る
社
会
」
は

人
に
よ
っ
て
違
っ
て
お
り
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
社
会

認
識
も
ず
れ
る
の
が
当
た
り

前
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
法
律

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
約
束
事

や
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
広

ま
る
よ
う
な
非
常
に
緩
や
か

な
広
い
意
味
で
の
価
値
観
、

そ
し
て
何
よ
り
、
個
人
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
無

理
や
り
つ
な
げ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
は
互

い
に
、
個
人
の
頭
の
中
に
あ

る
社
会
観
の
ず
れ
や
差
を
埋

め
、
共
有
で
き
る
感
覚
や
知

識
の
共
通
項
を
増
や
す
た
め

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

「
外
に
あ
る
、
構
造
を
持
つ

社
会
」
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
ミ
ク
ロ
な
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
積
み

や
学
校
、
あ
る
い
は
自
分
に
と
て
も
影
響
を
与
え
た
中
学
校
の
先
生

と
か
、
先
輩
、
恋
人
。
い
ず
れ
も
そ
れ
ら
の
対
象
と
自
分
と
の
つ
な

が
り
方
が
非
常
に
気
に
な
る
関
係
で
あ
り
、
そ
の
つ
な
が
り
方
が
自

分
の
頭
の
中
に
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
我
々
の
言
う
社
会
と
は
、
外
と
内
に
あ
る
と
捉
え

ら
れ
る
が
、
マ
ク
ロ
な
構
造
を
問
題
と
す
る
政
治
学
や
社
会
学
的
見

地
か
ら
は
、「
外
の
社
会
」
に
つ
い
て
お
も
に
言
及
が
な
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
し
、
個
人
と
個
人
の
つ
な
が
り
の
部
分
を
重
視
す
る
心
理
学

的
に
は
、「
内
に
あ
る
」
社
会
の
ほ
う
が
、
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
「
内
に
あ
る
」
社
会
を
、「
シ
グ
ニ
フ
ィ
カ
ン
ト
・
ア
ザ
ー

―
―

意
味
の
あ
る
、
価
値
の
あ
る
他
人
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
自
分
に
対
し
て
と
て
も
影
響
を
与
え
た
、
規
範
を
与
え

た
人
々
、
そ
れ
ら
が
動
い
て
い
る
世
界
が
社
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
前
提
に
立
て
ば
、
い
く
ら
我
々
が
日
本
人
で
あ
り
、
日
本
の
伝

統
に
根
ざ
し
た
習
慣
な
ど
が
あ
っ
て
、
多
く
の
日
本
人
は
そ
れ
に
影

響
を
受
け
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
自
分
の
育
っ
て
き
た
家
庭
の
中
で

そ
れ
が
あ
ま
り
意
味
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
に
と
っ
て
社

会
的
に
意
味
を
持
つ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
そ
の
人
に
と
っ
て
意
味
を
持
つ
社
会
と
意
味
を
持
た
な
い

上
げ
の
結
果
と
し
て
、
マ
ク
ロ
な
社
会
が
で
き
て
い
る
以
上
は
、
対

人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ね
ば
な
る

ま
い
。

　
現
在
、
社
会
に
お
け
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
方
は
、
ど
ん
ど
ん

二
極
化
し
て
い
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
決
し
て
収
束
に
向
い
て
い

る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

　
一
方
に
、
仙
人
の
よ
う
に
、
た
と
え
町
の
中
に
い
て
も
全
然
人
づ

き
あ
い
を
し
な
い
人
が
い
て
、
他
方
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
と
つ
な

が
り
を
持
ち
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
る
人
が
い
る
。
こ

の
二
者
で
は
、
社
会
の
持
つ
重
み
が
全
然
違
う
。
前
者
の
人
に
は
社

会
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
い
が
、
後
者
の
人
は
、
ち
ょ
っ
と
の

こ
と
で
も
大
き
な
影
響
を
与
え
合
う
よ
う
な
、
密
度
の
高
い
社
会
を

持
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
た
ち
は
、
も
と
の
つ
な
が
り
を
離
れ
て

ガ
ラ
ッ
と
違
う
集
団
に
入
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
５
年
、
10
年
た
っ

て
も
あ
ま
り
そ
の
規
範
は
変
わ
ら
ず
、
具
体
的
な
人
の
顔
ぶ
れ
が
少

し
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
が
持
っ
て
い
る
社
会
的
な
認
識
観

と
い
う
も
の
が
長
く
続
い
て
い
く
。
そ
う
い
う
人
た
ち
は
お
そ
ら
く
、

次
の
世
代
、
そ
の
次
の
世
代
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
も
の
を

生
み
出
す
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
で
は
、
前
者
の
「
人
と
の
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
人
」
が
な

ぜ
増
え
て
き
た
の
か
。
お
そ
ら
く
そ
の
背
景
に
は
、
第
二
次
大
戦
後

頃
か
ら
、「
個
人
」
や
「
我
」、「
私
」、
あ
る
い
は
「
私
ら
し
さ
」
が

追
求
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
、
そ
し
て
、
人
と
違
う
こ
と
が
自
分
ら
し

さ
だ
と
い
う
、
個
性
と
い
う
言
葉
に
対
す
る
誤
解
が
も
た
ら
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

　
昔
は
、
何
ら
か
の
人
生
の
パ
タ
ー
ン
、
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
人
が

い
た
が
、
戦
後
に
な
り
、
学
校
教
師
も
親
も
、「
お
ま
え
の
人
生
、

お
ま
え
で
考
え
ろ
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の
生
き
方
だ
よ
」
と

言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ど
う
や
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性

を
発
揮
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
ど
う
し
た
ら
や
り
方
を
探
せ
る

か
、と
い
う
指
導
や
教
育
が
な
い
。そ
の
た
め
、自
分
ひ
と
り
で
悩
み
、

右
往
左
往
し
、
自
分
ら
し
さ
と
い
う
こ
と
を
誤
解
し
て
、
と
に
か
く

人
と
違
う
こ
と
を
や
っ
て
み
る
。
や
っ
て
は
み
て
も
、
似
た
よ
う
な

世
界
で
も
っ
と
頑
張
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
自
信
喪
失
に
な
り
、
人

と
の
つ
な
が
り
も
持
ち
に
く
い
人
が
増
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
我
々
が
例
え
ば
10
の
パ
ー
ツ
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
１
か
ら

９
ま
で
は
一
緒
で
10
番
目
が
違
っ
て
い
る
だ
け
で
も
ま
っ
た
く
別
な

人
間
に
な
れ
る
こ
と
、
無
数

の
生
き
方
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
理
解
で
き
ず
、
無
理
を

し
て
、
人
と
共
有
で
き
る
よ

う
な
こ
と
を
す
べ
て
拒
否
し

て
し
ま
う
こ
と
が
、
つ
な
が

り
を
切
る
方
向
に
向
か
わ
せ

て
い
る
と
も
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
方
の
変
化
は
、

当
然
、
情
報
通
信
機
器
の
発

展
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
面
と
向
か
い
合
っ
て
の
生

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

放
っ
て
お
い
て
、
間
接
的
な

ネ
ッ
ト
経
由
の
ほ
う
を
優
先

す
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
ネ
ッ
ト
は

間
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
な
の
で
お
互
い
の
表
情

も
わ
か
ら
ず
、テ
キ
ス
ト
メ
ー
ル
だ
っ
た
ら
、文
字
し
か
情
報
が
な
い
。

目
の
前
の
生
身
の
相
手
で
あ
れ
ば
、
言
葉
、
表
情
、
身
振
り
手
振
り
、

視
線…

…

非
常
に
情
報
が
多
く
、
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
お
互
い
に

注
が
な
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
の
に
、
そ
れ
を
中

途
半
端
に
し
た
ま
ま
、
間
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
う
を

優
先
的
に
行
っ
て
い
る
の
は
、
一
見
、
自
分
で
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
実
は
断
片
的
な
情
報
に
支
配
さ
れ
て
い

る
、
非
常
に
中
途
半
端
な
形
と
い
え
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
ネ
ッ
ト
上
の
ア
ド
レ
ス
ブ
ッ
ク
に
、
何
百
人
も
の
ス

ト
ッ
ク
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
と
は
深
い
交
流
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。
い
ざ
連
絡
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
人
間
が
い
る

こ
と
だ
け
で
安
心
し
、
顔
が
見
え
な
い
、
な
り
す
ま
し
さ
え
も
可
能

な
相
手
を
む
や
み
に
信
じ
て
い
る
人
が
増
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
基
本
的
な
人
と
の
信
頼
関
係
そ
の
も
の
が
、
積
み
上
げ
的
な
人

間
関
係
へ
の
信
頼
で
は
な
く
、
一
種
の
情
報
へ
の
信
頼
へ
と
変
質
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。Facebook

で
、「
い
い
ね
！
」の
数
を
競
い
、「
い

い
ね
！
」
が
多
い
こ
と
が
一
種
の
ネ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
や
マ
イ
レ
ー
ジ

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
風
潮
も
同
様
で
、
浅
い
関
係
を
た
く
さ

ん
持
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
こ
う
し
た
、
浅
い
つ
な
が
り
の
形
が
増
え
る
こ
と
で
、
先
に
述
べ

た
二
極
化
す
る
人
づ
き
あ
い
の
う
ち
、
孤
立
化
す
る
パ
タ
ー
ン
の
増

加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
２
０
０
４
年
、
長
崎
県
佐
世
保
市
で
小
学
６
年
の
女

児
が
学
校
内
で
友
人
を
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で
殺
傷
し
た
事
件
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み
を
根
に
持
っ
た
こ
と
も
原
因
の
ひ

と
つ
と
言
わ
れ
る
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
断
片
的
な
言
葉
を
拡
大
解
釈
し

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
に
受
け
取
る
と
い
っ
た
傾
向
は
、
そ
も
そ
も
、

人
間
の
心
理
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
に
対
し
て
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も

の
に
対
す
る
よ
り
も
何
倍
も
敏
感
だ
と
い
う
原
理
に
根
ざ
し
て
い
る
。

　
人
間
誰
し
も
、
自
分
が
傷
つ
い
た
り
、
嫌
な
こ
と
を
さ
れ
る
の
は

避
け
た
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
排
除
し
、
自
分
を
守
る
た
め
に
、
ま

ず
相
手
の
言
葉
を
否
定
的
に
捉
え
て
お
い
て
、
防
衛
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
や
り
と
り
が
ど
ん
ど
ん
悪
循
環
を
し
て
、
炎
上
と
い
う
現
象
が

起
こ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
言
葉
を
発
し
て
い
て
も
、
対
面
の
会
話
で

は
目
尻
が
下
が
っ
て
に
こ
に
こ
し
て
い
る
の
と
、
目
を
三
角
に
し
て

い
る
の
で
は
全
然
結
果
が
違
う
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
言
葉
は
、
表
情
も

何
も
持
た
な
い
。
言
葉
だ
け
が
す
べ
て
な
の
で
、
あ
る
意
味
で
危
険

な
の
で
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
は
、
ス
テ
ッ
プ
を
経
て
身
に

つ
け
る
ス
キ
ル
で
あ
り
、
本
当
は
子
供
の
う
ち
に
遊
び
を
通
し
て
身

に
つ
け
て
お
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
身
振
り
手
振
り
も
含
め
て
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
に
、
現
代
人
は
、

ネ
ッ
ト
の
普
及
を
大
き
な
契
機
と
し
て
、
文
字
と
そ
れ
を
入
力
す
る

指
の
動
き
程
度
し
か
能
力
を
使
え
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
人
間
関
係
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
の
ア
ッ
プ
と
と

も
に
徐
々
に
築
か
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
の
能
力
低
下
は

大
き
な
問
題
で
あ
る
。
本
来
で
き
た
は
ず
の
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
能
力
低
下
に
、
な
ん
と
か
歯
止
め
を
か
け
る
方
法
は
な
い
の

か
。

　
近
年
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
を
も
う
１
回
考
え
、
そ
の

能
力
を
回
復
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
等
と
呼
ば
れ
る
試
み
が
徐
々
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
一
般
社
会
人
や
大
学
生
、
ま
だ
そ

う
多
く
は
な
い
が
小
・
中
学
校
で
も
、
能
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
実

践
と
し
て
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
例
え
ば
、
社
会
人
を
対
象
と
し
た
も
の
に
、
２
人
組
に
し
て
視
線

の
使
い
方
を
自
覚
さ
せ
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。「
最
近
の

あ
な
た
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
相
手
の
方
に
お
話
し
し
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
、
そ
の
と
き
に
相
手
の
顔
を
な
る
べ
く
見
な
い
で
く
だ
さ

い
。
そ
れ
か
ら
、
最
近
つ
ら
か
っ
た
こ
と
を
相
手
の
顔
を
見
な
が
ら

話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ふ
う
に
指
示
す
る
。
す
る
と
、
目
を
伏

せ
て
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
話
し
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な
い

方
向
に
話
が
進
ん
だ
り
、
逆
に
楽
し
い
こ
と
だ
と
思
う
と
、
つ
い
相

手
を
見
て
し
ま
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
言
葉
と
視
線
が
い
か
に
連
動
し
て
い
る
か
を
学
ぶ

な
ど
し
て
、
最
終
的
に
は
、
人
と
つ
な
が
り
を
持
と
う
と
す
れ
ば
プ

ラ
ス
の
方
向
に
行
く
よ
う
に
我
々
は
で
き
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
こ

と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
最
後
に
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（sustainability 

持
続
可
能
性
）

と
い
う
言
葉
に
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
心
理
学
で
は
、
こ
の
言
葉

に
は
、
自
然
環
境
と
人
と
の
共
生
、
人
間
同
士
の
関
係
も
含
め
て
、

こ
う
し
た
も
の
を
大
き
く
環
境
と
捉
え
、
そ
れ
ら
が
こ
れ
以
上
失
わ

れ
な
い
よ
う
に
、
最
低
限
保
護
す
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
以
上
の
崩
壊
を
食
い
止
め
る
た
め
の
非
常
に
緩
や
か
な
発

想
と
し
て
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
今
あ
る
も
の
を
保
つ
だ
け
で
は
一
種
の
現
状
肯
定
に
陥

り
が
ち
で
あ
る
。
私
は
、
そ
の
先
に
も
っ
と
大
き
な
変
革
、「
増
や

す
こ
と
」
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
自
然
環
境
に
例
え
れ
ば
、
場

合
に
よ
っ
て
は
今
あ
る
都
会
を
潰
し
て
、
そ
こ
に
新
た
に
１
０
０
年

後
の
緑
の
山
を
つ
く
る
よ
う
な
こ
と
も
辞
さ
な
い
、
と
い
っ
た
あ
る

程
度
の
ち
か
ら力 

わ
ざ業

が
必
要
だ
と
思
え
る
。

　
現
在
、
非
常
に
分
断
さ
れ
た
人
間
関
係
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

人
の
心
を
結
ぶ
豊
か
な
つ
な
が
り
を
今
以
上
に
失
わ
な
い
よ
う
に
働

き
か
け
る
こ
と
は
、今
な
ら
ば
、や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
る
。さ
ら
に
、

薄
い
関
係
を
減
ら
し
て
、
も
っ
と
密
度
の
濃
い
人
間
関
係
を
、
あ
る

意
味
で
つ
く
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
変
革

を
与
え
な
け
れ
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
っ
て
も
、
薄
く
な
っ

た
現
状
し
か
残
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
た
め
、
社
会
が
な
す
べ
き
こ
と
と
い
う
の
は
、
非
常
に
は
っ

き
り
し
て
い
る
。「
内
な
る
社
会
」
と
「
構
造
を
持
つ
外
の
社
会
」。

そ
の
２
つ
が
影
響
し
合
い
、
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
のw

ell-being

を
実

現
で
き
る
、
幸
福
を
追
求
で
き
る
社
会
の
た
め
に
、
先
に
述
べ
た
よ

う
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
個
人
の
「
内
な

る
社
会
」
を
、
人
と
た
く
さ
ん
重
ね
て
い
け
る
よ
う
な
場
を
い
か
に

し
て
つ
く
れ
る
か
が
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

二極化する人とのつながり方
Chart
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顕
名
経
済

け
ん
め
い

所
有
権

移
転
モ
デ
ル
か
ら

利
用
権

ラ
イ
セ
ン
ス
モ
デ
ルへ

つ
な
が
る
経
済

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
代
表
さ
れ
る
モ
バ
イ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
と
、
ク
ラ
ウ
ド
と
呼
ば
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
展
開
さ
れ
た
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
結
合
さ
れ

る
時
代
が
到
来
し
つ
つ
あ
る
（Chart 1

）。

　
Ｉ
Ｔ
用
語
で
は
分
か
り
に
く
い
の
で
、
も
っ
と
生
活
シ
ー
ン
に
沿

っ
て
例
示
し
て
み
よ
う
。
た
っ
た
今
、
こ
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
「
ラ
ー
メ
ン
が
食
べ
た
い
」
と
問
い
か
け
て
み
た
。

す
る
と
た
だ
ち
に
「
現
在
地
の
周
辺
で
ラ
ー
メ
ン
店
を
17
件
調
べ
ま

し
た
」
と
音
声
で
返
事
が
あ
り
、
各
店
の
口
コ
ミ
評
価
つ
き
の
情
報

が
表
示
さ
れ
た
。
よ
さ
そ
う
な
お
店
を
タ
ッ
プ
す
る
と
地
図
が
表
示

さ
れ
、
現
在
地
か
ら
の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
を
す
る
か
と
問
い
か
け
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
の
は
、
情
報
が
基
本
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
上
に
構
築
さ
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
に
格
納
さ
れ
、
消
費
者

の
手
も
と
に
あ
る
、
高
機
能
の
情
報
デ
バ
イ
ス
が
常
時
接
続
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。そ
し
て
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
搭
載
し
た
デ
バ
イ
ス
側
か
ら
、

位
置
情
報
と
持
ち
主
の
希
望
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
側
で
、
地
図
情
報
や
店
舗
情
報
な
ど
が
、
ユ
ー
ザ
ー
に
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
結
合
さ
れ
て
提
供
さ
れ
る
。

　
い
ま
一
つ
例
示
す
る
な
ら
、
こ
こ
へ
き
て
急
速
に
普
及
を
始
め
て

い
る
電
子
書
籍
は
、
利
用
者
が
ど
の
本
を
買
っ
て
、
何
ペ
ー
ジ
ま
で

読
み
進
め
た
か
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
し
い
端
末

に
乗
り
換
え
て
も
過
去
に
買
っ
た
本
が
い
つ
で
も
読
め
る
し
、
た
と

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
て
、
書
店
で
山
積
み
で
販
売
す

る
時
に
は
誰
が
買
っ
た
か
分
か
ら
な
い
匿
名
販
売
を
し
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
る
経
済
の
仕
組
み
は
、
匿
名
経
済
を
支
え
る
た
め
に
発
達

し
て
き
た
、
比
較
的
最
近
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
た
と
え

ば
今
わ
れ
わ
れ
が
飲
み
物
を
買
う
場
合
に
、
規
格
化
さ
れ
た
ボ
ト
ル

に
厳
格
に
計
量
さ
れ
た
量
が
詰
め
ら
れ
、
表
に
ブ
ラ
ン
ド
の
ラ
ベ
ル

が
貼
ら
れ
、
自
動
販
売
機
で
ほ
ぼ
均
一
価
格
で
売
ら
れ
て
い
る
状
態

を
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
が
な
ぜ

必
要
か
、
な
ぜ
規
格
化
が
必

要
だ
っ
た
か
、
な
ど
も
普
段

は
考
え
も
し
な
い
。
し
か
し
、

よ
く
考
え
る
と
、
そ
れ
ら
は

匿
名
経
済
の
中
で
欠
乏
し
が

ち
な
、「
信
頼
」
を
補
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
19
世

紀
前
半
の
地
域
化
さ
れ
た
経

済
の
中
で
は
、
生
産
者
と
消

費
者
の
距
離
が
近
く
、
消
費

者
は
誰
が
作
っ
た
も
の
か
、

そ
れ
が
信
頼
で
き
る
相
手
で

あ
る
か
を
認
識
し
な
が
ら
消

費
し
た
。
生
産
者
も
自
分
の

生
産
物
が
ど
こ
で
消
費
さ
れ

て
い
る
か
を
理
解
し
な
が
ら
供
給
し
て
い
た
。
そ
の
時
代
に
は
直
接

的
に
生
産
者
と
消
費
者
の
信
頼
関
係
が
成
立
し
え
た
。
そ
の
よ
う
な

時
に
は
規
格
も
ブ
ラ
ン
ド
も
い
ら
な
い
。
全
く
知
ら
な
い
人
々
が
遠

隔
の
地
で
生
産
し
た
も
の
を
消
費
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
頼
り

に
な
る
信
頼
の
源
と
し
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
綺
麗
に
印
刷
さ
れ
、
テ

レ
ビ
で
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
が
意
味
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

え
ば
家
の
大
型
画
面
で
読
ん
だ
本
の
続
き
を
、
画
面
を
閉
じ
て
電
車

に
乗
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
表
示
す
る
と
い
っ
た
便
利
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
こ
ち
ら
で
は
、
個
々
の
読
者
の
読
書
履
歴

を
深
く
記
録
す
る
ほ
か
、
多
数
の
読
者
の
履
歴
を
横
断
的
に
分
析
す

る
こ
と
で
、
本
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
、
ど
ん
な
読
者
が
ど
の
よ
う

な
本
を
好
む
か
が
分
析
さ
れ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
報
を
介
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
「
つ
な
が

る
」
経
済
に
は
従
来
の
経
済
シ
ス
テ
ム
と
大
き
く
異
な
る
側
面
が
い

く
つ
か
あ
る
が
、
一
番
大
き
い
の
は
「
顕
名
経
済
化
」
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
顕
名
化
の
意
味
を
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
近
代
に
お
け
る
匿

名
経
済
化
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
19
世
紀
後
半
以

来
、
20
世
紀
を
通
し
て
発
達
し
て
き
た
大
衆
消
費
社
会
は
、
基
本
的

に
匿
名
取
引
を
前
提
と
し
て
き
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
入
っ

て
、
棚
に
並
ん
で
い
る
商
品
を
黙
っ
て
か
ご
に
入
れ
、
黙
っ
て
レ
ジ

で
計
算
し
て
も
ら
い
、
名
乗
る
こ
と
な
く
現
金
を
払
っ
て
去
る
こ
と

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
商
品
を
作
っ
た
生
産
者
も
誰
が
最
終

的
に
買
っ
て
く
れ
た
の
か
を
知
ら
な
い
。
情
報
技
術
が
未
熟
な
時
代

に
大
量
に
生
産
し
た
商
品
を
大
き
な
商
圏
で
（
つ
ま
り
遠
く
に
運
ん

で
）
販
売
す
る
た
め
に
は
、
匿
名
取
引
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
処
理

で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
書
籍
が
そ
の
象
徴
だ
。
電
子
書
籍
と

し
て
買
っ
た
場
合
に
は
、
誰
が
何
ペ
ー
ジ
ま
で
読
み
進
ん
だ
か
ま
で

　
匿
名
性
に
合
わ
せ
て
発
達
し
た
の
が
、
商
品
の
所
有
権
を
、
貨
幣

を
対
価
と
し
て
移
転
す
る
方
式
で
あ
る
。
こ
れ
を
商
品
経
済
化
と
言

っ
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
。
匿
名
経
済
に
お
い
て
は
、
誰
に
売
っ
た
か
、

誰
か
ら
買
っ
た
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
後
か
ら
追
い
か
け

る
こ
と
も
難
し
い
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
個
々
の
取

引
を
毎
回
完
結
さ
せ
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
言
え

ば
、
あ
と
く
さ
れ
の
な
い
よ
う
に
、
そ
の
商
品
の
処
分
に
ま
つ
わ
る

全
権
を
譲
渡
し
て
、
煮
て
食
お
う
が
焼
い
て
食
お
う
が
新
し
い
所
有

者
の
勝
手
、
と
い
う
こ
と
に
し
な
け
れ
ば
、
買
う
側
は
安
心
し
て
匿

名
の
相
手
に
お
金
を
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、「
つ
な
が
り
」「
顕
名
」
と
な
る
経
済
に
お
い
て
は
、

匿
名
経
済
の
制
約
が
な
く
な
っ
て
、
従
来
の
所
有
権
移
転
型
以
外
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
。
代
表
的
な
の
が
「
利
用

権
の
ラ
イ
セ
ン
ス
」
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
最
近
、
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
（
時
間
貸
し
駐
車
場
）

な
ど
で
車
が
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
、
皆
さ

ん
お
気
づ
き
だ
ろ
う
か
？
　
従
来
は
レ
ン
タ
カ
ー
と
言
え
ば
、
駅
そ

ば
の
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
の
営
業
所
に
行
く
な
ど
し
な
け
れ
ば
い
け
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
今
は
、
無
人
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
に
止
ま
っ
て

い
る
車
を
使
い
た
い
だ
け
使
っ
て
、
元
の
と
こ
ろ
に
戻
す
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
最
寄
り
に
借
り
ら
れ
る
車
が
ど

こ
に
あ
る
か
を
地
図
の
上
で
検
索
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
、
今
や
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン

グ
も
、
車
も
、
借
り
る
ユ
ー
ザ
ー
も
、
全
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ

て
い
る
か
ら
だ
。
全
て
が
認
識
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
追
跡
さ

れ
て
い
る
中
で
は
、
車
を
持
ち
逃
げ
す
る
こ
と
も
、
払
わ
な
い
で
逃

げ
る
こ
と
も
大
変
困
難
だ
。
実
は
ど
の
ユ
ー
ザ
ー
が
荒
い
運
転
を
す

る
か
、
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
も
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
、

つ
な
が
り
と
顕
名
性
の
中
で
は
、
必
ず
し
も
車
を
所
有
し
て
も
ら
わ

な
く
て
も
、
利
用
権
を
ラ
イ
セ
ン
ス
す
る
形
で
車
の
生
産
コ
ス
ト
を

回
収
す
る
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
が
コ
イ

ン
パ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
不
動
産
活
用
と
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

「
所
有
権
移
転
モ
デ
ル
か
ら

利
用
権
ラ
イ
セ
ン
ス
モ
デ
ル

へ
の
遷
移
」
は
、「
専
有
モ

デ
ル
か
ら
共
有
（
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
）
モ
デ
ル
へ
の
遷
移
」

と
い
う
と
ら
え
方
を
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
必
要
に
応
じ

て
必
要
な
も
の
の
利
用
権
を

ラ
イ
セ
ン
ス
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
も
専

有
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い

う
発
想
だ
。
昔
か
ら
存
在
す

る
考
え
方
で
は
あ
る
が
、
前

記
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の

レ
ン
タ
カ
ー
の
例
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
昨
今
の
つ
な
が

り
技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
適

用
範
囲
が
広
が
っ
て
き
て
い

る
。

　
電
力
や
ガ
ス
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
は
元
々
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
前
提
と
な

っ
て
い
る
仕
組
み
だ
が
、
そ
の
世
界
に
も
さ
ら
な
る
進
化
の
波
が
打

ち
寄
せ
て
き
て
い
る
。
電
力
業
界
に
お
け
る
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

な
ど
の
考
え
方
は
そ
の
一
例
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は
、
単
純
な
期
間

利
用
量
し
か
把
握
で
き
ず
、
大
ざ
っ
ぱ
な
料
金
設
定
し
か
で
き
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
れ
た
ス
マ
ー
ト
な
メ
ー

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
グ
リ
ッ
ド
全
体
の
利
用
量
情
報
が
利
用
者
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ピ
ー
ク
時
割

増
課
金
や
オ
フ
ピ
ー
ク
時
割
引
な
ど
を
き
め
細
か
く
行
っ
て
デ
マ
ン

ド
サ
イ
ド
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
概
念
を
少
し
広
く
と
ら
え
て
、
あ
る
製
品
の
製

品
寿
命
期
間
中
に
利
用
す
る
人
の
数
が
増
え
る
現
象
と
と
ら
え
る
と
、

昨
今
の
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
隆
盛
も
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ

ー
の
拡
大
の
一
現
象
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
書
籍

と
い
っ
た
伝
統
的
な
も
の
か
ら
、
電
気
製
品
や
衣
類
に
至
る
ま
で
、

今
や
買
い
取
り
ビ
ジ
ネ
ス
が
花
盛
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
リ
サ
イ

ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
隆
盛
の
背
後
に
も
情
報
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
、

需
要
と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
つ
な
が
り
の
経
済
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題

が
あ
る
。
こ
の
文
章
も
こ
こ
ま
で
読
ま
れ
た
方
は
、
全
て
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
さ
れ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
に
ど
ん
ど
ん
情
報
が
蓄
積

し
て
い
く
こ
と
に
、
気
持
ち
悪
さ
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
　
感
じ
て
当
然
で
あ
る
。
単
な
る
気
持
ち
悪
さ
を
超
え
て
、

た
と
え
ば
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
で
監
視
し
、
あ
る
日
あ
る
家
の
電
力

使
用
量
が
バ
ッ
タ
リ
落
ち
た
と
い
う
デ
ー
タ
は
、
恐
ら
く
そ
の
家
が

し
ば
ら
く
留
守
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
情
報

が
、
泥
棒
の
手
に
わ
た
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態
は
是
非
避
け
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
な
が
り
と
可
視
性
は
、
よ
い
こ
と
ば
か
り
で
は

な
い
。

　
つ
な
が
り
の
時
代
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
の
解
決
を
考
え
る
上
で
、

一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
が
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
実
は
、
筆
者
の
よ
う
に
何
で
も
つ
な
が

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
追
求
し

て
き
た
者
に
と
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
一
つ
の
ア
ン

チ
テ
ー
ゼ
で
も
あ
る
。
せ
っ
か
く
何
で
も
つ
な
が
る
よ
う
に
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
上
で
、
意
図
的
に
友
達
と
し
か
つ
な
が
ら
な
い
仕

組
み
や
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
検
索
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
情
報
の
空

間
を
構
築
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
感
慨
を
よ
そ
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
多
く
の

人
の
共
感
を
呼
ん
で
、
ブ
ロ

グ
な
ど
の
誰
で
も
見
ら
れ
る

環
境
に
は
載
せ
ら
れ
な
い
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
書
き
込
み
を

促
し
、
結
果
と
し
て
情
報
共

有
を
促
進
し
て
い
る
。「
許

し
あ
っ
た
仲
間
に
だ
け
見
え

る
」
空
間
の
半
閉
鎖
性
が
、

利
用
者
に
情
報
提
供
を
す
る

安
心
感
を
与
え
て
、
オ
ー
プ

ン
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
以
上
に

情
報
の
共
有
を
促
し
て
い
る

か
ら
だ
。

　
こ
れ
を
整
理
し
て
考
え
る
と
、

つ
な
が
る
時
代
に
は
、
誰
に

で
も
見
せ
る
「
公（public

）」

空
間
と
、
秘
匿
す
る
「
私

（private

）」
に
加
え
て
、
許

し
あ
っ
た
仲
間
に
見
せ
る「
共

（social

）」
空
間
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
（Chart 2

）。

　
共
空
間
は
必
ず
し
も
新
し

い
も
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
鉄
道
の
改
札
内
、
企
業
が
運
営
す
る

遊
園
地
の
う
ち
、
も
っ
と
古
く
に
は
鳥
居
に
区
切
ら
れ
た
神
社
の
境

内
、
な
ど
は
全
て
共
空
間
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
自
ら
の

意
思
に
よ
っ
て
立
ち
入
っ
た
人
は
、
行
動
を
把
握
さ
れ
て
管
理
さ
れ

る
こ
と
へ
の
許
諾
を
与
え
て
い
る
と
考
え
て
い
い
。
法
律
的
に
は
約

款
な
ど
の
「
契
約
」
行
為
に
よ
っ
て
、
共
空
間
を
利
用
し
、
そ
の
範

囲
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
を
提
供
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
今
日
の
ネ
ッ
ト
空
間
上
で
の
共
空
間
に
問
題
が
あ
る
と
す
る

と
、
知
ら
な
い
う
ち
に
約
款
な
ど
に
合
意
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
、

知
ら
な
い
う
ち
に
情
報
が
利
用
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

こ
と
で
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
部
分
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
な
が
る
時
代
に
お
い
て
、
集
ま
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
、
許
さ
れ
る
場
合
に
は
ど
ん
な
手
続
き
を
踏

む
必
要
が
あ
る
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
現
在
議
論
が

進
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
法
的
な
許
容
範
囲
の
議
論
以
前
に
、
つ

な
が
る
時
代
に
お
い
て
、
利
用
者
に
信
用
さ
れ
て
「
見
せ
て
も
ら
え

る
」
企
業
に
な
る
か
、
信
用
さ
れ
ず
に
「
見
せ
て
も
ら
え
な
い
」
企

業
に
転
落
す
る
か
は
、
地
図
を
持
っ
て
山
歩
き
を
す
る
か
、
持
た
な

い
で
す
る
か
く
ら
い
に
大
き
な
差
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
最
終
的
に
は
消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る
企
業
に
な
る
こ
と
が
最
重
要

な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
は
企
業
が
真
に
自
分
の
利

便
性
を
高
め
、
安
全
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
え
ば
、
驚
く
ほ
ど

あ
け
す
け
に
自
分
の
情
報
を
出
し
て
く
る
。
現
に
携
帯
電
話
会
社
は

通
話
を
つ
な
ぐ
た
め
に
常
に
わ
れ
わ
れ
の
居
場
所
を
把
握
し
て
い
る

が
、
犯
罪
者
で
も
な
い
限
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
の
こ
と
を
脅
威
に
感

じ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
な
が
ら
、
自

分
に
と
っ
て
便
利
な
機
能
は
提
供
し
て
く
れ
る
と
い
う
信
頼
が
成
立

し
て
い
る
か
ら
実
現
し
て
い
る
し
、
決
し
て
安
く
は
な
い
金
額
を
毎

月
払
い
続
け
て
い
る
の
も
、
そ
の
安
心
感
に
対
し
て
払
っ
て
い
る
部

分
が
大
き
い
。

　
利
用
者
に
信
頼
さ
れ
、
共
空
間
の
提
供
者
と
し
て
、
つ
な
が
る
経

済
の
土
台
を
担
う
企
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
し
、
そ
ん
な
企
業
が
強

く
な
る
時
代
が
来
て
い
る
と
思
う
。

匿
名
か
ら
、顕
名
へ
。

所
有
権
移
転
モ
デ
ル
か
ら
、

利
用
権
ラ
イ
セ
ン
ス
モ
デ
ル
へ
。

専
有
か
ら
、共
有
へ
。

「
つ
な
が
る
」経
済
が
、

社
会
を
、資
本
主
義
を
、

企
業
の
あ
り
よ
う
を
、

変
え
て
い
く
。

26CEL March 201427 CEL March 2014

ソ
ー
シ
ャ
ル
な
資
本
主
義

つ
な
が
る
経
済
と
ど
う
歩
む
か

國
領 

二
郎

Ko
kuryo  Jiro

こ
く
り
ょ
う
・
じ
ろ
う
／
慶

應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学

部
教
授
。研
究
テ
ー
マ
の
中

心
は
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
。

経
営
学
博
士（
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
）。主
著
に『
オ
ー
プ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
営
』（
日
本

経
済
新
聞
社
）、『
オ
ー
プ

ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
戦
略
』

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）、『
オ
ー

プ
ン
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
社
会
の

構
想
』（
日
本
経
済
新
聞
社
）

な
ど
。
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
代
表
さ
れ
る
モ
バ
イ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
と
、
ク
ラ
ウ
ド
と
呼
ば
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
展
開
さ
れ
た
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
結
合
さ
れ

る
時
代
が
到
来
し
つ
つ
あ
る
（Chart 1

）。

　
Ｉ
Ｔ
用
語
で
は
分
か
り
に
く
い
の
で
、
も
っ
と
生
活
シ
ー
ン
に
沿

っ
て
例
示
し
て
み
よ
う
。
た
っ
た
今
、
こ
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
「
ラ
ー
メ
ン
が
食
べ
た
い
」
と
問
い
か
け
て
み
た
。

す
る
と
た
だ
ち
に
「
現
在
地
の
周
辺
で
ラ
ー
メ
ン
店
を
17
件
調
べ
ま

し
た
」
と
音
声
で
返
事
が
あ
り
、
各
店
の
口
コ
ミ
評
価
つ
き
の
情
報

が
表
示
さ
れ
た
。
よ
さ
そ
う
な
お
店
を
タ
ッ
プ
す
る
と
地
図
が
表
示

さ
れ
、
現
在
地
か
ら
の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
を
す
る
か
と
問
い
か
け
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
の
は
、
情
報
が
基
本
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
上
に
構
築
さ
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
に
格
納
さ
れ
、
消
費
者

の
手
も
と
に
あ
る
、
高
機
能
の
情
報
デ
バ
イ
ス
が
常
時
接
続
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。そ
し
て
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
搭
載
し
た
デ
バ
イ
ス
側
か
ら
、

位
置
情
報
と
持
ち
主
の
希
望
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
側
で
、
地
図
情
報
や
店
舗
情
報
な
ど
が
、
ユ
ー
ザ
ー
に
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
結
合
さ
れ
て
提
供
さ
れ
る
。

　
い
ま
一
つ
例
示
す
る
な
ら
、
こ
こ
へ
き
て
急
速
に
普
及
を
始
め
て

い
る
電
子
書
籍
は
、
利
用
者
が
ど
の
本
を
買
っ
て
、
何
ペ
ー
ジ
ま
で

読
み
進
め
た
か
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
し
い
端
末

に
乗
り
換
え
て
も
過
去
に
買
っ
た
本
が
い
つ
で
も
読
め
る
し
、
た
と

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
て
、
書
店
で
山
積
み
で
販
売
す

る
時
に
は
誰
が
買
っ
た
か
分
か
ら
な
い
匿
名
販
売
を
し
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
る
経
済
の
仕
組
み
は
、
匿
名
経
済
を
支
え
る
た
め
に
発
達

し
て
き
た
、
比
較
的
最
近
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
た
と
え

ば
今
わ
れ
わ
れ
が
飲
み
物
を
買
う
場
合
に
、
規
格
化
さ
れ
た
ボ
ト
ル

に
厳
格
に
計
量
さ
れ
た
量
が
詰
め
ら
れ
、
表
に
ブ
ラ
ン
ド
の
ラ
ベ
ル

が
貼
ら
れ
、
自
動
販
売
機
で
ほ
ぼ
均
一
価
格
で
売
ら
れ
て
い
る
状
態

を
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
が
な
ぜ

必
要
か
、
な
ぜ
規
格
化
が
必

要
だ
っ
た
か
、
な
ど
も
普
段

は
考
え
も
し
な
い
。
し
か
し
、

よ
く
考
え
る
と
、
そ
れ
ら
は

匿
名
経
済
の
中
で
欠
乏
し
が

ち
な
、「
信
頼
」
を
補
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
19
世

紀
前
半
の
地
域
化
さ
れ
た
経

済
の
中
で
は
、
生
産
者
と
消

費
者
の
距
離
が
近
く
、
消
費

者
は
誰
が
作
っ
た
も
の
か
、

そ
れ
が
信
頼
で
き
る
相
手
で

あ
る
か
を
認
識
し
な
が
ら
消

費
し
た
。
生
産
者
も
自
分
の

生
産
物
が
ど
こ
で
消
費
さ
れ

て
い
る
か
を
理
解
し
な
が
ら
供
給
し
て
い
た
。
そ
の
時
代
に
は
直
接

的
に
生
産
者
と
消
費
者
の
信
頼
関
係
が
成
立
し
え
た
。
そ
の
よ
う
な

時
に
は
規
格
も
ブ
ラ
ン
ド
も
い
ら
な
い
。
全
く
知
ら
な
い
人
々
が
遠

隔
の
地
で
生
産
し
た
も
の
を
消
費
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
頼
り

に
な
る
信
頼
の
源
と
し
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
綺
麗
に
印
刷
さ
れ
、
テ

レ
ビ
で
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
が
意
味
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

え
ば
家
の
大
型
画
面
で
読
ん
だ
本
の
続
き
を
、
画
面
を
閉
じ
て
電
車

に
乗
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
表
示
す
る
と
い
っ
た
便
利
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
こ
ち
ら
で
は
、
個
々
の
読
者
の
読
書
履
歴

を
深
く
記
録
す
る
ほ
か
、
多
数
の
読
者
の
履
歴
を
横
断
的
に
分
析
す

る
こ
と
で
、
本
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
、
ど
ん
な
読
者
が
ど
の
よ
う

な
本
を
好
む
か
が
分
析
さ
れ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
報
を
介
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
「
つ
な
が

る
」
経
済
に
は
従
来
の
経
済
シ
ス
テ
ム
と
大
き
く
異
な
る
側
面
が
い

く
つ
か
あ
る
が
、
一
番
大
き
い
の
は
「
顕
名
経
済
化
」
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
顕
名
化
の
意
味
を
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
近
代
に
お
け
る
匿

名
経
済
化
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
19
世
紀
後
半
以

来
、
20
世
紀
を
通
し
て
発
達
し
て
き
た
大
衆
消
費
社
会
は
、
基
本
的

に
匿
名
取
引
を
前
提
と
し
て
き
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
入
っ

て
、
棚
に
並
ん
で
い
る
商
品
を
黙
っ
て
か
ご
に
入
れ
、
黙
っ
て
レ
ジ

で
計
算
し
て
も
ら
い
、
名
乗
る
こ
と
な
く
現
金
を
払
っ
て
去
る
こ
と

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
商
品
を
作
っ
た
生
産
者
も
誰
が
最
終

的
に
買
っ
て
く
れ
た
の
か
を
知
ら
な
い
。
情
報
技
術
が
未
熟
な
時
代

に
大
量
に
生
産
し
た
商
品
を
大
き
な
商
圏
で
（
つ
ま
り
遠
く
に
運
ん

で
）
販
売
す
る
た
め
に
は
、
匿
名
取
引
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
処
理

で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
書
籍
が
そ
の
象
徴
だ
。
電
子
書
籍
と

し
て
買
っ
た
場
合
に
は
、
誰
が
何
ペ
ー
ジ
ま
で
読
み
進
ん
だ
か
ま
で

　
匿
名
性
に
合
わ
せ
て
発
達
し
た
の
が
、
商
品
の
所
有
権
を
、
貨
幣

を
対
価
と
し
て
移
転
す
る
方
式
で
あ
る
。
こ
れ
を
商
品
経
済
化
と
言

っ
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
。
匿
名
経
済
に
お
い
て
は
、
誰
に
売
っ
た
か
、

誰
か
ら
買
っ
た
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
後
か
ら
追
い
か
け

る
こ
と
も
難
し
い
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
個
々
の
取

引
を
毎
回
完
結
さ
せ
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
言
え

ば
、
あ
と
く
さ
れ
の
な
い
よ
う
に
、
そ
の
商
品
の
処
分
に
ま
つ
わ
る

全
権
を
譲
渡
し
て
、
煮
て
食
お
う
が
焼
い
て
食
お
う
が
新
し
い
所
有

者
の
勝
手
、
と
い
う
こ
と
に
し
な
け
れ
ば
、
買
う
側
は
安
心
し
て
匿

名
の
相
手
に
お
金
を
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、「
つ
な
が
り
」「
顕
名
」
と
な
る
経
済
に
お
い
て
は
、

匿
名
経
済
の
制
約
が
な
く
な
っ
て
、
従
来
の
所
有
権
移
転
型
以
外
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
。
代
表
的
な
の
が
「
利
用

権
の
ラ
イ
セ
ン
ス
」
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
最
近
、
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
（
時
間
貸
し
駐
車
場
）

な
ど
で
車
が
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
、
皆
さ

ん
お
気
づ
き
だ
ろ
う
か
？
　
従
来
は
レ
ン
タ
カ
ー
と
言
え
ば
、
駅
そ

ば
の
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
の
営
業
所
に
行
く
な
ど
し
な
け
れ
ば
い
け
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
今
は
、
無
人
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
に
止
ま
っ
て

い
る
車
を
使
い
た
い
だ
け
使
っ
て
、
元
の
と
こ
ろ
に
戻
す
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
最
寄
り
に
借
り
ら
れ
る
車
が
ど

こ
に
あ
る
か
を
地
図
の
上
で
検
索
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
、
今
や
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン

グ
も
、
車
も
、
借
り
る
ユ
ー
ザ
ー
も
、
全
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ

て
い
る
か
ら
だ
。
全
て
が
認
識
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
追
跡
さ

れ
て
い
る
中
で
は
、
車
を
持
ち
逃
げ
す
る
こ
と
も
、
払
わ
な
い
で
逃

げ
る
こ
と
も
大
変
困
難
だ
。
実
は
ど
の
ユ
ー
ザ
ー
が
荒
い
運
転
を
す

る
か
、
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
も
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
、

つ
な
が
り
と
顕
名
性
の
中
で
は
、
必
ず
し
も
車
を
所
有
し
て
も
ら
わ

な
く
て
も
、
利
用
権
を
ラ
イ
セ
ン
ス
す
る
形
で
車
の
生
産
コ
ス
ト
を

回
収
す
る
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
が
コ
イ

ン
パ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
不
動
産
活
用
と
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

「
所
有
権
移
転
モ
デ
ル
か
ら

利
用
権
ラ
イ
セ
ン
ス
モ
デ
ル

へ
の
遷
移
」
は
、「
専
有
モ

デ
ル
か
ら
共
有
（
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
）
モ
デ
ル
へ
の
遷
移
」

と
い
う
と
ら
え
方
を
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
必
要
に
応
じ

て
必
要
な
も
の
の
利
用
権
を

ラ
イ
セ
ン
ス
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
も
専

有
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い

う
発
想
だ
。
昔
か
ら
存
在
す

る
考
え
方
で
は
あ
る
が
、
前

記
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の

レ
ン
タ
カ
ー
の
例
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
昨
今
の
つ
な
が

り
技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
適

用
範
囲
が
広
が
っ
て
き
て
い

る
。

　
電
力
や
ガ
ス
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
は
元
々
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
前
提
と
な

っ
て
い
る
仕
組
み
だ
が
、
そ
の
世
界
に
も
さ
ら
な
る
進
化
の
波
が
打

ち
寄
せ
て
き
て
い
る
。
電
力
業
界
に
お
け
る
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

な
ど
の
考
え
方
は
そ
の
一
例
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は
、
単
純
な
期
間

利
用
量
し
か
把
握
で
き
ず
、
大
ざ
っ
ぱ
な
料
金
設
定
し
か
で
き
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
れ
た
ス
マ
ー
ト
な
メ
ー

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
グ
リ
ッ
ド
全
体
の
利
用
量
情
報
が
利
用
者
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ピ
ー
ク
時
割

増
課
金
や
オ
フ
ピ
ー
ク
時
割
引
な
ど
を
き
め
細
か
く
行
っ
て
デ
マ
ン

ド
サ
イ
ド
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
概
念
を
少
し
広
く
と
ら
え
て
、
あ
る
製
品
の
製

品
寿
命
期
間
中
に
利
用
す
る
人
の
数
が
増
え
る
現
象
と
と
ら
え
る
と
、

昨
今
の
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
隆
盛
も
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ

ー
の
拡
大
の
一
現
象
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
書
籍

と
い
っ
た
伝
統
的
な
も
の
か
ら
、
電
気
製
品
や
衣
類
に
至
る
ま
で
、

今
や
買
い
取
り
ビ
ジ
ネ
ス
が
花
盛
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
リ
サ
イ

ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
隆
盛
の
背
後
に
も
情
報
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
、

需
要
と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
つ
な
が
り
の
経
済
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題

が
あ
る
。
こ
の
文
章
も
こ
こ
ま
で
読
ま
れ
た
方
は
、
全
て
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
さ
れ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
に
ど
ん
ど
ん
情
報
が
蓄
積

し
て
い
く
こ
と
に
、
気
持
ち
悪
さ
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
　
感
じ
て
当
然
で
あ
る
。
単
な
る
気
持
ち
悪
さ
を
超
え
て
、

た
と
え
ば
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
で
監
視
し
、
あ
る
日
あ
る
家
の
電
力

使
用
量
が
バ
ッ
タ
リ
落
ち
た
と
い
う
デ
ー
タ
は
、
恐
ら
く
そ
の
家
が

し
ば
ら
く
留
守
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
情
報

が
、
泥
棒
の
手
に
わ
た
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態
は
是
非
避
け
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
な
が
り
と
可
視
性
は
、
よ
い
こ
と
ば
か
り
で
は

な
い
。

　
つ
な
が
り
の
時
代
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
の
解
決
を
考
え
る
上
で
、

一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
が
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
実
は
、
筆
者
の
よ
う
に
何
で
も
つ
な
が

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
追
求
し

て
き
た
者
に
と
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
一
つ
の
ア
ン

チ
テ
ー
ゼ
で
も
あ
る
。
せ
っ
か
く
何
で
も
つ
な
が
る
よ
う
に
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
上
で
、
意
図
的
に
友
達
と
し
か
つ
な
が
ら
な
い
仕

組
み
や
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
検
索
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
情
報
の
空

間
を
構
築
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
感
慨
を
よ
そ
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
多
く
の

人
の
共
感
を
呼
ん
で
、
ブ
ロ

グ
な
ど
の
誰
で
も
見
ら
れ
る

環
境
に
は
載
せ
ら
れ
な
い
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
書
き
込
み
を

促
し
、
結
果
と
し
て
情
報
共

有
を
促
進
し
て
い
る
。「
許

し
あ
っ
た
仲
間
に
だ
け
見
え

る
」
空
間
の
半
閉
鎖
性
が
、

利
用
者
に
情
報
提
供
を
す
る

安
心
感
を
与
え
て
、
オ
ー
プ

ン
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
以
上
に

情
報
の
共
有
を
促
し
て
い
る

か
ら
だ
。

　
こ
れ
を
整
理
し
て
考
え
る
と
、

つ
な
が
る
時
代
に
は
、
誰
に

で
も
見
せ
る
「
公（public

）」

空
間
と
、
秘
匿
す
る
「
私

（private

）」
に
加
え
て
、
許

し
あ
っ
た
仲
間
に
見
せ
る「
共

（social

）」
空
間
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
（Chart 2

）。

　
共
空
間
は
必
ず
し
も
新
し

い
も
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
鉄
道
の
改
札
内
、
企
業
が
運
営
す
る

遊
園
地
の
う
ち
、
も
っ
と
古
く
に
は
鳥
居
に
区
切
ら
れ
た
神
社
の
境

内
、
な
ど
は
全
て
共
空
間
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
自
ら
の

意
思
に
よ
っ
て
立
ち
入
っ
た
人
は
、
行
動
を
把
握
さ
れ
て
管
理
さ
れ

る
こ
と
へ
の
許
諾
を
与
え
て
い
る
と
考
え
て
い
い
。
法
律
的
に
は
約

款
な
ど
の
「
契
約
」
行
為
に
よ
っ
て
、
共
空
間
を
利
用
し
、
そ
の
範

囲
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
を
提
供
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
今
日
の
ネ
ッ
ト
空
間
上
で
の
共
空
間
に
問
題
が
あ
る
と
す
る

と
、
知
ら
な
い
う
ち
に
約
款
な
ど
に
合
意
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
、

知
ら
な
い
う
ち
に
情
報
が
利
用
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

こ
と
で
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
部
分
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
な
が
る
時
代
に
お
い
て
、
集
ま
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
、
許
さ
れ
る
場
合
に
は
ど
ん
な
手
続
き
を
踏

む
必
要
が
あ
る
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
現
在
議
論
が

進
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
法
的
な
許
容
範
囲
の
議
論
以
前
に
、
つ

な
が
る
時
代
に
お
い
て
、
利
用
者
に
信
用
さ
れ
て
「
見
せ
て
も
ら
え

る
」
企
業
に
な
る
か
、
信
用
さ
れ
ず
に
「
見
せ
て
も
ら
え
な
い
」
企

業
に
転
落
す
る
か
は
、
地
図
を
持
っ
て
山
歩
き
を
す
る
か
、
持
た
な

い
で
す
る
か
く
ら
い
に
大
き
な
差
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
最
終
的
に
は
消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る
企
業
に
な
る
こ
と
が
最
重
要

な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
は
企
業
が
真
に
自
分
の
利

便
性
を
高
め
、
安
全
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
え
ば
、
驚
く
ほ
ど

あ
け
す
け
に
自
分
の
情
報
を
出
し
て
く
る
。
現
に
携
帯
電
話
会
社
は

通
話
を
つ
な
ぐ
た
め
に
常
に
わ
れ
わ
れ
の
居
場
所
を
把
握
し
て
い
る

が
、
犯
罪
者
で
も
な
い
限
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
の
こ
と
を
脅
威
に
感

じ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
な
が
ら
、
自

分
に
と
っ
て
便
利
な
機
能
は
提
供
し
て
く
れ
る
と
い
う
信
頼
が
成
立

し
て
い
る
か
ら
実
現
し
て
い
る
し
、
決
し
て
安
く
は
な
い
金
額
を
毎

月
払
い
続
け
て
い
る
の
も
、
そ
の
安
心
感
に
対
し
て
払
っ
て
い
る
部

分
が
大
き
い
。

　
利
用
者
に
信
頼
さ
れ
、
共
空
間
の
提
供
者
と
し
て
、
つ
な
が
る
経

済
の
土
台
を
担
う
企
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
し
、
そ
ん
な
企
業
が
強

く
な
る
時
代
が
来
て
い
る
と
思
う
。
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ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
、

ほ
ん
と
う
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
か
？

公
共
性
の
残
余
を
め
ぐ
る
考
察

大
澤 

真
幸

O
hsaw

a M
asachi

お
お
さ
わ
・
ま
さ
ち
／
社
会

学
博
士
。１
９
５
８
年
生
ま

れ
。著
書
に『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
由
来
』（
講
談
社
、毎
日

出
版
文
化
賞
）、『
不
可
能
性

の
時
代
』（
岩
波
新
書
）、共

著
に『
ふ
し
ぎ
な
キ
リ
ス
ト

教
』（
講
談
社
現
代
新
書
、新

書
大
賞
）、『
二
千
年
紀
の
社

会
と
思
想
』（
太
田
出
版
）な

ど
多
数
。

〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉

で
あ
る
と
き
、

人
は
最
も
自
由

つ
な
が
る
の
か
、断
ち
切
る
の
か

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
と
は
何
か
。
こ
こ
で
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
と
い
う
の
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
と
き
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
の「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」は
、ほ
ん
と
う
の〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉か
。

こ
れ
が
問
い
た
い
疑
問
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
問
い
が
成

り
立
つ
た
め
に
は
、〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
何
を

意
味
し
て
い
る
の
か
、
明
示
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の

点
は
、
す
ぐ
後
で
述
べ
る
が
、
そ
の
前
に
、
い
さ
さ
か
興
味
深
い
、

世
界
観
の
対
立
を
見
て
お
き
た
い
。

　
昨
２
０
１
３
年
、
日
本
の
思
想
界
で
は
、
ほ
ぼ
年
齢
の
等
し
い
ふ

た
り
の
若
手
の
、
つ
ま
り
30
歳
代
の
若
い
論
客
の
著
書
が
大
き
な
話

題
に
な
っ
た
。
鈴
木
け
ん健
の
『
な
め
ら
か
な
社
会
と
そ
の
敵
』（
勁
草

書
房
）
と
千
葉
雅
也
の
『
動
き
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
』（
河
出
書
房

新
社
）
で
あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
主
題
に
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
、
こ
れ
ら
哲
学
的
・
理
論
的
な
著
作
に
、
今
こ
こ
で
注
目

す
る
こ
と
に
は
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
る
。
両
者
が
と
も
に
、
ウ
ェ
ブ
、

と
り
わ
け
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
体
験
か
ら
、
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
な
が
ら
書
い
て
い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
だ
か
ら
だ
。

つ
ま
り
、
二
つ
の
著
作
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
る
若
い
世
代
の
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
な
体
験
を
、
哲
学
的
・
思

想
的
に
昇
華
し
た
表
現
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

注
目
す
べ
き
は
、
ふ
た
り
の
結
論
が
互
い
に
ま
っ
た
く
反
対
を
向
い

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
鈴
木
健
の
著
作
は
、「
な
め
ら
か
な
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
制
度
を
設
計
し
た
ら
よ
い
の
か
、
そ
の
基
本
を
大
胆
に

を
奨
励
し
て
い
た
の
だ
が
、
千
葉
の
方
は
逆
に
、
こ
う
言
う
。
切
断

せ
よ
、
と
。
孤
立
し
、
引
き
こ
も
っ
て
い
た
方
が
よ
い
、
と
言
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
接
続
過
剰
は
よ
く
な
い
、
適
度
に
切
断
せ
よ
、

あ
る
程
度
の
壁
を
設
け
よ
、
と
い
う
の
が
千
葉
の
結
論
で
あ
る
。
タ

イ
ト
ル
の
「
動
き
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
」
は
「
つ
な
が
り
す
ぎ
て
は

い
け
な
い
」
と
同
義
で
あ
る
。

　
ウ
ェ
ブ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
自
在
に
使
い
こ
な
し
て
き
た

と
思
わ
れ
る
、
同
世
代
の
ふ
た
り
の
学
者
は
、
正
反
対
の
結
論
に
到

達
し
た
。
こ
の
事
実
が
、
わ
れ
わ
れ
に
考
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
る
。
こ
の
点
に
は
、
あ
と
で
立
ち
戻
る
。

　
さ
て
、
冒
頭
の
問
い
に
戻

ろ
う
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
は

ほ
ん
と
う
に〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉

か
。
私
が
、
真
の
〈
ソ
ー
シ

ャ
ル
〉
と
見
な
し
て
い
る
こ

と
が
何
か
は
、カ
ン
ト
が「
け
い啓

 

も
う蒙

と
は
何
か
」
と
い
う
有
名

な
テ
ク
ス
ト
の
中
で
論
じ
て

い
る
こ
と
に
依
拠
し
て
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ン

ト
は
、こ
の
テ
ク
ス
ト
の
中
で
、「
理
性
の
私
的
使
用
／
公
共
的
使
用
」

と
い
う
区
別
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
カ
ン
ト
は
、「
私
的
／

公
共
的
」
と
い
う
対
照
を
、
普
通
の
語
法
と
は
反
対
に
使
っ
て
い
る
。

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
あ
る
人
が
何
ら
か
の
共
同
体
の
一
員
と
し
て
思

考
す
る
こ
と
、
た
と
え
ば
公
務
員
が
国
益
の
こ
と
を
思
っ
て
行
動
す

る
こ
と
は
、
理
性
の
私
的
使
用
に
属
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
理
性

の
公
共
的
使
用
と
は
、
す
べ
て
の
共
同
体
を
横
断
す
る
普
遍
性
に
基

づ
い
て
考
え
る
こ
と
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
（
世
界
市
民
）
と
し
て
思

考
す
る
こ
と
で
あ
る
。

提
案
し
て
い
る
。そ
の
制
度
の
中
に
は
、独
特
な
貨
幣
の
シ
ス
テ
ム
や
、

ざ
ん斬 

し
ん新
な
民
主
主
義
の
手
法
が
含
ま
れ
る
。
鈴
木
の
著
作
の
方
が
、
千

葉
の
そ
れ
よ
り
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と

の
関
係
は
強
い
。
思
い
切
っ
て
単
純
化
し
て
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
鈴

木
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、
ウ
ェ
ブ
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
現
実

の
世
界
に
転
換
さ
せ
た
よ
う
な
社
会
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
を
、

彼
は
「
な
め
ら
か
な
社
会
」
と
呼
ぶ
。
な
め
ら
か
な
社
会
と
は
、
壁

の
な
い
社
会
、
人
々
が
な
め
ら
か
に
ど
こ
ま
で
も
つ
な
が
っ
て
い
る

社
会
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
に
国
境
や
壁
が
な
い
よ
う
に
、
で
あ
る
。
し恣

 

い意
的
に
壁
が
設
定
さ
れ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、
壁
の
向
こ
う
側
の
人

を
と
り
た
て
て
憎
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
そ
の
人
た
ち
と

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
な
め
ら
か
な
社
会
と
は―

―

も

う
少
し
だ
け
て
い
ね
い
に
言
い
換
え
れ
ば―

―

そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
好

き
嫌
い
、
愛
憎
の
度
合
い
、
友
情
や
敵
意
の
配
分
を
正
確
に
反
映
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
社
会
の
こ
と
で
あ
る
。

　
千
葉
雅
也
の
著
書
は
、
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く
違
う
タ
イ
プ
の
本
だ
。

そ
れ
は
、
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
い
う
、
20
世
紀
後
半
に
活
躍
し
た

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
に
つ
い
て
解
釈
し
た
、
学
術
的
な
著
書
で
あ
る
。

ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
哲
学
の
あ
る
特
定
の
側
面
を
、
い
さ
さ
か
誇
張
し
て

解
釈
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
読
め
ば
、
千
葉
が
、
哲
学
（
史
）

の
研
究
者
と
し
て
一
流
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
こ
で
、
千
葉
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
哲
学
に
立
ち

入
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
解
釈
か
ら
導
か
れ
る
結
論
が
興
味

深
い
。
鈴
木
は
、
壁
を
設
け
ず
に
（
好
き
な
人
と
）
つ
な
が
る
こ
と

　
共
同
体
の
一
員
と
し
て
、
共
同
体
の
た
め
に
考
え
る
こ
と
が
、
ど

う
し
て
理
性
の
「
私
的
」
な
使
用
に
な
る
の
か
。
特
定
の
共
同
体
の

こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
理
性
を
私
的
に
使
用
す
る

と
き
、
人
は
、
自
分
が
好
き
だ
っ
た
り
、
自
分
と
利
害
を
と
も
に
す

る
仲
間
や
集
団
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、

こ
の
と
き
、
人
は
共
同
体
の
し
が
ら
み
の
中
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
公
共
的
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、「
ど
の
特

定
の
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
で
も
な
い
者
」
に
な
る
こ
と
を
含
意
し
て

い
る
の
で
、
あ
る
意
味
で
孤
独
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
、
人
は
、

普
遍
的
な
社
会
の
一
員
で
も
あ
る
。だ
か
ら
、公
共
的
と
さ
れ
る
の
だ
。

　
こ
こ
で
私
が
真
の
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
と
い
う
の
は
、
カ
ン
ト
の
「
公

共
的
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
公
共
的
で
あ
る
と
き
、
つ
ま
り
〈
ソ

ー
シ
ャ
ル
〉
で
あ
る
と
き
、
人
は
最
も
自
由
で
あ
る
。
共
同
体
の
し

が
ら
み
、
共
同
体
の
ル
ー
ル
や
規
範
、
共
同
体
の
「
空
気
」
に
支
配

さ
れ
ず
に
す
む
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
い
た
い
こ
と
は
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
〈
ソ

ー
シ
ャ
ル
〉
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、「
ソ
ー

シ
ャ
ル
」
に
は
少
な
く
と
も
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
へ
と
向
か
う
契
機
を

含
ん
で
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
鈴
木
健
の
「
な
め
ら
か
な
社
会
」
は
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉

な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
め
ら
か
な
社
会
は
、
共
同
体
を
隔
て
る

境
界
線
や
壁
の
な
い
社
会
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
無
限
に
切
れ
目
な
く

拡
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
。
そ
の
中
の
個
人
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
特
定

の
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
で
は
な
く
、
無
限
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
結
節
点
と
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
普
遍
的
な
社
会
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

的
な
一
員
と
し
て
ふ
る
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
な
め

ら
か
な
社
会
の
中
の
諸
個
人
は
、
定
義
上
、
カ
ン
ト
的
な
意
味
で
公

共
的
に
ふ
る
ま
い
、
考
え
て
い
る
、
と
見
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　
鈴
木
健
の
考
え
で
は
、
な
め
ら
か
な
社
会
は
現
実
に
は
ま
だ
存
在

し
な
い
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
形
成
す

る
関
係
性
の
中
に
は
、
そ
れ
に
近
い
も
の
が
す
で
に
お
お
む
ね
実
現

し
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
は
（
ほ
ぼ
）

な
め
ら
か
な
社
会
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

使
え
ば
、
人
は
、
原
則
的
に
は
誰
と
も
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
誰
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
誰
に
フ
ォ
ロ
ー

さ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
い
ず
れ
か
の
個
人
の
発
言
は
、
と
き
に
は
、

フ
ォ
ロ
ー
し
、
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
る
と
い
う
連
な
り
を
経
由
し
て
、
つ

ま
り
他
者
た
ち
に
次
々
と
引
用
さ
れ
反
復
さ
れ
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど

無
限
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
を
ど
こ
ま
で
も
拡
散
し
て
い
く
。
こ
の

よ
う
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
や
ウ
ェ
ブ
の
世
界
は
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
な
社
会
を
形
成
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
ほ
ん
も
の
の
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
と
認

定
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
だ
が
、
こ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
て
反
省
し
て
み
よ
う
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
に
参
加
す
る
と
、
人
は
、
次
々
と
入
っ
て
く
　
おる 

び
た夥 

だ
　し
い
量

の
情
報
が
気
に
な
る
。
情
報
を
追
い
か
け
た
り
、
読
ん
だ
り
す
る
の

に
忙
殺
さ
れ
る
の
だ
。
ま
た
、
自
分
の
発
言
や
つ
ぶ
や
き
が
読
ま
れ

て
い
る
の
か
、
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
、
反
復
さ
れ
た
り
引
用
さ
れ

た
り
し
て
い
る
の
か
、「
い
い
ね
！
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

要
す
る
に
、
総
じ
て
、
何
ら
か
の
意
味
で
自
分
が
承
認
さ
れ
て
い
る

の
か
ど
う
か
が
気
が
か
り
で
、
ほ
と
ん
ど
が
ま
ん
が
き
か
な
く
な
る
。

　
こ
れ
は
、
カ
ン
ト
が
「
公
共
的
」
と
い
う
語
で
指
し
示
し
て
い
た

状
態
と
は
、正
反
対
で
は
な
い
か
。理
性
を
公
共
的
に
使
用
す
る
者
は
、

普
遍
的
な
社
会
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
、
英
雄
的
な
孤
独
を
保
っ
て

も
い
る
。
そ
の
孤
独
が
彼
に
精
神
の
自
由
を
与
え
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
に
は
ま
っ
て
い
る
者
の
場
合
は
逆
で
あ
る
。
彼
ま
た
は
彼

女
は
、
多
す
ぎ
る
つ
な
が
り
、
過
剰
な
し
が
ら
み
に
が
ん
じ
が
ら
め

に
さ
れ
、
自
由
の
領
域
を
ど
ん
ど
ん
狭
め
て
し
ま
う
。

　
だ
か
ら
、
今
度
は
、
千
葉
雅
也
は
警
告
を
発
す
る
の
だ
。
適
度
に

切
断
し
な
さ
い
、
と
。
接
続
過
剰
は
よ
く
な
い
、
と
。
と
て
も
ま
っ

と
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
思
え
る
。
し
か
し
、
理
論
的
に
は
す
ぐ
に
反

論
し
た
く
な
る
。
な
ら
ば
、
ど
の
く
ら
い
が
適
切
な
水
準
な
の
か
。

過
剰
で
も
過
少
で
も
な
い
、ち
ょ
う
ど
よ
い
密
度
・
頻
度
の
接
続
と
は
、

ど
の
く
ら
い
の
こ
と
を
さ
す
の
か
。
切
断
せ
よ
、
と
言
っ
て
も
、
全

部
を
切
断
し
て
、完
全
に
引
き
こ
も
っ
て
し
ま
え
ば
、元
も
子
も
な
い
。

ど
の
く
ら
い
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、
何
人
く
ら
い
と
接
続
し
て
い
れ

ば
、「
ち
ょ
う
ど
よ
い
」
水
準
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
お
そ
ら
く
、
過
剰
で
も
過
少
で
も
な
い
、
適
切
な
レ
ベ
ル
の
接
続

な
ど
な
い
。
何
人
く
ら
い
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
、
ど

の
程
度
の
頻
度
で
投
稿
し
た
り
発
言
し
た
り
す
る
の
が
適
切
だ
、
な

ど
と
い
う
水
準
は
、
ど
こ
に
も
な
い
の
だ
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
接
続
は
、
過
剰
か
過
少
か
の
い
ず
れ
か
し
か
な
い
。
と
き
に
は

―
―

論
理
的
に
は
奇
妙
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が―

―

過
剰
と

過
少
が
同
時
に
感
じ
ら
れ
さ
え
す
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
始
め
た
と
き
に
は
、
ま
だ
接
続
の
数
が
少
な
す
ぎ

て
、
寂
し
く
感
じ
る
。
そ
こ
で
フ
ォ
ロ
ー
を
増
や
し
た
り
し
て
、
接

続
の
密
度
や
量
を
上
げ
て
い
く
と
、
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
過
剰

に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
と
き
に
は
、
わ
ず
ら
わ
し
い
ほ
ど
に
過
剰
な

の
に
、
同
時
に
、「
ま
だ
足
り
な
い
」
と
い
う
寂
し
さ
を
も
感
じ
る

こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
過
剰
な
の
に
過
少
な
の
だ
。
適
切
な
水
準

だ
け
が
存
在
し
な
い
。

　
そ
も
そ
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
は
ほ
ん

と
う
の
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
に
な
り
う
る
の
か
、
と
い
う
問
題
設
定
と

の
関
係
で
言
え
ば
、
適
当
な
と
こ
ろ
で
切
断
し
て
し
ま
え
、
と
い
う

千
葉
の
方
法
は
、
最
初
か
ら
失
格
で
あ
る
。〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
で
あ

る
こ
と
、
公
共
的
で
あ
る
こ
と
は
、
ど
こ
に
も
恣
意
的
に
切
断
す
る

壁
が
な
い
、
普
遍
的
に
包
括
的
な
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ど
こ
か
で
切
断
し
て
、
あ
る
範
囲
の
仲

間
を
囲
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
、
定
義
上
、〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
な

世
界
と
は
言
え
な
い
。

　
以
上
か
ら
導
か
れ
る
結
論
は
、こ
う
な
る
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」は〈
ソ

ー
シ
ャ
ル
〉
に
は
な
っ
て
い
な
い
、
と
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が

形
成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
確
か
に
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
カ
ン
ト
の
意
味
で
の
公
共
的
空
間
で
は
な
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
は
、
カ
ン
ト
的
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、

巨
大
だ
が
私
的
な
共
同
体
、
大
き
な
「
仲
間
内
」
で
あ
る
。
壁
が
見
え

な
い
ほ
ど
大
き
く
、
ど
こ
ま
で
も
な
め
ら
か
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
、
私
的
な
共
同
体
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

　
さ
て
、そ
う
す
る
と
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
形
成
す
る
世
界
に
、

公
共
性
を
、
つ
ま
り
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
な
も
の
を
期
待
す
る
の
は
、

そ
も
そ
も
見
当
違
い
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う

し
た
も
の
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
は
原
理
的
に
実
現
不
可
能

だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
は
ら
む
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
潜
在
的
な
可
能

性
）
の
中
に
は
、〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
の
た
め
の
残
余
が
あ
る
の
だ
。

ど
こ
に
そ
ん
な
残
余
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
か
。

　
鈴
木
健
と
千
葉
雅
也
の
両
方
の
議
論
に
よ
っ
て
取
り
残
さ
れ
た
論

理
的
な
可
能
性
に
、
で
あ
る
。
両
者
に
と
っ
て
盲
点
に
な
っ
て
い
る

領
域
が
あ
る
。
一
方
に
、
切
断
す
る
壁
や
境
界
線
が
な
い
世
界
が
あ

る
（
鈴
木
健
）。
他
方
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
あ
る
い
は
と
き

ど
き
切
断
が
入
る
世
界
が
あ
る
（
千
葉
雅
也
）。
こ
の
二
つ
で
、
論

理
的
な
可
能
性
は
尽
き
て
い
る
は
ず
で
は
な
い
か
。
ど
こ
に
余
り
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
こ
か
で

切
断
し
、
壁
を
設
定
す
る
と
考
え
て
み
よ
。
こ
の
と
き
、
わ
れ
わ
れ

は
普
通
、壁
の
内
側
の
人
た
ち
と
だ
け
交
流
し
、彼
ら
と
親
密
に
な
る
。

壁
の
内
側
は
、（
私
的
な
）
共
同
体
で
あ
る
。
こ
の
壁
を
無
限
遠
に

設
定
す
れ
ば
、
鈴
木
健
の
「
な
め
ら
か
な
社
会
」
に
な
り
、
近
く
に

設
定
す
れ
ば
、
千
葉
雅
也
の
世
界
に
な
る
。

　
だ
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
壁
を
設
定
し
た

上
で
、
そ
の
内
側
で
は
な
く
、
外
側
の
者
と
交
流
す
る
と
し
た
ら
。

内
側
を
優
先
さ
せ
れ
ば
、
私
的
な
共
同
体
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

外
側
と
の
関
係
を
優
先
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
公
共
的
で

あ
り
、〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
で
は
な
い
か
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
ま
り
に
抽
象
的
な
主
張
だ
と
思
わ
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
ひ
と
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
て
お
こ
う
。
ハ
ン

ガ
リ
ー
出
身
の
作
家
、
ア
ゴ
タ
・
ク
リ
ス
ト
フ
に
『
悪
童
日
記
』
と

い
う
小
説
が
あ
る
。
こ
の
小
説
の
主
人
公
は
、
不
気
味
な
幼
い
双
子

で
あ
る
。
小
説
は
、
こ
の
双
子
の
一
人
称
（
ぼ
く
ら
）
の
語
り
に
な

っ
て
い
る
。
双
子
は
、
冷
酷
で
、
普
通
に
考
え
る
と
、「
こ
ん
な
悪

い
子
は
い
な
い
」
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
反
道
徳
的
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

嘘
を
つ
き
、他
人
を
脅
迫
し
、殺
人
す
ら
犯
す
。だ
が
、私
の
考
え
で
は
、

こ
の
残
酷
な
双
子
が
他
者
（
た
ち
）
と
と
り
も
つ
関
係
は
、〈
ソ
ー

シ
ャ
ル
〉
と
い
う
こ
と
の
純
粋
な
実
例
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
。
双
子
は
、
司
祭
の
や
し
き邸
の
女
中

と
仲
が
よ
い
。
女
中
は
官
能
的
な
若
い
娘
で
、
双
子
は
、
女
中
と
少

し
ば
か
り
エ
ロ
チ
ッ
ク
な
遊
び
を
し
た
り
し
て
い
る
。
あ
る
と
き
、

そ
の
女
中
の
前
を
、
強
制
収
容
所
へ
と
連
行
さ
れ
て
い
く
ユ
ダ
ヤ
人

た
ち
の
列
が
通
っ
た
。
飢
え
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
一
人
が
、「
パ
ン
を
」

と
言
っ
て
、
女
中
に
食
物
を
こ乞
う
た
。
女
中
は
与
え
る
ふ
り
を
し
て
、

パ
ン
を
差
し
出
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
も
う
少
し
で
そ
れ
を
つ
か
み
か
け

た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
パ
ン
を
さ
っ
と
引
き
、
自
分
の
口
に
放
り
込
ん

だ
の
だ
。「
あ
た
し
だ
っ
て
腹
ぺ
こ
な
の
！
」
と
言
っ
て
。
こ
れ
を

目
撃
し
て
い
た
双
子
は
、
女
中
を
罰
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
暖
炉
用

の
ま
き薪

の
中
に
火
薬
を
混
ぜ
て
お
い
た
の
だ
。
女
中
が
暖
炉
に
火
を
つ

け
た
と
た
ん
に
、
そ
れ
が
爆
発
し
て
、
彼
女
の
顔
は
、
や
け
ど

火
傷
で
ひ
ど

く
醜
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。こ
れ
に
対
し
て
、双
子
が
言
っ
た
。

「
彼
女
は
死
な
ず
に
す
ん
で
、
幸
運
だ
っ
た
ね
」

　
双
子
の
視
点
か
ら
と
ら
え
た
と
き
、
普
段
は
親
密
に
し
て
い
る
女

中
は
、
言
わ
ば
、
壁
の
内
側
の
人
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ユ
ダ

ヤ
人
は
、壁
の
外
側
の
他
者
だ
。双
子
は
、壁
の
内
側
の
仲
間
よ
り
も
、

外
側
の
他
者
と
の
関
係
を
優
先
さ
せ
て
い
る
。
双
子
は
、
ユ
ダ
ヤ
人

に
親
し
み
を
感
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
親
密
な
感
情
は
、
む
し
ろ
女

中
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
。
親
密
な
他
者
を
も
平
気
で
罰
す
る
残
酷

さ
、
い
か
な
る
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
思
い
と
も
無
関
係
な
、
壁
の
向

こ
う
の
他
者
へ
の
冷
静
な
愛
。
私
の
考
え
で
は
、
こ
れ
が
〈
ソ
ー
シ

ャ
ル
〉
と
い
う
こ
と
の
実
例
で
あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
や
ウ

ェ
ブ
に
、こ
う
し
た
関
係
性
を
実
現
す
る
力
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。あ
る
、

と
私
は
確
信
し
て
い
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
つ
な
が
り
、

壁
や
境
界
が
取
り
払
わ
れ
た

「
な
め
ら
か
な
社
会
」か
。

は
た
ま
た
、適
度
な
壁
を
設
け
た

「
つ
な
が
り
す
ぎ
な
い
」社
会
か
。

ど
ち
ら
を
め
ざ
せ
ば
、自
由
な

精
神
が
棲
む
、

真
に〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉な

社
会
が
実
現
す
る
の
だ
ろ
う
。
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ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
持
つ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ルへの
期
待

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
と
は
何
か
。
こ
こ
で
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
と
い
う
の
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
と
き
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
の「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」は
、ほ
ん
と
う
の〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉か
。

こ
れ
が
問
い
た
い
疑
問
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
問
い
が
成

り
立
つ
た
め
に
は
、〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
何
を

意
味
し
て
い
る
の
か
、
明
示
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の

点
は
、
す
ぐ
後
で
述
べ
る
が
、
そ
の
前
に
、
い
さ
さ
か
興
味
深
い
、

世
界
観
の
対
立
を
見
て
お
き
た
い
。

　
昨
２
０
１
３
年
、
日
本
の
思
想
界
で
は
、
ほ
ぼ
年
齢
の
等
し
い
ふ

た
り
の
若
手
の
、
つ
ま
り
30
歳
代
の
若
い
論
客
の
著
書
が
大
き
な
話

題
に
な
っ
た
。
鈴
木
け
ん健
の
『
な
め
ら
か
な
社
会
と
そ
の
敵
』（
勁
草

書
房
）
と
千
葉
雅
也
の
『
動
き
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
』（
河
出
書
房

新
社
）
で
あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
主
題
に
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
、
こ
れ
ら
哲
学
的
・
理
論
的
な
著
作
に
、
今
こ
こ
で
注
目

す
る
こ
と
に
は
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
る
。
両
者
が
と
も
に
、
ウ
ェ
ブ
、

と
り
わ
け
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
体
験
か
ら
、
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
な
が
ら
書
い
て
い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
だ
か
ら
だ
。

つ
ま
り
、
二
つ
の
著
作
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
る
若
い
世
代
の
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
な
体
験
を
、
哲
学
的
・
思

想
的
に
昇
華
し
た
表
現
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

注
目
す
べ
き
は
、
ふ
た
り
の
結
論
が
互
い
に
ま
っ
た
く
反
対
を
向
い

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
鈴
木
健
の
著
作
は
、「
な
め
ら
か
な
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
制
度
を
設
計
し
た
ら
よ
い
の
か
、
そ
の
基
本
を
大
胆
に

を
奨
励
し
て
い
た
の
だ
が
、
千
葉
の
方
は
逆
に
、
こ
う
言
う
。
切
断

せ
よ
、
と
。
孤
立
し
、
引
き
こ
も
っ
て
い
た
方
が
よ
い
、
と
言
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
接
続
過
剰
は
よ
く
な
い
、
適
度
に
切
断
せ
よ
、

あ
る
程
度
の
壁
を
設
け
よ
、
と
い
う
の
が
千
葉
の
結
論
で
あ
る
。
タ

イ
ト
ル
の
「
動
き
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
」
は
「
つ
な
が
り
す
ぎ
て
は

い
け
な
い
」
と
同
義
で
あ
る
。

　
ウ
ェ
ブ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
自
在
に
使
い
こ
な
し
て
き
た

と
思
わ
れ
る
、
同
世
代
の
ふ
た
り
の
学
者
は
、
正
反
対
の
結
論
に
到

達
し
た
。
こ
の
事
実
が
、
わ
れ
わ
れ
に
考
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
る
。
こ
の
点
に
は
、
あ
と
で
立
ち
戻
る
。

　
さ
て
、
冒
頭
の
問
い
に
戻

ろ
う
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
は

ほ
ん
と
う
に〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉

か
。
私
が
、
真
の
〈
ソ
ー
シ

ャ
ル
〉
と
見
な
し
て
い
る
こ

と
が
何
か
は
、カ
ン
ト
が「
け
い啓

 

も
う蒙

と
は
何
か
」
と
い
う
有
名

な
テ
ク
ス
ト
の
中
で
論
じ
て

い
る
こ
と
に
依
拠
し
て
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ン

ト
は
、こ
の
テ
ク
ス
ト
の
中
で
、「
理
性
の
私
的
使
用
／
公
共
的
使
用
」

と
い
う
区
別
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
カ
ン
ト
は
、「
私
的
／

公
共
的
」
と
い
う
対
照
を
、
普
通
の
語
法
と
は
反
対
に
使
っ
て
い
る
。

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
あ
る
人
が
何
ら
か
の
共
同
体
の
一
員
と
し
て
思

考
す
る
こ
と
、
た
と
え
ば
公
務
員
が
国
益
の
こ
と
を
思
っ
て
行
動
す

る
こ
と
は
、
理
性
の
私
的
使
用
に
属
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
理
性

の
公
共
的
使
用
と
は
、
す
べ
て
の
共
同
体
を
横
断
す
る
普
遍
性
に
基

づ
い
て
考
え
る
こ
と
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
（
世
界
市
民
）
と
し
て
思

考
す
る
こ
と
で
あ
る
。

提
案
し
て
い
る
。そ
の
制
度
の
中
に
は
、独
特
な
貨
幣
の
シ
ス
テ
ム
や
、

ざ
ん斬 

し
ん新
な
民
主
主
義
の
手
法
が
含
ま
れ
る
。
鈴
木
の
著
作
の
方
が
、
千

葉
の
そ
れ
よ
り
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と

の
関
係
は
強
い
。
思
い
切
っ
て
単
純
化
し
て
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
鈴

木
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、
ウ
ェ
ブ
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
現
実

の
世
界
に
転
換
さ
せ
た
よ
う
な
社
会
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
を
、

彼
は
「
な
め
ら
か
な
社
会
」
と
呼
ぶ
。
な
め
ら
か
な
社
会
と
は
、
壁

の
な
い
社
会
、
人
々
が
な
め
ら
か
に
ど
こ
ま
で
も
つ
な
が
っ
て
い
る

社
会
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
に
国
境
や
壁
が
な
い
よ
う
に
、
で
あ
る
。
し恣

 

い意
的
に
壁
が
設
定
さ
れ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、
壁
の
向
こ
う
側
の
人

を
と
り
た
て
て
憎
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
そ
の
人
た
ち
と

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
な
め
ら
か
な
社
会
と
は―

―

も

う
少
し
だ
け
て
い
ね
い
に
言
い
換
え
れ
ば―

―

そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
好

き
嫌
い
、
愛
憎
の
度
合
い
、
友
情
や
敵
意
の
配
分
を
正
確
に
反
映
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
社
会
の
こ
と
で
あ
る
。

　
千
葉
雅
也
の
著
書
は
、
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く
違
う
タ
イ
プ
の
本
だ
。

そ
れ
は
、
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
い
う
、
20
世
紀
後
半
に
活
躍
し
た

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
に
つ
い
て
解
釈
し
た
、
学
術
的
な
著
書
で
あ
る
。

ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
哲
学
の
あ
る
特
定
の
側
面
を
、
い
さ
さ
か
誇
張
し
て

解
釈
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
読
め
ば
、
千
葉
が
、
哲
学
（
史
）

の
研
究
者
と
し
て
一
流
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
こ
で
、
千
葉
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
哲
学
に
立
ち

入
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
解
釈
か
ら
導
か
れ
る
結
論
が
興
味

深
い
。
鈴
木
は
、
壁
を
設
け
ず
に
（
好
き
な
人
と
）
つ
な
が
る
こ
と

　
共
同
体
の
一
員
と
し
て
、
共
同
体
の
た
め
に
考
え
る
こ
と
が
、
ど

う
し
て
理
性
の
「
私
的
」
な
使
用
に
な
る
の
か
。
特
定
の
共
同
体
の

こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
理
性
を
私
的
に
使
用
す
る

と
き
、
人
は
、
自
分
が
好
き
だ
っ
た
り
、
自
分
と
利
害
を
と
も
に
す

る
仲
間
や
集
団
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、

こ
の
と
き
、
人
は
共
同
体
の
し
が
ら
み
の
中
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
公
共
的
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、「
ど
の
特

定
の
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
で
も
な
い
者
」
に
な
る
こ
と
を
含
意
し
て

い
る
の
で
、
あ
る
意
味
で
孤
独
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
、
人
は
、

普
遍
的
な
社
会
の
一
員
で
も
あ
る
。だ
か
ら
、公
共
的
と
さ
れ
る
の
だ
。

　
こ
こ
で
私
が
真
の
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
と
い
う
の
は
、
カ
ン
ト
の
「
公

共
的
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
公
共
的
で
あ
る
と
き
、
つ
ま
り
〈
ソ

ー
シ
ャ
ル
〉
で
あ
る
と
き
、
人
は
最
も
自
由
で
あ
る
。
共
同
体
の
し

が
ら
み
、
共
同
体
の
ル
ー
ル
や
規
範
、
共
同
体
の
「
空
気
」
に
支
配

さ
れ
ず
に
す
む
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
い
た
い
こ
と
は
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
〈
ソ

ー
シ
ャ
ル
〉
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、「
ソ
ー

シ
ャ
ル
」
に
は
少
な
く
と
も
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
へ
と
向
か
う
契
機
を

含
ん
で
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
鈴
木
健
の
「
な
め
ら
か
な
社
会
」
は
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉

な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
め
ら
か
な
社
会
は
、
共
同
体
を
隔
て
る

境
界
線
や
壁
の
な
い
社
会
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
無
限
に
切
れ
目
な
く

拡
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
。
そ
の
中
の
個
人
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
特
定

の
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
で
は
な
く
、
無
限
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
結
節
点
と
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
普
遍
的
な
社
会
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

的
な
一
員
と
し
て
ふ
る
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
な
め

ら
か
な
社
会
の
中
の
諸
個
人
は
、
定
義
上
、
カ
ン
ト
的
な
意
味
で
公

共
的
に
ふ
る
ま
い
、
考
え
て
い
る
、
と
見
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　
鈴
木
健
の
考
え
で
は
、
な
め
ら
か
な
社
会
は
現
実
に
は
ま
だ
存
在

し
な
い
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
形
成
す

る
関
係
性
の
中
に
は
、
そ
れ
に
近
い
も
の
が
す
で
に
お
お
む
ね
実
現

し
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
は
（
ほ
ぼ
）

な
め
ら
か
な
社
会
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

使
え
ば
、
人
は
、
原
則
的
に
は
誰
と
も
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
誰
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
誰
に
フ
ォ
ロ
ー

さ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
い
ず
れ
か
の
個
人
の
発
言
は
、
と
き
に
は
、

フ
ォ
ロ
ー
し
、
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
る
と
い
う
連
な
り
を
経
由
し
て
、
つ

ま
り
他
者
た
ち
に
次
々
と
引
用
さ
れ
反
復
さ
れ
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど

無
限
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
を
ど
こ
ま
で
も
拡
散
し
て
い
く
。
こ
の

よ
う
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
や
ウ
ェ
ブ
の
世
界
は
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
な
社
会
を
形
成
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
ほ
ん
も
の
の
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
と
認

定
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
だ
が
、
こ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
て
反
省
し
て
み
よ
う
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
に
参
加
す
る
と
、
人
は
、
次
々
と
入
っ
て
く
　
おる 

び
た夥 

だ
　し
い
量

の
情
報
が
気
に
な
る
。
情
報
を
追
い
か
け
た
り
、
読
ん
だ
り
す
る
の

に
忙
殺
さ
れ
る
の
だ
。
ま
た
、
自
分
の
発
言
や
つ
ぶ
や
き
が
読
ま
れ

て
い
る
の
か
、
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
、
反
復
さ
れ
た
り
引
用
さ
れ

た
り
し
て
い
る
の
か
、「
い
い
ね
！
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

要
す
る
に
、
総
じ
て
、
何
ら
か
の
意
味
で
自
分
が
承
認
さ
れ
て
い
る

の
か
ど
う
か
が
気
が
か
り
で
、
ほ
と
ん
ど
が
ま
ん
が
き
か
な
く
な
る
。

　
こ
れ
は
、
カ
ン
ト
が
「
公
共
的
」
と
い
う
語
で
指
し
示
し
て
い
た

状
態
と
は
、正
反
対
で
は
な
い
か
。理
性
を
公
共
的
に
使
用
す
る
者
は
、

普
遍
的
な
社
会
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
、
英
雄
的
な
孤
独
を
保
っ
て

も
い
る
。
そ
の
孤
独
が
彼
に
精
神
の
自
由
を
与
え
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
に
は
ま
っ
て
い
る
者
の
場
合
は
逆
で
あ
る
。
彼
ま
た
は
彼

女
は
、
多
す
ぎ
る
つ
な
が
り
、
過
剰
な
し
が
ら
み
に
が
ん
じ
が
ら
め

に
さ
れ
、
自
由
の
領
域
を
ど
ん
ど
ん
狭
め
て
し
ま
う
。

　
だ
か
ら
、
今
度
は
、
千
葉
雅
也
は
警
告
を
発
す
る
の
だ
。
適
度
に

切
断
し
な
さ
い
、
と
。
接
続
過
剰
は
よ
く
な
い
、
と
。
と
て
も
ま
っ

と
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
思
え
る
。
し
か
し
、
理
論
的
に
は
す
ぐ
に
反

論
し
た
く
な
る
。
な
ら
ば
、
ど
の
く
ら
い
が
適
切
な
水
準
な
の
か
。

過
剰
で
も
過
少
で
も
な
い
、ち
ょ
う
ど
よ
い
密
度
・
頻
度
の
接
続
と
は
、

ど
の
く
ら
い
の
こ
と
を
さ
す
の
か
。
切
断
せ
よ
、
と
言
っ
て
も
、
全

部
を
切
断
し
て
、完
全
に
引
き
こ
も
っ
て
し
ま
え
ば
、元
も
子
も
な
い
。

ど
の
く
ら
い
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、
何
人
く
ら
い
と
接
続
し
て
い
れ

ば
、「
ち
ょ
う
ど
よ
い
」
水
準
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
お
そ
ら
く
、
過
剰
で
も
過
少
で
も
な
い
、
適
切
な
レ
ベ
ル
の
接
続

な
ど
な
い
。
何
人
く
ら
い
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
、
ど

の
程
度
の
頻
度
で
投
稿
し
た
り
発
言
し
た
り
す
る
の
が
適
切
だ
、
な

ど
と
い
う
水
準
は
、
ど
こ
に
も
な
い
の
だ
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
接
続
は
、
過
剰
か
過
少
か
の
い
ず
れ
か
し
か
な
い
。
と
き
に
は

―
―

論
理
的
に
は
奇
妙
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が―

―

過
剰
と

過
少
が
同
時
に
感
じ
ら
れ
さ
え
す
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
始
め
た
と
き
に
は
、
ま
だ
接
続
の
数
が
少
な
す
ぎ

て
、
寂
し
く
感
じ
る
。
そ
こ
で
フ
ォ
ロ
ー
を
増
や
し
た
り
し
て
、
接

続
の
密
度
や
量
を
上
げ
て
い
く
と
、
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
過
剰

に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
と
き
に
は
、
わ
ず
ら
わ
し
い
ほ
ど
に
過
剰
な

の
に
、
同
時
に
、「
ま
だ
足
り
な
い
」
と
い
う
寂
し
さ
を
も
感
じ
る

こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
過
剰
な
の
に
過
少
な
の
だ
。
適
切
な
水
準

だ
け
が
存
在
し
な
い
。

　
そ
も
そ
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
は
ほ
ん

と
う
の
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
に
な
り
う
る
の
か
、
と
い
う
問
題
設
定
と

の
関
係
で
言
え
ば
、
適
当
な
と
こ
ろ
で
切
断
し
て
し
ま
え
、
と
い
う

千
葉
の
方
法
は
、
最
初
か
ら
失
格
で
あ
る
。〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
で
あ

る
こ
と
、
公
共
的
で
あ
る
こ
と
は
、
ど
こ
に
も
恣
意
的
に
切
断
す
る

壁
が
な
い
、
普
遍
的
に
包
括
的
な
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ど
こ
か
で
切
断
し
て
、
あ
る
範
囲
の
仲

間
を
囲
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
、
定
義
上
、〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
な

世
界
と
は
言
え
な
い
。

　
以
上
か
ら
導
か
れ
る
結
論
は
、こ
う
な
る
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」は〈
ソ

ー
シ
ャ
ル
〉
に
は
な
っ
て
い
な
い
、
と
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が

形
成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
確
か
に
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
カ
ン
ト
の
意
味
で
の
公
共
的
空
間
で
は
な
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
は
、
カ
ン
ト
的
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、

巨
大
だ
が
私
的
な
共
同
体
、
大
き
な
「
仲
間
内
」
で
あ
る
。
壁
が
見
え

な
い
ほ
ど
大
き
く
、
ど
こ
ま
で
も
な
め
ら
か
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
、
私
的
な
共
同
体
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

　
さ
て
、そ
う
す
る
と
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
形
成
す
る
世
界
に
、

公
共
性
を
、
つ
ま
り
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
な
も
の
を
期
待
す
る
の
は
、

そ
も
そ
も
見
当
違
い
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う

し
た
も
の
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
は
原
理
的
に
実
現
不
可
能

だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
は
ら
む
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
潜
在
的
な
可
能

性
）
の
中
に
は
、〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
の
た
め
の
残
余
が
あ
る
の
だ
。

ど
こ
に
そ
ん
な
残
余
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
か
。

　
鈴
木
健
と
千
葉
雅
也
の
両
方
の
議
論
に
よ
っ
て
取
り
残
さ
れ
た
論

理
的
な
可
能
性
に
、
で
あ
る
。
両
者
に
と
っ
て
盲
点
に
な
っ
て
い
る

領
域
が
あ
る
。
一
方
に
、
切
断
す
る
壁
や
境
界
線
が
な
い
世
界
が
あ

る
（
鈴
木
健
）。
他
方
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
あ
る
い
は
と
き

ど
き
切
断
が
入
る
世
界
が
あ
る
（
千
葉
雅
也
）。
こ
の
二
つ
で
、
論

理
的
な
可
能
性
は
尽
き
て
い
る
は
ず
で
は
な
い
か
。
ど
こ
に
余
り
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
こ
か
で

切
断
し
、
壁
を
設
定
す
る
と
考
え
て
み
よ
。
こ
の
と
き
、
わ
れ
わ
れ

は
普
通
、壁
の
内
側
の
人
た
ち
と
だ
け
交
流
し
、彼
ら
と
親
密
に
な
る
。

壁
の
内
側
は
、（
私
的
な
）
共
同
体
で
あ
る
。
こ
の
壁
を
無
限
遠
に

設
定
す
れ
ば
、
鈴
木
健
の
「
な
め
ら
か
な
社
会
」
に
な
り
、
近
く
に

設
定
す
れ
ば
、
千
葉
雅
也
の
世
界
に
な
る
。

　
だ
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
壁
を
設
定
し
た

上
で
、
そ
の
内
側
で
は
な
く
、
外
側
の
者
と
交
流
す
る
と
し
た
ら
。

内
側
を
優
先
さ
せ
れ
ば
、
私
的
な
共
同
体
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

外
側
と
の
関
係
を
優
先
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
公
共
的
で

あ
り
、〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
〉
で
は
な
い
か
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
ま
り
に
抽
象
的
な
主
張
だ
と
思
わ
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
ひ
と
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
て
お
こ
う
。
ハ
ン

ガ
リ
ー
出
身
の
作
家
、
ア
ゴ
タ
・
ク
リ
ス
ト
フ
に
『
悪
童
日
記
』
と

い
う
小
説
が
あ
る
。
こ
の
小
説
の
主
人
公
は
、
不
気
味
な
幼
い
双
子

で
あ
る
。
小
説
は
、
こ
の
双
子
の
一
人
称
（
ぼ
く
ら
）
の
語
り
に
な

っ
て
い
る
。
双
子
は
、
冷
酷
で
、
普
通
に
考
え
る
と
、「
こ
ん
な
悪

い
子
は
い
な
い
」
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
反
道
徳
的
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

嘘
を
つ
き
、他
人
を
脅
迫
し
、殺
人
す
ら
犯
す
。だ
が
、私
の
考
え
で
は
、

こ
の
残
酷
な
双
子
が
他
者
（
た
ち
）
と
と
り
も
つ
関
係
は
、〈
ソ
ー

シ
ャ
ル
〉
と
い
う
こ
と
の
純
粋
な
実
例
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
。
双
子
は
、
司
祭
の
や
し
き邸
の
女
中

と
仲
が
よ
い
。
女
中
は
官
能
的
な
若
い
娘
で
、
双
子
は
、
女
中
と
少

し
ば
か
り
エ
ロ
チ
ッ
ク
な
遊
び
を
し
た
り
し
て
い
る
。
あ
る
と
き
、

そ
の
女
中
の
前
を
、
強
制
収
容
所
へ
と
連
行
さ
れ
て
い
く
ユ
ダ
ヤ
人

た
ち
の
列
が
通
っ
た
。
飢
え
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
一
人
が
、「
パ
ン
を
」

と
言
っ
て
、
女
中
に
食
物
を
こ乞
う
た
。
女
中
は
与
え
る
ふ
り
を
し
て
、

パ
ン
を
差
し
出
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
も
う
少
し
で
そ
れ
を
つ
か
み
か
け

た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
パ
ン
を
さ
っ
と
引
き
、
自
分
の
口
に
放
り
込
ん

だ
の
だ
。「
あ
た
し
だ
っ
て
腹
ぺ
こ
な
の
！
」
と
言
っ
て
。
こ
れ
を

目
撃
し
て
い
た
双
子
は
、
女
中
を
罰
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
暖
炉
用

の
ま
き薪

の
中
に
火
薬
を
混
ぜ
て
お
い
た
の
だ
。
女
中
が
暖
炉
に
火
を
つ

け
た
と
た
ん
に
、
そ
れ
が
爆
発
し
て
、
彼
女
の
顔
は
、
や
け
ど

火
傷
で
ひ
ど

く
醜
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。こ
れ
に
対
し
て
、双
子
が
言
っ
た
。

「
彼
女
は
死
な
ず
に
す
ん
で
、
幸
運
だ
っ
た
ね
」

　
双
子
の
視
点
か
ら
と
ら
え
た
と
き
、
普
段
は
親
密
に
し
て
い
る
女

中
は
、
言
わ
ば
、
壁
の
内
側
の
人
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ユ
ダ

ヤ
人
は
、壁
の
外
側
の
他
者
だ
。双
子
は
、壁
の
内
側
の
仲
間
よ
り
も
、

外
側
の
他
者
と
の
関
係
を
優
先
さ
せ
て
い
る
。
双
子
は
、
ユ
ダ
ヤ
人

に
親
し
み
を
感
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
親
密
な
感
情
は
、
む
し
ろ
女

中
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
。
親
密
な
他
者
を
も
平
気
で
罰
す
る
残
酷

さ
、
い
か
な
る
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
思
い
と
も
無
関
係
な
、
壁
の
向

こ
う
の
他
者
へ
の
冷
静
な
愛
。
私
の
考
え
で
は
、
こ
れ
が
〈
ソ
ー
シ

ャ
ル
〉
と
い
う
こ
と
の
実
例
で
あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
や
ウ

ェ
ブ
に
、こ
う
し
た
関
係
性
を
実
現
す
る
力
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。あ
る
、

と
私
は
確
信
し
て
い
る
。
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１
９
９
０
年
代
後
半
以
降
、
日
本
で
は
、
経
済
的
格
差
の
拡
大
や

生
活
保
護
受
給
者
の
増
加
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
社
会
問
題
が
登
場
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、
長
期
失
業
、
不

安
定
雇
用
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
ひ
き
こ
も
り
、
母
子
世
帯
の
生
活
苦
、
子

ど
も
の
貧
困
、
高
齢
単
身
世
帯
の
社
会
的
孤
立
、
精
神
疾
患
、
自
殺

問
題
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
２
０
０
０
年

に
入
っ
て
以
降
、「
社
会
的
排
除
」そ
し
て
対
と
な
る「
社
会
的
包
摂
」

と
い
う
用
語
が
、
社
会
問
題
に
か
か
わ
る
研
究
者
や
活
動
家
に
よ
っ

て
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、「
社

会
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
さ
」
や
「
社
会
保
障
な
ど
の
公
的
支
援
制

度
か
ら
漏
れ
落
ち
て
い
る
こ
と
」
な
ど
、
現
代
の
社
会
問
題
の
全
体

的
な
特
徴
が
、
こ
の
用
語
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
で
あ
り
、
こ
こ
に
新
し
い
社
会
問
題
を
発
見
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
社
会
的
排
除
／
包
摂
の
概
念
や
定
義
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く

つ
か
の
研
究
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（
＊
１
）。
し
か
し
、

こ
の
社
会
的
排
除
に
立
ち
向
か
う
包
摂
政
策
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま

だ
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
一
つ
は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
理
念
の

も
と
に
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
社
会
的
な
も
の
」（
英
語
で
は
ザ
・
ソ
ー
シ
ャ
ルthe social

、
フ

ラ
ン
ス
語
で
は
ル
・
ソ
シ
ア
ルle social

）
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ

る
（
＊
２
）。
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
排
除
さ

れ
て
い
る
人
々
を
社
会
の
主
流
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
手
法
に
よ
っ

て
包
摂
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
社
会
的
排
除
と
い
う
用
語
が
最
初
に
使
わ
れ
た
フ
ラ

会
契
約
に
よ
っ
て
社
会
的
な
つ
な
が
り
は
確
立
さ
れ
る
と
さ
れ
た
。

と
は
い
え
、
産
業
革
命
に
よ
っ
て
新
た
に
登
場
し
て
き
た
労
働
者
階

級
と
、
彼
ら
が
直
面
し
た
貧
困
と
い
う
社
会
問
題
は
、
市
場
で
は
解

決
さ
れ
ず
、
ま
た
議
会
政
治
の
も
と
で
も
あ
ま
り
議
論
さ
れ
ず
改
善

も
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
社
会
問
題
は
、
社
会
の
ま
と

ま
り
の
喪
失
と
階
級
対
立
と
い
う
政
治
的
色
彩
を
帯
び
る
と
と
も
に
、

解
決
の
糸
口
は
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
19
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
の
第
三
共
和
政
で
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
前

に
し
て
、
も
う
一
つ
の
社
会
的
つ
な
が
り
に
関
す
る
構
想
が
求
め
ら

れ
た
。
そ
れ
は
、
連
帯
の
概

念
を
め
ぐ
っ
て
構
築
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
軸
に

し
たle social

が
登
場
し
て

き
た
の
で
あ
る
。
エ
ミ
ー

ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
職

業
上
の
社
会
的
分
業
を
通
じ

て
社
会
構
成
員
を
結
び
つ
け

る
相
互
依
存
関
係
を
軸
に
し

た
連
帯
原
理
に
よ
っ
て
社
会

は
支
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な

社
会
は
契
約
に
先
行
し
て
存

在
し
て
い
た
と
論
じ
た
。
す

な
わ
ち
、
職
域
な
ど
に
あ
る

中
間
集
団
を
通
し
て
、
社
会

は
個
人
の
相
互
依
存
関
係
で
支
え
ら
れ
、個
人
は
社
会
に
よ
っ
て「
自

律
」
を
保
障
さ
れ
る
と
し
た
。
ま
た
、
近
代
の
社
会
問
題
は
、
社
会

的
分
業
に
よ
っ
て
社
会
が
個
人
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク―

―

労
働
災
害
、

職
業
病
、
老
齢
や
失
業
な
ど―

―

の
発
生
と
、
社
会
の
規
範
に
馴
染

ん
で
お
ら
ず
社
会
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
み
な
さ
れ
た
人
々―

―

伝

統
的
な
遍
歴
生
活
を
送
る
職
人
層
や
浮
浪
者―

―

の
存
在
に
あ
る
と

し
た
。
こ
れ
ら
の
解
決
は
、
前
者
に
つ
い
て
は
保
険
制
度
の
導
入
に

よ
っ
て
個
人
の
リ
ス
ク
を
分
散
さ
せ
、
後
者
に
つ
い
て
は
社
会
事
業

に
よ
り
産
業
社
会
へ
と
う陶 

や冶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
、
連
帯
が

ン
ス
に
注
目
し
、こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
。ま
た
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
日
本
に
お
け
る
社
会
的
排
除
／
包
摂
の
在
り
方

に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
き
た
い
。

「
社
会
的
な
も
の
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
ま
ず
、

そ
れ
は
、
近
代
以
降
の
歴
史
過
程
に
お
い
て
生
じ
て
き
た
社
会
問
題

の
総
体
で
あ
り
、
こ
れ
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
っ
た
政
治
的
（
お

よ
び
政
策
的
）
な
理
念
や
認
識
、
そ
の
具
体
化
と
し
て
の
国
家
に
よ

る
政
策
の
体
系
、
と
定
義
で
き
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
こ
の
「
社
会
的
な
も
の
（le social

）」
が
、

社
会
的
排
除
と
の
関
連
で
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
、
ジ

ャ
ッ
ク
・
ド
ン
ズ
ロ
と
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
の
言
説（
＊
３
）

に
依
拠
し
な
が
ら
み
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
、
近
代
のle social

で
あ
る
。
19
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

一
方
で
近
代
市
民
社
会
以
前
の
伝
統
社
会
の
共
同
体
を
良
し
と
す
る

共
同
体
主
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
が
置
か
れ
て
い
る
境
遇
・
社
会

的
身
分
の
類
似
性
、
同
じ
土
地
へ
の
帰
属
、
そ
し
て
伝
統
的
な
権
威

（
領
主
や
教
会
な
ど
）
へ
の
服
従
に
よ
っ
て
、
社
会
的
つ
な
が
り
を

確
保
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
産
業
革
命
の
影
響
に
よ
り

こ
れ
は
解
体
し
、
市
民
社
会
で
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、

人
々
を
経
済
的
な
か
た
ち
で
結
び
つ
け
る
市
場
や
、
法
的
主
体
と
し

て
の
一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
国
家
か
ら
保
障
さ
れ
る
も
の
と
す
る
社

い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
は
、
連
帯
原
理
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
型
の
福
祉
国
家
の
成
立
を
み
る
。

こ
れ
が
、
19
世
紀
末
か
ら
１
９
６
０
年
代
ま
で
発
展
し
て
き
た
近
代

フ
ラ
ン
ス
のle social

で
あ
る
。

　
１
９
７
０
年
代
後
半
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
のle social

を
支
え

て
い
た
連
帯
の
概
念
が
衰
退
す
る
。
社
会
経
済
の
急
激
な
変
化
に
と

も
な
っ
て
長
期
失
業
者
や
不
安
定
労
働
者
な
ど
が
増
加
し
、
仕
事
に

就
け
る
者
と
就
け
な
い
者
の
間
に
分
断
が
生
じ
、
社
会
的
分
業
が
維

持
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
労
働
を
前
提
と
し
た
保
険
の
原

則
だ
け
で
は
福
祉
国
家
の
基
盤
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
。
ド
ン
ズ

ロ
や
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
は
、
70
年
代
後
半
以
降
の
社
会
的
排
除
は
社

会
経
済
的
秩
序
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
こ
の
排
除
が
存
続
し
つ
づ

け
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
のle social

を
危
機
に
陥
ら
せ
た
と
論
じ
た
。

　
こ
う
し
て
１
９
８
０
年
代
後
半
に
な
る
と
、
排
除
さ
れ
て
い
る
者

た
ち
へ
の
新
た
な
社
会
的
支
援
策
が
登
場
し
て
く
る
。
そ
の
主
な
も

の
が
、
一
連
の
都
市
政
策
（
＊
４
）
や
参
入
最
低
所
得
（
エ
　
レ
　
ミ

Ｒ
Ｍ
Ｉ
、

１
９
８
８
年
創
設
）（
＊
５
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
政
策
の
特
徴

の
ひ
と
つ
は
、
支
援
に
必
要
な
様
々
な
社
会
関
係
や
社
会
資
源
が
息

づ
い
て
い
る
地
域
、
非
営
利
団
体
そ
し
て
社
会
的
企
業
な
ど
の
中
に

連
帯
の
創
出
を
求
め
た
点
に
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
社
会
へ
の
復

帰
支
援
は
契
約
と
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
エ
　
レ
　
ミ

Ｒ
Ｍ
Ｉ
で
は
、
所
得
収
入
が
一
定
水
準
以
下
に
低
下
す
る
と

誰
で
も
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
普
遍
的
最
低
所
得
が
導
入
さ

れ
る
と
と
も
に
、
政
府
と
の
契
約
に
よ
っ
て
社
会
復
帰
の
た
め
の
社

会
・
職
業
参
入
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
社
会
問
題
で
あ
る
社
会
的
排
除
に
対
し
て
、

普
遍
主
義
的
な
権
利
保
障
と
し
て
の
最
低
所
得
保
障
と
、
社
会
・
職

業
参
入
支
援
と
い
う
社
会
的
支
援
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
連
帯
原
理
の

強
化
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
体
制
を
、
ド
ン
ズ
ロ

は
支
援
推
進
型
国
家
と
呼
ん
だ
が
、
こ
れ
は
ポ
ス
ト
近
代
のle 

social

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
社
会
・
職
業
参
入
支
援
を
活
用
す
る
（
契

約
を
結
ぶ
）
か
ど
う
か
は
当
事
者
の
自
発
的
行
為
と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
参
入
契
約
を
結
ぶ
者
は
エ
　
レ
　
ミ

Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
受
給
者
の
約
半
分
に
過

ぎ
な
い
状
況
が
続
き
、
そ
の
課
題
の
解
決
は
２
０
０
９
年
の
エ
　
レ
　
ミ

Ｒ
Ｍ
Ｉ

の
後
継
制
度
で
あ
る
就
労
連
帯
所
得
（
エ
　
ル
　
サ

Ｒ
Ｓ
Ａ
）
へ
と
引
き
継
が
れ

た
（
＊
６
）。
こ
こ
で
は
、
エ
　
ル
　
サ

Ｒ
Ｓ
Ａ
受
給
者
の
す
べ
て
が
社
会
・
職

業
参
入
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
福
祉
国
家
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
連

帯
原
理
を
軸
に
し
て
「
社
会
的
な
も
の
」
が
再
構
築
さ
れ
、
社
会
的

包
摂
政
策
が
構
想
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
た

と
え
ば
、
ブ
レ
ア
労
働
政
権
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
社
会
統
合
主
義

に
も
と
づ
く
包
摂
政
策
を
追
求
し
て
き
た
。
同
じ
よ
う
に
福
祉
国
家

と
呼
ば
れ
つ
つ
も
、「
社
会
的
な
も
の
」
を
め
ぐ
る
理
念
や
規
範
に
は
、

国
ご
と
に
違
い
が
あ
る
の
で
あ
る
（
＊
７
）。

　
こ
う
し
た
状
況
に
比
べ
、
日
本
の
包
摂
政
策
は
ど
の
よ
う
に
展
開

さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
２
０
０
０
年
12
月
に
、
厚
生
省
社
会
・

援
護
局
は
『「
社
会
的
な
援
護
を
要
す
る
人
々
に
対
す
る
社
会
福
祉

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
報
告
書
』
を
発
表
し
、
は
じ
め
て
公

的
文
書
で
社
会
的
排
除
／
包
摂
と
い
う
用
語
を
使
い
、①
支
援
を
担

う
新
た
な
「
公
」
の
創
造
、②
当
事
者
の
多
様
な
問
題
の
発
見
の
重
視
、

③
金
銭
や
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
だ
け
で
な
く
、
相
談
体
制
の
重
視
、
情

報
提
供
、
社
会
的
つ
な
が
り
の
確
立
、
さ
ら
に
④
問
題
把
握
か
ら
解

決
ま
で
の
連
携
と
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、
新
し
い
支
援
の
考
え

方
と
手
法
を
提
起
し
た
。
ま
た
、
こ
の
考
え
方
は
、
２
０
０
４
年
12

月
の
『
生
活
保
護
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
委
員
会 

報
告
書
』

に
お
け
る
日
常
生
活
支
援
・
社
会
生
活
支
援
・
就
労
自
立
支
援
と
し

て
具
体
化
さ
れ
、
そ
の
後
「
ホ
ー
ム
レ
ス
等
貧
困
・
困
窮
者
の
『
絆
』

再
生
事
業
」（
２
０
０
９
年
〜
）
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ

ー
ビ
ス
・
モ
デ
ル
推
進
事
業
（
２
０
１
０
年
10
月
〜
２
０
１
３
年
３

月
）
を
経
て
、
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事
業
（
２
０
１

３
年
４
月
〜
２
０
１
５
年
３
月
）
へ
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
こ
の

流
れ
は
、
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
実
施
予
定
の
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
へ
と
結
実
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
に
お
け
る
支
援
は
、①
支
援
の
側
が
生
活
困
窮
の

当
事
者
の
発
見
に
努
め
る
こ
と
、②
相
談
事
業
実
施
に
よ
る
当
事
者

の
課
題
の
発
見
、③
支
援
に
お
い
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
資
源
を
活

用
す
る
こ
と
、④
当
事
者
の
状
態
に
配
慮
し
た
就
労
支
援
と
し
て
定

式
化
さ
れ
、そ
の
手
法
は
、個
別
的
、継
続
的
、包
括
的（
制
度
横
断
的
）

な
支
援
に
よ
っ
て
社
会
・
就
労
へ
の
参
加
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
従
来
は
、
行
政
側
の
認
定
に
も
と
づ
く
現
金
給
付

（
生
活
保
護
費
給
付
）
と
画
一
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
支
援
が
、
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
や
状
態
に
あ
わ
せ
た
個
別
的

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
本
人
の
意
欲
や
自
尊
感
情
の
回
復
な
ど
も
視
野

に
入
れ
た
支
援
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
社
会
的

包
摂
に
ふ
さ
わ
し
い
支
援
手
法
へ
の
変
化
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
対
象
は
、
政
府
の
見
解
で
は
、
生
活

保
護
受
給
に
陥
る
可
能
性
の
あ
る
生
活
困
窮
者
に
限
定
さ
れ
た
。
生

活
保
護
受
給
者
に
対
し
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
た
就
労

支
援
の
実
施
に
と
ど
め
、
前
記
の
支
援
枠
組
み
と
は
異
な
っ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、「
広
い
意
味
で
の
生
活
困
窮
者
」
に
対

す
る
支
援
策
の
ハ
ー
ド
な
路
線
と
ソ
フ
ト
な
路
線
か
ら
な
る
二
重
構

造
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
＊
８
）。

　
日
本
で
は
、
２
０
０
８
年
の
自
民
党
麻
生
政
権
か
ら
２
０
１
０
年

の
民
主
党
菅
政
権
に
至
る
流
れ
の
中
で
、
社
会
的
排
除
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
社
会
保
障
改
革
で
は
三
つ
の
理
念
、
参
加
保
障
、

普
遍
主
義
、
安
心
に
も
と
づ
く
活
力
が
掲
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
２

０
１
２
年
12
月
に
登
場
し
た
安
倍
政
権
は
、
再
び
小
泉
政
権
下
で
主

張
さ
れ
た「
自
立
・
自
助
」の
提
唱
に
戻
っ
て
し
ま
っ
て
い
る（
＊
９
）。

政
権
が
変
わ
る
た
び
に
変
化
す
る
政
策
理
念
の
も
と
で
は
、「
社
会

的
な
も
の
」
の
議
論
が
深
め
ら
れ
ず
、
社
会
的
排
除
問
題
へ
の
解
決

策
は
、
容
易
に
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
日
本
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
諸
国
に
比
べ
て
20

年
遅
く
社
会
的
排
除
問
題
が
生
起
し
て
き
た
。
こ
の
問
題
に
ど
の
よ

う
に
立
ち
向
か
う
の
か
。
い
ま
、
私
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
問
わ
れ

て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
の
取
り
組
み
は
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
決
し
て
簡
単

な
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
政
治
が
「
社
会
的
な
も
の
」

に
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
の
重
要
性
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
日

本
の
政
府
の
こ
の
問
題
へ
の
対
応
は
、
排
除
さ
れ
た
人
々
を
、
現
金

給
付
受
給
者
と
そ
れ
に
至
ら
な
い
生
活
困
窮
者
に
分
断
し
、
異
な
っ

福
祉
の
文
脈
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
を
考
え
る

ル

・

ソ

シ

ア

ル福
原 

宏
幸

Fukuhara H
iroyuki

ふ
く
は
ら
・
ひ
ろ
ゆ
き
／
１

９
５
４
年
生
ま
れ
。大
阪
市

立
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
教
授
。研
究
テ
ー
マ
は

労
働
や
貧
困
問
題
。編
著
に

『
社
会
的
排
除
／
包
摂
と
社

会
政
策
』（
法
律
文
化
社
）、

共
著
に『
21
世
紀
の
ヨ
ー
ロッ

パ
福
祉
レ
ジ
ー
ム

―
ア
ク

テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
改
革
の
多
様

性
と
日
本
』（
糺
の
森
書
房
）

な
ど
が
あ
る
。

社
会
的
排
除
／
包
摂
と「
社
会
的
な
も
の
」

「
社
会
的
な
も
の（le social

）」

っ
て
何
？

ポ
ス
ト
福
祉
国
家
へ
の
歩
み

34CEL March 201435 CEL March 2014

た
対
応
を
行
う
こ
と
を
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
る
。
現
在
の
政
府
の
社

会
的
排
除
に
対
す
る
政
策
理
念
が
、
自
立
・
自
助
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
自
立
に
向
け
た
意
欲
の
喚
起
、
自
立
の
意
欲
を
持
っ
た
者
だ

け
を
対
象
と
し
た
社
会
・
就
労
支
援
だ
け
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。
１

９
９
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代
前
半
の
時
期
に
お
い
て
、
こ
う
し

た
社
会
的
排
除
の
問
題
が
大
き
く
膨
ら
ん
だ
要
因
の
ひ
と
つ
は
、
ま

さ
に
当
時
の
政
府
の
こ
う
し
た
政
策
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の

点
を
、
い
ま
一
度
問
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
社
会
的
な
も
の
」

に
正
面
か
ら
向
き
合
う
政
治
が
問
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
あ

わ
せ
て
、
社
会
的
排
除
問
題
に
取
り
組
む
人
々
か
ら
の
オ
ル
タ
ー
ナ

テ
ィ
ブ
な
政
策
提
案
が
求
め
ら
れ
つ
づ
け
て
い
る
。

貧
困
や
格
差
な
ど
の
社
会
問
題
を
、

「
排
除
」す
る
の
で
は
な
く
、

包
み
入
れ
て
い
こ
う
と
す
る

「
包
摂
」と
い
う
概
念
が
、１
９
８
０
年
か
ら

90
年
代
に
か
け
て
登
場
し
て
き
た
。

政
治
的
な
も
の
に
呼
応
す
る

「
社
会
的
な
も
の
」に
常
に
自
覚
的
だ
っ
た

フ
ラ
ン
ス
と
い
う
国
で
、

こ
の
概
念
が
い
ち
早
く
発
展
し
て
き
た
の
も

偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

で
は
、「
社
会
的
排
除
／
包
摂
」の
視
座
は

福
祉
国
家
の
実
現
に
ど
う
生
か
さ
れ
て

き
た
の
か
。ヒ
ン
ト
を
探
り
た
い
。

Special
Feature

What does
“social”
mean?

特集
ソーシャルって何？
その7

7
Part



階級対立

伝統的権威

個人
共同体

孤立化

職域などの
中間集団

社会的
支援を担う
新たな
共同体

個人

社会的排除

社会的包摂

リ
ア
ル
な
問
題
に
い
ま
こ
そ
向
き
合
う
時

　
１
９
９
０
年
代
後
半
以
降
、
日
本
で
は
、
経
済
的
格
差
の
拡
大
や

生
活
保
護
受
給
者
の
増
加
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
社
会
問
題
が
登
場
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、
長
期
失
業
、
不

安
定
雇
用
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
ひ
き
こ
も
り
、
母
子
世
帯
の
生
活
苦
、
子

ど
も
の
貧
困
、
高
齢
単
身
世
帯
の
社
会
的
孤
立
、
精
神
疾
患
、
自
殺

問
題
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
２
０
０
０
年

に
入
っ
て
以
降
、「
社
会
的
排
除
」そ
し
て
対
と
な
る「
社
会
的
包
摂
」

と
い
う
用
語
が
、
社
会
問
題
に
か
か
わ
る
研
究
者
や
活
動
家
に
よ
っ

て
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、「
社

会
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
さ
」
や
「
社
会
保
障
な
ど
の
公
的
支
援
制

度
か
ら
漏
れ
落
ち
て
い
る
こ
と
」
な
ど
、
現
代
の
社
会
問
題
の
全
体

的
な
特
徴
が
、
こ
の
用
語
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
で
あ
り
、
こ
こ
に
新
し
い
社
会
問
題
を
発
見
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
社
会
的
排
除
／
包
摂
の
概
念
や
定
義
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く

つ
か
の
研
究
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（
＊
１
）。
し
か
し
、

こ
の
社
会
的
排
除
に
立
ち
向
か
う
包
摂
政
策
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま

だ
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
一
つ
は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
理
念
の

も
と
に
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
社
会
的
な
も
の
」（
英
語
で
は
ザ
・
ソ
ー
シ
ャ
ルthe social

、
フ

ラ
ン
ス
語
で
は
ル
・
ソ
シ
ア
ルle social

）
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ

る
（
＊
２
）。
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
排
除
さ

れ
て
い
る
人
々
を
社
会
の
主
流
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
手
法
に
よ
っ

て
包
摂
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
社
会
的
排
除
と
い
う
用
語
が
最
初
に
使
わ
れ
た
フ
ラ

会
契
約
に
よ
っ
て
社
会
的
な
つ
な
が
り
は
確
立
さ
れ
る
と
さ
れ
た
。

と
は
い
え
、
産
業
革
命
に
よ
っ
て
新
た
に
登
場
し
て
き
た
労
働
者
階

級
と
、
彼
ら
が
直
面
し
た
貧
困
と
い
う
社
会
問
題
は
、
市
場
で
は
解

決
さ
れ
ず
、
ま
た
議
会
政
治
の
も
と
で
も
あ
ま
り
議
論
さ
れ
ず
改
善

も
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
社
会
問
題
は
、
社
会
の
ま
と

ま
り
の
喪
失
と
階
級
対
立
と
い
う
政
治
的
色
彩
を
帯
び
る
と
と
も
に
、

解
決
の
糸
口
は
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
19
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
の
第
三
共
和
政
で
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
前

に
し
て
、
も
う
一
つ
の
社
会
的
つ
な
が
り
に
関
す
る
構
想
が
求
め
ら

れ
た
。
そ
れ
は
、
連
帯
の
概

念
を
め
ぐ
っ
て
構
築
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
軸
に

し
たle social

が
登
場
し
て

き
た
の
で
あ
る
。
エ
ミ
ー

ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
職

業
上
の
社
会
的
分
業
を
通
じ

て
社
会
構
成
員
を
結
び
つ
け

る
相
互
依
存
関
係
を
軸
に
し

た
連
帯
原
理
に
よ
っ
て
社
会

は
支
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な

社
会
は
契
約
に
先
行
し
て
存

在
し
て
い
た
と
論
じ
た
。
す

な
わ
ち
、
職
域
な
ど
に
あ
る

中
間
集
団
を
通
し
て
、
社
会

は
個
人
の
相
互
依
存
関
係
で
支
え
ら
れ
、個
人
は
社
会
に
よ
っ
て「
自

律
」
を
保
障
さ
れ
る
と
し
た
。
ま
た
、
近
代
の
社
会
問
題
は
、
社
会

的
分
業
に
よ
っ
て
社
会
が
個
人
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク―

―

労
働
災
害
、

職
業
病
、
老
齢
や
失
業
な
ど―

―

の
発
生
と
、
社
会
の
規
範
に
馴
染

ん
で
お
ら
ず
社
会
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
み
な
さ
れ
た
人
々―

―

伝

統
的
な
遍
歴
生
活
を
送
る
職
人
層
や
浮
浪
者―

―

の
存
在
に
あ
る
と

し
た
。
こ
れ
ら
の
解
決
は
、
前
者
に
つ
い
て
は
保
険
制
度
の
導
入
に

よ
っ
て
個
人
の
リ
ス
ク
を
分
散
さ
せ
、
後
者
に
つ
い
て
は
社
会
事
業

に
よ
り
産
業
社
会
へ
と
う陶 

や冶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
、
連
帯
が

ン
ス
に
注
目
し
、こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
。ま
た
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
日
本
に
お
け
る
社
会
的
排
除
／
包
摂
の
在
り
方

に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
き
た
い
。

「
社
会
的
な
も
の
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
ま
ず
、

そ
れ
は
、
近
代
以
降
の
歴
史
過
程
に
お
い
て
生
じ
て
き
た
社
会
問
題

の
総
体
で
あ
り
、
こ
れ
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
っ
た
政
治
的
（
お

よ
び
政
策
的
）
な
理
念
や
認
識
、
そ
の
具
体
化
と
し
て
の
国
家
に
よ

る
政
策
の
体
系
、
と
定
義
で
き
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
こ
の
「
社
会
的
な
も
の
（le social

）」
が
、

社
会
的
排
除
と
の
関
連
で
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
、
ジ

ャ
ッ
ク
・
ド
ン
ズ
ロ
と
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
の
言
説（
＊
３
）

に
依
拠
し
な
が
ら
み
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
、
近
代
のle social

で
あ
る
。
19
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

一
方
で
近
代
市
民
社
会
以
前
の
伝
統
社
会
の
共
同
体
を
良
し
と
す
る

共
同
体
主
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
が
置
か
れ
て
い
る
境
遇
・
社
会

的
身
分
の
類
似
性
、
同
じ
土
地
へ
の
帰
属
、
そ
し
て
伝
統
的
な
権
威

（
領
主
や
教
会
な
ど
）
へ
の
服
従
に
よ
っ
て
、
社
会
的
つ
な
が
り
を

確
保
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
産
業
革
命
の
影
響
に
よ
り

こ
れ
は
解
体
し
、
市
民
社
会
で
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、

人
々
を
経
済
的
な
か
た
ち
で
結
び
つ
け
る
市
場
や
、
法
的
主
体
と
し

て
の
一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
国
家
か
ら
保
障
さ
れ
る
も
の
と
す
る
社

い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
は
、
連
帯
原
理
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
型
の
福
祉
国
家
の
成
立
を
み
る
。

こ
れ
が
、
19
世
紀
末
か
ら
１
９
６
０
年
代
ま
で
発
展
し
て
き
た
近
代

フ
ラ
ン
ス
のle social

で
あ
る
。

　
１
９
７
０
年
代
後
半
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
のle social

を
支
え

て
い
た
連
帯
の
概
念
が
衰
退
す
る
。
社
会
経
済
の
急
激
な
変
化
に
と

も
な
っ
て
長
期
失
業
者
や
不
安
定
労
働
者
な
ど
が
増
加
し
、
仕
事
に

就
け
る
者
と
就
け
な
い
者
の
間
に
分
断
が
生
じ
、
社
会
的
分
業
が
維

持
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
労
働
を
前
提
と
し
た
保
険
の
原

則
だ
け
で
は
福
祉
国
家
の
基
盤
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
。
ド
ン
ズ

ロ
や
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
は
、
70
年
代
後
半
以
降
の
社
会
的
排
除
は
社

会
経
済
的
秩
序
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
こ
の
排
除
が
存
続
し
つ
づ

け
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
のle social

を
危
機
に
陥
ら
せ
た
と
論
じ
た
。

　
こ
う
し
て
１
９
８
０
年
代
後
半
に
な
る
と
、
排
除
さ
れ
て
い
る
者

た
ち
へ
の
新
た
な
社
会
的
支
援
策
が
登
場
し
て
く
る
。
そ
の
主
な
も

の
が
、
一
連
の
都
市
政
策
（
＊
４
）
や
参
入
最
低
所
得
（
エ
　
レ
　
ミ

Ｒ
Ｍ
Ｉ
、

１
９
８
８
年
創
設
）（
＊
５
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
政
策
の
特
徴

の
ひ
と
つ
は
、
支
援
に
必
要
な
様
々
な
社
会
関
係
や
社
会
資
源
が
息

づ
い
て
い
る
地
域
、
非
営
利
団
体
そ
し
て
社
会
的
企
業
な
ど
の
中
に

連
帯
の
創
出
を
求
め
た
点
に
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
社
会
へ
の
復

帰
支
援
は
契
約
と
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
エ
　
レ
　
ミ

Ｒ
Ｍ
Ｉ
で
は
、
所
得
収
入
が
一
定
水
準
以
下
に
低
下
す
る
と

誰
で
も
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
普
遍
的
最
低
所
得
が
導
入
さ

れ
る
と
と
も
に
、
政
府
と
の
契
約
に
よ
っ
て
社
会
復
帰
の
た
め
の
社

会
・
職
業
参
入
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
社
会
問
題
で
あ
る
社
会
的
排
除
に
対
し
て
、

普
遍
主
義
的
な
権
利
保
障
と
し
て
の
最
低
所
得
保
障
と
、
社
会
・
職

業
参
入
支
援
と
い
う
社
会
的
支
援
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
連
帯
原
理
の

強
化
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
体
制
を
、
ド
ン
ズ
ロ

は
支
援
推
進
型
国
家
と
呼
ん
だ
が
、
こ
れ
は
ポ
ス
ト
近
代
のle 

social

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
社
会
・
職
業
参
入
支
援
を
活
用
す
る
（
契

約
を
結
ぶ
）
か
ど
う
か
は
当
事
者
の
自
発
的
行
為
と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
参
入
契
約
を
結
ぶ
者
は
エ
　
レ
　
ミ

Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
受
給
者
の
約
半
分
に
過

ぎ
な
い
状
況
が
続
き
、
そ
の
課
題
の
解
決
は
２
０
０
９
年
の
エ
　
レ
　
ミ

Ｒ
Ｍ
Ｉ

の
後
継
制
度
で
あ
る
就
労
連
帯
所
得
（
エ
　
ル
　
サ

Ｒ
Ｓ
Ａ
）
へ
と
引
き
継
が
れ

た
（
＊
６
）。
こ
こ
で
は
、
エ
　
ル
　
サ

Ｒ
Ｓ
Ａ
受
給
者
の
す
べ
て
が
社
会
・
職

業
参
入
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
福
祉
国
家
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
連

帯
原
理
を
軸
に
し
て
「
社
会
的
な
も
の
」
が
再
構
築
さ
れ
、
社
会
的

包
摂
政
策
が
構
想
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
た

と
え
ば
、
ブ
レ
ア
労
働
政
権
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
社
会
統
合
主
義

に
も
と
づ
く
包
摂
政
策
を
追
求
し
て
き
た
。
同
じ
よ
う
に
福
祉
国
家

と
呼
ば
れ
つ
つ
も
、「
社
会
的
な
も
の
」
を
め
ぐ
る
理
念
や
規
範
に
は
、

国
ご
と
に
違
い
が
あ
る
の
で
あ
る
（
＊
７
）。

　
こ
う
し
た
状
況
に
比
べ
、
日
本
の
包
摂
政
策
は
ど
の
よ
う
に
展
開

さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
２
０
０
０
年
12
月
に
、
厚
生
省
社
会
・

援
護
局
は
『「
社
会
的
な
援
護
を
要
す
る
人
々
に
対
す
る
社
会
福
祉

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
報
告
書
』
を
発
表
し
、
は
じ
め
て
公

的
文
書
で
社
会
的
排
除
／
包
摂
と
い
う
用
語
を
使
い
、①
支
援
を
担

う
新
た
な
「
公
」
の
創
造
、②
当
事
者
の
多
様
な
問
題
の
発
見
の
重
視
、

③
金
銭
や
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
だ
け
で
な
く
、
相
談
体
制
の
重
視
、
情

報
提
供
、
社
会
的
つ
な
が
り
の
確
立
、
さ
ら
に
④
問
題
把
握
か
ら
解

決
ま
で
の
連
携
と
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、
新
し
い
支
援
の
考
え

方
と
手
法
を
提
起
し
た
。
ま
た
、
こ
の
考
え
方
は
、
２
０
０
４
年
12

月
の
『
生
活
保
護
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
委
員
会 

報
告
書
』

に
お
け
る
日
常
生
活
支
援
・
社
会
生
活
支
援
・
就
労
自
立
支
援
と
し

て
具
体
化
さ
れ
、
そ
の
後
「
ホ
ー
ム
レ
ス
等
貧
困
・
困
窮
者
の
『
絆
』

再
生
事
業
」（
２
０
０
９
年
〜
）
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ

ー
ビ
ス
・
モ
デ
ル
推
進
事
業
（
２
０
１
０
年
10
月
〜
２
０
１
３
年
３

月
）
を
経
て
、
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事
業
（
２
０
１

３
年
４
月
〜
２
０
１
５
年
３
月
）
へ
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
こ
の

流
れ
は
、
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
実
施
予
定
の
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
へ
と
結
実
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
に
お
け
る
支
援
は
、①
支
援
の
側
が
生
活
困
窮
の

当
事
者
の
発
見
に
努
め
る
こ
と
、②
相
談
事
業
実
施
に
よ
る
当
事
者

の
課
題
の
発
見
、③
支
援
に
お
い
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
資
源
を
活

用
す
る
こ
と
、④
当
事
者
の
状
態
に
配
慮
し
た
就
労
支
援
と
し
て
定

式
化
さ
れ
、そ
の
手
法
は
、個
別
的
、継
続
的
、包
括
的（
制
度
横
断
的
）

な
支
援
に
よ
っ
て
社
会
・
就
労
へ
の
参
加
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
従
来
は
、
行
政
側
の
認
定
に
も
と
づ
く
現
金
給
付

（
生
活
保
護
費
給
付
）
と
画
一
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
支
援
が
、
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
や
状
態
に
あ
わ
せ
た
個
別
的

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
本
人
の
意
欲
や
自
尊
感
情
の
回
復
な
ど
も
視
野

に
入
れ
た
支
援
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
社
会
的

包
摂
に
ふ
さ
わ
し
い
支
援
手
法
へ
の
変
化
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
対
象
は
、
政
府
の
見
解
で
は
、
生
活

保
護
受
給
に
陥
る
可
能
性
の
あ
る
生
活
困
窮
者
に
限
定
さ
れ
た
。
生

活
保
護
受
給
者
に
対
し
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
た
就
労

支
援
の
実
施
に
と
ど
め
、
前
記
の
支
援
枠
組
み
と
は
異
な
っ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、「
広
い
意
味
で
の
生
活
困
窮
者
」
に
対

す
る
支
援
策
の
ハ
ー
ド
な
路
線
と
ソ
フ
ト
な
路
線
か
ら
な
る
二
重
構

造
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
＊
８
）。

　
日
本
で
は
、
２
０
０
８
年
の
自
民
党
麻
生
政
権
か
ら
２
０
１
０
年

の
民
主
党
菅
政
権
に
至
る
流
れ
の
中
で
、
社
会
的
排
除
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
社
会
保
障
改
革
で
は
三
つ
の
理
念
、
参
加
保
障
、

普
遍
主
義
、
安
心
に
も
と
づ
く
活
力
が
掲
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
２

０
１
２
年
12
月
に
登
場
し
た
安
倍
政
権
は
、
再
び
小
泉
政
権
下
で
主

張
さ
れ
た「
自
立
・
自
助
」の
提
唱
に
戻
っ
て
し
ま
っ
て
い
る（
＊
９
）。

政
権
が
変
わ
る
た
び
に
変
化
す
る
政
策
理
念
の
も
と
で
は
、「
社
会

的
な
も
の
」
の
議
論
が
深
め
ら
れ
ず
、
社
会
的
排
除
問
題
へ
の
解
決

策
は
、
容
易
に
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
日
本
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
諸
国
に
比
べ
て
20

年
遅
く
社
会
的
排
除
問
題
が
生
起
し
て
き
た
。
こ
の
問
題
に
ど
の
よ

う
に
立
ち
向
か
う
の
か
。
い
ま
、
私
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
問
わ
れ

て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
の
取
り
組
み
は
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
決
し
て
簡
単

な
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
政
治
が
「
社
会
的
な
も
の
」

に
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
の
重
要
性
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
日

本
の
政
府
の
こ
の
問
題
へ
の
対
応
は
、
排
除
さ
れ
た
人
々
を
、
現
金

給
付
受
給
者
と
そ
れ
に
至
ら
な
い
生
活
困
窮
者
に
分
断
し
、
異
な
っ

社
会
的
包
摂
に

ふ
さ
わ
し
い
支
援
を

め
ざ
し
て
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＊
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―

福
祉
国
家
再
考
』（
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ

ロ
ン
著
、北
垣
徹
訳
、２
０
０
６
年
、勁
草
書
房
）

（
＊
４
）１
９
７
７
年
に
低
廉
家
賃
住
宅（
Ｈ
Ｌ
Ｍ
）の

集
合
住
宅
群
改
善
事
業
が
開
始
さ
れ
、80
年
代
か
ら

90
年
代
に「
脆
弱
都
市
区
域（
Ｚ
Ｕ
Ｓ
）」な
ど
へ
の
改

善
政
策
が
展
開
さ
れ
て
いっ
た
。『
部
落
解
放
研
究
』

１
９
３
号（
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
編
、２
０
１
１

年
、解
放
出
版
社
、「
フ
ラ
ン
ス
都
市
社
会
政
策
と
社

会
的
不
利
地
区
」川
野
英
二
）

（
＊
５
）『
フ
ラ
ン
ス
の
貧
困
と
社
会
保
護―

参
入
最

低
限
所
得（
Ｒ
Ｍ
Ｉ
）へ
の
途
と
そ
の
経
験
』（
都
留
民

子
著
、２
０
０
０
年
、法
律
文
化
社
）

（
＊
６
）『
世
界
の
貧
困
と
社
会
保
障―

日
本
の
福
祉

政
策
が
学
ぶ
べ
き
も
の
』（
大
阪
弁
護
士
会
編
、２
０
１

２
年
、明
石
書
店
、「
フ
ラ
ン
ス
の
就
労
連
帯
所
得
と
は

何
か―

貧
困
な
稼
働
層
への
最
低
所
得
保
障
と
就

労
支
援
に
向
け
て
の
二
〇
〇
九
年
改
革
」福
原
宏
幸
）

（
＊
７
）こ
の
社
会
統
合
主
義
に
つ
い
て
は
、以
下
を
参

照
さ
れ
た
い
。『
社
会
的
排
除
／
包
摂
と
社
会
政
策
』

（
福
原
宏
幸
編
著
、２
０
０
７
年
、法
律
文
化
社
、第

１
章
）

（
＊
８
）『
21
世
紀
の
ヨ
ー
ロッ
パ
福
祉
レ
ジ
ー
ム―

ア

ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョン
改
革
の
多
様
性
と
日
本
』（
福
原
宏

幸
、中
村
健
吾
編
、２
０
１
２
年
、糺
の
森
書
房
、「
日

本
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
可
能
性

―

現
状
と
展
望
」福
原
宏
幸
）

（
＊
９
）２
０
１
３
年
１
月
21
日
開
催
の
第
３
回
社
会

保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
に
出
席
し
た
安
倍
首
相

は
、「
自
助
、自
立
を
第
一
に
、公
助
と
共
助
を
組
み

合
わ
せ
て
、弱
い
立
場
の
人
に
は
し
っ
か
り
と
援
助
の

手
を
差
し
伸
べ
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
」を
提

示
し
た（
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議w

eb

サ

イ
ト
）。フランスでは、

連帯を軸に社会的なもの
（社会問題への政治解決）が
形づくられてきた。

ル・ソシアルの変遷Chart

た
対
応
を
行
う
こ
と
を
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
る
。
現
在
の
政
府
の
社

会
的
排
除
に
対
す
る
政
策
理
念
が
、
自
立
・
自
助
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
自
立
に
向
け
た
意
欲
の
喚
起
、
自
立
の
意
欲
を
持
っ
た
者
だ

け
を
対
象
と
し
た
社
会
・
就
労
支
援
だ
け
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。
１

９
９
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代
前
半
の
時
期
に
お
い
て
、
こ
う
し

た
社
会
的
排
除
の
問
題
が
大
き
く
膨
ら
ん
だ
要
因
の
ひ
と
つ
は
、
ま

さ
に
当
時
の
政
府
の
こ
う
し
た
政
策
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の

点
を
、
い
ま
一
度
問
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
社
会
的
な
も
の
」

に
正
面
か
ら
向
き
合
う
政
治
が
問
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
あ

わ
せ
て
、
社
会
的
排
除
問
題
に
取
り
組
む
人
々
か
ら
の
オ
ル
タ
ー
ナ

テ
ィ
ブ
な
政
策
提
案
が
求
め
ら
れ
つ
づ
け
て
い
る
。

ル・ソシアル

身分が近く、
同じ土地に属し、
権威（領主や教会）に
服従している境遇の
近さが生む一体感

近代以前／共同体主義

市民と国家が
社会契約で
つながる一方、
対立構造も

産業革命後／市民社会の誕生期

社会的分業で
生まれたリスクを、
保険制度と
社会事業でカバー

19世紀末／第三共和政（福祉国家）

長期失業者や
不安定労働者の
増加

1970年代／福祉国家の危機

社会・職業参入支援や
RMI（エレミ）・RSA（エルサ）の
登場

1980年代～／ポスト福祉国家



38CEL March 201439 CEL March 2014

人は、社会に属す以上、人
から影響を受けずにはいら
れない。セールストークに
乗って勧められるがままに
物を買ったり、怪しげな団
体の寄付に応じてしまった
り……。消費者心理のから
くりや、人間の不可思議な
社会的行動についての丹念
な調査・研究がまとめられ
た一冊。人とよい信頼関係
を築くうえでも参考となる。

ロバート・B・チャルディーニ著
社会行動研究会訳
誠信書房／2007年

Number

影
響
力
の
武
器﹇
第
二
版
﹈

死んだ人間が蘇る「復生（ふ
くせい）」現象に揺るがさ
れる世界。復生者である主
人公は、自分が自殺した理
由を追求しはじめる。果た
して社会は復生者を受け入
れることができるのか。人
間はさまざまな人格を内包
しているという「分人」概
念を駆使し、社会のなかで
人が幸福に生きるためには、
という普遍的なテーマを突
き詰めた傑作小説。

平野啓一郎著
講談社／2012年

近年増加している、怠けや
甘えと誤解されがちな新型
うつ病を、筆者は「社会的
うつ病」と名付ける。なぜ
なら、その治療には、休養
や薬物療法だけではなく、
人間関係の積極的な活用や
適度な活動、すなわち「社
会参加」が重要だからだ。
自己肯定できる人間関係＝
「人薬（ひとぐすり）」の重
要性を説き、現在のうつ病
治療に一石を投じた論考。

斎藤 環著
新潮選書／2011年

「
社
会
的
う
つ
病
」の
治
し
方

ホームレスやワーキングプ
ア、ネットカフェ難民、日
雇い派遣、孤独死や自殺
……。福祉の制度からこぼ
れ、苦しむ人々の姿は、ま
さに「人ごと」ではない。
社会的排除が“今そこにあ
る危機”として明確に立ち
現れている日本で、目指さ
れるべき社会的包摂のあり
方を、社会参加と帰属にフ
ォーカスしつつ探る。心に
突き刺さる一冊。

岩田正美著
有斐閣Insight／2008年

社
会
的
排
除

場所性、人と人との間の距
離、社会での個々人の役割
──今、ますます多義的に
なっている「空間」をテー
マに、ウェブ社会の来し方
行く末を占う。リアル空間
にウェブの情報空間が混入
し、分断されて「孔（あな）」
だらけになった現実をどう
生きる。分断を束ね、共同
性を復活させることは可能
か。ここにもまた、震災後
に考えるべき問いがある。

鈴木謙介著
NHKブックス／2013年

ウ
ェブ
社
会
の
ゆ
く
え

近年、各種工作機械を揃え
た市民工房「FabLab（フ
ァブラボ）」の登場で、個
人単位でのものづくりがブ
ームとなり、インターネッ
ト経由で製作データ等を共
有することで、国境さえも
越える小さなものづくりの
ネットワークも構築されて
いるという。「ものづくり
とつながり」が社会を変え
る大きな可能性を秘めてい
ることに気づかされる。

田中浩也・門田和雄編著
フィルムアート社／2013年

Ｆ
Ａ
Ｂ
に
何
が
可
能
か

社会のあたりまえの問題を
「自分ごと」として解決に
導く、社会貢献の新しい
形・ソーシャルデザイン。
ものやサービスの作り手、
使い手、両者をつなぐ人や
企業、三者にプラスがある
のがその魅力だ。地域おこ
しや農業の後継者探し、震
災からの復興などの具体例
から、新しい「つながり」
を手にした人々の笑顔が伝
わってくるようだ。

グリーンズ編
朝日出版社／2012年

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン

ネット・ジャーナリズム界
の寵児が、現在のソーシャ
ルメディアの最前線を紹介。
そもそもソーシャルメディ
アとは？という定義から、
SNSが革命の発端となっ
た「アラブの春」、ビジネ
スやまちおこしなどの場面
でのソーシャルメディアの
活用のしかた、震災時のソ
ーシャルメディアの有用性
など、具体的な例や提言が
満載である。

津田大介著
中公新書ラクレ／2012年

動
員
の
革
命

1990年代半ばから「人間
の安全保障」という概念が
国際社会において議論され
はじめた。これは、環境破壊、
紛争、人権侵害、貧困など
あらゆる種類の脅威から人
間の生活・生存・尊厳を守り、
持続可能な個人の自立と社
会づくりを促すという、新
しい安全保障の概念であり、
地球的規模で取り組むべき
課題である。

アマルティア・セン著
東郷えりか訳
集英社新書／2006年

人
間
の
安
全
保
障

ソーシャルの根本概念に立
ち返るとき、そこにヴェー
バーがある。一般化された
用語で置き換える前の「社
会学」が宿していた諸相を、
徹底的に腑分け。宗教、経済、
政治、法律などの各領域で
社会学的研究を成し遂げた
ヴェーバーならではの網羅
的な考察が、微に入り細を
穿って論じられる様は、圧
巻だ。

マックス・ヴェーバー著
清水幾太郎訳
岩波文庫／1972年

社
会
学
の
根
本
概
念

な
ぜ
、人
は
動
か
さ
れ
る
の
か

空
白
を
満
た
し
な
さ
い

人
間
関
係
を
ど
う
見
直
す
か

参
加
の
欠
如・不
確
か
な
帰
属

〈
多
孔
化
〉し
た
現
実
の
な
か
で

「
つ
く
り
な
が
ら
生
き
る
」21
世
紀
の
野
生
の
思
考

社
会
を
つ
く
る
グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア
集

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
何
を
変
え
た
の
か

1

1
234

5
6

7

89

10

Number

2

10
Books

10
Books

Number

3
Number

4
Number

5
Number

6
Number

7
Number

8
Number

9
Number

10

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
を
考
え
る
た
め
の
10
冊

「
社
会
」を
対
象
に
し
た

学
問
の
古
典
か
ら
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
た

今
日
の「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」な
空
間
と

そ
こ
で
営
ま
れ
る
生
活
、

さ
ら
に
創
作
ま
で
。

今
後
も
変
容
を
続
け
る
で
あ
ろ
う

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」に
つ
い
て

考
え
続
け
る
た
め
に
、

今
の
う
ち
に
読
ん
で
お
き
た
い

書
籍
を
選
び
ま
し
た
。

8
Part

特
集

ソ
ー
シ
ャ
ルって
何
？

そ
の
8

Special
Feature

What does
“social”
mean?
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M
ukasa C

hieko
Illustration by Hatano Hikaru

　
和
食
の
基
本
は
一
汁
三
菜
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ご
飯

と
漬
け
物
を
別
に
し
て
、
汁
１
品
と
お
か
ず
３
品
と
い

う
意
味
だ
。「
菜
」
は
お
か
ず
＝
お
そ
う
ざ
い菜

だ
が
、
野

菜
を
指
す
言
葉
で
も
あ
る
。
和
食
に
は
野
菜
の
お
か
ず

が
多
い
し
、
野
菜
が
と
て
も
お
い
し
い
の
で
、
混
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
わ
た
し
は
信
じ
て
い
る
。

　
野
菜
は
元
を
た
ど
れ
ば
野
草
が
改
良
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
何
百
年
何
千
年
間
も
栽
培
さ
れ
る
う
ち
に
、
気
候

風
土
に
合
わ
せ
て
性
質
が
変
わ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、

農
家
の
人
た
ち
が
そ
の
よ
う
に
改
良
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
わ
た
し
は
、
野
菜
は
人
間
が
創
り
出
し
た
文
化
遺
産
だ
と
呼
び
た
い
。

　
野
菜
は
ご
く
身
近
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
冷
蔵
庫
が
な
く
、
流
通
手
段
に
と
ぼ乏
し
い

時
代
に
は
、
野
菜
は
地
元
で
つ
く
り
、
地
元
で
食
べ
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
の
だ
。
現
代

の
「
ち地

　さ
ん産 

ち地
　し
よ
う消

」
の
動
き
は
、
じ
つ
は
、
温
故
知
新
の
一
例
な
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
風
土
に
根
付
い
た
野
菜
は
そ
の
土
地
に
合
っ
て
い
る
ぶ
ん
、
食
べ
や
す
く
、
お

い
し
い
。
こ
れ
が
地
方
野
菜
の
い
ち
ば
ん
の
魅
力
で
、
持
ち
味
を
生
か
し
た
調
理
法
が
工
夫

さ
れ
、
郷
土
料
理
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
地
方
野
菜
で
最
初
に
知
名
度
が
全
国
区
に
な
っ
た
の
は
京
野
菜
で
あ
る
。
か賀

　も茂
な
す
、
く九

　じ
よ
う条

ね
ぎ
な
ど
地
名
が
付
い
て
い
る
か
ら
、
産
地
名
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
京
の
街
を
ぐ
る

り
と
取
り
囲
む
ラ
イ
ン
に
な
る
。
な
に
わ

浪
速
野
菜
、
加
賀
野
菜
、
庄
内
野
菜
な
ど
も
、
い
ち
い
ち

の
野
菜
名
を
地
図
で
た
ど
っ
て
み
る
と
お
も
し
ろ
い
。

　
東
京
で
も
、
い
ま
、
江
戸
東
京
野
菜
が
勢
い
づ
い
て
い
る
。
東
京
都
に
は
現
在
も
野
菜
農

家
が
健
在
で
、
江
東
区
・
か
つ葛
　しか飾
区
な
ど
で
は
小
松
菜
、
西
郊
の
武
蔵
野
台
地
で
は
﹅
　
﹅

う
ど
が
特

産
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
昔
の
野
菜
の
復
活
運
動
も
盛
ん
で
、
絶
滅
し
か
け
た
地
元
野
菜
が

40
種
類
以
上
も
息
を
吹
き
返
し
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
大
根
だ
。
江
戸
時
代
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
は
３
種
類
。
江
東
区
か
め亀
　い
ど戸
特
産
の
亀
戸
大
根
は
、

も
と
も
と
は
関
西
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
小
ぶ
り
の
品
種

で
、
水
気
が
多
く
や
わ
ら
か
い
の
で
、
葉
も
一
緒
に
浅

漬
け
に
さ
れ
た
。
江
戸
庶
民
が
こ
ぞ
っ
て
愛
好
し
た
お

か
ず
だ
。
世
田
谷
区
大
蔵
の
大
蔵
大
根
は
み
ご
と
な
円

筒
形
で
、
先
端
部
が
く
る
り
と
丸
い
。
こ
ち
ら
は
、
水

分
が
少
な
く
繊
維
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
風
呂

吹
き
大
根
な
ど
に
向
く
。
も
う
ひ
と
つ
、
練
馬
区
の
練

馬
大
根
は
大
型
種
の
人
気
も
の
で
、
た
く
あ
ん
や
煮
物

用
な
ど
食
べ
方
に
合
わ
せ
て
数
品
種
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
練
馬
大
根
は
５
代
将
軍
綱

吉
が
栽
培
を
命
じ
、
お尾 

わ
り張
の
み
や宮
　し
げ重
大
根
を
導
入
し
て
創
り
出
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。

　
食
べ
方
万
能
を
う
た
う
青
首
大
根
が
主
流
の
現
代
に
く
ら
べ
、
地
方
野
菜
の
時
代
の
大
根

は
個
性
豊
か
で
、
味
わ
い
方
も
い
ろ
い
ろ
だ
っ
た
の
だ
。

　
今
も
昔
も
、
人
生
の
楽
し
み
は
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
知
ら

な
い
野
菜
に
は
誰
も
が
興
味
し
ん
し
ん
で
、
往
時
は
江
戸
み
や
げ
に
は
野
菜
の
種
子
が
大
喜

び
さ
れ
た
。
そ
ん
な
種
子
か
ら
始
ま
っ
た
野
菜
が
各
地
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
だ
。

　
無
形
文
化
遺
産
「
和
食
　
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」
の
認
定
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
郷

土
料
理
の
多
彩
ぶ
り
。
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は
地
方
野
菜
と
い
う
わ
け
だ
。
身
近
な
野
菜

を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
、
新
た
な
お
い
し
さ
を
発
見
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

    

衣
食
住
遊

第
三
回

文 

向
笠 

千
恵
子

む
か
さ・ち
え
こ
／
フ
ー
ド
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、食
文
化
研
究
家
。東
京・日
本
橋

生
ま
れ
。慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
卒
業
。本
物
の
味
、伝
統
食
品
、郷
土
料
理
、

生
産
者
、歴
史
、器
な
ど
を
多
面
的
に
と
ら
え
な
が
ら
、現
代
の
食
と
食
文
化
を

綴
る
。農
と
食
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
サ
ポ
ー
タ
ー
も
つ
と
め
る
。『
食
の
街
道
を

行
く
』で
グ
ル
マ
ン
世
界
料
理
本
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。著
書
に『
す
き
焼
き

通
』『
日
本
の
朝
ご
は
ん
』『
食
べ
る
俳
句
』な
ど
多
数
。

「
和
食
」
を
支
え
る
地
方
野
菜

※指定外全てデータ参照。
※イラストあたりです。反射原稿に差し替えの上、アタリのように2色分解してください。
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私
た
ち
の
直
面
し
て
い
る
混
迷
は
、

近
代
科
学
の
考
え
方
に

囚
わ
れ
す
ぎ
た
結
果
で
は
な
い
か
。

２
回
に
わ
た
り
、も
の
の
見
方
の
根
本
に
あ
る

パ
ラ
ダ
イ
ム
に
つい
て
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
変
遷
を
た
ど
り
、

こ
れ
か
ら
の
解
決
の
糸
口
を
見
出
す
。

機
械
と
生
命
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

CEL O
u

tp
u

t Part 1

研
究
レ
ポ
ー
ト
そ
の
1

P
a
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 / Su

zu
ki Ta

ka
sh

i

P
a

rt 2
 / K

a
m

o
 M

id
o

ri

鈴
木 

隆

大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー・文
化
研
究
所 

研
究
員

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
は
た
ら
き

　
今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
見
ら
れ
る
閉

塞
状
況
の
背
後
に
は
、た
い
て
い
２
つ
の「
パ

ラ
ダ
イ
ム
」
の
対
立
が
潜
ん
で
い
る
。
機
械

論
と
生
命
論
で
あ
る
。私
た
ち
は
、近
代
以
降
、

も
っ
ぱ
ら
物
事
を
機
械
の
よ
う
に
考
え
る
見

方
し
か
し
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
生
命
と
し

て
捉
え
る
見
方
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
２
つ

を
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、

混
迷
を
解
く
カ
ギ
と
な
る
。

　
本
稿
で
は
、
２
回
に
わ
た
っ
て
、
機
械
論

と
生
命
論
と
い
う
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
つ

い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
今
回
は
、
パ

ラ
ダ
イ
ム
の
は
た
ら
き
、
機
械
論
と
生
命
論

の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
提
唱
者
の
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
に
よ
れ
ば
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
、「
一
般
に
認
め
ら
れ
た

科
学
的
業
績
で
、
一
時
期
の
間
、
専
門
家
に

対
し
て
問
い
方
や
答
え
方
の
モ
デ
ル
を
与
え

る
も
の
」で
あ
る（
＊
１
）。よ
り
一
般
的
に
は
、

も
の
の
見
方
、
考
え
方
の
枠
組
み
、
世
界
観

と
い
え
る
。

　
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
定
着
し
て
い
る
と
き
に
、

特
定
の
科
学
者
集
団
が
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
準
拠

し
て
行
う
一
連
の
研
究
が
「
通
常
科
学
」
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
そ
ぐ
わ

な
い
変
則
事
例
が
い
く
つ
も
現
れ
、
予
測
が

ひ
ん
ぱ
ん
に
外
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
パ
ラ

ダ
イ
ム
は
危
機
に
陥
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に

は
科
学
者
集
団
が
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
乗

り
か
え
る
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
」、
す

な
わ
ち
「
科
学
革
命
」
が
起
こ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
私
た
ち
は
、
何
の
囚
わ
れ
も

な
く
純
粋
無
垢
の
事
実
を
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
理
論
と
い
う
色
メ
ガ
ネ
を
通
し
て
し

か
物
事
を
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
観
察
と

は
理
論
を
前
提
と
し
た
解
釈
に
ほ
か
な
ら
な

い
（
理
論
負
荷
性
）（
＊
２
）。
理
論
の
大
本

に
あ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
異
な
る
と
、
同
じ
対

象
を
見
て
も
、
違
っ
た
解
釈
が
な
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
例
え
ば
、
明
け
ゆ
く
東
の
空
を

眺
め
て
も
、
地
動
説
の
ケ
プ
ラ
ー
は
太
陽
が

静
止
し
て
い
る
と
見
、
天
動
説
の
テ
ィ
コ
・

ブ
ラ
ー
エ
は
地
球
が
静
止
し
て
い
る
と
見
た
。

明
治
時
代
の
か
つ脚 

け気
の
原
因
究
明
で
は
、
陸
軍

と
東
大
医
学
部
は
、
当
時
最
新
の
西
洋
医
学

に
基
づ
き
脚
気
の
病
原
菌
を
探
し
た
が
見
つ

か
ら
ず
、
迷
信
と
決
め
つ
け
て
い
た
麦
飯
を

摂
取
す
る
と
い
う
民
間
療
法
に
よ
り
、
脚
気

の
原
因
の
ビ
タ
ミ
ン
B1
不
足
を
補
っ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
（
＊
３
）。

　
異
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
は
、
そ
の
優
劣
を

比
較
す
る
共
通
の
尺
度
、
評
価
基
準
は
存
在

し
な
い
（
共
約
不
可
能
性
）。
そ
も
そ
も
新

し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
古
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
現
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

相
容
れ
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
移
行
は
、

科
学
者
の
改
宗
に
た
と
え
ら
れ
る
。
パ
ラ
ダ

イ
ム
間
で
争
わ
れ
る
の
は
、
実
は
同
じ
土
俵

上
で
の
真
偽
の
証
明
で
は
な
い
。
土
俵
外
で

の
説
得
に
よ
る
同
意
の
獲
得
な
の
で
あ
る

（
＊
４
）。

　
心
理
学
の
実
験
で
、「
理
論
負
荷
性
」と「
共

約
不
可
能
性
」
を
疑
似
的
に
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
。Chart 1

（
＊
５
）
は
、
ア
ヒ

ル
を
知
っ
て
い
る
人
に
は
ア
ヒ
ル
に
見
え
る

し
、
ウ
サ
ギ
を
知
っ
て
い
る
人
に
は
ウ
サ
ギ

混
迷
を
解
く
カ
ギ
／
前
編

に
見
え
る
。
両
方
知
っ
て
い
る
人
に
は
ど
ち

ら
に
も
見
え
る
が
、
２
つ
が
同
時
に
見
え
る

こ
と
は
な
い
。Chart 2

（
＊
６
）
も
、
上

か
ら
見
た
よ
う
に
も
下
か
ら
見
た
よ
う
に
も

見
え
る
が
、
同
時
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
機
械
論
は
、
自
然
や
物
事
を
機
械
の
よ
う

に
見
て
理
解
す
る
。
一
方
、
生
命
論
は
、
生

命
の
よ
う
に
見
て
理
解
す
る
（
＊
７
）。
こ

の
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
は
、Chart 3

の

よ
う
に
、
二
千
五
百
年
余
に
わ
た
る
歴
史
的

な
変
遷
が
あ
る
（
＊
８
）。

　
自
然
哲
学
が
成
立
し
た
の
は
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
の
紀
元
前
６
世
紀
、
万
物
の
根
源
は
水

だ
と
し
た
タ
レ
ス
か
ら
始
ま
る
。
紀
元
前
５

世
紀
に
入
り
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
自
然
を
原

子
（
ア
ト
ム
）
と
し
て
見
る
原
子
論
的
自
然

観
を
提
唱
、
次
い
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
自
然
を

数
学
（
幾
何
学
）
と
し
て
見
る
数
学
的
自
然

観
を
主
張
し
た
。
機
械
論
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
紀
元
前
４
世
紀
に
な
る
と
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
が
自
然
を
生
き
も
の
と
し
て
見
る
目
的

論
的
自
然
観
を
打
ち
出
す
。素
材
で
あ
る「
質

料
」（
ヒ
ュ
ー
レ
ー
）、
本
質
で
あ
る
「
形
相
」

（
エ
イ
ド
ス
）、
最
終
的
に
行
き
つ
く
終
わ
り

で
あ
る
「
目
的
」（
テ
ロ
ス
）、
目
的
に
向
け

た
始
ま
り
で
あ
る「
作
用（
も
し
く
は
始
動
）」

（
ア
ル
ケ
ー
）
の
４
つ
の
原
因
に
よ
っ
て
、

世
界
を
完
全
に
理
解
で
き
る
と
し
た
の
で
あ

る
。
人
の
手
を
借
り
ず
自
ら
変
化
す
る
自
然

や
生
命
で
は
、「
霊
魂
」（
プ
シ
ケ
ー
）
が
本

質
で
あ
る
形
相
だ
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

タ
レ
ス
以
来
の
知
識
・
学
問
を
集
大
成
し
、

「
万
学
の
祖
」
と
呼
ば
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
が
唱
え
た
の
が
生
命
論
で
あ
る
。
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
以
降
、
生
命
論
が
機
械
論
に
入
れ

替
わ
っ
て
支
配
的
と
な
り
、
二
千
年
の
長
き

に
わ
た
っ
て
君
臨
す
る
。

　
17
世
紀
に
な
る
と
、
機
械
時
計
や
顕
微
鏡

の
発
達
に
よ
り
、
自
然
を
ひ
と
つ
の
精
巧
な

機
械
、
絶
対
的
な
自
然
法
則
に
従
っ
た
時
計

仕
掛
け
の
世
界
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
る
。

デ
カ
ル
ト
は
、
自
然
を
単
な
る
幾
何
学
的
な

延
長
、
均
質
な
空
間
的
広
が
り
と
み
な
し
た

（
＊
９
）。
こ
こ
か
ら
近
代
科
学
が
成
立
し
、

西
欧
の
様
相
は
一
変
す
る
（
＊
10
）。
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
、
ケ
プ
ラ
ー
に
よ
っ
て
、
宇
宙
は

地
球
中
心
の
天
動
説
か
ら
太
陽
中
心
の
地
動

説
へ
と
根
底
か
ら
覆
る
。
ガ
リ
レ
オ
、
ニ
ュ

ー
ト
ン
に
よ
っ
て
、
落
下
の
法
則
、
運
動
の

三
法
則
、
万
有
引
力
の
法
則
が
発
見
さ
れ
る
。

天
体
と
地
上
の
世
界
が
力
学
の
法
則
に
よ
っ

て
統
一
的
に
説
明
さ
れ
、
物
理
学
は
科
学
の

手
本
と
な
る
。
科
学
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
掲
げ
た
目
的
に
よ
る
擬
人
的
な
説
明
を
主

観
的
な
も
の
と
し
て
排
除
し
、
外
か
ら
客
観

的
に
原
因
と
結
果
を
見
出
し
、
単
純
か
つ
普

遍
的
な
法
則
と
し
て
力
学
的
に
説
明
す
る
よ

う
に
な
る
。
複
雑
な
事
象
は
単
純
な
要
素
に

分
解
し
、
観
察
さ
れ
た
要
素
を
数
学
に
よ
っ

て
仮
説
と
し
て
結
び
付
け
、
こ
れ
を
実
験
に

よ
っ
て
検
証
す
る
。
機
械
論
が
生
命
論
と
入

れ
替
わ
っ
て
支
配
的
と
な
り
、
現
代
ま
で
四

百
年
続
く
。

　
し
か
し
、
20
世
紀
後
半
以
降
、
生
命
論
が

ふ
た
た
び
有
力
と
な
り
つ
つ
あ
る
（
＊
11
）。

機
械
論
の
限
界
が
目
立
っ
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。
切
り
離
さ
れ
た
要
素
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち

る
全
体
と
し
て
の
創
発
的
な
特
性
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
。
例
え
ば
、
分
子
生

物
学
が
遺
伝
情
報
（
ゲ
ノ
ム
）
を
す
べ
て
解

読
し
て
も
、
生
命
を
生
み
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
市
場
で
は
、
誰
も
意
図
し
な
い
の
に
、

バ
ブ
ル
が
膨
ら
み
突
如
と
し
て
弾
け
る
。

　
ま
た
、
客
観
的
に
原
因
と
結
果
で
は
説
明

で
き
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
く
る
。
ミ
ク
ロ

の
世
界
で
は
、
ど
ん
な
に
測
定
の
精
度
を
あ

げ
て
も
、
微
細
な
物
質
粒
子
の
位
置
と
運
動

量
を
同
時
に
正
確
に

測
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
（
不
確
定
性

原
理
）。
一
方
、
マ
ク

ロ
の
世
界
で
も
、
決

定
論
に
従
っ
て
い
な

が
ら
、
原
因
と
結
果

が
複
雑
に
絡
み
合
い

予
測
が
で
き
な
い
カ

オ
ス
現
象
が
明
ら
か

と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
数
量
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
多
様

な
性
質
へ
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
私
た
ち
が
抱
く
感
じ
（
ク
オ
リ
ア
、
感

覚
質
）
を
科
学
で
扱
え
る
の
か
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。
人
間
の
知
性
と
し
て
、
知
能
指
数

（
Ｉ
Ｑ
）
以
外
に
、
心
の
知
能
（
Ｅ
Ｉ
）
や

多
重
知
能
（
Ｍ
Ｉ
）
と
い
っ
た
、
数
量
的
に

は
捉
え
ら
れ
な
い
性
質
の
概
念
化
が
提
唱
さ

れ
て
い
る
。

　
か
く
し
て
、
機
械
論
に
基
づ
く
科
学
を
極

め
た
研
究
者
に
も
、
生
命
論
へ
歩
み
寄
る
人

が
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
生
命
や
精
神
の

問
題
を
文
明
の
中
核
に
据
え
る
こ
と
が
必
要

だ
と
し
（
＊
12
）、
生
命
論
を
学
ぶ
こ
と
が

重
要
で
あ
り
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
適
用
で
き

る
と
し
（
＊
13
）、
物
理
学
よ
り
も
生
物
学

か
ら
比
喩
を
得
る
よ
う
に
薦
め
（
＊
14
）、

現
在
は
生
命
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
時
代
と
位
置
づ

け
る
こ
と
に
賛
成
し
（
＊
15
）、
生
き
も
の

そ
の
も
の
を
見
よ
う
と
す
る
感
覚
を
取
り
戻

す
べ
き
だ
と
す
る
（
＊
16
）。

　
情
報
通
信
や
交
通
の
発
達
に
よ
っ
て
、

人
々
の
相
互
作
用
は
時
空
を
超
越
し
て
加
速

度
的
に
増
加
・
拡
大
し
、
複
雑
に
絡
み
合
い

続
け
て
い
る
。
か
つ

て
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ

イ
ト
ソ
ン
は
複
雑
な

相
互
作
用
に
は
精
神

的
特
性
が
現
れ
る
と

指
摘
し
た
が
（
＊
17
）、

複
雑
化
す
る
社
会
は

ま
す
ま
す
生
命
的
様

相
を
帯
び
て
き
て
い

る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、

支
配
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
紀
元
前
５
世

紀
：
機
械
論
↓
紀
元
前
４
世
紀
：
生
命
論
↓

17
世
紀
：
機
械
論
↓
21
世
紀
：
生
命
論
へ
と
、

交
互
に
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
変
遷
し
て
き
て

い
る
。
た
だ
し
、
同
じ
機
械
論
、
生
命
論
と

い
っ
て
も
、
後
に
復
活
す
る
と
き
に
は
、
基

本
的
な
立
場
は
継
承
し
つ
つ
も
、
そ
の
時
代

の
状
況
に
応
じ
て
変
化
し
、
い
わ
ば
ら
せ
ん

状
に
内
容
が
深
化
・
発
展
し
て
い
る
。

　
次
回
は
、
現
代
に
お
け
る
機
械
論
と
生
命

論
の
特
徴
、
使
い
分
け
に
つ
い
て
述
べ
る
。

Chart 1

同じ図形が違って見える例／その１

見方によって、
ウサギにもアヒルにも見えるが、

両方同時に
見ることはできない。

Chart 2

同じ図形が違って見える例／その2

見方によって、
上から見たようにも
下から見たようにも

見える。

物
事
を
機
械
に

見
立
て
る
考
え
方
。

機
械
を
部
品
に
分
解
す
る
よ
う
に
、

全
体
を
部
分
に
分
け
て

分
析
す
れ
ば

全
体
に
つい
て
も

理
解
で
き
る
と
す
る
。

機
械
論
と
は

物
事
を
生
命
に

見
立
て
る
考
え
方
。

器
官
を
集
め
て
も

生
命
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

全
体
は
部
分
の
単
な
る

寄
せ
集
め
で
は
な
く

独
自
の
特
性
が
あ
る
と
す
る
。

生
命
論
と
は



（
＊
１
）『
科
学
革
命
の
構
造
』（
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
著
、中
山
茂
訳
、１
９
７

１
年﹇
原
著
１
９
６
２
年
﹈、み
す
ず
書
房
）

（
＊
２
）『
科
学
的
発
見
の
パ
タ
ー
ン
』（
ノ
ー
ウ
ッ
ド
・Ｒ・ハ
ン
ソ
ン
著
、村
上

陽
一
郎
訳
、１
９
８
６
年﹇
原
著
１
９
５
８
年
﹈、講
談
社
学
術
文
庫
）、『
知

覚
と
発
見
』（
ノ
ー
ウ
ッ
ド
・Ｒ・ハン
ソ
ン
著
、野
家
啓
一、渡
辺
博
訳
、１
９
８

２
年﹇
原
著
１
９
６
９
年
﹈、紀
伊
國
屋
書
店
）

（
＊
３
）『
模
倣
の
時
代
』（
板
倉
聖
宣
著
、１
９
８
８
年
、仮
説
社
）は
、「
論

よ
り
証
拠
」な
ら
ぬ「
証
拠
よ
り
論
」と
評
し
て
い
る
。

（
＊
４
）『
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
何
か
』（
野
家
啓
一
著
、２
０
０
８
年
、講
談
社
学

術
文
庫
）

（
＊
５
）ジ
ョ
セ
フ
・
ジ
ャ
ス
ト
ロ
ー
が
１
９
０
０
年
に
考
案
し
た
図
形
。

（
＊
６
）ア
ル
バ
ー
ト
・
ネ
ッ
カ
ー
が
１
８
３
２
年
に
考
案
し
た
図
形
。

（
＊
７
）生
命
論
は
、古
く
か
ら
あ
る
生
気
論
と
同
じ
系
統
の
立
場
で
あ

る
。し
か
し
、生
気
論
は
、主
に
生
物
学
の
分
野
で
生
命
観
に
つ
い
て
主
張

さ
れ
た
。本
稿
で
は
、よ
り
広
く
世
界
観
を
カ
バ
ー
し
た
中
立
的
な
名
称
に

し
た
い
こ
と
か
ら
、生
命
論
と
し
た
。

（
＊
８
）『
思
想
史
の
な
か
の
科
学
』（
伊
東
俊
太
郎
、広
重
徹
、村
上
陽
一
郎

著
、２
０
０
２
年
、平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、『
科
学
思
想
史
』（
坂
本
賢
三

著
、１
９
８
４
年
、岩
波
書
店
）、『
物
理
科
学
史
』（
村
上
陽
一郎
著
、１
９
８

５
年
、放
送
大
学
教
育
振
興
会
）、『〈
科
学
の
発
想
〉を
た
ず
ね
て
』（
橋
本

毅
彦
著
、２
０
１
０
年
、左
右
社
）、『
思
想
史 

第
二
版
』（
中
村
雄
二
郎
、生

松
敬
三
、田
島
節
夫
、古
田
光
著
、１
９
７
７
年
、東
京
大
学
出
版
会
）、

『
西
洋
古
代
・
中
世
哲
学
史
』（
ク
ラ
ウ
ス
・
リ
ー
ゼ
ン
フ
ー
バ
ー
著
、矢
玉
俊

彦
訳
、２
０
０
０
年
、平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、『
科
学
は「
自
然
」を
ど
う

語
っ
て
き
た
か
』（
菅
野
礼
司
著
、１
９
９
９
年
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
生
命

科
学
の
近
現
代
史
』（
廣
野
喜
幸
、市
野
川
容
孝
、林
真
理
編
、２
０
０
２

年
、勁
草
書
房
）、『
物
語 

哲
学
の
歴
史
』（
伊
藤
邦
武
著
、２
０
１
２
年
、中

公
新
書
）。『
哲
学
史
に
お
け
る
生
命
概
念
』（
佐
藤
康
邦
著
、２
０
１
０
年
、

放
送
大
学
教
育
振
興
会
）に
も
あ
る
よ
う
に
、常
に
批
判
や
反
批
判
が
行

わ
れ
て
い
た
。

（
＊
９
）数
学
の
、ｘ
軸
とｙ
軸
の「
デ
カ
ル
ト
座
標
」は
そ
の
名
残
で
あ
る
。

（
＊
10
）『
近
代
科
学
の
誕
生
』（
ハ
ー
バ
ー
ト
・
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
著
、渡
辺

正
雄
訳
、１
９
７
８
年﹇
原
著
１
９
５
７
年
﹈、講
談
社
学
術
文
庫
）

（
＊
11
）『
政
治
理
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
』（
藤
原
保
信
著
、１
９
８
５
年
、

岩
波
書
店
）、『
生
命
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
時
代
』（
日
本
総
合
研
究
所
編
、１
９

９
３
年
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、田
坂
広
志
の
論
文
）、『
科
学
思
想
の
系
譜
学
』

（
大
林
信
治
、森
田
敏
照
編
著
、１
９
９
４
年
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
生
命

思
考
』（
石
川
光
男
著
、１
９
８
６
年
、阪
急
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ズ
）、『
生
命

と
宇
宙
』（
小
林
道
憲
著
、１
９
９
６
年
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

（
＊
12
）『
物
質
文
明
か
ら
生
命
文
明
へ
』（
渡
辺
格
著
、１
９
９
０
年
、同
文

書
院
）

（
＊
13
）『
生
命
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
時
代
』（
日
本
総
合
研
究
所
編
、１
９
９
３

年
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、イ
リ
ヤ
・
プ
リ
ゴ
ジ
ン
の
基
調
講
演
）

（
＊
14
）『
シ
ス
テ
ム
の
科
学
』（
ハ
ー
バ
ー
ト
・Ａ・
サ
イ
モ
ン
著
、１
９
９
９
年

﹇
原
著
１
９
９
６
年
﹈、パ
ー
ソ
ナ
ル
メ
デ
ィ
ア
）

（
＊
15
）『
生
命
』（
中
村
雄
二
郎
、池
田
清
彦
著
、１
９
９
８
年
、岩
波
書
店
）

（
＊
16
）『
科
学
者
が
人
間
で
あ
る
こ
と
』（
中
村
桂
子
著
、２
０
１
３
年
、岩

波
新
書
）

（
＊
17
）『
精
神
の
生
態
学
』（
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
著
、佐
藤
良
明
訳
、

２
０
０
０
年﹇
原
著
１
９
７
２
年
﹈、新
思
索
社
）、『
精
神
と
自
然
』（
グ
レ
ゴ

リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
著
、佐
藤
良
明
訳
、２
０
０
１
年﹇
原
著
１
９
７
９
年
﹈、

新
思
索
社
）
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機
械
論
と

生
命
論
の

歴
史
的
変
遷

　
今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
見
ら
れ
る
閉

塞
状
況
の
背
後
に
は
、た
い
て
い
２
つ
の「
パ

ラ
ダ
イ
ム
」
の
対
立
が
潜
ん
で
い
る
。
機
械

論
と
生
命
論
で
あ
る
。私
た
ち
は
、近
代
以
降
、

も
っ
ぱ
ら
物
事
を
機
械
の
よ
う
に
考
え
る
見

方
し
か
し
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
生
命
と
し

て
捉
え
る
見
方
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
２
つ

を
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、

混
迷
を
解
く
カ
ギ
と
な
る
。

　
本
稿
で
は
、
２
回
に
わ
た
っ
て
、
機
械
論

と
生
命
論
と
い
う
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
つ

い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
今
回
は
、
パ

ラ
ダ
イ
ム
の
は
た
ら
き
、
機
械
論
と
生
命
論

の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
提
唱
者
の
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
に
よ
れ
ば
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
、「
一
般
に
認
め
ら
れ
た

科
学
的
業
績
で
、
一
時
期
の
間
、
専
門
家
に

対
し
て
問
い
方
や
答
え
方
の
モ
デ
ル
を
与
え

る
も
の
」で
あ
る（
＊
１
）。よ
り
一
般
的
に
は
、

も
の
の
見
方
、
考
え
方
の
枠
組
み
、
世
界
観

と
い
え
る
。

　
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
定
着
し
て
い
る
と
き
に
、

特
定
の
科
学
者
集
団
が
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
準
拠

し
て
行
う
一
連
の
研
究
が
「
通
常
科
学
」
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
そ
ぐ
わ

な
い
変
則
事
例
が
い
く
つ
も
現
れ
、
予
測
が

ひ
ん
ぱ
ん
に
外
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
パ
ラ

ダ
イ
ム
は
危
機
に
陥
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に

は
科
学
者
集
団
が
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
乗

り
か
え
る
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
」、
す

な
わ
ち
「
科
学
革
命
」
が
起
こ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
私
た
ち
は
、
何
の
囚
わ
れ
も

な
く
純
粋
無
垢
の
事
実
を
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
理
論
と
い
う
色
メ
ガ
ネ
を
通
し
て
し

か
物
事
を
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
観
察
と

は
理
論
を
前
提
と
し
た
解
釈
に
ほ
か
な
ら
な

い
（
理
論
負
荷
性
）（
＊
２
）。
理
論
の
大
本

に
あ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
異
な
る
と
、
同
じ
対

象
を
見
て
も
、
違
っ
た
解
釈
が
な
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
例
え
ば
、
明
け
ゆ
く
東
の
空
を

眺
め
て
も
、
地
動
説
の
ケ
プ
ラ
ー
は
太
陽
が

静
止
し
て
い
る
と
見
、
天
動
説
の
テ
ィ
コ
・

ブ
ラ
ー
エ
は
地
球
が
静
止
し
て
い
る
と
見
た
。

明
治
時
代
の
か
つ脚 

け気
の
原
因
究
明
で
は
、
陸
軍

と
東
大
医
学
部
は
、
当
時
最
新
の
西
洋
医
学

に
基
づ
き
脚
気
の
病
原
菌
を
探
し
た
が
見
つ

か
ら
ず
、
迷
信
と
決
め
つ
け
て
い
た
麦
飯
を

摂
取
す
る
と
い
う
民
間
療
法
に
よ
り
、
脚
気

の
原
因
の
ビ
タ
ミ
ン
B1
不
足
を
補
っ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
（
＊
３
）。

　
異
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
は
、
そ
の
優
劣
を

比
較
す
る
共
通
の
尺
度
、
評
価
基
準
は
存
在

し
な
い
（
共
約
不
可
能
性
）。
そ
も
そ
も
新

し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
古
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
現
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

相
容
れ
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
移
行
は
、

科
学
者
の
改
宗
に
た
と
え
ら
れ
る
。
パ
ラ
ダ

イ
ム
間
で
争
わ
れ
る
の
は
、
実
は
同
じ
土
俵

上
で
の
真
偽
の
証
明
で
は
な
い
。
土
俵
外
で

の
説
得
に
よ
る
同
意
の
獲
得
な
の
で
あ
る

（
＊
４
）。

　
心
理
学
の
実
験
で
、「
理
論
負
荷
性
」と「
共

約
不
可
能
性
」
を
疑
似
的
に
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
。Chart 1

（
＊
５
）
は
、
ア
ヒ

ル
を
知
っ
て
い
る
人
に
は
ア
ヒ
ル
に
見
え
る

し
、
ウ
サ
ギ
を
知
っ
て
い
る
人
に
は
ウ
サ
ギ

Chart 3

機械論と生命論の歴史的変遷

に
見
え
る
。
両
方
知
っ
て
い
る
人
に
は
ど
ち

ら
に
も
見
え
る
が
、
２
つ
が
同
時
に
見
え
る

こ
と
は
な
い
。Chart 2

（
＊
６
）
も
、
上

か
ら
見
た
よ
う
に
も
下
か
ら
見
た
よ
う
に
も

見
え
る
が
、
同
時
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
機
械
論
は
、
自
然
や
物
事
を
機
械
の
よ
う

に
見
て
理
解
す
る
。
一
方
、
生
命
論
は
、
生

命
の
よ
う
に
見
て
理
解
す
る
（
＊
７
）。
こ

の
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
は
、Chart 3

の

よ
う
に
、
二
千
五
百
年
余
に
わ
た
る
歴
史
的

な
変
遷
が
あ
る
（
＊
８
）。

　
自
然
哲
学
が
成
立
し
た
の
は
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
の
紀
元
前
６
世
紀
、
万
物
の
根
源
は
水

だ
と
し
た
タ
レ
ス
か
ら
始
ま
る
。
紀
元
前
５

世
紀
に
入
り
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
自
然
を
原

子
（
ア
ト
ム
）
と
し
て
見
る
原
子
論
的
自
然

観
を
提
唱
、
次
い
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
自
然
を

数
学
（
幾
何
学
）
と
し
て
見
る
数
学
的
自
然

観
を
主
張
し
た
。
機
械
論
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
紀
元
前
４
世
紀
に
な
る
と
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
が
自
然
を
生
き
も
の
と
し
て
見
る
目
的

論
的
自
然
観
を
打
ち
出
す
。素
材
で
あ
る「
質

料
」（
ヒ
ュ
ー
レ
ー
）、
本
質
で
あ
る
「
形
相
」

（
エ
イ
ド
ス
）、
最
終
的
に
行
き
つ
く
終
わ
り

で
あ
る
「
目
的
」（
テ
ロ
ス
）、
目
的
に
向
け

た
始
ま
り
で
あ
る「
作
用（
も
し
く
は
始
動
）」

（
ア
ル
ケ
ー
）
の
４
つ
の
原
因
に
よ
っ
て
、

世
界
を
完
全
に
理
解
で
き
る
と
し
た
の
で
あ

る
。
人
の
手
を
借
り
ず
自
ら
変
化
す
る
自
然

や
生
命
で
は
、「
霊
魂
」（
プ
シ
ケ
ー
）
が
本

質
で
あ
る
形
相
だ
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

タ
レ
ス
以
来
の
知
識
・
学
問
を
集
大
成
し
、

「
万
学
の
祖
」
と
呼
ば
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
が
唱
え
た
の
が
生
命
論
で
あ
る
。
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
以
降
、
生
命
論
が
機
械
論
に
入
れ

替
わ
っ
て
支
配
的
と
な
り
、
二
千
年
の
長
き

に
わ
た
っ
て
君
臨
す
る
。

　
17
世
紀
に
な
る
と
、
機
械
時
計
や
顕
微
鏡

の
発
達
に
よ
り
、
自
然
を
ひ
と
つ
の
精
巧
な

機
械
、
絶
対
的
な
自
然
法
則
に
従
っ
た
時
計

仕
掛
け
の
世
界
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
る
。

デ
カ
ル
ト
は
、
自
然
を
単
な
る
幾
何
学
的
な

延
長
、
均
質
な
空
間
的
広
が
り
と
み
な
し
た

（
＊
９
）。
こ
こ
か
ら
近
代
科
学
が
成
立
し
、

西
欧
の
様
相
は
一
変
す
る
（
＊
10
）。
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
、
ケ
プ
ラ
ー
に
よ
っ
て
、
宇
宙
は

地
球
中
心
の
天
動
説
か
ら
太
陽
中
心
の
地
動

説
へ
と
根
底
か
ら
覆
る
。
ガ
リ
レ
オ
、
ニ
ュ

ー
ト
ン
に
よ
っ
て
、
落
下
の
法
則
、
運
動
の

三
法
則
、
万
有
引
力
の
法
則
が
発
見
さ
れ
る
。

天
体
と
地
上
の
世
界
が
力
学
の
法
則
に
よ
っ

て
統
一
的
に
説
明
さ
れ
、
物
理
学
は
科
学
の

手
本
と
な
る
。
科
学
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
掲
げ
た
目
的
に
よ
る
擬
人
的
な
説
明
を
主

観
的
な
も
の
と
し
て
排
除
し
、
外
か
ら
客
観

的
に
原
因
と
結
果
を
見
出
し
、
単
純
か
つ
普

遍
的
な
法
則
と
し
て
力
学
的
に
説
明
す
る
よ

う
に
な
る
。
複
雑
な
事
象
は
単
純
な
要
素
に

分
解
し
、
観
察
さ
れ
た
要
素
を
数
学
に
よ
っ

て
仮
説
と
し
て
結
び
付
け
、
こ
れ
を
実
験
に

よ
っ
て
検
証
す
る
。
機
械
論
が
生
命
論
と
入

れ
替
わ
っ
て
支
配
的
と
な
り
、
現
代
ま
で
四

百
年
続
く
。

　
し
か
し
、
20
世
紀
後
半
以
降
、
生
命
論
が

ふ
た
た
び
有
力
と
な
り
つ
つ
あ
る
（
＊
11
）。

機
械
論
の
限
界
が
目
立
っ
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。
切
り
離
さ
れ
た
要
素
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち

る
全
体
と
し
て
の
創
発
的
な
特
性
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
。
例
え
ば
、
分
子
生

物
学
が
遺
伝
情
報
（
ゲ
ノ
ム
）
を
す
べ
て
解

読
し
て
も
、
生
命
を
生
み
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
市
場
で
は
、
誰
も
意
図
し
な
い
の
に
、

バ
ブ
ル
が
膨
ら
み
突
如
と
し
て
弾
け
る
。

　
ま
た
、
客
観
的
に
原
因
と
結
果
で
は
説
明

で
き
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
く
る
。
ミ
ク
ロ

の
世
界
で
は
、
ど
ん
な
に
測
定
の
精
度
を
あ

げ
て
も
、
微
細
な
物
質
粒
子
の
位
置
と
運
動

量
を
同
時
に
正
確
に

測
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
（
不
確
定
性

原
理
）。
一
方
、
マ
ク

ロ
の
世
界
で
も
、
決

定
論
に
従
っ
て
い
な

が
ら
、
原
因
と
結
果

が
複
雑
に
絡
み
合
い

予
測
が
で
き
な
い
カ

オ
ス
現
象
が
明
ら
か

と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
数
量
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
多
様

な
性
質
へ
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
私
た
ち
が
抱
く
感
じ
（
ク
オ
リ
ア
、
感

覚
質
）
を
科
学
で
扱
え
る
の
か
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。
人
間
の
知
性
と
し
て
、
知
能
指
数

（
Ｉ
Ｑ
）
以
外
に
、
心
の
知
能
（
Ｅ
Ｉ
）
や

多
重
知
能
（
Ｍ
Ｉ
）
と
い
っ
た
、
数
量
的
に

は
捉
え
ら
れ
な
い
性
質
の
概
念
化
が
提
唱
さ

れ
て
い
る
。

　
か
く
し
て
、
機
械
論
に
基
づ
く
科
学
を
極

め
た
研
究
者
に
も
、
生
命
論
へ
歩
み
寄
る
人

が
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
生
命
や
精
神
の

問
題
を
文
明
の
中
核
に
据
え
る
こ
と
が
必
要

だ
と
し
（
＊
12
）、
生
命
論
を
学
ぶ
こ
と
が

重
要
で
あ
り
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
適
用
で
き

る
と
し
（
＊
13
）、
物
理
学
よ
り
も
生
物
学

か
ら
比
喩
を
得
る
よ
う
に
薦
め
（
＊
14
）、

現
在
は
生
命
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
時
代
と
位
置
づ

け
る
こ
と
に
賛
成
し
（
＊
15
）、
生
き
も
の

そ
の
も
の
を
見
よ
う
と
す
る
感
覚
を
取
り
戻

す
べ
き
だ
と
す
る
（
＊
16
）。

　
情
報
通
信
や
交
通
の
発
達
に
よ
っ
て
、

人
々
の
相
互
作
用
は
時
空
を
超
越
し
て
加
速

度
的
に
増
加
・
拡
大
し
、
複
雑
に
絡
み
合
い

続
け
て
い
る
。
か
つ

て
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ

イ
ト
ソ
ン
は
複
雑
な

相
互
作
用
に
は
精
神

的
特
性
が
現
れ
る
と

指
摘
し
た
が
（
＊
17
）、

複
雑
化
す
る
社
会
は

ま
す
ま
す
生
命
的
様

相
を
帯
び
て
き
て
い

る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、

支
配
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
紀
元
前
５
世

紀
：
機
械
論
↓
紀
元
前
４
世
紀
：
生
命
論
↓

17
世
紀
：
機
械
論
↓
21
世
紀
：
生
命
論
へ
と
、

交
互
に
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
変
遷
し
て
き
て

い
る
。
た
だ
し
、
同
じ
機
械
論
、
生
命
論
と

い
っ
て
も
、
後
に
復
活
す
る
と
き
に
は
、
基

本
的
な
立
場
は
継
承
し
つ
つ
も
、
そ
の
時
代

の
状
況
に
応
じ
て
変
化
し
、
い
わ
ば
ら
せ
ん

状
に
内
容
が
深
化
・
発
展
し
て
い
る
。

　
次
回
は
、
現
代
に
お
け
る
機
械
論
と
生
命

論
の
特
徴
、
使
い
分
け
に
つ
い
て
述
べ
る
。

20
世
紀
後
半
以
降
、

生
命
論
が
有
力
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

機
械
論
の
限
界
が

目
立
っ
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。

デモクリトスは
原子論的自然観を提唱、

プラトンは数学的自然観を主張。

紀元前5世紀

アリストテレスが
目的論的自然観を
打ち出す。

紀元前4世紀
生命論が

ふたたび有力と
なりつつある。

21世紀

機械論と生命論は
常に対立してきた。

どちらが優勢になるかによって
パラダイム・シフトが

起こってきた。

生命論 機械論機械論

15世紀紀元前1世紀 20世紀

デカルトは自然を均質な空間とし、
コペルニクスやニュートンは
世界を力学法則で説明する。

17世紀

紀元前5世紀

生
命
世
界

物
質
世
界



　
１
９
９
３
年
に
竣
工
し
た
大
阪
ガ
ス
実
験

集
合
住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
（
右
下
写
真
）
は
、

近
未
来
の
都
市
型
集
合
住
宅
の
あ
り
方
を
、

設
備
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
な
ら
ず
、
住
ま
い

や
生
活
と
い
っ
た
視
点
か
ら
も
考
察
・
検
証

し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　
地
下
１
階
、
地
上
６
階
建
て
の
住
棟
は
、

百
年
の
長
寿
命
を
目
指
し
、
い
わ
ゆ
る
ス
ケ

ル
ト
ン
・
イ
ン
フ
ィ
ル
方
式
に
よ
り
建
設
さ

れ
た
。
住
戸
や
設
備
の
変
更
・
更
新
性
を
確

保
し
、
18
住
戸
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
平
面
計
画
と
な
っ

て
い
る
。
建
設
当
初
よ
り
燃
料
電
池
・
太
陽

電
池
・
蓄
電
池
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
、
大
規
模
な
建
物
緑
化
も
実
施

し
て
い
る
。
改
修
を
重
ね
つ
つ
、
社
員
お
よ

び
そ
の
家
族
に
よ
る
実
際
の
居
住
の
も
と
に
、

人
・
自
然
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
関
係
が
深
化

す
る
都
市
型
集
合
住
宅―

―

」
で
あ
る
。
議

論
の
出
発
点
は
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
で
あ
っ
た
。
大
自
然
災
害
の
前

に
、
人
の
造
っ
た
都
市
は
一
瞬
で
自
然
に
飲

み
込
ま
れ
た
。
自
然
と
人
工
的
な
構
造
物
・

都
市
と
い
う
対
比
は
、
そ
も
そ
も
空
し
い
。

ま
た
、
人
と
人
と
の
き
ず
な
や
関
係
性
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
や
人
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

関
係
性
な
ど
、
震
災
に
よ
っ
て
顕
在
化
、
ま

た
は
再
認
識
さ
れ
た
課
題
は
多
か
っ
た
。
そ

こ
で
第
４
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
人
と
緑
・
自
然

の
関
係
性
を
改
め
て
問
い
直
し
た
。
テ
ー
マ

に
付
随
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
人
と
自
然
の

関
係
性
の
再
構
築
」「
人
と
人
の
つ
な
が
り

の
創
出
」「
省
エ
ネ
・
ス
マ
ー
ト
な
暮
ら
し

の
実
現
」
と
し
、
計
画
検
討
を
進
め
た
。

　
私
た
ち
は
人
工
的
な
建
築
物
・
住
宅
に
自

然
を
取
り
込
も
う
と
し
て
き
た
が
、
自
然
の

中
に
あ
る
住
宅
、
自
然
と
と
も
に
あ
る
生
活

を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
住
宅

を
創
り
、
そ
こ
に
自
然
を
取
り
込
む
と
い
う

の
で
は
な
く
、
ま
ず
自
然
が
あ
り
、
そ
の
中

に
住
宅
を
創
る
。
今
回
は
こ
の
よ
う
な
ス
タ

ン
ス
で
全
体
計
画
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、

住
戸
計
画
の
前
提
と
な
る
住
環
境
の
地
盤
と

し
て
の
自
然
を
、
住
棟
に
ま
ず
実
現
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
広
域
都
市
緑
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
端
を

担
う
緑
地
が
住
棟
に
連
な
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
は
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
の
建
設
当
初
か
ら
の

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
竣
工
後
20
年
が
経

ち
、
な
か
に
は
、
弱
っ
た
り
、
枯
れ
か
か
っ

て
い
る
樹
木
や
、
土
が
雨
に
流
さ
れ
続
け
、

草
木
を
支
え
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い

な
い
場
所
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
い
ま
一
度
、

住
棟
の
緑
地
を
再
構
築
す
る
こ
と
と
し
た
。

１
階
か
ら
屋
上
ま
で
連
な
る
「
緑
の
回
廊
」

を
再
編
し
、
屋
上
を
頂
上
、
３
階
か
ら
６
階

ま
で
を
中
腹
、
１
階
を
ふ
も
と麓
と
み
な
し
、
人

の
営
み
と
自
然
が
重
な
る
丘
陵
地
を
、
立
体

的
に
住
棟
内
に
再
現
し
た
。

　
緑
地
を
整
備
す
る
と
同
時
に
、
自
然
の
中

に
あ
り
、
外
部
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
取
り

入
れ
た
生
活
を
可
能
と
す
る
住
宅
計
画
を
目

指
し
た
。
具
体
的
に
は
外
部
空
間
と
室
内
空

間
の
重
な
り
合
う
空
間
に
、
そ
の
中
間
領
域

を
設
け
た
。

　
日
本
は
基
本
的
に
は
温
暖
な
気
候
で
あ
り
、

伝
統
的
な
住
宅
は
夏
の
過
ご
し
や
す
さ
を
確

保
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
障
子
や

ふ
す
ま襖
、
格
子
戸
な
ど
で
室
内
空
間
と
外
部
空

間
を
緩
や
か
に
仕
切
り
、
外
部
と
内
部
の
関

係
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
外
部
と
内
部
の

「
中
間
領
域
」
と
な
る
え
ん縁 

が
わ側

や
土
間
で
は
、

室
内
に
い
な
が
ら
外
部
空
間
を
感
じ
、
季
節

感
を
楽
し
み
、
外
部
の
快
適
性
を
享
受
す
る

居
住
文
化
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
空
間
を

集
合
住
宅
の
中
に
実
現
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
具
体
的
に
は
、
今
回
改
修
を
行
っ
た
３
０

５
号
室
「
余
白
に
棲
む
家
」（
設
計
：
竹
原

義
二
・
無
有
建
築
工
房
）
と
、
４
０
３
号
室

「
し
な
や
か
な
家
」（
設
計
：
ち
か近 

ず
み角 

よ
う　 

こ子
・
近

角
建
築
設
計
事
務
所
）
に
お
い
て
、
住
棟
の

緑
地
空
間
と
親
和
性
の
高
い
住
戸
内
空
間
を

設
計
者
に
問
い
、
実
現
し
た
。

「
余
白
に
棲
む
家
」
は
、
住
戸
か
ら
個
室
を

切
り
取
っ
た
「
余
白
」
を
す
べ
て
中
間
領
域

と
す
る
入
れ
子
構
造
を
持
ち
、
住
棟
緑
地
か

ら
住
戸
ベ
ラ
ン
ダ
、
室
内
へ
と
質
の
違
う
緑

が
連
続
し
て
引
き
こ
ま
れ
て
い
る
。「
し
な

や
か
な
家
」
で
は
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ

ン
か
ら
露
台
を
通
じ
て
住
戸
が
住
棟
緑
地
と

つ
な
が
り
、
昔
な
が
ら
の
縁
側
空
間
が
中
間

領
域
と
し
て
集
合
住
宅
の
中
に
実
現
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
中
間
領
域
は
、
外
部
空
間
を

受
け
止
め
、
住
戸
内
と
の
親
和
性
を
高
め
る

と
同
時
に
、
外
部
空
間
と
住
戸
内
空
間
の
バ

ッ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
。

　
前
述
の
「
中
間
領
域
」
は
、
人
と
人
の
つ

な
が
り
を
創
出
す
る
場
と
し
て
も
想
定
さ
れ

て
い
る
。

「
余
白
に
棲
む
家
」
で
は
、
中
間
領
域
を

「
子
ど
も
の
居
場
所
・
集
ま
る
場
所
」
と
し

て
設
計
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
集
め
、
放
課

後
ク
ラ
ブ
や
学
童
保
育
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
る
、
子
ど
も
を
持
つ
夫
婦
が
居
住
者
像
で

あ
る
。
外
部
空
間
か
ら
自
然
に
つ
な
が
る
住

戸
空
間
に
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
交
流
し
、

共
に
時
間
を
過
ご
す
と
い
う
想
定
で
あ
る
。

「
外
土
間
」
や
「
内
土
間
」
と
連
な
る
「
余

白
」
は
、
都
市
に
広
が
る
回
遊
性
を
住
戸
内

に
引
き
こ
ん
で
い
る
。

「
し
な
や
か
な
家
」
で
は
、
中
間
領
域
を

「
料
理
教
室
の
行
わ
れ
る
場
所
」
と
し
て
設

計
し
た
。
リ
タ
イ
ア
し
た
夫
婦
が
居
住
者
像

で
あ
る
が
、
妻
は
元
料
理
教
室
の
講
師
で
あ

り
、
退
職
後
、
自
宅
で
教
室
を
開
く
と
い
う

想
定
で
あ
る
。
教
室
と
な
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
・

キ
ッ
チ
ン
は
、
露
台
を
通
じ
て
外
と
つ
な
が

り
、
小
さ
な
路
地
に
導
か
れ
、
訪
れ
る
人
を

も
温
か
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
同
時
に
、「
子
ど
も
た
ち
に
居
場
所
を
提

供
す
る
住
ま
い
」「
リ
タ
イ
ア
後
に
料
理
教

室
を
通
じ
て
人
と
交
流
で
き
る
住
ま
い
」
は
、

少
子
高
齢
時
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応

し
た
住
戸
の
提
案
と
な
っ
て
い
る
。Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
21
で
は
、
今
ま
で
も
い
く
つ
か
の
少
子
高

齢
時
代
に
対
応
し
た
住
ま
い
を
提
案
し
て
い

る
が
、
今
回
は
特
に
「
し
な
や
か
な
家
」
に

お
い
て
、
想
定
と
は
異
な
る
少
子
高
齢
時
代

の
多
様
な
住
ま
い
方
に
も
、
壁
の
位
置
を
変

え
住
戸
を
分
割
す
る
な
ど
、
し
な
や
か
に
対

応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
共
用
部
に
お
い
て
は
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
の
住

棟
と
地
域
空
間
の
重
な
り
合
う
空
間
に
「
中

間
領
域
」
と
し
て
、
交
流
室
を
設
け
た
。
交

流
室
は
１
階
に
位
置
し
、
中
庭
で
あ
る
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
と
ガ
ラ
ス
越
し
に
隣
り

合
い
、
開
放
的
な
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
居

住
者
に
よ
る
地
域
の
人
を
招
い
て
の
利
用
が

可
能
で
あ
り
、
周
辺
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
地
域
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
や
地
域
資
源
間
の
新
た
な
関
係
づ
く
り

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
（U

-CoRo
―
―

上

町
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム―

―

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
舞
台
と
も
な
る
予
定
で

あ
る
。

　
ま
た
、
第
４
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験
で
は
、

省
エ
ネ
・
ス
マ
ー
ト
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た

め
に
も
先
進
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
り

た
い
。

　
以
上
が
大
阪
ガ
ス
実
験
集
合
住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
21
第
４
フ
ェ
ー
ズ
の
、
住
ま
い
と
自
然
関

連
居
住
実
験
の
概
要
で
あ
る
。
今
後
も
居
住

者
の
協
力
の
も
と
で
、
多
く
の
居
住
実
験
を

行
う
予
定
で
あ
る
。
広
く
ご
意
見
・
ご
批
判

を
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
実
験
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
時
々
の
住
ま
い
を
取
り
巻
く
課
題
を
テ

ー
マ
と
し
て
第
１
〜
３
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験

を
行
い
、
昨
秋
、
竣
工
後
20
年
を
迎
え
た
。

　
本
稿
で
は
、
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
１
３

年
に
か
け
て
改
修
を
行
い
、
同
年
６
月
よ
り

開
始
さ
れ
た
第
４
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験
に
つ

い
て
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

　
第
４
フ
ェ
ー
ズ
の
居
住
実
験
の
テ
ー
マ
は

「
環
境
に
や
さ
し
い
心
豊
か
な
暮
ら
し―

―
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築
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じ
め
に

人の営みと
自然が重なる丘陵地を、
立体的に住棟内に再現。
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集
合
住
宅
の
新
し
い
あ
り
方
を

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
に
提
案
し
て
き
た
、

大
阪
ガ
ス
の
実
験
集
合
住
宅「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
」。

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、住
居
と
自
然
、そ
し
て

人
と
人
と
が
つ
な
が
る
新
た
な
集
合
住
宅
づ
く
り
の
た
め
、

第
４
フェ
ー
ズ
の
実
験
が
始
ま
っ
た
。

今
な
お
進
化
を
続
け
る
そ
の
取
り
組
み
と
は
。

大
阪
ガ
ス

実
験
集
合
住
宅

N
E
X
T
21

第
４
フェ
ー
ズ
居
住
実
験

NEXT21外観

NEXT21
第4フェーズコンセプト図

緑の回廊

広域都市緑化ネットワー
クに位置づけた「緑の
回廊」を住棟内に構築。

屋上から中間階、1階ま
で連なる緑が野鳥を引
きこむ。

↑中庭風景

↑断面図

中
間
領
域
の
提
案

緑
地
の
再
構
築

人
と
自
然
が
つ
な
が
る
住
ま
い



　
１
９
９
３
年
に
竣
工
し
た
大
阪
ガ
ス
実
験

集
合
住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
（
右
下
写
真
）
は
、

近
未
来
の
都
市
型
集
合
住
宅
の
あ
り
方
を
、

設
備
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
な
ら
ず
、
住
ま
い

や
生
活
と
い
っ
た
視
点
か
ら
も
考
察
・
検
証

し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　
地
下
１
階
、
地
上
６
階
建
て
の
住
棟
は
、

百
年
の
長
寿
命
を
目
指
し
、
い
わ
ゆ
る
ス
ケ

ル
ト
ン
・
イ
ン
フ
ィ
ル
方
式
に
よ
り
建
設
さ

れ
た
。
住
戸
や
設
備
の
変
更
・
更
新
性
を
確

保
し
、
18
住
戸
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
平
面
計
画
と
な
っ

て
い
る
。
建
設
当
初
よ
り
燃
料
電
池
・
太
陽

電
池
・
蓄
電
池
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
、
大
規
模
な
建
物
緑
化
も
実
施

し
て
い
る
。
改
修
を
重
ね
つ
つ
、
社
員
お
よ

び
そ
の
家
族
に
よ
る
実
際
の
居
住
の
も
と
に
、

人
・
自
然
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
関
係
が
深
化

す
る
都
市
型
集
合
住
宅―

―

」
で
あ
る
。
議

論
の
出
発
点
は
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
で
あ
っ
た
。
大
自
然
災
害
の
前

に
、
人
の
造
っ
た
都
市
は
一
瞬
で
自
然
に
飲

み
込
ま
れ
た
。
自
然
と
人
工
的
な
構
造
物
・

都
市
と
い
う
対
比
は
、
そ
も
そ
も
空
し
い
。

ま
た
、
人
と
人
と
の
き
ず
な
や
関
係
性
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
や
人
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

関
係
性
な
ど
、
震
災
に
よ
っ
て
顕
在
化
、
ま

た
は
再
認
識
さ
れ
た
課
題
は
多
か
っ
た
。
そ

こ
で
第
４
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
人
と
緑
・
自
然

の
関
係
性
を
改
め
て
問
い
直
し
た
。
テ
ー
マ

に
付
随
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
人
と
自
然
の

関
係
性
の
再
構
築
」「
人
と
人
の
つ
な
が
り

の
創
出
」「
省
エ
ネ
・
ス
マ
ー
ト
な
暮
ら
し

の
実
現
」
と
し
、
計
画
検
討
を
進
め
た
。

　
私
た
ち
は
人
工
的
な
建
築
物
・
住
宅
に
自

然
を
取
り
込
も
う
と
し
て
き
た
が
、
自
然
の

中
に
あ
る
住
宅
、
自
然
と
と
も
に
あ
る
生
活

を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
住
宅

を
創
り
、
そ
こ
に
自
然
を
取
り
込
む
と
い
う

の
で
は
な
く
、
ま
ず
自
然
が
あ
り
、
そ
の
中

に
住
宅
を
創
る
。
今
回
は
こ
の
よ
う
な
ス
タ

ン
ス
で
全
体
計
画
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、

住
戸
計
画
の
前
提
と
な
る
住
環
境
の
地
盤
と

し
て
の
自
然
を
、
住
棟
に
ま
ず
実
現
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
広
域
都
市
緑
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
端
を

担
う
緑
地
が
住
棟
に
連
な
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
は
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
の
建
設
当
初
か
ら
の

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
竣
工
後
20
年
が
経

ち
、
な
か
に
は
、
弱
っ
た
り
、
枯
れ
か
か
っ

て
い
る
樹
木
や
、
土
が
雨
に
流
さ
れ
続
け
、

草
木
を
支
え
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い

な
い
場
所
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
い
ま
一
度
、

住
棟
の
緑
地
を
再
構
築
す
る
こ
と
と
し
た
。

１
階
か
ら
屋
上
ま
で
連
な
る
「
緑
の
回
廊
」

を
再
編
し
、
屋
上
を
頂
上
、
３
階
か
ら
６
階

ま
で
を
中
腹
、
１
階
を
ふ
も
と麓
と
み
な
し
、
人

の
営
み
と
自
然
が
重
な
る
丘
陵
地
を
、
立
体

的
に
住
棟
内
に
再
現
し
た
。

　
緑
地
を
整
備
す
る
と
同
時
に
、
自
然
の
中

に
あ
り
、
外
部
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
取
り

入
れ
た
生
活
を
可
能
と
す
る
住
宅
計
画
を
目

指
し
た
。
具
体
的
に
は
外
部
空
間
と
室
内
空

間
の
重
な
り
合
う
空
間
に
、
そ
の
中
間
領
域

を
設
け
た
。

　
日
本
は
基
本
的
に
は
温
暖
な
気
候
で
あ
り
、

伝
統
的
な
住
宅
は
夏
の
過
ご
し
や
す
さ
を
確

保
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
障
子
や

ふ
す
ま襖
、
格
子
戸
な
ど
で
室
内
空
間
と
外
部
空

間
を
緩
や
か
に
仕
切
り
、
外
部
と
内
部
の
関

係
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
外
部
と
内
部
の

「
中
間
領
域
」
と
な
る
え
ん縁 

が
わ側

や
土
間
で
は
、

室
内
に
い
な
が
ら
外
部
空
間
を
感
じ
、
季
節

感
を
楽
し
み
、
外
部
の
快
適
性
を
享
受
す
る

居
住
文
化
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
空
間
を

集
合
住
宅
の
中
に
実
現
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
具
体
的
に
は
、
今
回
改
修
を
行
っ
た
３
０

５
号
室
「
余
白
に
棲
む
家
」（
設
計
：
竹
原

義
二
・
無
有
建
築
工
房
）
と
、
４
０
３
号
室

「
し
な
や
か
な
家
」（
設
計
：
ち
か近 

ず
み角 

よ
う　 

こ子
・
近

角
建
築
設
計
事
務
所
）
に
お
い
て
、
住
棟
の

緑
地
空
間
と
親
和
性
の
高
い
住
戸
内
空
間
を

設
計
者
に
問
い
、
実
現
し
た
。

「
余
白
に
棲
む
家
」
は
、
住
戸
か
ら
個
室
を

切
り
取
っ
た
「
余
白
」
を
す
べ
て
中
間
領
域

と
す
る
入
れ
子
構
造
を
持
ち
、
住
棟
緑
地
か

ら
住
戸
ベ
ラ
ン
ダ
、
室
内
へ
と
質
の
違
う
緑

が
連
続
し
て
引
き
こ
ま
れ
て
い
る
。「
し
な

や
か
な
家
」
で
は
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ

ン
か
ら
露
台
を
通
じ
て
住
戸
が
住
棟
緑
地
と

つ
な
が
り
、
昔
な
が
ら
の
縁
側
空
間
が
中
間

領
域
と
し
て
集
合
住
宅
の
中
に
実
現
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
中
間
領
域
は
、
外
部
空
間
を

受
け
止
め
、
住
戸
内
と
の
親
和
性
を
高
め
る

と
同
時
に
、
外
部
空
間
と
住
戸
内
空
間
の
バ

ッ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
。

　
前
述
の
「
中
間
領
域
」
は
、
人
と
人
の
つ

な
が
り
を
創
出
す
る
場
と
し
て
も
想
定
さ
れ

て
い
る
。

「
余
白
に
棲
む
家
」
で
は
、
中
間
領
域
を

「
子
ど
も
の
居
場
所
・
集
ま
る
場
所
」
と
し

て
設
計
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
集
め
、
放
課

後
ク
ラ
ブ
や
学
童
保
育
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
る
、
子
ど
も
を
持
つ
夫
婦
が
居
住
者
像
で

あ
る
。
外
部
空
間
か
ら
自
然
に
つ
な
が
る
住

戸
空
間
に
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
交
流
し
、

共
に
時
間
を
過
ご
す
と
い
う
想
定
で
あ
る
。

「
外
土
間
」
や
「
内
土
間
」
と
連
な
る
「
余

白
」
は
、
都
市
に
広
が
る
回
遊
性
を
住
戸
内

に
引
き
こ
ん
で
い
る
。

「
し
な
や
か
な
家
」
で
は
、
中
間
領
域
を

「
料
理
教
室
の
行
わ
れ
る
場
所
」
と
し
て
設

計
し
た
。
リ
タ
イ
ア
し
た
夫
婦
が
居
住
者
像

で
あ
る
が
、
妻
は
元
料
理
教
室
の
講
師
で
あ

り
、
退
職
後
、
自
宅
で
教
室
を
開
く
と
い
う

想
定
で
あ
る
。
教
室
と
な
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
・

キ
ッ
チ
ン
は
、
露
台
を
通
じ
て
外
と
つ
な
が

り
、
小
さ
な
路
地
に
導
か
れ
、
訪
れ
る
人
を

も
温
か
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
同
時
に
、「
子
ど
も
た
ち
に
居
場
所
を
提

供
す
る
住
ま
い
」「
リ
タ
イ
ア
後
に
料
理
教

室
を
通
じ
て
人
と
交
流
で
き
る
住
ま
い
」
は
、

少
子
高
齢
時
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応

し
た
住
戸
の
提
案
と
な
っ
て
い
る
。Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
21
で
は
、
今
ま
で
も
い
く
つ
か
の
少
子
高

齢
時
代
に
対
応
し
た
住
ま
い
を
提
案
し
て
い

る
が
、
今
回
は
特
に
「
し
な
や
か
な
家
」
に

お
い
て
、
想
定
と
は
異
な
る
少
子
高
齢
時
代

の
多
様
な
住
ま
い
方
に
も
、
壁
の
位
置
を
変

え
住
戸
を
分
割
す
る
な
ど
、
し
な
や
か
に
対

応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
共
用
部
に
お
い
て
は
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
の
住

棟
と
地
域
空
間
の
重
な
り
合
う
空
間
に
「
中

間
領
域
」
と
し
て
、
交
流
室
を
設
け
た
。
交

流
室
は
１
階
に
位
置
し
、
中
庭
で
あ
る
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
と
ガ
ラ
ス
越
し
に
隣
り

合
い
、
開
放
的
な
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
居

住
者
に
よ
る
地
域
の
人
を
招
い
て
の
利
用
が

可
能
で
あ
り
、
周
辺
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
地
域
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
や
地
域
資
源
間
の
新
た
な
関
係
づ
く
り

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
（U

-CoRo
―
―

上

町
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム―

―

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
舞
台
と
も
な
る
予
定
で

あ
る
。

　
ま
た
、
第
４
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験
で
は
、

省
エ
ネ
・
ス
マ
ー
ト
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た

め
に
も
先
進
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
り

た
い
。

　
以
上
が
大
阪
ガ
ス
実
験
集
合
住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
21
第
４
フ
ェ
ー
ズ
の
、
住
ま
い
と
自
然
関

連
居
住
実
験
の
概
要
で
あ
る
。
今
後
も
居
住

者
の
協
力
の
も
と
で
、
多
く
の
居
住
実
験
を

行
う
予
定
で
あ
る
。
広
く
ご
意
見
・
ご
批
判

を
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
実
験
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
時
々
の
住
ま
い
を
取
り
巻
く
課
題
を
テ

ー
マ
と
し
て
第
１
〜
３
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験

を
行
い
、
昨
秋
、
竣
工
後
20
年
を
迎
え
た
。

　
本
稿
で
は
、
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
１
３

年
に
か
け
て
改
修
を
行
い
、
同
年
６
月
よ
り

開
始
さ
れ
た
第
４
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験
に
つ

い
て
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

　
第
４
フ
ェ
ー
ズ
の
居
住
実
験
の
テ
ー
マ
は

「
環
境
に
や
さ
し
い
心
豊
か
な
暮
ら
し―

―
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CEL Output Par t 2

人
と
人
の

つ
な
が
り
の

創
出

お
わ
り
に

改修事例2
料理教室を通じ、
人と人が
出会う住まい

「しなやかな家」403号室

改修事例1
子どもが集まり、
それぞれの
居場所を見出す住まい

「余白に棲む家」305号室

外部空間と連続性を持つ内土間１

子どもの居場所となる間室と外土間12

台所
（兼料理教室）

食事室

露台

居間

室2

水盤

室1便所
2

便所1

玄関2

設備

玄関1

ポーチ

室3

住戸から個室を切り取
った「余白」をすべて中
間領域とし、都市に広が
る回遊性を住戸に引き
こむ。

1

家族のための居間

教室となる台所・食事室2

1

内土間3 外土間3

室1

内土間2

浴室

浴室

間室 外土間2

内土間1
キッチン

外土間1

室2

座室

1

2

露台を通じて緑地と住戸
がつながり、昔ながらの
縁側空間が再現される。

2

1

1/180

1/200



住
ま
い
は
、人
権
、衣
食
住
の
文
化
、健
康
、エ
ネ
ル
ギ
ー・環
境
、

情
報
、防
災
・
減
災
、子
育
て
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
横
断

的
に
関
わ
り
凝
縮
さ
れ
た
場
で
あ
り
、次
世
代
教
育
の
た
め
の

非
常
に
豊
か
な
教
材
と
い
え
る
。今
回
は
、住
教
育
が
社
会
の

中
で
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、ま
た
、住
ま
い
に

関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
ど
の
よ
う
に
高
め
て
いっ
た
ら
よ
い
の
か
、

今
後
の
課
題
も
見
据
え
て
考
え
て
み
た
い
。

人
間
力
を
育
む
次
世
代
教
育 

第
三
回

日
本
に
お
け
る

住
研
究
と

教
育
へ
の
導
入

学
校
教
育
に
お
け
る

住
教
育
の
現
状

Number 03

Education
for

Future
Generations
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U
suda Tom

oko

う
す
だ・と
も
こ
／
大
阪
教
育
大
学

教
授
。１
９
９
３
年
大
阪
市
立
大
学

大
学
院
生
活
科
学
研
究
科
後
期
博

士
課
程
修
了
。専
門
は
居
住
環
境

学
・
住
生
活
学
。伝
統
的
住
文
化
を

継
承
す
る
住
ま
い
づ
く
り・ま
ち
づ
く

り
、地
域
性
に
対
応
し
た
住
ま
い・ま

ち
づ
く
り
教
育
、歴
史
系
博
物
館
に

お
け
る
住
教
育
教
材
な
ど
を
テ
ー
マ

に
研
究
活
動
を
行
って
い
る
。

碓
田
智
子

住
ま
い
を

活
き
た

教
材
と
す
る

住
教
育
の
役
割

Energy

Community

Life

Number 03

Education
for

Future
Generations

か
に
触
れ
る
こ
と
は
、
家
づ
く
り
や
住
生
活

を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
能
の
存
在
に
気
づ

く
重
要
な
機
会
に
も
な
る
。
ひ
い
て
は
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
も
つ
な
が
る
、
重
要
な
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
時
間
と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
期
待
も
あ
り
、
専
門
家
に
よ
る

実
践
が
各
地
で
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
の
実
態
把
握
と
、
そ
の
有
機
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
は
、
今
後
お
お
い
に
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
に
は
小
・
中
・

高
校
で
学
校
週
５
日
制
が
全
面
実
施
さ
れ
、

子
ど
も
が
土
曜
日
に
は
基
本
的
に
地
域
に
い

る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
文
部
科
学
省
は
そ
の

受
け
皿
づ
く
り
の
必
要
性
を
訴
え
、
企
業
や

建
築
士
が
手
伝
い
な
が
ら
模
型
を
作
る
な
ど

し
て
、
最
後
は
発
表
会
（
講
評
会
）
で
専
門

の
目
か
ら
講
評
が
行
わ
れ
る
。

　
今
後
は
、
大
学
生
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
体
験
学
習
を
通
し
て
、
企
業
の
中

の
知
能
ス
ト
ッ
ク
を
活
か
し
、
教
育
、
ひ
い

て
は
社
会
に
還
元
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

等
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
一
方
、
住
分
野
の
研
究
・
教
育
は
、
も
と

も
と
気
候
風
土
の
特
徴
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
地
域
が
リ
ー
ド
し
て
き
て
お
り
、
行
政
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
北
海
道
の
北
方
建
築

総
合
研
究
所
に
よ
る
寒
冷
地
住
宅
の
住
ま
い

方
研
究
が
知
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
最
近
注

目
さ
れ
る
の
は
、
福
井
県
の
例
で
あ
る
。
地

元
福
井
の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
や
が

て
地
域
の
市
民
と
し
て
地
域
の
住
文
化
を
受

け
継
い
で
も
ら
う
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
取

り
組
み
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
目

的
の
は
っ
き
り
と
し
た
住
教
育
が
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
暮
ら
し
の
中
で
も
住
分
野
は
、
本
来
さ
ま

ら
れ
た
た
め
、建
築
士
会
、大
学
、公
共
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
っ
た
外
部
支
援
者
を
ゲ
ス
ト
・

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
学
校
に
招
き
や
す
く

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
、
学
校
に
お
け
る
住

教
育
に
外
部
専
門
家
の
協
力
が
導
入
さ
れ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
流
れ
か
ら
、

建
築
士
や
大
工
、
イ
ン

テ
リ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
・

福
祉
・
防
災
等
の
関
係

者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
専
門
家
が
学
校

教
育
現
場
に
入
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
１
、

２
回
の
授
業
を
行
う
ゲ

ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、

せ
っ
か
く
の
専
門
家
に
よ
る
授
業
も
、
体
系

的
な
つ
な
が
り
を
も
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い

な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
学
習
に
対
す
る

呼
び
方
も
「
住
教
育
」「
住
ま
い
学
習
」
と

い
っ
た
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
で
、
統
一
さ
れ
て

い
な
い
。

　
し
か
し
、
家
づ
く
り
ひ
と
つ
と
っ
て
も
昔

の
よ
う
に
大
工
仕
事
を
間
近
で
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
現
代
に
お
い
て
は
、
専
門
家
が
学

校
に
入
り
、
そ
の
仕
事
の
内
容
に
生
徒
が
じ

博
物
館
な
ど
が
、「
ま
ち
を
探
検
し
よ
う
！
」

と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
、
土
曜
日
に
子
ど
も
の

受
け
入
れ
を
兼
ね
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
始
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

住
教
育
研
究
が
、
学
校
内
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
ま
ち
学
習

へ
と
発
展
す
る
こ
と
に
結
び
つ
い
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
住
教
育
で
は
、
住
ま
う
力
や
住

文
化
を
、
世
代
を
超
え
て
ど
う
形
成
し
伝
承

し
て
い
く
か
も
課
題
だ
。

　
そ
の
た
め
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
た
と
え
ば
大
阪

で
は
、「
大
阪
市
立
住

ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

（
以
下
、
住
ま
い
の
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
）」
を
使

っ
た
活
動
が
挙
げ
ら
れ

る
。「
住
ま
い
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
は
、
都
心

部
に
は
古
い
住
ま
い
が

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な

い
大
阪
で
、
ビ
ル
の
中

に
再
現
さ
れ
た
江
戸
時

代
の
町
並
み
と
昔
の
住

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
を
含
む
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
、
来
館
し
た
小
学
生
に
掃
除
、

障
子
の
開
け
閉
め
、
障
子
張
り
の
し
か
た
な

ど
昔
の
住
ま
い
か
た
を
指
導
し
て
い
る
。
こ

の
と
き
、
大
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
習

い
、
彼
ら
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る

と
い
う
試
み
を
実
験
的
に
行
っ
て
い
る
。
大

学
生
も
昔
な
が
ら
の
住
文
化
に
つ
い
て
ほ
と

ん
ど
知
ら
な
い
た
め
、
彼
ら
自
身
の
住
ま
い

か
た
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

ま
た
、
子
ど
も
を
連
れ
て
き
た
母
親
た
ち
も
、

核
家
族
化
の
中
で
育
っ
た
世
代
で
あ
る
た
め
、

子
ど
も
以
上
に
熱
心
で
あ
る
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
、
地
方
・
地
域
ご
と
に

重
点
を
変
え
て
行
わ
れ
て
お
り
、
京
都
で
は
、

町
家
の
よ
う
な
歴
史
的
な
姿
を
残
す
ま
ち
づ

く
り
に
重
点
を
、
神
戸
市
で
は
阪
神
・
淡
路

大
震
災
後
、
耐
震
化
の
意
識
を
高
校
生
に
し

っ
か
り
教
え
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

全
国
的
に
み
る
と
、
火
を
扱
っ
た
こ
と
が
な

い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
マ

ッ
チ
を
つ
け
る
」
体
験

学
習
や
、
雑
巾
が
け
の

体
験
学
習
な
ど
も
、
博

物
館
等
で
多
く
行
わ
れ

て
い
る
。

　
住
教
育
分
野
で
は
、

企
業
に
よ
る
貢
献
も
大
き
い
。
最
近
で
は
、

積
水
ハ
ウ
ス
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
な
ど
の
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
、
家
庭
科
や
総
合
学
習
の

時
間
に
使
え
る
よ
う
な
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
の
参
考

書
を
作
成
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
ま
た
、
社

員
の
建
築
士
等
を
学
校
現
場
に
派
遣
し
専
用

の
教
材
を
使
っ
て
の
出
張
授
業
も
行
わ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
３
〜
４
回
の
シ
リ
ー
ズ
授

業
で
、
数
人
の
小
学
生
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
１

人
ず
つ
建
築
士
が
つ
き
、
未
来
の
学
校
を
設

計
す
る
と
い
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の

授
業
を
行
う
。
子
ど
も
に
は
難
し
い
作
業
を

　
今
日
、
進
む
少
子
高
齢
化
、
一
人
暮
ら
し

世
帯
の
増
加
、
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み

強
化
の
必
要
性
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が

抱
え
る
課
題
は
非
常
に
多
い
。
生
活
や
社
会

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
暮
ら
し
の

場
で
あ
る
「
住
ま
い
」
の
設
計
・
維
持
管
理
、

そ
こ
で
行
わ
れ
る
住
文
化
の
創
造
と
継
承
、

住
ま
い
が
集
ま
っ
て
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
関
係
づ
く
り
（
ま
ち

づ
く
り
）
は
、
今
後
さ

ら
に
重
要
視
さ
れ
る
べ

き
分
野
で
あ
る
。
ま
た
、

自
ら
住
ま
い
と
環
境
に

働
き
か
け
、
そ
れ
を
改

善
し
て
い
こ
う
と
い
う

主
体
を
育
て
る
た
め
の

次
世
代
教
育
も
、
今
ま

で
以
上
に
必
要
と
な
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。

　
住
ま
い
に
関
す
る
教
育
に
つ
い
て
考
え
る

背
景
と
し
て
、
日
本
の
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
住
宅
政
策
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

戦
後
す
ぐ
の
１
９
５
０
年
代
は
、
圧
倒
的
な

住
宅
数
の
不
足
と
、
公
衆
衛
生
面
等
最
低
限

の
居
住
水
準
の
引
き
上
げ
が
目
先
の
課
題
で

あ
っ
た
。
60
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
か
ら

民
間
住
宅
の
供
給
数
が
公
共
住
宅
を
超
え
る

よ
う
に
な
り
、
70
年
代
に
な
る
と
住
宅
数
が

世
帯
数
を
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
住
宅
の
質

の
向
上
、
さ
ら
に
は
ま
ち
づ
く
り
へ
と
政
策

の
目
標
や
人
々
の
関
心
が
移
っ
て
い
く
の
は
、

よ
う
や
く
１
９
８
０
年
代
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
住
宅
政
策
そ
の
も
の
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
、
ま

た
庶
民
の
住
居
に
関
す
る
研
究
、
す
な
わ
ち

住
居
学
も
戦
後
発
達
し
た
比
較
的
新
し
い
分

野
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
ま
い
に
関
す
る

教
育
の
普
及
は
新
し
い
こ
と
と
い
え
よ
う
。

　
住
教
育
の
普
及
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
教

育
、
こ
と
に
家
庭
科
教
育
と
深
い
関
連
が
あ

る
。

　
家
庭
科
自
体
は
、
戦
前
は
女
性
の
み
の
教

育
で
、
戦
後
に
な
っ
て
も
小
学
校
〜
高
校
を

通
じ
て
男
女
共
修
が
実
現
す
る
の
は
平
成
元

（
１
９
８
９
）
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
を

待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

先
に
述
べ
た
よ
う
な
時
代
の
必
然
性
か
ら
、

現
在
の
家
庭
科
に
お
け
る
住
教
育
分
野
は
、

非
常
に
的
を
射
た
学
習
項
目
の
設
定
と
そ
れ

に
応
じ
た
教
科
書
の
充
実
ぶ
り
を
見
せ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　
小
学
校
で
は
ま
ず
「
整
理
・
整
頓
」
や
「
季

節
の
変
化
に
合
わ
せ
た
生
活
」
と
い
っ
た
こ

と
を
学
ぶ
。
中
学
校
に
な
る
と
「
住
居
の
基

本
的
な
機
能
」「
家
族
の
安
全
を
考
え
た
室

内
環
境
の
整
え
方
」
と
い
っ
た
段
階
に
進
み
、

住
ま
い
の
耐
震
性
、
安
全
な
家
具
の
配
置
と

い
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前
の
ご
と
く
教
科
書

に
記
載
さ
れ
る
。
高
校
で
は
「
家
庭
基
礎
」、

「
家
庭
総
合
」、「
生
活
デ
ザ
イ
ン
」
の
３
科

目
か
ら
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
住
宅
管

理
、
都
市
計
画
法
や
住
生
活
基
本
法
と
い
っ

た
制
度
の
紹
介
、
高
齢
期
の
住
ま
い
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
、
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
に
関
連
し

た
仮
設
住
宅
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
か
な

り
専
門
性
が
高
い
内
容

ま
で
教
科
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
ど
こ
に
ウ

エ
ー
ト
を
置
い
て
学
習

を
進
め
る
か
は
現
場
の

教
師
の
裁
量
と
な
る
が
、

授
業
時
間
の
制
約
や
、
教
師
に
専
門
性
を
も

た
せ
る
た
め
の
大
学
教
育
が
な
か
な
か
追
い

つ
か
ず
、
教
科
書
だ
け
が
充
実
し
て
い
く
こ

と
と
の
か
い
離
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

学
校
外
の
専
門
家
と
の
協
力
体
制
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
平
成
10
、
11
（
１
９
９
８
、
１
９

９
９
）
年
の
学
習
指
導
要
領
で
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
が
登
場
し
た
こ
と
も
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
環
境
・
地
域
・
福
祉
…
…

と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
教
科
書
準
拠
で

は
な
く
学
校
の
裁
量
に
任
さ
れ
る
科
目
が
作

ざ
ま
な
価
値
観
が
交
錯
す
る
領
域
で
あ
り
、

さ
ら
に
世
代
、
地
域
、
経
済
と
い
っ
た
要
素

が
複
雑
に
関
わ
っ
て
く
る
。

　
そ
の
た
め
、
住
ま
い
に
関
す
る
学
習
に
お

い
て
は
、
な
に
よ
り
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
ま

い
か
た
や
住
宅
事
情
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
、
そ
れ
を
許
容
す
る
訓
練
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
多
様
な
価
値
観
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
く
こ
と
が
、
最
終
的
に
は
主
体
的
な

住
み
手
を
育
て
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
般
に
、
人
は
学
校
で
住
教
育
を

受
け
て
も
、
家
を
建
て

た
り
買
う
と
き
、
結
婚

や
子
ど
も
の
誕
生
な
ど
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お

け
る
あ
る
一
定
の
イ
ベ

ン
ト
が
起
こ
る
ま
で
、

学
ん
だ
力
を
な
か
な
か

発
揮
で
き
な
い
。
し
か

し
、
将
来
の
生
活
設
計

ま
で
視
野
に
含
め
た

日
々
の
住
ま
い
の
管
理
、

住
空
間
の
快
適
性
の
追
求
と
省
エ
ネ
へ
の
配

慮
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
な
ど
、
賢
い
生

活
者
と
し
て
日
々
住
教
育
領
域
か
ら
学
び
と

る
べ
き
要
素
は
多
い
は
ず
で
あ
る
。

　
次
世
代
の
住
み
手
を
育
て
る
と
と
も
に
、

学
ん
だ
こ
と
を
生
涯
か
け
て
活
か
せ
る
、
ま

た
は
学
び
直
せ
る
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
づ
く
り
に
今
後
の
期
待
が
か
か
る
。
そ
し

て
、
そ
の
た
め
の
専
門
的
な
知
識
や
体
験
を

い
か
に
有
機
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
て
い
く

か
が
、
今
後
の
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

現在の家庭科における
住教育分野は、
非常に的を射た
学習項目の設定と

それに応じた教科書の
充実ぶりを見せる。
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専
門
家
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
が

必
要

地
域
や
世
代
に
よ
る

違
い
を
理
解
し
、

住
文
化
を
伝
承
す
る

企
業
や

行
政
に
よ
る

活
動
へ
の
期
待

ま
と
め

Number 03
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大工さん役の学生と大工仕事を体験（2013年12月）。

か
に
触
れ
る
こ
と
は
、
家
づ
く
り
や
住
生
活

を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
能
の
存
在
に
気
づ

く
重
要
な
機
会
に
も
な
る
。
ひ
い
て
は
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
も
つ
な
が
る
、
重
要
な
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
時
間
と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
期
待
も
あ
り
、
専
門
家
に
よ
る

実
践
が
各
地
で
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
の
実
態
把
握
と
、
そ
の
有
機
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
は
、
今
後
お
お
い
に
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
に
は
小
・
中
・

高
校
で
学
校
週
５
日
制
が
全
面
実
施
さ
れ
、

子
ど
も
が
土
曜
日
に
は
基
本
的
に
地
域
に
い

る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
文
部
科
学
省
は
そ
の

受
け
皿
づ
く
り
の
必
要
性
を
訴
え
、
企
業
や

建
築
士
が
手
伝
い
な
が
ら
模
型
を
作
る
な
ど

し
て
、
最
後
は
発
表
会
（
講
評
会
）
で
専
門

の
目
か
ら
講
評
が
行
わ
れ
る
。

　
今
後
は
、
大
学
生
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
体
験
学
習
を
通
し
て
、
企
業
の
中

の
知
能
ス
ト
ッ
ク
を
活
か
し
、
教
育
、
ひ
い

て
は
社
会
に
還
元
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

等
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
一
方
、
住
分
野
の
研
究
・
教
育
は
、
も
と

も
と
気
候
風
土
の
特
徴
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
地
域
が
リ
ー
ド
し
て
き
て
お
り
、
行
政
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
北
海
道
の
北
方
建
築

総
合
研
究
所
に
よ
る
寒
冷
地
住
宅
の
住
ま
い

方
研
究
が
知
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
最
近
注

目
さ
れ
る
の
は
、
福
井
県
の
例
で
あ
る
。
地

元
福
井
の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
や
が

て
地
域
の
市
民
と
し
て
地
域
の
住
文
化
を
受

け
継
い
で
も
ら
う
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
取

り
組
み
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
目

的
の
は
っ
き
り
と
し
た
住
教
育
が
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
暮
ら
し
の
中
で
も
住
分
野
は
、
本
来
さ
ま

ら
れ
た
た
め
、建
築
士
会
、大
学
、公
共
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
っ
た
外
部
支
援
者
を
ゲ
ス
ト
・

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
学
校
に
招
き
や
す
く

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
、
学
校
に
お
け
る
住

教
育
に
外
部
専
門
家
の
協
力
が
導
入
さ
れ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
流
れ
か
ら
、

建
築
士
や
大
工
、
イ
ン

テ
リ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
・

福
祉
・
防
災
等
の
関
係

者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
専
門
家
が
学
校

教
育
現
場
に
入
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
１
、

２
回
の
授
業
を
行
う
ゲ

ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、

せ
っ
か
く
の
専
門
家
に
よ
る
授
業
も
、
体
系

的
な
つ
な
が
り
を
も
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い

な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
学
習
に
対
す
る

呼
び
方
も
「
住
教
育
」「
住
ま
い
学
習
」
と

い
っ
た
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
で
、
統
一
さ
れ
て

い
な
い
。

　
し
か
し
、
家
づ
く
り
ひ
と
つ
と
っ
て
も
昔

の
よ
う
に
大
工
仕
事
を
間
近
で
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
現
代
に
お
い
て
は
、
専
門
家
が
学

校
に
入
り
、
そ
の
仕
事
の
内
容
に
生
徒
が
じ

博
物
館
な
ど
が
、「
ま
ち
を
探
検
し
よ
う
！
」

と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
、
土
曜
日
に
子
ど
も
の

受
け
入
れ
を
兼
ね
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
始
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

住
教
育
研
究
が
、
学
校
内
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
ま
ち
学
習

へ
と
発
展
す
る
こ
と
に
結
び
つ
い
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
住
教
育
で
は
、
住
ま
う
力
や
住

文
化
を
、
世
代
を
超
え
て
ど
う
形
成
し
伝
承

し
て
い
く
か
も
課
題
だ
。

　
そ
の
た
め
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
た
と
え
ば
大
阪

で
は
、「
大
阪
市
立
住

ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

（
以
下
、
住
ま
い
の
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
）」
を
使

っ
た
活
動
が
挙
げ
ら
れ

る
。「
住
ま
い
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
は
、
都
心

部
に
は
古
い
住
ま
い
が

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な

い
大
阪
で
、
ビ
ル
の
中

に
再
現
さ
れ
た
江
戸
時

代
の
町
並
み
と
昔
の
住

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
を
含
む
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
、
来
館
し
た
小
学
生
に
掃
除
、

障
子
の
開
け
閉
め
、
障
子
張
り
の
し
か
た
な

ど
昔
の
住
ま
い
か
た
を
指
導
し
て
い
る
。
こ

の
と
き
、
大
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
習

い
、
彼
ら
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る

と
い
う
試
み
を
実
験
的
に
行
っ
て
い
る
。
大

学
生
も
昔
な
が
ら
の
住
文
化
に
つ
い
て
ほ
と

ん
ど
知
ら
な
い
た
め
、
彼
ら
自
身
の
住
ま
い

か
た
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

ま
た
、
子
ど
も
を
連
れ
て
き
た
母
親
た
ち
も
、

核
家
族
化
の
中
で
育
っ
た
世
代
で
あ
る
た
め
、

子
ど
も
以
上
に
熱
心
で
あ
る
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
、
地
方
・
地
域
ご
と
に

重
点
を
変
え
て
行
わ
れ
て
お
り
、
京
都
で
は
、

町
家
の
よ
う
な
歴
史
的
な
姿
を
残
す
ま
ち
づ

く
り
に
重
点
を
、
神
戸
市
で
は
阪
神
・
淡
路

大
震
災
後
、
耐
震
化
の
意
識
を
高
校
生
に
し

っ
か
り
教
え
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

全
国
的
に
み
る
と
、
火
を
扱
っ
た
こ
と
が
な

い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
マ

ッ
チ
を
つ
け
る
」
体
験

学
習
や
、
雑
巾
が
け
の

体
験
学
習
な
ど
も
、
博

物
館
等
で
多
く
行
わ
れ

て
い
る
。

　
住
教
育
分
野
で
は
、

企
業
に
よ
る
貢
献
も
大
き
い
。
最
近
で
は
、

積
水
ハ
ウ
ス
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
な
ど
の
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
、
家
庭
科
や
総
合
学
習
の

時
間
に
使
え
る
よ
う
な
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
の
参
考

書
を
作
成
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
ま
た
、
社

員
の
建
築
士
等
を
学
校
現
場
に
派
遣
し
専
用

の
教
材
を
使
っ
て
の
出
張
授
業
も
行
わ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
３
〜
４
回
の
シ
リ
ー
ズ
授

業
で
、
数
人
の
小
学
生
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
１

人
ず
つ
建
築
士
が
つ
き
、
未
来
の
学
校
を
設

計
す
る
と
い
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の

授
業
を
行
う
。
子
ど
も
に
は
難
し
い
作
業
を

　
今
日
、
進
む
少
子
高
齢
化
、
一
人
暮
ら
し

世
帯
の
増
加
、
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み

強
化
の
必
要
性
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が

抱
え
る
課
題
は
非
常
に
多
い
。
生
活
や
社
会

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
暮
ら
し
の

場
で
あ
る
「
住
ま
い
」
の
設
計
・
維
持
管
理
、

そ
こ
で
行
わ
れ
る
住
文
化
の
創
造
と
継
承
、

住
ま
い
が
集
ま
っ
て
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
関
係
づ
く
り
（
ま
ち

づ
く
り
）
は
、
今
後
さ

ら
に
重
要
視
さ
れ
る
べ

き
分
野
で
あ
る
。
ま
た
、

自
ら
住
ま
い
と
環
境
に

働
き
か
け
、
そ
れ
を
改

善
し
て
い
こ
う
と
い
う

主
体
を
育
て
る
た
め
の

次
世
代
教
育
も
、
今
ま

で
以
上
に
必
要
と
な
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。

　
住
ま
い
に
関
す
る
教
育
に
つ
い
て
考
え
る

背
景
と
し
て
、
日
本
の
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
住
宅
政
策
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

戦
後
す
ぐ
の
１
９
５
０
年
代
は
、
圧
倒
的
な

住
宅
数
の
不
足
と
、
公
衆
衛
生
面
等
最
低
限

の
居
住
水
準
の
引
き
上
げ
が
目
先
の
課
題
で

あ
っ
た
。
60
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
か
ら

民
間
住
宅
の
供
給
数
が
公
共
住
宅
を
超
え
る

よ
う
に
な
り
、
70
年
代
に
な
る
と
住
宅
数
が

世
帯
数
を
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
住
宅
の
質

の
向
上
、
さ
ら
に
は
ま
ち
づ
く
り
へ
と
政
策

の
目
標
や
人
々
の
関
心
が
移
っ
て
い
く
の
は
、

よ
う
や
く
１
９
８
０
年
代
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
住
宅
政
策
そ
の
も
の
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
、
ま

た
庶
民
の
住
居
に
関
す
る
研
究
、
す
な
わ
ち

住
居
学
も
戦
後
発
達
し
た
比
較
的
新
し
い
分

野
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
ま
い
に
関
す
る

教
育
の
普
及
は
新
し
い
こ
と
と
い
え
よ
う
。

　
住
教
育
の
普
及
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
教

育
、
こ
と
に
家
庭
科
教
育
と
深
い
関
連
が
あ

る
。

　
家
庭
科
自
体
は
、
戦
前
は
女
性
の
み
の
教

育
で
、
戦
後
に
な
っ
て
も
小
学
校
〜
高
校
を

通
じ
て
男
女
共
修
が
実
現
す
る
の
は
平
成
元

（
１
９
８
９
）
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
を

待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

先
に
述
べ
た
よ
う
な
時
代
の
必
然
性
か
ら
、

現
在
の
家
庭
科
に
お
け
る
住
教
育
分
野
は
、

非
常
に
的
を
射
た
学
習
項
目
の
設
定
と
そ
れ

に
応
じ
た
教
科
書
の
充
実
ぶ
り
を
見
せ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　
小
学
校
で
は
ま
ず
「
整
理
・
整
頓
」
や
「
季

節
の
変
化
に
合
わ
せ
た
生
活
」
と
い
っ
た
こ

と
を
学
ぶ
。
中
学
校
に
な
る
と
「
住
居
の
基

本
的
な
機
能
」「
家
族
の
安
全
を
考
え
た
室

内
環
境
の
整
え
方
」
と
い
っ
た
段
階
に
進
み
、

住
ま
い
の
耐
震
性
、
安
全
な
家
具
の
配
置
と

い
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前
の
ご
と
く
教
科
書

に
記
載
さ
れ
る
。
高
校
で
は
「
家
庭
基
礎
」、

「
家
庭
総
合
」、「
生
活
デ
ザ
イ
ン
」
の
３
科

目
か
ら
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
住
宅
管

理
、
都
市
計
画
法
や
住
生
活
基
本
法
と
い
っ

た
制
度
の
紹
介
、
高
齢
期
の
住
ま
い
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
、
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
に
関
連
し

た
仮
設
住
宅
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
か
な

り
専
門
性
が
高
い
内
容

ま
で
教
科
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
ど
こ
に
ウ

エ
ー
ト
を
置
い
て
学
習

を
進
め
る
か
は
現
場
の

教
師
の
裁
量
と
な
る
が
、

授
業
時
間
の
制
約
や
、
教
師
に
専
門
性
を
も

た
せ
る
た
め
の
大
学
教
育
が
な
か
な
か
追
い

つ
か
ず
、
教
科
書
だ
け
が
充
実
し
て
い
く
こ

と
と
の
か
い
離
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

学
校
外
の
専
門
家
と
の
協
力
体
制
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
平
成
10
、
11
（
１
９
９
８
、
１
９

９
９
）
年
の
学
習
指
導
要
領
で
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
が
登
場
し
た
こ
と
も
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
環
境
・
地
域
・
福
祉
…
…

と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
教
科
書
準
拠
で

は
な
く
学
校
の
裁
量
に
任
さ
れ
る
科
目
が
作

ざ
ま
な
価
値
観
が
交
錯
す
る
領
域
で
あ
り
、

さ
ら
に
世
代
、
地
域
、
経
済
と
い
っ
た
要
素

が
複
雑
に
関
わ
っ
て
く
る
。

　
そ
の
た
め
、
住
ま
い
に
関
す
る
学
習
に
お

い
て
は
、
な
に
よ
り
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
ま

い
か
た
や
住
宅
事
情
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
、
そ
れ
を
許
容
す
る
訓
練
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
多
様
な
価
値
観
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
く
こ
と
が
、
最
終
的
に
は
主
体
的
な

住
み
手
を
育
て
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
般
に
、
人
は
学
校
で
住
教
育
を

受
け
て
も
、
家
を
建
て

た
り
買
う
と
き
、
結
婚

や
子
ど
も
の
誕
生
な
ど
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お

け
る
あ
る
一
定
の
イ
ベ

ン
ト
が
起
こ
る
ま
で
、

学
ん
だ
力
を
な
か
な
か

発
揮
で
き
な
い
。
し
か

し
、
将
来
の
生
活
設
計

ま
で
視
野
に
含
め
た

日
々
の
住
ま
い
の
管
理
、

住
空
間
の
快
適
性
の
追
求
と
省
エ
ネ
へ
の
配

慮
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
な
ど
、
賢
い
生

活
者
と
し
て
日
々
住
教
育
領
域
か
ら
学
び
と

る
べ
き
要
素
は
多
い
は
ず
で
あ
る
。

　
次
世
代
の
住
み
手
を
育
て
る
と
と
も
に
、

学
ん
だ
こ
と
を
生
涯
か
け
て
活
か
せ
る
、
ま

た
は
学
び
直
せ
る
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
づ
く
り
に
今
後
の
期
待
が
か
か
る
。
そ
し

て
、
そ
の
た
め
の
専
門
的
な
知
識
や
体
験
を

い
か
に
有
機
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
て
い
く

か
が
、
今
後
の
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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多様な
価値観があることに

気づくことが、
最終的には主体的な

住み手を育て、
将来のまちづくりにも

つながる。

Case Study

江戸時代の大坂を再現
した町並みで、町家の住
人たちの格好をしたボラ
ンティアと学生が、来館者
に昔の暮らしかたを説明
したり、一緒に体験しても
らうイベントを開催。

町家の住人たちと体験する遊・職・住

大阪市立住まいのミュージアム

Education for Future Generations



生
活
者
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
、ま
ず「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」が
あ
り
ま
す
。

次
に
、家
庭
で
自
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
り
出
す

「
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、こ
の「
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
」に
つい
て
、

そ
の
代
表
で
あ
る
発
電
を
中
心
に

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
者
に
も
取
り
組
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
づ
く
り
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再生可能エネルギーの導入促進の
ために、「再生可能エネルギー固
定価格買取制度」が2012年7月よ
りスタートした。買取価格や買取
期間は、電源ごとに、事業が効率
的に行われた場合に必要となるコ
ストをもとに適正な利潤等を勘案
し、中立的な「調達価格等算定委
員会」の意見も参考にして決めら
れる。設備利用率とは、発電設備
の最大出力値に対して、実際に発
電した発電量の比率を表す指標の
こと。（右のデータは2013年度。
出典：資源エネルギー庁「再生可
能エネルギー固定価格買取制度ガ
イドブック」等）

Table 1

再生可能エネルギー固定価格買取制度（FIT）のあらまし

※調達価格（円/kWh：税込）

※ 買取期間調達価格電源 調達区分 設備利用率
10kW以上
10kW未満（余剰買取）
10kW未満（W発電・余剰買取）

37.80円
38.00円
31.00円

25.20円
30.45円
35.70円
40.95円
40.95円
33.60円
25.20円
17.85円
17.85円
13.65円

23.10円
57.75円
27.30円
42.00円

20kW以上
20kW未満
1.5万kW以上
1.5万kW未満
1,000kW以上30,000kW未満
200kW以上1,000kW未満
200kW未満

下水汚泥
家畜糞尿
未利用木材
一般木材
一般廃棄物
下水汚泥
リサイクル木材

ガス化

固形燃料燃焼

太陽光Solar

風力Wind

地熱Geothermal

小水力Hydro

バイオマスBiomass

ギ
ー
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
同
時
に
地
域
活
性
化
に
も

役
立
つ
と
考
え
ら
れ
、
市
民
の
出
資
に
よ
り
、
各
地
に
、
太
陽
光
発
電
所
、

風
力
発
電
所
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
、
水
力
発
電
所
等
が
建
設
さ
れ
、
２

０
１
３
年
３
月
末
で
約
２
３
０
０
万
kW
が
設
備
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促

進
策
と
し
て
自
宅
や
市
民
・
地
域
共

同
発
電
所
で
の
創
エ
ネ
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
他
に
、
近
い
将
来
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気

を
選
択
し
て
購
入
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
電
力
の
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
１
６

年
に
は
一
般
家
庭
で
も
電
力
会
社
を
選
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

こ
の
改
革
に
よ
り
、
従
来
の
電
力
会
社
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
風
力
発
電

や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
発
電
し

て
い
る
新
電
力
会
社
か
ら
の
電
力
購
入
が
可
能
と
な
り
ま
す
（Chart 1

）。

　
３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
降
の
電

力
安
定
供
給
の
危
機
を
契
機
に
、
大

規
模
集
中
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を

補
完
す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
需
要
家
が
自
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
る
創
エ
ネ
は
ま
さ
に
分
散
型

で
す
。
電
気
を
創
る
創
エ
ネ
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
用
途
別
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
半
分
以
上
を
熱
需
要
が
占
め
る
こ
と
か
ら
見
て
、
熱
を
創
る
創
エ
ネ
も

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
、
市
民
・
地
域
共
同
発
電
所
が
建
設
さ
れ
て

お
り
、
創
エ
ネ
が
自
宅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
私
た
ち
は
、
自
ら
自
宅
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創

り
出
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
選
び
、
自
助
・
公
助
・
共
助
そ
し
て
互
助
に
よ
る
停
電
時
や
災
害

時
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
、

少
し
で
も
貢
献
し
た
い
も
の
で
す
。

　
生
活
者
自
ら
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

創
り
出
す
「
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
創

エ
ネ
）」
の
代
表
は
発
電
で
す
。
家

庭
で
創
る
電
気
は
分
散
型
電
源
で
あ
り
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
降
の

電
力
不
足
対
策
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
私
た
ち
生
活
者
が
家
庭
で
で
き
る
創
エ
ネ
は
２
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

１
つ
目
は
、「
太
陽
光
発
電
」
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
濃
縮
し
て
利
用
す
る
創
エ
ネ
。
２
つ
目
は
、「
燃
料
電
池
」

な
ど
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
こ
れ
は
、
沿
岸
部
の
大
規
模
火
力
発

電
所
で
は
今
ま
で
海
へ
捨
て
て
い
た
排
熱
を
、
家
庭
で
は
そ
の
場
で
有
効

利
用
す
る
も
の
で
、
す
な
わ
ち
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
価
値
化
し
、
電
気

と
熱
を
利
用
す
る
創
エ
ネ
で
す
。

太
陽
光
発
電

　
太
陽
光
発
電
は
、
発
電
時
にCO

2

の
排
出
や
騒
音
が
な
い
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
容
易
、
長
寿
命
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
天
候

や
日
照
に
左
右
さ
れ
出
力
が
不
安
定
、
夜
間
は
発
電
し
な
い
、
発
電
効
率

が
７
〜
18
％
と
低
く
、
製
造
コ
ス
ト
が
高
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。
補
助
金
や
固
定
価
格
買
取
制
度
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
家
庭
で

最
も
導
入
さ
れ
て
い
る
創
エ
ネ
で
す
。

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

　
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
に
は
、
集
熱
器
と
お
湯
を
た貯

め
る
部
分
が
完
全

に
分
離
し
て
い
る
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
」
と
、
集
熱
器
と
お
湯
を
貯
め

る
部
分
が
一
体
化
さ
れ
た
「
太
陽
熱
温
水
器
」
が
あ
り
ま
す
。
天
候
や
日

照
の
影
響
を
受
け
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
は
40
〜
60
％
と
高
く
、
家
庭
の
熱
需
要
の
省
エ
ネ
推
進
の
た
め
今
後

さ
ら
な
る
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
用

　
家
庭
で
で
き
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
し
て
、
庭
や
近
隣

で
発
生
す
る
せ
ん剪

　て
い定

　し枝
等
を
燃
料
と
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
は
、
燃
焼
に
よ
りCO

2

は
発
生
し
ま
す
が
、
樹
木
は
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
浴
び
て
成
長
す
る
過
程
で
同
量
のCO

2

を
吸
収
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
え
ま
す
。
剪
定
枝
等
を
使
用

し
た
ま
き薪

ス
ト
ー
ブ
は
、
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。

体
が
温
ま
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
燃
え
る
炎
に
心
も
温
ま
り
ま
す
。

地
中
熱
利
用

　
地
中
熱
は
、季
節
を
問
わ
ず
ほ
ぼ
一
定（
地
下
10
ｍ
で
約
18
℃
）で
あ
り
、

夏
は
冷
熱
源
、
冬
は
温
熱
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

燃
料
電
池
な
ど
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
、
大
規
模
火
力
発
電
所
で
は

発
電
時
に
捨
て
て
し
ま
う
発
電
時
の
熱
を
、
家
庭
で
給
湯
や
暖
房
に
利
用

す
る
（
＝
経
済
的
価
値
を
付
け
る
）
こ
と
が
で
き
る
高
効
率
な
分
散
型
シ

ス
テ
ム
で
す
。
燃
料
電
池
の
総
合
熱
効
率
（
発
電
＋
熱
利
用
）
は
85
％
と

高
く
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
第
三
講
﹇
１
０
２
号
74
頁
﹈
参
照
）、
大
型
火

力
発
電
所
に
匹
敵
す
る
発
電
効
率
を
達
成
す
る
研
究
開
発
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
家
庭
で
の
創
エ
ネ
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
貯
め
る
蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
蓄
エ

ネ
）
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
融
通
と
う
ま
く

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
発
揮
で
き
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
、
無
駄
な
く

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
蓄
エ
ネ
で
は
、
熱
に
関
し
て
は
燃
料
電
池
や
太

陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
で
で
き
た
お
湯
を
貯
湯
槽
に
溜
め
、
お
風
呂
の
給
湯

な
ど
使
い
た
い
と
き
に
使
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
太
陽
光
発
電
や
燃
料
電

池
で
創
っ
た
電
気
が
余
っ
た
場
合
は
、家
庭
用
蓄
電
池
や
電
気
自
動
車（
Ｅ

Ｖ
）
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
の
電
池
に
貯
め
、

自
動
車
の
動
力
に
す
る
ほ
か
、
雨
天
や
夜
間
の
太
陽
光
発
電
が
で
き
な
い

と
き
な
ど
に
使
い
ま
す
。
蓄
エ
ネ
は
、
停
電
時
の
備
え
、
節
電
・
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
コ
ス
ト
、
充
放
電
時
や

蓄
熱
時
の
ロ
ス
の
低
減
、
寿
命
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
上
回
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
獲
得
で
き
た
際
に
は
、
近
隣
に
お
す
そ
分

け
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
融
通
が
で
き
れ
ば
、
蓄
エ
ネ
の
よ
う
な
ロ
ス
が
発
生

せ
ず
、
効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
７
月
よ
り
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
の
た
め
に
、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格

買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）」
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
発
電
し
た
電
気
を

電
力
会
社
が
決
め
ら
れ
た
価
格
で
長

期
に
買
い
取
る
制
度
で
、
電
力
会
社
が
買
い
取
る
コ
ス
ト
負
担
分
は
電
気

の
利
用
者
全
員
か
ら
ふ
　
か
賦
課
金
と
い
う
形
で
集
め
ら
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、「
太
陽
光
」、「
風
力
」、「
小
水
力
（
３
万
kW

未
満
）」、「
地
熱
」、「
バ
イ
オ
マ
ス
」
の
５
種
類
で
す
（T

able 1

）。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
長
期
に
安
定
的
な
収
入
が
約
束
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
市
民
が
出
資
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
発
電
所
（
市
民
・
地
域
共
同
発
電
所
）
を
建
設
し
、
地
域
で
創
エ
ネ
ル

創
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

家
庭
に

お
け
る

創
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
濃
縮
タ
イ
プ

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
値
化
タ
イ
プ

Type 1

Type 2

Lectures on Energy Number 09

10年

20年

20年

15年

20年

20年

12%

20%

80%

60%

80%
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ギ
ー
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
同
時
に
地
域
活
性
化
に
も

役
立
つ
と
考
え
ら
れ
、
市
民
の
出
資
に
よ
り
、
各
地
に
、
太
陽
光
発
電
所
、

風
力
発
電
所
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
、
水
力
発
電
所
等
が
建
設
さ
れ
、
２

０
１
３
年
３
月
末
で
約
２
３
０
０
万
kW
が
設
備
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促

進
策
と
し
て
自
宅
や
市
民
・
地
域
共

同
発
電
所
で
の
創
エ
ネ
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
他
に
、
近
い
将
来
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気

を
選
択
し
て
購
入
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
電
力
の
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
１
６

年
に
は
一
般
家
庭
で
も
電
力
会
社
を
選
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

こ
の
改
革
に
よ
り
、
従
来
の
電
力
会
社
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
風
力
発
電

や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
発
電
し

て
い
る
新
電
力
会
社
か
ら
の
電
力
購
入
が
可
能
と
な
り
ま
す
（Chart 1

）。

　
３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
降
の
電

力
安
定
供
給
の
危
機
を
契
機
に
、
大

規
模
集
中
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を

補
完
す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
需
要
家
が
自
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
る
創
エ
ネ
は
ま
さ
に
分
散
型

で
す
。
電
気
を
創
る
創
エ
ネ
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
用
途
別
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
半
分
以
上
を
熱
需
要
が
占
め
る
こ
と
か
ら
見
て
、
熱
を
創
る
創
エ
ネ
も

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
、
市
民
・
地
域
共
同
発
電
所
が
建
設
さ
れ
て

お
り
、
創
エ
ネ
が
自
宅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
私
た
ち
は
、
自
ら
自
宅
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創

り
出
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
選
び
、
自
助
・
公
助
・
共
助
そ
し
て
互
助
に
よ
る
停
電
時
や
災
害

時
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
、

少
し
で
も
貢
献
し
た
い
も
の
で
す
。

　
生
活
者
自
ら
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

創
り
出
す
「
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
創

エ
ネ
）」
の
代
表
は
発
電
で
す
。
家

庭
で
創
る
電
気
は
分
散
型
電
源
で
あ
り
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
降
の

電
力
不
足
対
策
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
私
た
ち
生
活
者
が
家
庭
で
で
き
る
創
エ
ネ
は
２
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

１
つ
目
は
、「
太
陽
光
発
電
」
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
濃
縮
し
て
利
用
す
る
創
エ
ネ
。
２
つ
目
は
、「
燃
料
電
池
」

な
ど
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
こ
れ
は
、
沿
岸
部
の
大
規
模
火
力
発

電
所
で
は
今
ま
で
海
へ
捨
て
て
い
た
排
熱
を
、
家
庭
で
は
そ
の
場
で
有
効

利
用
す
る
も
の
で
、
す
な
わ
ち
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
価
値
化
し
、
電
気

と
熱
を
利
用
す
る
創
エ
ネ
で
す
。

太
陽
光
発
電

　
太
陽
光
発
電
は
、
発
電
時
にCO

2

の
排
出
や
騒
音
が
な
い
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
容
易
、
長
寿
命
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
天
候

や
日
照
に
左
右
さ
れ
出
力
が
不
安
定
、
夜
間
は
発
電
し
な
い
、
発
電
効
率

が
７
〜
18
％
と
低
く
、
製
造
コ
ス
ト
が
高
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。
補
助
金
や
固
定
価
格
買
取
制
度
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
家
庭
で

最
も
導
入
さ
れ
て
い
る
創
エ
ネ
で
す
。

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

　
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
に
は
、
集
熱
器
と
お
湯
を
た貯

め
る
部
分
が
完
全

に
分
離
し
て
い
る
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
」
と
、
集
熱
器
と
お
湯
を
貯
め

る
部
分
が
一
体
化
さ
れ
た
「
太
陽
熱
温
水
器
」
が
あ
り
ま
す
。
天
候
や
日

照
の
影
響
を
受
け
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
は
40
〜
60
％
と
高
く
、
家
庭
の
熱
需
要
の
省
エ
ネ
推
進
の
た
め
今
後

さ
ら
な
る
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
用

　
家
庭
で
で
き
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
し
て
、
庭
や
近
隣

で
発
生
す
る
せ
ん剪

　て
い定

　し枝
等
を
燃
料
と
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
は
、
燃
焼
に
よ
りCO

2

は
発
生
し
ま
す
が
、
樹
木
は
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
浴
び
て
成
長
す
る
過
程
で
同
量
のCO

2

を
吸
収
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
え
ま
す
。
剪
定
枝
等
を
使
用

し
た
ま
き薪

ス
ト
ー
ブ
は
、
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。

体
が
温
ま
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
燃
え
る
炎
に
心
も
温
ま
り
ま
す
。

地
中
熱
利
用

　
地
中
熱
は
、季
節
を
問
わ
ず
ほ
ぼ
一
定（
地
下
10
ｍ
で
約
18
℃
）で
あ
り
、

夏
は
冷
熱
源
、
冬
は
温
熱
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

燃
料
電
池
な
ど
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
、
大
規
模
火
力
発
電
所
で
は

発
電
時
に
捨
て
て
し
ま
う
発
電
時
の
熱
を
、
家
庭
で
給
湯
や
暖
房
に
利
用

す
る
（
＝
経
済
的
価
値
を
付
け
る
）
こ
と
が
で
き
る
高
効
率
な
分
散
型
シ

ス
テ
ム
で
す
。
燃
料
電
池
の
総
合
熱
効
率
（
発
電
＋
熱
利
用
）
は
85
％
と

高
く
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
第
三
講
﹇
１
０
２
号
74
頁
﹈
参
照
）、
大
型
火

力
発
電
所
に
匹
敵
す
る
発
電
効
率
を
達
成
す
る
研
究
開
発
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
家
庭
で
の
創
エ
ネ
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
貯
め
る
蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
蓄
エ

ネ
）
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
融
通
と
う
ま
く

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
発
揮
で
き
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
、
無
駄
な
く

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
蓄
エ
ネ
で
は
、
熱
に
関
し
て
は
燃
料
電
池
や
太

陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
で
で
き
た
お
湯
を
貯
湯
槽
に
溜
め
、
お
風
呂
の
給
湯

な
ど
使
い
た
い
と
き
に
使
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
太
陽
光
発
電
や
燃
料
電

池
で
創
っ
た
電
気
が
余
っ
た
場
合
は
、家
庭
用
蓄
電
池
や
電
気
自
動
車（
Ｅ

Ｖ
）
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
の
電
池
に
貯
め
、

自
動
車
の
動
力
に
す
る
ほ
か
、
雨
天
や
夜
間
の
太
陽
光
発
電
が
で
き
な
い

と
き
な
ど
に
使
い
ま
す
。
蓄
エ
ネ
は
、
停
電
時
の
備
え
、
節
電
・
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
コ
ス
ト
、
充
放
電
時
や

蓄
熱
時
の
ロ
ス
の
低
減
、
寿
命
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
上
回
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
獲
得
で
き
た
際
に
は
、
近
隣
に
お
す
そ
分

け
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
融
通
が
で
き
れ
ば
、
蓄
エ
ネ
の
よ
う
な
ロ
ス
が
発
生

せ
ず
、
効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
７
月
よ
り
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
の
た
め
に
、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格

買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）」
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
発
電
し
た
電
気
を

電
力
会
社
が
決
め
ら
れ
た
価
格
で
長

期
に
買
い
取
る
制
度
で
、
電
力
会
社
が
買
い
取
る
コ
ス
ト
負
担
分
は
電
気

の
利
用
者
全
員
か
ら
ふ
　
か
賦
課
金
と
い
う
形
で
集
め
ら
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、「
太
陽
光
」、「
風
力
」、「
小
水
力
（
３
万
kW

未
満
）」、「
地
熱
」、「
バ
イ
オ
マ
ス
」
の
５
種
類
で
す
（T

able 1

）。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
長
期
に
安
定
的
な
収
入
が
約
束
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
市
民
が
出
資
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
発
電
所
（
市
民
・
地
域
共
同
発
電
所
）
を
建
設
し
、
地
域
で
創
エ
ネ
ル

創
エ
ネ
に
は

蓄
エ
ネ
と
の

組
み
合
わ
せ
が

必
要

地
域
に
お
け
る

創
エ
ネ
ル
ギ
ー
＝

市
民・地
域
共
同

発
電
所
へ
の
参
画

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
促
進

ま
と
め

Chart 1

さまざまな再生可能エネルギーと創エネルギーへの取り組み
一般電気事業者、新電力、

市民・地域共同発電所、個人住宅まで、
さまざまなレベルでエネルギーが生産される。
生活者はそれらを選び、使い、投資することで、

エネルギーの生産・供給にも
参画できる。

原子力発電所

火力発電所

送電ネットワーク

一般電気事業者

新電力

コミュニティ

バイオマス

地熱発電風力発電

太陽光発電

小水力発電 風力発電

太陽光発電

¥

¥
出資

配当

市民・地域共同発電所 市民／生活者

e e e e

e

e

e e e e再生可能電力
再生可能電力

再生可能電力再生可能電力 従来電力 従来電力火力による電力 e

創エネルギー
ハウス

一般ハウス

Chart 2

創エネルギーハウスの機能と設備

Column

持続可能なエネルギー社会構築に向けて 日本環境学会 前会長和田 武

※再生可能電力＝再生可能エネルギーで発電した電力

水力発電所等

火力発電所

　21世紀は、私たち市民や地域主体がエネルギー
を創る時代になるでしょう。今後、普及が期待される
再生可能エネルギーやコージェネレーションなどは、
小規模分散型で多数設置する必要がありますが、
市民や地域主体の取り組みに適しているのです。
　ドイツでは、太陽光発電や風力発電など再生可

能エネルギー発電が飛躍的に伸びていますが、その半分以上が市民
や農民たちを中心に導入されています。デンマークでは総電力の30％
以上を供給する風力発電の約80％が個人あるいは共同の地域住民
所有です。また、コジェネ、バイオマス、太陽熱、地中熱などを活用する
地域暖房システムを自治体や住民たちの地域暖房企業が経営してお

り、人口の60％以上が加入するまで普及させています。両国での最近
の再生可能エネルギーの飛躍的普及は、ＦＩＴなどの実効性ある普及
政策とともに市民・地域主導の普及方法が採られてきた結果です。
　日本でも2012年７月からＦＩＴが施行され、住宅用太陽光発電や市
民・地域共同発電所づくりもいっそう進み始めています。市民・地域共
同発電所は全国各地に少なくとも458も作られています。今後、さらにそ
ういう取り組みを促進する政策を採用し、私たち市民が主体的・積極
的に取り組めば、発電や熱利用での創エネルギーが促進され、環境保
全、経済発展、エネルギー自給率向上、地域社会の活性化等の社会
的好影響をもたらし、持続可能なエネルギー社会の構築が可能になる
はずです。

W
ada Takeshi

ホームエネルギー
マネジメントシステム

操る
蓄電池

電気自動車
余った電気を貯め、
電気使用のピーク時や
雨天時等に使うことで
エネルギー使用の
効率化を図る

燃料電池
都市ガスやLPガス中の
水素と空気中の酸素を
反応させて電気と熱を
創り、その熱を
お湯として貯める装置

貯める

創る・
貯める

エネルギーを創り・貯める機能を、
家庭内のさまざまな設備に振り分け、

効率よい使い方を実現できる
家のイメージ。

太陽光発電
太陽電池を利用して
光エネルギーを
直接電気エネルギーに
変換する発電方式

バイオマス
庭木の剪定枝を
薪にして、薪ストーブの
燃料として利用する

地中熱
地中の温度は
外気温と比較すると
変化が少なく、夏は冷熱源、
冬は温熱源として利用できる

太陽熱利用システム
太陽の光エネルギーを
熱エネルギーに変換し、
温水を作り、
給湯や暖房に使うシステム

薪ストーブ

創る



　
昭
和
の
初
期
の
暮
ら
し
は
、
家
電
製
品

は
、
裸
電
球
と
ラ
ジ
オ
だ
け
、
家
事
は
手

作
業
（
手
洗
い
、
ほ
う
き
と
は
た
き
、
ぞ

う
き
ん
が
け
）、
空
調
は
「
う
ち
わ
」
と

炭
火
を
入
れ
た
「
火
鉢
」
そ
し
て
ま
き薪
で
沸

か
し
た
お
湯
を
入
れ
た
「
湯
た
ん
ぽ
」
と
い
う
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
当
時
の
電
源
は
、
水

力
発
電
で
ほ
と
ん
ど
ま
か
な賄
う
こ
と
が
で
き
、
石
炭
や
石
油
を
わ
ず
か
し
か

使
わ
な
い「
す
い水 

し
ゅ主 

か火 

じ
ゅ
う従

」で
し
た
。家
庭
の
燃
料
は「
薪
」や「
木
炭
」で
あ
り
、

今
か
ら
見
れ
ば
こ
の
時
期
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
中
心
の
「
少
エ

ネ
」
の
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
１
９
５
０
年
代
半
ば
か
ら
日
本
は
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
人
口
増

加
と
相
ま
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
加
し
ま
し
た
（Chart 1

、

Chart 2
）。
電
源
も
、
石
油
・
石
炭
火
力
発
電
が
増
え
、
１
９
６
３
年
に

初
め
て
「
か火 
し
ゅ主 
す
い水 

じ
ゅ
う従

」
に
移
行
し
た
後
、
当
時
安
価
だ
っ
た
石
油
火
力

を
中
心
に
供
給
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
家
庭
で
は
、
三
種
の
神
器
と
呼

ば
れ
た
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
の
３
種
類
の
家
電
製
品
が
急
速
に
普

及
し
て
電
気
の
消
費
量
が
増
加
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
銭
湯
に
通
っ
て
い
た

の
が
、
ガ
ス
風
呂
釜
の
登
場
に
よ
り
内
風
呂
が
普
及
し
、
瞬
間
湯
沸
か
し

器
に
よ
っ
て
台
所
で
も
お
湯
を
使
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ガ
ス
の
消
費

量
も
増
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
９
７
３
年
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
を
契
機
に
、
省
エ
ネ
の
技
術
開
発
が
促
進
さ
れ
、
生
活
者
の
省
エ
ネ
意

識
も
向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
脱
石
油
政
策
の
も
と
、
原
子
力
、
石
炭
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
な
ど
の
石
油
代
替
電
源
の
開
発
や
、
天
然
ガ
ス
へ
の
都
市
ガ
ス
の

原
料
転
換
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
家
庭
に
は
複
数
の
エ
ア
コ
ン

や
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
温
水
洗
浄
便
座
等
多

く
の
家
電
製
品
が
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
お
風
呂
、
台
所
、
洗
面
所
の
３

カ
所
給
湯
が
普
及
。
床
暖
房
や
衣
類
乾
燥

機
、
食
器
洗
浄
乾
燥
器
な
ど
も
登
場
し
、
豊
か
な
、
あ
る
意
味
で
は
贅
沢

な
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
世
帯
あ
た
り
の
人
員

の
減
少
と
合
わ
せ
て
１
人
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
大
き
く
増
加
。

と
り
わ
け
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
調
理
家
電
、「
個

電
」
と
い
わ
れ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
ユ
ー
ス
の
製
品
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
今

や
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
５
割
を
電
気
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
電
力
供
給
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
に
ら
ん
で

原
子
力
を
主
軸
に
、
天
然
ガ
ス
火
力
を
組
み
合
わ
せ
る
一
方
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
導
入
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
３
・
11
の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
原
子
力
発
電
所
が

停
止
し
、
天
然
ガ
ス
を
中
心
と
し
た
火
力
発
電
所
で
そ
の
停
止
分
を
補
完

す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
初
期
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代

か
ら
、
石
油
の
時
代
、
多
様
化
の
時
代
を
経
て
、
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

時
代
を
指
向
し
て
い
た
の
に
、
短
期
的
に
は
ふ
た
た
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
時
代
に
逆
戻
り
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、

原
子
力
を
補
完
し
て
い
る
天
然
ガ
ス
の
利
用
拡
大
が
進
み
、
一
方
、
大
規

模
集
中
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
信
頼
性
の
揺
ら
ぎ
か
ら
、
小
規
模
分
散
型
シ
ス

テ
ム
と
の
組
み
合
わ
せ
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、

消
費
地
で
電
気
と
熱
を
同
時
に
創
っ
て
利
用
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
注
目
を
浴
び
、
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
を
中
心
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
は
供
給
側
の
み
で
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・

運
用
し
て
い
た
も
の
を
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
能
動
的
に
需
要
側
の
電
力
消

費
を
調
整
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
、
効
率
的
な
運
用
を
実
現
す
る

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
に
よ
り
省
エ
ネ
を

行
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
（
家
庭
用
：
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、

ビ
ル
用
：
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
が
導
入
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

　
高
度
成
長
時
代
か
ら
震
災
ま
で
、
安
か
っ
た
石
油
が
高
く
な
っ
て
も
省

エ
ネ
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス
等
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
供
給
を
確
保
し
た
時

代
を
「
再
生
不
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
震
災
直
後

の
今
は
、（
緊
急
避
難
的
に
火
力
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
シ
フ
ト
が
起
こ
っ
て
い
る
も

の
の
）
こ
れ
ま
で
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
か
ら
こ
れ
か
ら
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク

ス
へ
転
換
を
模
索
す
る
移
行
期
と
呼
べ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
後

世
か
ら
見
る
と
、
ま
さ
に
今
こ
そ
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
に
回

帰
す
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。（Chart 4

）

　
２
０
１
３
年
９
月
末
に
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
第

５
次
評
価
報
告
書
の
第
１
作
業
部
会
の
報

告
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
は

疑
う
余
地
が
な
く
、
そ
れ
は
人
間
活
動
が

主
要
な
要
因
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
を

制
限
す
る
た
め
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
大
幅
か
つ
持
続
的
な

削
減
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
人
口
は
増
加
し
、
２
０
５
０
年
に

は
１
０
０
億
人
に
近
づ
き
、
途
上
国
の
経
済
成
長
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の

ま
ま
で
は
地
球
温
暖
化
が
今
後
さ
ら
に
進
行
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、

温
室
効
果
ガ
ス
特
にCO

2

の
大
幅
な
削
減
は
必
須
で
す
。

　
２
０
５
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
３
・

11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
促
進
さ
れ
、
非
常
に
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら
約

40
年
後
の
２
０
５
０
年
を
想
定
し
て
み
ま
す
。
二
つ
の
将
来
シ
ナ
リ
オ
を

考
え
、Chart 3

と
し
て
表
し
て
み
ま
し
た
。

「
ハ
イ
テ
ク
ラ
イ
フ
」
の
ケ
ー
ス
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
新
た
な
機
器

に
囲
ま
れ
た
、
よ
り
快
適
で
豊
か
な
暮
ら
し
が
実
現
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の

機
器
と
、
燃
料
電
池
や
太
陽
光
発
電
の
創
エ
ネ
、
電
気
自
動
車
や
蓄
電
池

の
蓄
エ
ネ
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ
て
最
適
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」の
ケ
ー
ス
で
は
、昔
に
戻
っ
て
、自
然
の
風
、熱
、

光
、
木
な
ど
を
最
大
限
取
り
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
菜
園
で
野
菜
を
作

る
な
ど
体
を
動
か
し
家
事
を
行
う
こ
と
で
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
ど
ち
ら
の
ケ
ー
ス
を
選
択
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
降
、
わ
が
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
、
平
時
の
省
エ
ネ
と
災
害
時
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
に
貢
献
す
る

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
へ
の
期
待
、
原
子
力
問
題
、
電
気
・
ガ
ス

事
業
制
度
改
革
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
た

ち
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
２
年
間
連
載
し
て
き
た
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
講

座
を
ベ
ー
ス
に
、
講
演
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
リ
テ
ラ
シ

ー
向
上
活
動
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
、
正
し
い

判
断
と
選
択
を
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
の
ま
と
め
と
し
て
、

暮
ら
し
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つい
て
、

昔（
昭
和
の
時
代
）を
振
り
返
り
、現
在
の
状
況
を
再
確
認
し
、

そ
し
て
将
来（
２
０
５
０
年
）を
想
定
し
ま
す
。

「
ハ
イ
テ
ク
ラ
イ
フ
」と「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」の
二
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
示
し
、

皆
さ
ん
と一緒
に
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つい
て

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
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将
来
へ
向
け
て
の
シ
ナ
リ
オ

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座 

暮
ら
し
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

昭
和
の
時
代
の

暮
ら
し
と

エ
ネ
ル
ギ
ー

現
在
の

暮
ら
し
と

エ
ネ
ル
ギ
ー

これまで日本の総人口増加
と相まってエネルギー消費
量（＝供給量）は増加してき
た。特に、1950年代半ばか
らは日本が高度経済成長
期に入ったことにより、急な
増加を示している。今後、人
口減にともない、エネルギー
消費量の削減も期待され
る。
Chart 1：日本エネルギー経済研究所

「エネルギー・経済統計要覧2013」よ
り／Chart 2：国立社会保障・人口問
題研究所「日本の将来推計人口」より

予測

時代とともに
変わる

一次エネルギー
供給量

Chart 1

日本の総人口の推移

Chart 2

（1018J）
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昭
和
の
初
期
の
暮
ら
し
は
、
家
電
製
品

は
、
裸
電
球
と
ラ
ジ
オ
だ
け
、
家
事
は
手

作
業
（
手
洗
い
、
ほ
う
き
と
は
た
き
、
ぞ

う
き
ん
が
け
）、
空
調
は
「
う
ち
わ
」
と

炭
火
を
入
れ
た
「
火
鉢
」
そ
し
て
ま
き薪
で
沸

か
し
た
お
湯
を
入
れ
た
「
湯
た
ん
ぽ
」
と
い
う
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
当
時
の
電
源
は
、
水

力
発
電
で
ほ
と
ん
ど
ま
か
な賄
う
こ
と
が
で
き
、
石
炭
や
石
油
を
わ
ず
か
し
か

使
わ
な
い「
す
い水 

し
ゅ主 

か火 

じ
ゅ
う従
」で
し
た
。家
庭
の
燃
料
は「
薪
」や「
木
炭
」で
あ
り
、

今
か
ら
見
れ
ば
こ
の
時
期
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
中
心
の
「
少
エ

ネ
」
の
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
１
９
５
０
年
代
半
ば
か
ら
日
本
は
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
人
口
増

加
と
相
ま
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
加
し
ま
し
た
（Chart 1

、

Chart 2

）。
電
源
も
、
石
油
・
石
炭
火
力
発
電
が
増
え
、
１
９
６
３
年
に

初
め
て
「
か火 

し
ゅ主 

す
い水 

じ
ゅ
う従
」
に
移
行
し
た
後
、
当
時
安
価
だ
っ
た
石
油
火
力

を
中
心
に
供
給
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
家
庭
で
は
、
三
種
の
神
器
と
呼

ば
れ
た
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
の
３
種
類
の
家
電
製
品
が
急
速
に
普

及
し
て
電
気
の
消
費
量
が
増
加
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
銭
湯
に
通
っ
て
い
た

の
が
、
ガ
ス
風
呂
釜
の
登
場
に
よ
り
内
風
呂
が
普
及
し
、
瞬
間
湯
沸
か
し

器
に
よ
っ
て
台
所
で
も
お
湯
を
使
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ガ
ス
の
消
費

量
も
増
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
９
７
３
年
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
を
契
機
に
、
省
エ
ネ
の
技
術
開
発
が
促
進
さ
れ
、
生
活
者
の
省
エ
ネ
意

識
も
向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
脱
石
油
政
策
の
も
と
、
原
子
力
、
石
炭
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
な
ど
の
石
油
代
替
電
源
の
開
発
や
、
天
然
ガ
ス
へ
の
都
市
ガ
ス
の

原
料
転
換
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
家
庭
に
は
複
数
の
エ
ア
コ
ン

や
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
温
水
洗
浄
便
座
等
多

く
の
家
電
製
品
が
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
お
風
呂
、
台
所
、
洗
面
所
の
３

カ
所
給
湯
が
普
及
。
床
暖
房
や
衣
類
乾
燥

機
、
食
器
洗
浄
乾
燥
器
な
ど
も
登
場
し
、
豊
か
な
、
あ
る
意
味
で
は
贅
沢

な
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
世
帯
あ
た
り
の
人
員

の
減
少
と
合
わ
せ
て
１
人
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
大
き
く
増
加
。

と
り
わ
け
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
調
理
家
電
、「
個

電
」
と
い
わ
れ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
ユ
ー
ス
の
製
品
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
今

や
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
５
割
を
電
気
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
電
力
供
給
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
に
ら
ん
で

原
子
力
を
主
軸
に
、
天
然
ガ
ス
火
力
を
組
み
合
わ
せ
る
一
方
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
導
入
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
３
・
11
の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
原
子
力
発
電
所
が

停
止
し
、
天
然
ガ
ス
を
中
心
と
し
た
火
力
発
電
所
で
そ
の
停
止
分
を
補
完

す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
初
期
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代

か
ら
、
石
油
の
時
代
、
多
様
化
の
時
代
を
経
て
、
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

時
代
を
指
向
し
て
い
た
の
に
、
短
期
的
に
は
ふ
た
た
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
時
代
に
逆
戻
り
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、

原
子
力
を
補
完
し
て
い
る
天
然
ガ
ス
の
利
用
拡
大
が
進
み
、
一
方
、
大
規

模
集
中
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
信
頼
性
の
揺
ら
ぎ
か
ら
、
小
規
模
分
散
型
シ
ス

テ
ム
と
の
組
み
合
わ
せ
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、

消
費
地
で
電
気
と
熱
を
同
時
に
創
っ
て
利
用
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
注
目
を
浴
び
、
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
を
中
心
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
は
供
給
側
の
み
で
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・

運
用
し
て
い
た
も
の
を
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
能
動
的
に
需
要
側
の
電
力
消

費
を
調
整
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
、
効
率
的
な
運
用
を
実
現
す
る

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
に
よ
り
省
エ
ネ
を

行
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
（
家
庭
用
：
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、

ビ
ル
用
：
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
が
導
入
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

　
高
度
成
長
時
代
か
ら
震
災
ま
で
、
安
か
っ
た
石
油
が
高
く
な
っ
て
も
省

エ
ネ
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス
等
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
供
給
を
確
保
し
た
時

代
を
「
再
生
不
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
震
災
直
後

の
今
は
、（
緊
急
避
難
的
に
火
力
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
シ
フ
ト
が
起
こ
っ
て
い
る
も

の
の
）
こ
れ
ま
で
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
か
ら
こ
れ
か
ら
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク

ス
へ
転
換
を
模
索
す
る
移
行
期
と
呼
べ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
後

世
か
ら
見
る
と
、
ま
さ
に
今
こ
そ
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
に
回

帰
す
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。（Chart 4

）

　
２
０
１
３
年
９
月
末
に
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
第

５
次
評
価
報
告
書
の
第
１
作
業
部
会
の
報

告
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
は

疑
う
余
地
が
な
く
、
そ
れ
は
人
間
活
動
が

主
要
な
要
因
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
を

制
限
す
る
た
め
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
大
幅
か
つ
持
続
的
な

削
減
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
人
口
は
増
加
し
、
２
０
５
０
年
に

は
１
０
０
億
人
に
近
づ
き
、
途
上
国
の
経
済
成
長
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の

ま
ま
で
は
地
球
温
暖
化
が
今
後
さ
ら
に
進
行
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、

温
室
効
果
ガ
ス
特
にCO

2

の
大
幅
な
削
減
は
必
須
で
す
。

　
２
０
５
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
３
・

11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
促
進
さ
れ
、
非
常
に
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら
約

40
年
後
の
２
０
５
０
年
を
想
定
し
て
み
ま
す
。
二
つ
の
将
来
シ
ナ
リ
オ
を

考
え
、Chart 3

と
し
て
表
し
て
み
ま
し
た
。

「
ハ
イ
テ
ク
ラ
イ
フ
」
の
ケ
ー
ス
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
新
た
な
機
器

に
囲
ま
れ
た
、
よ
り
快
適
で
豊
か
な
暮
ら
し
が
実
現
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の

機
器
と
、
燃
料
電
池
や
太
陽
光
発
電
の
創
エ
ネ
、
電
気
自
動
車
や
蓄
電
池

の
蓄
エ
ネ
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ
て
最
適
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」の
ケ
ー
ス
で
は
、昔
に
戻
っ
て
、自
然
の
風
、熱
、

光
、
木
な
ど
を
最
大
限
取
り
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
菜
園
で
野
菜
を
作

る
な
ど
体
を
動
か
し
家
事
を
行
う
こ
と
で
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
ど
ち
ら
の
ケ
ー
ス
を
選
択
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
降
、
わ
が
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
、
平
時
の
省
エ
ネ
と
災
害
時
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
に
貢
献
す
る

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
へ
の
期
待
、
原
子
力
問
題
、
電
気
・
ガ
ス

事
業
制
度
改
革
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
た

ち
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
２
年
間
連
載
し
て
き
た
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
講

座
を
ベ
ー
ス
に
、
講
演
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
リ
テ
ラ
シ

ー
向
上
活
動
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
、
正
し
い

判
断
と
選
択
を
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

西暦2050年の暮らしとエネルギー予想図
今から約40年後の2050年を想定した二つの将来シナリオ。

100億人に近づくとされる世界の総人口と途上国の経済成長、
それにともなう地球温暖化の進行。

こうしたことを視野に入れながらエネルギーと上手に付き合っていく
ライフスタイルの選択が必要とされます。

・効率を追求する「ハイテクライフ」
とは対極の「スローライフ」。昔に戻り、
自然共生住宅で、再生可能エネルギ
ーを最大限活用し、エネルギー消費
機器は必要最低限の所有とし、物理
的な豊かさよりも、心の豊かさの向上
を図るケース。
・無駄な消費に敏感になり、浪費しな

いさわやかさを感じ、今までとは違った
価値観が醸成され、楽しく心豊かにな
る 「エコライフ」 に変わっていきます。
・庭には樹木が茂り、家庭菜園があり、
土に触れ、天候や害虫などの自然と
接し、自給率向上も実現します。手
間をいとわず、手間を楽しむライフス
タイルです。

スローライフ ハイテクライフ ・現在の豊かな暮らしがさらに向上し、
より便利で快適な住環境で、地球温
暖化や環境問題を意識しなくても、
高度な技術とそのマネジメントシステム
により、さまざまな問題に対処できます。
・高断熱住宅、高効率機器、ロボッ
トなどの新たな機器、エネルギー・マ
ネジメントシステム等ハイテクに囲まれ

た便利で快適な生活が実現します。
・快適性向上のため、エネルギー消費
機器が大型化、新たな機器も増加し、
現在の技術ではエネルギー消費量が
増加します。革新的な技術開発により
エネルギー消費量の大幅な削減を行
い、資源制約、環境制約を乗り越える
ことが必要です。

Slow Life High Tecnology Life

Chart 3

家庭菜園

自転車

太陽熱温水器

パッシブ（自然の風）

薪

ほうき

薪ストーブ

雨水タンク

扇風機
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太陽光発電

大型モニター（エネルギー情報、TV等）

お掃除ロボット

燃料電池

電気自動車（蓄電池としても利用）

温熱

温
熱

温
熱

イラスト／金子真理



　
昭
和
の
初
期
の
暮
ら
し
は
、
家
電
製
品

は
、
裸
電
球
と
ラ
ジ
オ
だ
け
、
家
事
は
手

作
業
（
手
洗
い
、
ほ
う
き
と
は
た
き
、
ぞ

う
き
ん
が
け
）、
空
調
は
「
う
ち
わ
」
と

炭
火
を
入
れ
た
「
火
鉢
」
そ
し
て
ま
き薪
で
沸

か
し
た
お
湯
を
入
れ
た
「
湯
た
ん
ぽ
」
と
い
う
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
当
時
の
電
源
は
、
水

力
発
電
で
ほ
と
ん
ど
ま
か
な賄
う
こ
と
が
で
き
、
石
炭
や
石
油
を
わ
ず
か
し
か

使
わ
な
い「
す
い水 

し
ゅ主 

か火 

じ
ゅ
う従
」で
し
た
。家
庭
の
燃
料
は「
薪
」や「
木
炭
」で
あ
り
、

今
か
ら
見
れ
ば
こ
の
時
期
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
中
心
の
「
少
エ

ネ
」
の
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
１
９
５
０
年
代
半
ば
か
ら
日
本
は
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
人
口
増

加
と
相
ま
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
加
し
ま
し
た
（Chart 1

、

Chart 2

）。
電
源
も
、
石
油
・
石
炭
火
力
発
電
が
増
え
、
１
９
６
３
年
に

初
め
て
「
か火 

し
ゅ主 

す
い水 

じ
ゅ
う従
」
に
移
行
し
た
後
、
当
時
安
価
だ
っ
た
石
油
火
力

を
中
心
に
供
給
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
家
庭
で
は
、
三
種
の
神
器
と
呼

ば
れ
た
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
の
３
種
類
の
家
電
製
品
が
急
速
に
普

及
し
て
電
気
の
消
費
量
が
増
加
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
銭
湯
に
通
っ
て
い
た

の
が
、
ガ
ス
風
呂
釜
の
登
場
に
よ
り
内
風
呂
が
普
及
し
、
瞬
間
湯
沸
か
し

器
に
よ
っ
て
台
所
で
も
お
湯
を
使
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ガ
ス
の
消
費

量
も
増
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
９
７
３
年
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
を
契
機
に
、
省
エ
ネ
の
技
術
開
発
が
促
進
さ
れ
、
生
活
者
の
省
エ
ネ
意

識
も
向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
脱
石
油
政
策
の
も
と
、
原
子
力
、
石
炭
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
な
ど
の
石
油
代
替
電
源
の
開
発
や
、
天
然
ガ
ス
へ
の
都
市
ガ
ス
の

原
料
転
換
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
家
庭
に
は
複
数
の
エ
ア
コ
ン

や
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
温
水
洗
浄
便
座
等
多

く
の
家
電
製
品
が
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
お
風
呂
、
台
所
、
洗
面
所
の
３

カ
所
給
湯
が
普
及
。
床
暖
房
や
衣
類
乾
燥

機
、
食
器
洗
浄
乾
燥
器
な
ど
も
登
場
し
、
豊
か
な
、
あ
る
意
味
で
は
贅
沢

な
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
世
帯
あ
た
り
の
人
員

の
減
少
と
合
わ
せ
て
１
人
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
大
き
く
増
加
。

と
り
わ
け
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
調
理
家
電
、「
個

電
」
と
い
わ
れ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
ユ
ー
ス
の
製
品
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
今

や
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
５
割
を
電
気
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
電
力
供
給
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
に
ら
ん
で

原
子
力
を
主
軸
に
、
天
然
ガ
ス
火
力
を
組
み
合
わ
せ
る
一
方
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
導
入
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
３
・
11
の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
原
子
力
発
電
所
が

停
止
し
、
天
然
ガ
ス
を
中
心
と
し
た
火
力
発
電
所
で
そ
の
停
止
分
を
補
完

す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
初
期
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代

か
ら
、
石
油
の
時
代
、
多
様
化
の
時
代
を
経
て
、
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

時
代
を
指
向
し
て
い
た
の
に
、
短
期
的
に
は
ふ
た
た
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
時
代
に
逆
戻
り
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、

原
子
力
を
補
完
し
て
い
る
天
然
ガ
ス
の
利
用
拡
大
が
進
み
、
一
方
、
大
規

模
集
中
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
信
頼
性
の
揺
ら
ぎ
か
ら
、
小
規
模
分
散
型
シ
ス

テ
ム
と
の
組
み
合
わ
せ
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、

消
費
地
で
電
気
と
熱
を
同
時
に
創
っ
て
利
用
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
注
目
を
浴
び
、
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
を
中
心
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
は
供
給
側
の
み
で
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・

運
用
し
て
い
た
も
の
を
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
能
動
的
に
需
要
側
の
電
力
消

費
を
調
整
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
、
効
率
的
な
運
用
を
実
現
す
る

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
に
よ
り
省
エ
ネ
を

行
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
（
家
庭
用
：
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、

ビ
ル
用
：
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
が
導
入
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

　
高
度
成
長
時
代
か
ら
震
災
ま
で
、
安
か
っ
た
石
油
が
高
く
な
っ
て
も
省

エ
ネ
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス
等
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
供
給
を
確
保
し
た
時

代
を
「
再
生
不
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
震
災
直
後

の
今
は
、（
緊
急
避
難
的
に
火
力
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
シ
フ
ト
が
起
こ
っ
て
い
る
も

の
の
）
こ
れ
ま
で
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
か
ら
こ
れ
か
ら
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク

ス
へ
転
換
を
模
索
す
る
移
行
期
と
呼
べ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
後

世
か
ら
見
る
と
、
ま
さ
に
今
こ
そ
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
に
回

帰
す
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。（Chart 4

）

　
２
０
１
３
年
９
月
末
に
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
第

５
次
評
価
報
告
書
の
第
１
作
業
部
会
の
報

告
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
は

疑
う
余
地
が
な
く
、
そ
れ
は
人
間
活
動
が

主
要
な
要
因
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
を

制
限
す
る
た
め
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
大
幅
か
つ
持
続
的
な

削
減
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
人
口
は
増
加
し
、
２
０
５
０
年
に

は
１
０
０
億
人
に
近
づ
き
、
途
上
国
の
経
済
成
長
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の

ま
ま
で
は
地
球
温
暖
化
が
今
後
さ
ら
に
進
行
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、

温
室
効
果
ガ
ス
特
にCO

2

の
大
幅
な
削
減
は
必
須
で
す
。

　
２
０
５
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
３
・

11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
促
進
さ
れ
、
非
常
に
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら
約

40
年
後
の
２
０
５
０
年
を
想
定
し
て
み
ま
す
。
二
つ
の
将
来
シ
ナ
リ
オ
を

考
え
、Chart 3

と
し
て
表
し
て
み
ま
し
た
。

「
ハ
イ
テ
ク
ラ
イ
フ
」
の
ケ
ー
ス
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
新
た
な
機
器

に
囲
ま
れ
た
、
よ
り
快
適
で
豊
か
な
暮
ら
し
が
実
現
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の

機
器
と
、
燃
料
電
池
や
太
陽
光
発
電
の
創
エ
ネ
、
電
気
自
動
車
や
蓄
電
池

の
蓄
エ
ネ
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ
て
最
適
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」の
ケ
ー
ス
で
は
、昔
に
戻
っ
て
、自
然
の
風
、熱
、

光
、
木
な
ど
を
最
大
限
取
り
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
菜
園
で
野
菜
を
作

る
な
ど
体
を
動
か
し
家
事
を
行
う
こ
と
で
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
ど
ち
ら
の
ケ
ー
ス
を
選
択
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
降
、
わ
が
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
、
平
時
の
省
エ
ネ
と
災
害
時
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
に
貢
献
す
る

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
へ
の
期
待
、
原
子
力
問
題
、
電
気
・
ガ
ス

事
業
制
度
改
革
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
た

ち
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
２
年
間
連
載
し
て
き
た
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
講

座
を
ベ
ー
ス
に
、
講
演
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
リ
テ
ラ
シ

ー
向
上
活
動
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
、
正
し
い

判
断
と
選
択
を
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

下
田 

吉
之

大
阪
大
学
大
学
院
教
授

Colum
n

連
載
終
了
に
あ
た
っ
て
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２
０
１
２
年
７
月
以
来
連
載
し
て
き
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
」
で
す
が
、

今
号
で
予
定
の
10
講
に
達
し
、
ひ
と
ま
ず
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
連
載
開
始
時
に
は
「
現
在
我
が
国
が
直
面
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
お

い
て
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
情
報
の
も
と
に
、
合
理
的
な
判
断

と
選
択
を
行
う
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
テ
ラ
シ
ー
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
賢
く
使
う
た
め
の
基
礎
知
識
）

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。」
と
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
の
間
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
関
す
る
議
論
に
始
ま
り
、
２
０
１

２
年
夏
の
電
力
需
給
の
ひ
っ逼 

ぱ
く迫

、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
法
制
度
の
改
革
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
社
会
的
関
心
の
高

い
出
来
事
が
続
き
、
こ
の
思
い
を
い
っ
そ
う
強
く
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
の
中
で
身
近
に
接
す
る
「
水
」「
物
質
（
ご
み
）」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
「
見
え
な
い
」
こ
と
が
大
き
な
特
質
で
あ
り
、

そ
の
性
質
ゆ
え
、
私
た
ち
の
日
々
の
行
動
が
ど
の
よ
う
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
と
つ
な
が
り
、
ど
れ
だ
け
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
資
源
か
ら
創
造

さ
れ
、
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
感

じ
取
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。
今
回
の
第
十
講
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
は
こ
の
１
０
０
年

ほ
ど
（
人
類
の
文
明
の
長
い
歴
史
か
ら
す
れ
ば
ほ
ん
の
一
瞬
の
間
）
で
大

き
く
変
化
し
、
環
境
に
対
し
て
よ
り
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
日
々
の
生
活
の
中
で
実
感
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
ま
た
、
連
載
中
に
も
記
述
が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
場
の
「
自
由
化
」

は
消
費
者
に
と
っ
て
は
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
同
時
に
「
責
任
」
を
負
う
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
選
択
の
幅
が
広
が
る
中
で
、
環
境
へ
の

影
響
を
考
え
、
地
球
に
暮
ら
す
一
員
と
し
て
将
来
世
代
に
対
し
て
責
任
あ

る
選
択
を
行
う
こ
と
も
消
費
者
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
連
載
の
執
筆
者
、
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
各
位
、
連
載

を
企
画
さ
れ
、
編
集
に
携
わ
ら
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ｌ
関
係
者
の
皆
様
の
努
力
に
よ

り
、
わ
か
り
や
す
い
講
座
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

め
ぐ
る
社
会
の
変
化
、
技
術
の
変
化
の
中
で
、
今
回
ご
紹
介

し
た
よ
う
な
内
容
は
時
々
刻
々
変
化
し
て
い
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
そ
の
時
代
に
応
じ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

講
座
」
が
書
か
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Shimoda Yoshiyuki

こ
れ
か
ら
の

暮
ら
し
と

エ
ネ
ル
ギ
ー

最
後
に

Chart 4
日本の電源別発電電力量の変化を、
時代の推移にあわせて図示した。

高度経済成長期、第一次オイルショック、
2011年の東日本大震災等が

変化の契機となっていることがわかる。

時代とともに
変わる電源構成

（イメージ図）

ふたたび
再生可能エネルギー
中心の時代へ（予想）

東日本大震災を
契機とした一時的な
化石エネルギー時代

1973年の第一次
オイルショック以降は
脱石油政策

高度経済成長期。
「火主水従」への
移行

再生可能エネルギー
（再エネ）が中心の
「少エネ」の時代

再エネ 水力

水力

水力

石油

石油

石炭

石炭

石炭

LNG原子力

再エネ ?2050年頃
（予測）

2012年

2010年

1970年頃

1950年頃

水力石油再エネ LNG 石炭

水力

資源エネルギー庁「エネルギー白書2013」、電気事業連合会の資料などに基づき作成した。

原子力・
石油・石炭・
LNGなど

※指定外全てデータ参照。
※Photo アタリです。同名の本画像に差し替えてください。



　情報通信技術が発達し、フラット化の進む現代社
会では、横のつながりの価値が強調されます。最近
よく耳にする“ソーシャル”も、メディアやネットワーク
など多くはその文脈で用いられますが、日本語で“社
会”というときにはタテ・ヨコ・ナナメの関係が複雑
に入り組んだ立体構造が思い起こされます。
　そこでは親と子、夫と妻、上司と部下、先輩と後輩、
友人・親戚・近所付き合いなど、さまざまな人間関
係が、遠近・軽重、濃淡・繁閑とり混ぜ、縦横無
尽に形成されています。さらに歴史や古典を通じた
過去との対話などの時間軸を加えれば、4次元空間
とも言えそうな「内にある社会」（大坊氏：22頁）で、
有史以来、人はさまざまな関係に“多元的に帰属”（濱
野氏：12頁）してきました。
　異なる生い立ちや経験、価値観を持つ人々が、
好むと好まざるとに拘わらずに出会い、互いに主張し、
理解し、反発し、折れ合いながらつくってきた関係が
“社会”。その中で優先順位をつけ、うまくバランスを
取りながら知識・知恵を身につけ、自身の立ち位置
を確立していくことが人間の成長・成熟ではないでし
ょうか。
　この基本構造の上に、時間と空間の壁を軽 と々飛
び越えて拡がるのが、広大な“開”空間＝インター
ネットです。これまでマスメディアのフィルターを通して
しか知り得なかった情報にふれ、知り合う術のなかっ
た人と出会い、交わり、助け・助けられるようになっ
たのはすばらしいことです。
　しかし、今を盛りの“ソーシャル”メディア、ネット
ワーク、ゲームなどの“つながり”は、広く、浅く、
ヨコ方向にのみ猛烈なスピードで形成される“閉”
空間となって、タテやナナメの関係を圧迫し始めてい
るようにも見えます。
“ソーシャル”が“社会”を駆逐することなく相互に
補完し合うよう、そして4次元の基本構造の中でさま
ざまな関係を結び、“社会”人として自らを確立する
途上にある若者たちが、グローバルな“開”空間で
あるはずのインターネット上の一部サービスに囚われ、
基礎を固めることなく柱を立てようとして躓かないよう、
私たち“社会”人の果たすべき責任は重いと考えます。

Message from CEL

Kimata Yoshihiko

CELからのメッセージ

タテ・ヨコ・ナナメ

木全 吉彦
大阪ガス㈱
エネルギー・
文化研究所 所長

64CEL March 2014

Volume 106 March 2014

  Culture,
Energy

&
Life

特集／ソーシャルって何？
平成26（2014）年3月1日発行
頒価／1,000円（送料別途）

http://w
w
w
.osakagas.co.jp/com

pany/efforts/cel/

発行人

企画・制作

編集人

編集

Art Director

Design

校正

DTP制作

印刷・製本

お問い合わせ窓口

木全吉彦

豊田尚吾

西田裕一

㈱平凡社

岡本一宣

岡本一宣デザイン事務所

㈱アンデパンダン

㈲ダイワコムズ

㈱東京印書館

大阪ガスビジネス
クリエイト㈱

TEL 06-6205-4650
FAX 06-6205-4759
CEL@ogbc.co.jp

大阪ガス㈱
エネルギー・

文化研究所（CEL）
〒541-0046

大阪府大阪市中央区
平野町4-1-2

発行

Research Institute for
Culture, Energy and Life

©2014 OSAKA GAS CO., LTD

※禁無断転載複写※本誌掲
載の寄稿文、インタビュー、レ
ポートなどの内容は必ずしも
大阪ガスの見解を表すもので
はありません。本誌・バックナン
バーのコンテンツやエネル
ギー・文化研究所（CEL）の活
動内容は、インターネットホーム
ページでご覧になれます。

つまず

すべ

東
洋
医
学
で
は
、春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
み
ら
れ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
や
鬱
症
状
は
、冬
の
間
に
体
の
代
謝
が
滞
っ
た
結
果
、

肝
臓
の
働
き
が
低
下
す
る
の
が

原
因
と
説
明
し
て
い
ま
す
。大
地
の
恵
み
を
十
分
に
い
た
だ
き
、

暑
い
夏
へ
向
け
て
体
調
を
整
え
た
い
も
の
で
す
。

春
か
ら
初
夏
へ

代
謝
を
促
し
、

体
調
を

整
え
る

Kino Megumi
From Spring 

to
 Early Summer

季
の

恵
み

Perilla

紫
蘇

縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
種
が
出
土
し
た
例
が
あ
り
、

来
歴
の
古
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

品
種
は
多
数
。青
、赤
、片
面
、縮
緬
な
ど
。

漢
方
で
は
、殺
菌
、解
毒
、去
痰
で
知
ら
れ
る
。

人
体
に
必
要
な
栄
養
素
の
殆
ど
を
備
え
て
い
る
。

特
に
多
く
含
ま
れ
る
ロ
ズ
マ
リ
ン
酸
の
働
き
が
、素
晴
ら
し
い
。

抗
酸
化
作
用
を
促
し
、ア
レ
ル
ギ
ー
を
よ
く
抑
え
、糖
の
消
化
を
妨
げ
る
。

香
り
に
は
、精
神
を
安
定
さ
せ
る
成
分
も
含
ま
れ
る
。

細
胞
の
一
つ
一
つ
に
効
く
。

蘇
る
、と
い
う
字
の
何
と
相
応
し
い
こ
と
か
。

こ
れ
を
薬
味
と
し
て
用
い
た
先
人
の
智
慧
に
、

手
を
合
わ
せ
る
。

Shiitake M
ushroom

 

椎
茸

３
０
０
種
類
あ
る
、と
言
わ
れ
て
い
る
食
用
キ
ノ
コ
の
う
ち

栽
培
技
術
が
確
立
し
て
い
る
の
は
20
種
ほ
ど
。

椎
茸
の
人
工
栽
培
開
始
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
る
が
、概
ね
17
世
紀
頃
。

現
在
市
場
に
出
て
い
る
の
は
原
木
か
菌
床
に
よ
る
栽
培
も
の
が
殆
ど
。

し
た
が
っ
て
、季
節
の
影
響
を
受
け
に
く
い
。

そ
れ
で
も
秋
の
椎
茸
を
ひ
と
冬
干
し
て
、

春
に
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

傘
の
内
側
を
日
に
当
て
る
。

こ
れ
は
家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
こ
と
。

そ
の
椎
茸
が
、冬
の
間
に
滞
っ
た
代
謝
を
活
性
化
さ
せ
、

血
液
の
濁
り
を
取
り
除
い
て
く
れ
る
。

名
の
あ
る
料
理
を
作
る
よ
り
、は
る
か
に
効
果
的
だ
。

B
urdock

ゴ
ボ
ウア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
最
も
効
果
が
あ
る
の
は
、排
泄
だ
ろ
う
。

有
毒
物
質
は
、早
く
外
に
出
し
た
方
が
よ
い
。

余
分
な
水
、古
血
、そ
の
他
の
老
廃
物
な
ど
。代
謝
の
滞
り
や
す
い
冬
。

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、こ
れ
ら
を
体
の
外
に
出
す
よ
う
心
が
け
た
い
。

ゴ
ボ
ウ
は
そ
れ
を
助
け
て
く
れ
る
代
表
的
食
物
。

と
こ
ろ
で
根
は
栄
養
的
価
値
に
乏
し
い
も
の
だ
が
、

「
八
尾
若
ご
ぼ
う
」で
知
ら
れ
る
葉
ゴ
ボ
ウ
な
ど
は
、

根
よ
り
も
茎
、葉
の
方
が
多
く
、ル
チ
ン
や
β-

カ
ロ
テ
ン
な
ど
を
、

緑
黄
色
野
菜
並
み
に
含
む
。

ゴ
ボ
ウ
は
体
を
冷
や
す
作
用
も
あ
る
の
で

温
か
い
料
理
を
お
勧
め
す
る
。

B
lack Soybean

黒
大
豆

冬
は
汗
を
か
き
に
く
い
。

そ
こ
へ
年
末
年
始
の
食
生
活
。

過
食
気
味
の
体
に
は
、自
ず
と
不
用
な
水
と
古
血
が
溜
る
。

こ
れ
を
進
ん
で
取
り
除
き
た
い
。

春
先
に
大
陸
か
ら
流
れ
て
く
る

湿
っ
た
空
気
は
皮
膚
呼
吸
を
遮
り
、代
謝
を
鈍
ら
せ
る
。

こ
の
湿
っ
た
感
じ
が
気
分
を
重
く
す
る
。

五
月
病
や
鬱
病
が
春
先
に
多
い
の
は
、そ
の
せ
い
だ
ろ
う
。

正
月
に
黒
豆
を
食
べ
る
の
は
、ゲ
ン
担
ぎ
ば
か
り
で
は
な
い
。

体
の
フ
ィ
ル
タ
ー
、腎
臓
の
働
き
を
助
け
て

水
滞
を
除
く
。黒
豆
も
薬
で
あ
る
。

品
種
に
は
和
知
黒
、丹
波
黒
、紫
ず
き
ん
、

作
州
黒
な
ど
が
あ
る
。

文
・
三
浦
俊
幸

料
理
人
、
野
菜
農
家
。

中
医
学
や
東
洋
医
学
と

食
事
と
の
融
和
を
実
践
。

東
京
・
六
本
木
で
和
食

店
「
さ
だ
吉
鎹
（
か
す

が
い
）」
を
経
営
、
故
郷

の
長
野
県
で
は
野
菜
を

作
り
注
文
販
売
を
行
う
。

画
工
。
日
常
に
潜
む
非

日
常
の
可
笑
し
み
を
観

察
し
画
帖
に
描
き
と
め

る
。
著
書
に
『
旧
暦
ラ

イ
フ
温
故
知
新
』
な
ど
。

三
浦
氏
と
の
共
著
に
『
七

十
二
候
美
味
禮
讚
』。

画
・
川
口
澄
子

※指定外全てデータ参照。
※配置の画像はアタリ用ダミ－です。
　添付の反射原稿にサシカエて下さい。
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